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山形大学大学院理工学研究科（工学系）ポリシー

0教育目標

111形）□::)(掌院の教育Fl位を防主え，則 L'芹研究科では，神々の分野9で先端科‘、t技術・を将来

ーわたり糾J,『し発）」せさせるために，広範~t),\;礎学））に）店づし、た高度の内(illj矢ll識と能力を兼ねりiii

えた，柔軟で独訓刊罰かな科学者・技術者の義成を 11椋としてし、主す0

0ディプロマ・ポリシー

111形大学）□:：院の修 (1l忍応鬱＇］叡 Iオ受りの）j針（ディフロマ・ホリシー）のもと，則i:平研究

科 (L'予系）では，以卜.の」：：うな知識• 他度・ tiビ））を獲得した学生に「修 I:。IWI:」の学｛立を

授りし主す，

1 . 高度な専門職従事者としての知識と技能

(1) I、lijlljf肌域及び閃連する技仙分野に1肱'.,Jわる1!1闊広く深しヽ知識を身に付けてしヽる 0

(2) 科亨収噂位）梵展と多i汲化に対応できる面則的な息ぢ力と 1記述）J' 発表と印に義の能力，及

び11、ll緊的な•1'111 恨収集能力を身に付けてしヽる。

(:3) 1w:1: 後期』作で（［さらに，‘‘汽村的，技術的間題を目ら捉えてその応：味を深く Jill解し， ii}闘

査、分析と｝じ」，し化に上り似況を検1/IEする1it)Jを身に付けてし、八

2. 課題解決能カ・新領域の開拓能力

(1) 習得した知識と技能を !'I在に応川でぎるriVJを身に付けてしヽる 0

(2) h『I餃期諜肛では〉らに，吊祈的左）iY. 人を間題f!J府）Zに巡川し， 白ら創造［化を 1分発揮で

きる能力を身に付けている。

0カリキュラム・ポリシー

111形大学）ぐ［院の教化渫rn編成・実施の）j針（カリキュラム・ホリシー）に沿って，刑 L学

研究科 (I・.掌系）で(t, 以 1,・u))j針に従')て教行を1戸ヽ ［す()

1 . 教育課程の編成・実施等

(1) 内攻飢域の），しii)もから先端分野に及ぶ休系的／叶受業科 FIを配i悦する

(2) 予位取得後にn会で"'fゾj:_の能力が発抑できる lこう，応川））を礼う長業科Hを配Ifりする＼

（：｝）博 l:後期』［｛閏ではさらに， p{業の現場，各柿研究嵐没又は他＼り1111分野の研究'..Jr、：におし¥・c,

Cドに対十る悦野を広め， IHl題提起・解決能力を礼う授文科IIを1'り占買十る 0
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2. 教育方法

(1) 専攻領域の外田乱｝の論文を理解し，研究や調査を学会や論文悴で発表することができる

実験，油腎を行う。主た，協定校で受けた授業科「］を単位として認定する。

(2) tL会的・職業的に日立する、意識と職業選択を 1—'l じ的に行える能力を育むため， ー［学と社

会(})づながりを則解させる教育を行うも

(3) 社公の状況と将来杜公の要品を的1i布に捉え，これに応えてti:公のヤ福に貢献できる素捉

を身に付けるため，｛翡れた知識・技能・倫坪観・価1直観・息考力を融介させる教育を行う。

(4) IW l: 後期諜程ではさらに， I'! ら学f村的，技附的課題を成附し，新しし鳴け用や「怯を適応

することにより，課題を解決して発見ができる能力を捉う教行を行う。

(5) 修 (llかに到達すべき学習日1票を学生が的確に設定し，達成できる Jこうに，各科日で習得

される知識・能力を明ぷしたシラバスを策定する 0

0教育評価

(I)到達度を確認できる明確な成納評価）よ準を策定し，これに）よづいて厳格に成納を評価す

る。

(2) 教介課程を糾織的に謹価し， 'ii『に改怖を続ける 0

(:3)学牛及び外tmからの，］平価を真摯に受け II: め，改｝路の）J; ―(動））とする。

0アドミッション・ポリシー

111形大学大学院則 I'.学研究科 (T.学系）博 I:前期諜作は，以 lヽ．の人材を求めてしヽ 主す。

] . 1.J/!llj分野にIY」する），し礎学））をイ［し， さらに深く学ぼうとする，喜欲のある人

2. i_lJ準l分野にIIJする知識をljjJ、し，論罪的な息苔のもと， !'I然科学の探究や研究間発に積極

的に取り糾む人

;3 . 社公の1j1での協晶性を保ちながら， 「Iら考えて決断， 11動できる人

4. 他人へ息しヽやりの心と似凡ヽ倫則観をf、『つ人

5• Iヽり111]分野に関する知識や技衛を迎して広く !'I:公に貢献したしヽ人

廿l形大学）ぐ戸院則I'.学研究科 (I'。学系）博l:後期課作では， I・., 記に加え，以,,-{})人材を求め

てし＼くcj:;す0

I. リ］叶叶分野以外に対しても深し、ヽ ,~,J 心をもち，広し＼！ぷ川））をイiする人

2. グローバルな視野に立ち， Jll:界で話蹄する研究者・技術者を H指す人

-- 2~ 



理工学研究科の目的

科学技術の急速な発展と高度化に伴って，各専jllj 分野の細分化が進む•力て〗，従来の学間体系

を超えた，新ししヽ境界領域と学院餡域が1甘,]拓され，科学技術の統合化が強力に柑し進められてし‘

る。本研究科では，種々の分野で先端科学技f,打を将来にわたり維持し発展させるために，広範な

見礎学））に）店づしヽた蘭度のiHIIIJ知識と能力を兼ね価えた，柔軟で独訓収t既かな科学者・技仙者の

捉成を H的とする。

!W l伯期諜作（修 l:) には，次の 8I, り攻を附く 0

卯学L,り攻

物質化＇、 'f:r"; を［、り攻
ノ＜イオ化学 1:督： 1,、り攻

応川生命システム［学リ｛攻

』|、内恨科学内攻

屯氣屯 (・i:学＼り：攻

機械システム L学内i攻

もの ✓3 くり技術経＇，況＇］を！、り攻

帆t!: 後期課程 (!WU には，次の（う＼り攻をi悦<

」也球共11~,在］科学＼り攻

物質化学 l 〗]を 1,I/攻

バイオ lゾ和、り攻

、di(-・ 廿J'恨 r. 学＼り攻

機械システム 1ゾ和、り攻

も 0) ✓へ）くり技術経'/玲,.;を1ヽり攻

柚 I:1lif期謀程は，｝］、•し＼視野にたってい深な学識を修得し，＼り攻分野にお IT る研究能力と似i度の
刈q叶ヽ1、生を疫する職業ぐりに必吸な翡度の能力を捉うことを ll的とする。

帆fl後期諜代は， 1り門分野にづしヽて，研究者として !'l、［して研究訴動を行し＼， 主た，その他の

贔度に内判l的な業務に従•J,:するに必要な闘度の研究 ・IJM発能力及びその）よ礎となる憫かな学識を

捉うことを目的とする。

:1 -
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I 博 士前期課程
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1 . 履修方法

1 - 1 指導教員

,、;::1u、一は，人学のI靡， 1受文科 IIO>屈修，平位:,l詞文O)fl成り］、（こ対する1廿導のため（こ，博 l:1―1iiWI

＂児f¥!(修 l:)担‘り教Llo>中から指導教［しが出められる

学りは，指噂教nから／］＜心れた 1什訓の研究指導0)1lJ'11!1fに）し5さ，各り度の初めに「研究，；l

lilt[ Iい」を提Illすること (1恥(:: 1 1 , 1 2頁掲載， I. 学邸ホームヘージ/Jヽ らダウン nード 11]能）

ダウンロード）j法

I. 山形）ぐ罰）ホームヘージから「学部・研究科・基盤教育院」の「工学部・エ学部ホームページ」

をクリック

2. 「在学生の方」をクリック

:｝．「大学院の授業、学位審査」の「研究計画書（博士前期課程）」をクリック

1-2 授業科目

校菜科 11に(t, ,;/Ii義科 Il , qり別I斑胄 J¥及び牛、1j,別実験J¥ (も(})/5くり技術経但；'}:1ヽり攻 (MO'「＇、リ

攻）は「研究論如I守別油判 j) がある，

(I) ,l怖義｛斗 11

州）成する内攻の科-ll<J)/役修に）、り，＼り1叶知識と技衛を深める' jミ／こ， ljl闊広しヽ l.'/:)J関を筆

くために，（也内攻，各内攻共通，介槻材料シスアム研究科及ひ）ぐ判院共辿の講；t科11をI役(I隻

寸ゾることができる 0

(:2) 化、『別油情八

Iヽ1/1叶分野に／八、ての），し（昴的文蘭犬を輸，溝／貨料することに」こって，外[k];沿の能力を鉗うと l1i]ll、ljc

に， 多tit<J}l/i恨の中から必＇尉なものを収止する能力を， /Jll奇東する）

(:3) 年か別実験J¥

＼り1叶分野の研究におIJ-る），し本的I冗）似j)化な「段となる実験装i買， ,ii-測機堺， -li'1恨処J'I!入りに

')し‘ての知贔と技仙を系統的に修得し，研究課題に/)し＼ての実験を1Iうことで，研究を1J11hj

的に実イ］できる能力を礼成する，

各内攻叫受業科 Il及び巾位放(l:, I打定の表にぷす，

講)豆科・Ilに/)し、て(t, JリけJ!,(}) Iヽ リ攻を,t廿えて履修することがでさる，

1-3 履修申告

(1) ,、/:11:_ (:t, 予期始めに1位修刊 11 に ✓)し、て J旨導教 l しと廿 l1i"炎 <J> I・., 履修し上うと十る長業科・11を

、/)ぐ定し， I復修競録(})r-続きを1)うこと，

(:2) 「4、|別1貞胄 J¥い 「4、|別')こ険J¥」は， 4学期のみ履修登録を行うこと。

（：｝）他内攻，各内攻几迎及ぴイ叶戌材料システム研究科.(})'溝義刊・1lを履修十る場合(t, j受文jll'11 

教lし(}),j午 lりを得，指導教 /.i<J)Jj〖忍を得た I·.で屈(1各｛砂索）ること

(11) /役修校録をしに1受業科・11以外の科・Ilは履修できなし、.:::―とがある(})で， I・ 分n心、^ 十ること

1-4 成績の審査

(I) J戌討し<J)'/fUt/l:, ,iA:1り灸， /iJlり［恨；i;., ・v・,;; 『(})成舶笠(:.Jこ/)て1Jう｝

(:2) 成糾IJ),;'F価(t、, s (月）， J¥ (ft), ll (良）， C (11r), I<' (小 11]) U),l'!¥i打をも ')・cN. し，
S, J¥, 13, C を~ 合格， 卜を小介格とし， 11~以，しit次のとおりと十る

s (灼） () 0 ~ 1 0 0 ,(,、!¥ ((投） 8 0 ~ 8'.) ,1い、 13 (良） 7 0 ~ 7'.)、,,'.(

C (11r) 6 0 ~ 6 D ,1, い、卜 (1、:11r) f5 D ,i,1ょt'J,)'"
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1-5 単位の基準
授業科目の単位数は， 1単位の授業科日を 45時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，教育効果，授業時間外に必要な学背等を考慮して，次

の止準により単位数を計筒するものとする。

(1) 溝義・演習については， 1 5時間の授業をもって 1単位とする。

(2) 実験・実習については， 3 0時間の授業をもって 1単位とする。

上記の）店準によって科目を履修し，成績審査に合格した科日に対して単位をりえる。

1-6 履修基準
(l)修{に必要な最低修得車位数は， 3 0叶叶立である。ただし， ものづくり技衛経悩苔気り：攻の

とうほ <MITRA!コースは， 4 0単位とする。

(2)選択溝義科 Ilには， I'! 専攻溝義科11,他lり攻，溝義科11 (イ［機材料システム研究科溝義科ll
を含む），各i_l/攻共通科11, 大学院共迎科 11のほか，他の大学院で履修した科 IIを充てるこ

とができる。

博士前期課程履修基準表

（物質化学工学鵬バイオ化学工学・応用生命システム工学麟電気電子工学専攻）

授業科II区分 1 車位数 1 備 考

白専攻講義科II l O l札位

選択溝義科 ll I O ljl. 位以 l・.

特：別飢習 A 4 ljl. 位． 必修

特 別実験 A 61札位． 必修

,n J ()単位以 L

博士前期課程履修基準表（情報科学専攻）

授業科11区分 りt位→ 数 備

白i,f{攻溝義科・II 1 0 lji. 位

選択講義科 11 8 lji. 位以I:

文 献 調 ft 2単位 必修

特 別 油 習 A 4単位 必修

特 別 実 験 A 61且位 必修

r/1- 3 ()単位以、L

博士前期課程履修基準表（機械システム工学専攻）

授業科II区分 I 単位数 I 備

虹’

i'l専攻講義科II..~ ~..~.~^~ ヽ-- - -

選択，溝義科「l
- ---------------------

牛、『別菰習 A......~......~..~ ~ ~．．、~ ~ ~ ~ 

特 別実験 A

,l+ 

I 0単イ立．．．．．．．．．．．．．． 
1 0 lj'i. 位以 L

~ ・・ 、．．． .... 

4単位．．．．．．．．．． ．．．． 
6車｛立

3 0 l.j4. 位以 L

考^

専門韮盤科Fl6単杓：以I:を含む。
-------------------------- -- - -、---- -- ----------------------- --

自専攻以外の講義科ll4単付：以上を含む。................~...~ ・---- -----------

必修

必修

-- 8 -



博士前期課程履修基準表

（ものづくり技術経営学専攻：価値創成コース）

授業科目区分 1 単位数 l 備 考

自専攻溝義科目

研究論文特別演習
..........~..~.. 

rH-

1 4単位

6単位
---------- ------- --

3 0単位以 lご

ただし「技術経営学概論A」

および「技術経営学概論B」は必修とする。

必修

博士前期課程履修基準表

（ものづくり技術経営学専攻：とうほ (MITRAIコース）

授業科日区分 1 単位数 I 1,m 若

目内：攻講義科 II 1 2単｛立

選択講義科 II
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

研究論文特別演習
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

叶

2 2 l闘＇［以 I・.
-・・一、 -

6単｛立--- -

4 0 lj'i. 位以 1~

目コースの◎印の科目をすべて習得するこ

と。
．．．．．． ．．．．．． ~ ヽ ---------- ------ ・・ ヽ・~ ヽ------- - - ----------

ビジネス日本語 l又はIVを含む。
--- --- -・・・・・・・・・・・・・・・ -- ---- ------------、 ~ ~ ~ 

必修

1-7 他大学院履修科目
(l)山形大学大学院規則第 14条（他の大学院における）役修怜）の定める協定に）；しづく他の大

学院（外1ド］の大学院を含む）におしヽて）役修した授業科日につしヽて修得した叫立は，他大学

院履修科 11として，本研究科における授業科IIの）履修により修得したり払＇［として認定する

ことができる。

(2) l泣じ(1)で認定できるりi位は， I O lji. 位までとする。

9 -



1-8 修士論文の審査及び最終試験

｝位修J,l;小リ）拉文科 11を修得十る見込みか／ー）さ，研究J甘情を・1・（｝た'、;::11.は，修!:高文を（『成し，

蕃査111,ii『「ることができる

捉出された論文は，米沢地区委ti公か選出十る贔文＇斎杏委［［に上り‘斎杏される

最終，，刈検(t,1i何文提/!¥者が，各内攻闊II¥『U)公ll應公におし、て，予f立：高文の内容を発表十る 1的に，

l¥'l迎十る ・j,:J且に対して高文蕃査麦［しが 11叫又は/'ft衿で試間を1lう形で）、：｝血される

1 -9 修了要件
(I) Itりl:1訂期』打閏の修(の使件(:t,大学院に 2年以 I・.(t: ヽヽ；:: し，履修），し準表にぷ十叫立を修得し，

／戸），必伎な研究指導を'i(J/こし修 I:論文O)'番査及び最終，l却検に合烙十ることである

なお， もの,5くり技仙経‘直；,.; とlり攻では，特記の研究成果の＇斎査^ をも',)て，修 I:高文(})'.斎青ん

に代えることがある

(:Z) (忙予期間1:.1¥',Jして(:t, 間に位hiこ研究瓜粕を Lifた者は， I 11以 I・.(ド予□LIJ足りるもリ）

ど）乃｝

1 - 1 0 学位の授与
州!I'.'ヽ；：： ./iJ「究科•閲 l:1、1り期諜位を修(した者に(t, 修 I:(J咀学竹しくは I.'ド） 0)'; ら（立が1受りさ;JL

る（後褐 1111形）□叫叶立規肛 I別d::参！！け），

1 - 1 1 社会人受入れのための教育方法の特例措置について
本研究科 (i:学系）で(t, t-1: 公人ヽ之人れに‘りたり，教介 I・いに必＇皮と 1i忍めらJLる場介にit,

人学院設ii"i':J,(if第 14条に,i'める教行）f{人の特例廿1i'iiりを巡川し，次の）FF人で履修でぎるものと

するい

(I) 迎叶『のII、『11¥l畠 (811、11'50分／）ヽら 15II、『 5日分） 以外（こ， 4り例.j札ii''i:のII、『11¥J閤 (I (i II、'i=/Jヽら 21II、'1

]()分）を設応する）

(2) 必疫に｝ぷじて旦ふ・冬千休業期間中も 1役修できるも（））とする

(:3) !I、『例(})Ii、'i'llllヽm:に上る）役修を希州）する者it, 'ヽ1該り役‘り切に， .J甘導教［しU)Jf¥,忍を得／こ!・., .i位

) IH受業科・II名， II、り限， II、『Wl1、かを/ill肌'jし，校業・JLL・ヽ'1教Ltリ）,l午11fを得るもリ）と」→る

1 - 1 2 博士課程教育リーディングプログラムにおける履修方法等について
111形人亨大学院規則第 1:3条の 2の規止に）lしく ll1ilj :,l児1間教介リー丁イングソ ¥lクラムフ

¥lンティアイ叶幾材料システム介I]成フレックソ、大学[I応コースに(1:『Nしてし‘る＇、ド I:に-')し‘て(t, 次

U));'y}_;・ ぐ1役(I各-;「るも(})と十る

(I) I位(I各）fYl;/:t, 111 l'.1i U!!H'i教介リーティングフログフム iフ11ンアイアイ(j晟材flシス丁ム

訓成ブレックス）ぐド院」コース (Iリilj 』川~;, 年•『l□Iース） (I 11:iヘージ）に出める）fitに従

うしのと十る

(2) /)(~l-ースに(1:i[jli しにーしヽる＇予］は， 修 j:if(it文の高行及ぴ最終，，A:緊を1i:! r)―, OE (C詞 Iify i 11g 

lぷ11ni11,1tion: j1,I/ I―, ,l~~f閏研究」，し 1昆）J ぶ験）リ）介格をも／ー） ·Cj内!:後期 i:!H間ヘリ）進＇、］を叶 11f~JL る

もリ）とする

(:i) ()F (:::. (t1各した‘、t1J:_1t, I内l:11り川I,i児打を (I隻［せ~-「(.'.:.!内I:後期』『!l_/"進'、[し，本コースの：｝什

次へ進級十るものと十る

----- IO -----



[ Jlj! L'ヽ；ど、/iJ「究科1内l:1)if期諜作 (I→:I系）】

1・・ト度 研 究 計 圃書（一年日）

i是II¥ 1.r-J J 11 : {j'. J j 11 

iり 攻 名 I予4番砂 I

氏 名

研究｝川 11

{i)! り信JOJ11¥J {j'. J l 11 (人,;::1r.J J 11) ~ 1rj→ ) j 11 ((1各(「,,i:;, I.: J l 11) 

iiJI究リ）
背 ,1',11' ヽ. 

11 的

[ .J,1'・11] 

4 Jj ~ 6月 000000000(>0000• 0 〔)00(●)000 〔)
7月～ D J j C) (・ロ)() (ー）0 (□) () () () () (一ー）（●） 0 0 0 〔）C) C) C) C) C) C) C) (>

1 ()月~I :2月 00000000000000000(〕0(ー）00(>()
I J] ~ :3 J j 00()000〈）00000000(―JO 〔)0000(―)0 

［ ・・11' I I ] 

4 J]~ (-j) J 00(><)0000000000000000〈）000 

仙究実施 7月～ 9 J J () 〔)0(、）（ー）（）（ー）（・)0000(〕00000000000 

,ti- phj I 0月~I 2月 0000(口)(□）0000(ー）000000000000(>
I Jj ~ :3 J j 000000 〔)（―)C)C)C)C) 〔）00000〈)（―、)C)〈）00  

＊乱］］＼伽l↓、J、タトリ）！］且載）jy)_; でもHifし、［せん）

闘11[(,\i)J!l1 〗:di
fl'!=U)f1l':~'J( 介1c!1Q リ）I、： ch( こ—- ,: 戚')U(fl,ヽ；：＇者ーリ），心得•-···- (11~,:,;::r,I、ij択興公 「月'/:U)/建↑左梵

屎(})ために 1杯叫、麦lt公）を迎，んし tし
雁 忍 欄l {j'. J] 11 （胄名）

日甘導教n
（＇闘名又():出名・押l"IJ)

＊初{j次に研究丈嵐；l・1111jをVi成し， L指導教ltリ）!J¥, 忍を得て提川十ること

>:< -{J'-11 以降は罰l次の研究丈舶 1 こ）』 ✓ 5 ぎ，次ヘージに修 ii: ・)JII平リ） I・., 提II「「ること

＊」又:Jリ))Hl(I各,'r=/1:.J文りり闘111'-)旦11」・t, (C、r=Jリ111¥Jう〉リ）ii)「り信').Jj徊，汁plljを'.,i且,I蒻マ「ることう

--11 ----



【月！［学研究科博「前期諜程 er学系）】

年度 研究計画書（二年 目 ）

提出年月 II: 1ド ）j ll 

刈(攻名 学生番砂 I

氏 名

研究｝歯 11

1リl・・りtWlllll ;,F J j I l (人学年月 11)~ 什：^ ）］ 日 （｛修 (j,応｛じ月 Il) 

研・究の

背 ,閻h 

I I 的

【→{j'. I I】
4月～ 6)] 000000000000000000000000 
7月～ 9 J l 000000000000000000000000 

I 0月 ~I 2月 000000000000000000000000 
1月～ :3 Jj 000000000000000000000000 

【 ・・イI'-l l 】

4月～ 6 Jj 000000000000000000000000 
研究実施 7月～ 9) j 000000000000000000000000 

1ll- pl1j 1 ()月~1 2 J] 000000000000000000000000 
1月～ :J) j 000000000000000000000000 

＊出人例以外の，記載）jy人でも構し、主せん。

fiJ「児倫甘刑素！｛介
科学の健仝な発展のために一［成実な科学者の心得ー (II本学術賑興公「科予の健仝な発

殷のために」編集委［し公）を迎虚し tした。
雁，忍欄 11'- J l 11 （署•名）

ト指導教且

（＇粋名又は出名・押印）

*・_{卜 I!以降は初年次の研究実納に）贔づき，修正 ・)JIii,ドの I:, 提Illすること。

＊長期履修学生及び過年一度生は，適廿：修tEO)卜^で記載すること〔9
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1 -1 3 教育職員免許状

(1) 取得できる免許状

則 l学研究科 (L学系）博t:前期諜程は，教育職員免謹法及び教育職員免~-/叫 げ見則 /r

定める免許状授りの所要の資格を得ることのできる諜程として［忍定されている。したがって，

贔笠学校教諭 ・:f畢免謹状:U里科・、情報・［業）授りの認定を受ける課程におしヽて所定の単位＾

を修得している場合は，次の表のとおり免謹状を取得することができる 0

取得できる免許状の種類及び教科

d、―Ji: 攻 りし訊F:lk 0) f lf(;JI 免許教科

応川生命シス ム !: '、;::1ヽリ.攻
9i'―→ t1 F・IA -・,.i"_EL -:. f- I. ,; を 1り 攻 L業：
機械システム［学,,り攻

物 質 化学 1・. ,; を 1,り攻 似iぐ窄学校教諭専修免謹状
且!!fl・, r. 業

バイオ化予 r心学屯攻 りI!オ斗

、IW 報 t+ 'ヽt ,, り 攻 情報， r～ オ跨< 

(2)); し：礎賓格及び最低修得ljl.位．数

二~
｝立1iU1各1(J,lj1.{I'.,:装父

） よ 礎責格 教科に11(;Jす 教職に1見lす 教科又は教職

る科・II る科11 に関する科11

I 6 

1'.':jぐ硲学校教諭Iり修免許状 修 1:の学｛立をイiすること 2 () 2 ;3 ● 2 4 

（注） 4ゞ1)/J期課程において閥宵学校教諭＼り修免,l午状又の取得賓格を得るためには， 「教科又は教

職にIY」する科11」 （●印）を 24叩立以 L修得する必疫がある。

なお，最孔 「教科にIY」する科・II」, 「教職にIY,Jする科・H」, 「教科又は教

職に1りlする科・II」 （●印のなしヽもの）は，各柿免叶•状のための最低修得爪位放である 0

(:3)教介職旦免許状の授り叶1,ihT続

教介職日免謹状は，都迅府県の教行委員公が長りする〔，したがって，教育職員免，1午状の1受
りをljq出する者は，所定の ljldN, り灼を準仙した I:で，ヽ 11,i亥教育委員公に叶1,i/j丁麟を行わ左け

ればならなし¥,

九お，本仙期，，児打を修 (IIかに ljlilN -「：紬を行う場介は，学務諜教百文担担‘りで山形県教介委

員会に対し， ・括してilう。 lj1;泊F続0)詳細に／八ヽては，掲ぷ（中央褐ぷ板）にて｝古］知する

ので， 見落としなしヽように I・分留、立すること 0

- 13 -



(1!) lj叶立(})(I多：＇『],);・、［大

本llり期』［作の修（＇皮件を irMiたすとともに，次のとおり i札位を修得ずることにより免謹状の

11又:r1.+r日各ルゞ iげらオしる

ii, 、J・ 攻 巾位の修得）j w 

応川 11:_命システム「.,-;:: Iヽり攻 免i¥午教科「 r.業」に')し、て，‘り該 lヽ り攻及び各 lり攻共通の「1受

山 氣 山 ( 1・, :; だ Iヽり 攻業什 11及びり叶立放」表の「教Jj賊科 11」欄0) 『エ』リ）i受業科 IIO) 

仇械、ンステム 1・.''/: Iり攻 111から 24 i¥叶i't:以 l・.修得し ~1: (月しば九ら左し¥,

免，，午教科「Jljl科」に~)し\'(' 'り忍、り攻0)「i受業科11及び叫立放1

表の「教職科 11i札輩jO) 『理』の長業科・II0)1ドから 24車位以卜̂ 修

紛質化学 1
免ii'ト教科「］．業」 に/)しヽて， 1ヽ!1l亥＼り攻(})「1文業科II及び巾位放l

jく(})「教）［賊科I!」1欄(})『エ』の1受業科-1l o>中から 24叫立以 I修

得~ しな(JJし［［ならなし‘。

免叶教刊. I 且 !l科•」に／凡ヽて， 1ヽ11l亥＼り攻(})「i受業科・II及び車位数」

ハイオ化予 L ,、;:: Iり攻人(})「教）［絨科11」欄j(}) 『理』 (})1受業科・IIO)ijlから 24爪位以 u修

'iii J
I入

T
t
.
 

j
、1 fl・

≫

.

 

9
.
9
 

‘

j

 

‘‘
 

平 Iヽり 攻

ii( 
、J

得しハ：し）-~ し（［ならなし＼り

兄ii'ト教杜 i'ii11恨lに/)し,・c, ヽ l•j d亥Iヽり攻U)「長業利・II及び爪．位放I

表の「教職科11i欄jU) 『情』の1受業fl11 O)ijlから 24爪位以 I・修

攻 I
得：しな1-nしItならなし‘。

免iYト教科・I1・. 業Iに/)し,・c,, 出，幻、り攻及び各内攻共通の「長業

科11及び甲付数」表の 1教職科 II I札間の『エ』の校業科 IIO)中か

ら24巾位以 I・.修得しなu~しばならなし、D

H 



2 修士学位論文審査の手引

屈修）よ準の長応科 11を修付十る見込なが／）ぎ，必伎八研究指噂を,11u:::.,;::11け：，修 I:'、［位面文

を(1成し， I叶定の T麟を経て嗚青I]I ,/i11十ることがでさる 提出さ),L/..:.,f(ifl文it, 岬 l→,'tliJI究日?/立

樹杏舟IIIHl]i、一1;t,)て面杏さitる 予：位贔文裔査の流hit, 2 --i O)f、又Ii.ー!/~-「とおりである

'l:(i'(高文府が廿i定さオLに1111、り主てこ捉11¥ 0』しなしヽ 場介に(t,::z:岬心』し心し ¥(J)・C, IIり間的余裕をし

／）て提出十ること

2-1 論文題目の提出

提Ill間限（休 11い場合;-=-(l:, ; でI))IIり11又(t1'ii1々 11と十る

co 後期提Ill (: l JI修()リ）場介: I :2 J J I O 11 

I、1りJリ!+Ji':I I¥ ('.) J l /1隻［）リ）JJJ{t : 6 J l I O 11 

2-2 修士学位論文等の提出

修 I州ホ＇［高文ぐり (t, 1,・I心に上り提Ii¥寸・ること

(I) i九'.:II¥期限（休 11<n場合い/J, 1_())伯11又It廿り々 11ど十る）

(I) f灸）VH足/I 11 (: 3) J /1隻() (/)」JHt:'.2 J J I O 11 (1Ci:) 

(2) llり］リH是Ii¥ (D月(I参() (/)」↓j{f: 8}]1011 

(2) 1尉¥¥ti勿

()) 、、?(it:i詞文面代i!IHi,I} (1リi1i'rnfb¥) I ;';:¥; 

(2) "; ら（立諭文 ： l;』ill

(:l) 贔文内容の＇尉冒 (I川化(})j;)いu :i ;';fl 

2-3 修士学位論文作成要領

1 学位論文

(l) 予位国文:t, れl文又1tりし・文し十る

(2) 川紙it, J¥」'j'lj白色祇を（吏） IJ し，砕｀［位 iiりで横，りぎと十るこ）~'

（：｝）掌（立:,:而文の表紙にrt, ri何文｝坦 11, Iり攻名，氏/(1を出載J・ るこ］―~' t !: , 亨位贔文がり〖文(})

場合にit, 論文切 11の卜に（ ），門ぎてflI ri!(を付1ilげる.::-.:1:: 

(;j)'、汀＇［高い）：，ハソ： Iン，リープ 11, 又it「',1:ぎい場｛冒旦I、¥;j(-—ルヘン 1:JI l し＼に-H~,1:C柏，り

し，芙文it -「べ・cタイフ又(t1J・-・/11とする二，Jニ

（日）予位贔文リ）形」＼［じIS(こj廿＇！［し八、、しヽが， 1叉I, N:, 'lj白し貪MJ・C, I、川例を参！！（｛し 1)、]容がJlj!f/J『し

易しヽ l、うな硲りJな形)¥,l:: -J・ る

(())参巧文Iii人it, : 好，り (1':LU, 切佑，‘、/:W1、『ff,]し佑（，り!j勿佑）， II',JU丈rI , 在， l'i(始白 終白）

及び梵人り (1JLj)lfl を1リj,j且-J→る二と

2 学位論文内容の要

(I) JljfiJ~it, /¥ -1'j'lj白色紙{i:-f吏川し，糾u立 /i"i'C1貨，りぎ(~ ・)パニ L

(2) ,-;:: 位贔文内容リ）咬旨［いリiii:のL、1いしを使川し， ,i(ifl文｝川 11, 1, り攻『I'j¥: 名を 1i1~,i火）. ;:) :. と

(:i) Ji. り1廿り期』H閏O)'l(い而文内容it' 1'11文て I, 200';-: ViUI.!. と1る二と

L
O
 



2-4 修士学位論文審査の流れ

~~ 主
目

至
口

⑫学位記授与 ②学位論文審査申

承認；主指導教員

提出；学生サポートセンター

y y ③論文審査受理通知
論文審査委員候補者選出依頼

~ 
学

Hi 

研究科長（研究科委員会）

①論文審査委員候補者提出
公聴会日程案提出

⑩学位授与 ⑤審査委員選

長 ⑪報告 の可否 公聴会日程公示 ⑤公聴会日程通知

専

攻

長

A 

⑨論文審査•最終

試験結果報告

⑦論文審査依頼

修士論文審査委員

⑧論文審査•最終試験



3 修士学位論文審査申請に係る提出様式

【論文題日提出書：】

年'Jl fl 

廿l形大学大学院岬「＾学研・究科長 殿

年炭人学 博h前期諜捏

1y攻名

督：11-:_番り

氏 名 ⑰
 

論文題目提出書

111形大学大学院刑 L学研究科学位屑げ樟Ill則第 3条第 2瑣の規定により， ]'→ i1山のとおり

提出し主す。

ー

I
]

... l
 

論 文 題

じ指導教員］似忍氏名• 印

- 17 -



[ ,•; 叫'/il何文面査ljl,;l; ,I}=] 

｛卜）l 11 

il I JE;)('ド）('}:11完升Er,,'.; らliJF賓：科・1こ l般

年筏 人 学博 l:ilfi期諜肛

I、I/攻名

学生番砂

名じI_t
 

臼

学位論文審査申請書

111形）ぐ/:"ti立規1閏第け条第 1川の規化により，修 I:(!:"/:)の'ii立を文し「たし¥0)で，

1,・I記の，片粕を硲えて111,泊し［す。

ーし
.... I
 

I. ,、;:: (立繭文 :1 ;'ill 

2. 繭文内容(})'貶旨 ：3 部

し指導教n,凡忍 氏名•印

----- 18 ----



【倫文内容疫旨］

論 文 内容要旨

年度人学 1サil:ilり期諜1閏

1り攻名

予： I卜〗番妙

氏 名 w
 

¢り、

論文題 11

(1,200、『『立度）

ー- 19 ---一
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物質化学工学専攻

教育目標とカリキュラム

- 21 -



物質化学工学専攻の学習・教育目標

A 地球環境と融和できる化学技術者曇研究者の養成

人灯[(})健／，ドで安全な 11~活維特のため，省エネルギー・省胄y))仇・環境保~':(})立場1）、ら

祈素材の間発とそ(})Iい危ができる化‘ヽヽ（’：技伯者・研究者を虻成する，

B 革新的かつ独創的な発想力の涵養

バイオ，閲塙，ーエネルギーお上び材料をキーワードとし，科予技f府の最先端でif',:祈

的な研究IJ廿梵をiJし、独f,jlj的な発想にし、たる人材を義成するい

C グローバルな情報収集能力と発信能力の育成

1!11,W、・し、よ ,l~ と柔軟な発想にJし）、し、た[Ell院的な視、1ばをイ［し，科学技術にWJ十る的/i'(H/1:

・I、ii恨収化tiじ））と研究間発成果の発fI¥° 能力を備えた人材を介成する"

学位論文審査基準

I . Ii! 形）ぐt)ぐ判院Jlj!I: 学研究科（］．‘、ド系）デイフ¥lマ・ホリシーに従し¥, ,; だ(l't:,i倫文として、適切

な形」いを防:tえていること，

2. 修 I:';ら（立:ii倫文(l:, 祈履l・!J:Jたは独圃性があって物質化‘芹 L学内攻にml迎する分野にお'}る祈

ししヽ知見をもたらすか， ti、::.(l:'り該分野にお[Jる研究遂1Jに必＇樹左）よ礎知識. J'l¥fq『カ・間加

解決能力ぐりを，i1E明する，独 1'10)的空を合んだ諭文であること）

:3 . Iしり I:1)11期』~rn(1:';をrjIに1d刈しる 11111¥J発表及び公1他公におしヽ て，＇研究社 pl1[と研究経過お上びそ

のソレゼンテーシ 1 ンが適切と認められること"ならびに発表後の質疑応衿におしヽて研究に

対するJlj!fり『と取糾が I・分であると晶められること。

4. 諭文の構成に／几ヽて

(I)論文(})題 11が適切であること。

(2) 研究の背鼠が出述どれ，研究 11的が明確であること，

en、研究）j仏が出述さ1lており， II的に沿った）ii人であること

(4) 結果が図表ぐりを川し□迎切にぷさ」してしヽること）

(5) 考空が結果に），し凡ヽて適切に導き出さJしていること

(6) 11的に対応して紺，諭が滴切に刃ぎ出されているこど）

(7) ,JI Jll文献が，適切にJllしヽ ら」してし、ること｝

[)'1){出c'5れ！こ掌位論文:(t'粛査委n(i査，柑l査）に上')で紺青心JLること

fl. , 翡査月』［準 lから 5主でリ）十べてを11:蘭たしたもリ）を介格とナる

- 22 -



物質化学工学専攻 授業科目及び単位数表

叶i 廿甘溝間及び週時1札l数
教職

校業科 1—1 名
仇 ~3 0年度 :3 1年度

禾斗 Fl
担,11教日 備考→

1廿jJリl1変共ll1liiJりl1妥］りl

イi機恨能化学牛、'i'繭 2 2 2 則 ()!・1/ぶ(tiI) • 、／、、り什,, ノ，― I 炭:,m11r

屯気イじ平牛、『論 2 2 2 則 ィ・.fl・・,'l/t 央H•晶O ・ 11]・

ク}1Jdl::::ヽ、t牛、Ii'1i"扉i 2 2 2 flj! 辿JI素u¥)・ (Jl・J枷(i州） 央日.丘0Ii-11J 

［古］休イじ予年か漏 2 2 2 即． 弟rrni• 松訓!'.J 英晶,11f 

物刑化,'.;靖、！「1i而 2 2 2 罪 糾IJi • ,¥Ill 英 ,rr 1-11'1 -II 

枯1;:j四イft幾イビI牛、『，；命＊ 2 2 則 J1t/JJ;(・)¥・ 札ri]

イi機合成化学特証n 2 2 2 Jり1
/JIJl'j= (Iii)',i名(/. J<,')11;,: . 
Ji!i;;J• J,l、)ll・t¥:11

反応変換 l心庁':t、1i'lj倫 2 2 2 L 怜Ill・樋 11

移動現象論 2 2 2 L 桑名 英'「 Jfl['! ・11 

フロセス流休 1:・I特論 2 2 2 1: 1111111 

イじ"t1・_,、iた欠丸し））＇、;::年、'i'ri倫 2 2 2 ,・. 宍J; • JI湘）りし

粉（本 1."V:l、fl'ii倫 2 2 2 r. 木俣• I jヽ竹

ク｝翡rnL'、/:l-'f'it命 2 2 2 i: i公Ill (U 

界面物刑化学4守論＊ 2 2 1・ 木似・ 野々村 芙晶nr

4勿附f1ヒ'、/:L'ヽ、（：間りJIJ/iiffl A (JllHlオヽ） ;j I I 1 I Jlj! 1ヽり攻教ll 

4勿附Hじ汀： l・、・;::qかけlj/tiff/A(I・ム業系） 11 I I I I L Iヽり攻教［し

物質化学 r.,'闊、『別実験J¥ (Jlj! 科系） 6 2 2 ;j 11 Jlj! I、ll攻教Li

4勿'f'HI:::''?c; 叫、'l'lllJ')、:！検J¥ (L業分尺） 6 2 2 11 11 I. 1り攻教it

,fl・"/:英,l/{-!i'、1i'1i倫 2 2 2 I. Jl''r', 『 yリ~,l怖 n,1i

学外実背（インターンシッフ） 2 

則,・:-;::教fHiJF修 (Jり！科系） 2 刑 1り攻教［し

郎「．学教行研修 (I→．業系） 2 I". I、I/攻教日

研究間発実践油背（長期派‘直刑） 11 

on 1. *「ll/.t, I伶が 1'-IJ~L;/,'i: とする，9

2. *「ll以外(t, JJ叫ljどして11f{「IJflrlil¥―．とする｝
： 3. I教職科 11J欄の「Jlj!J (:f教tt 免，，午教科• 「Jlj!科I, f r. I (J「|→．業IO)そ」しぞJLO)教科に1月ナる日・IIをぷ
・j→ 9 

4. /1/ii考机';Jの 1芙晶,,r1 1.1, JI計学11.O)J1j!f(J『をJリJi.rるIこめ， 炭，れを川川し仁拉皇が 11f能な，，/Iii心刊11を,J・い）→
;) • 即 I:学教行研修/t)lj!科系もしく 1tr業系のどしらか .)jし/Jヽ 履修てきなし、
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物質化学工学専攻 授業科目の内容

授業科日名 授業科日の内容 担'Li教員

行機機能化学特論 ホスト・ゲスト化学，超分f, "kl本機能材料，身のまわり 教授

Chemistry of Functional の材料など輻広し、行機機能材料およびその化学につしヽて概 伊藤和明

Organic Molecules 観し，これを几に新たな分(-. 材料を設計..I開発する）j法 教授

を解説する。また，将来実現が期行される最新の技術につ 落 合文凸

いても述べる。

叶；久叶じ,'r叫寺jj倫 エネルギー変換や貯蔵におしヽて，化学を中心にする技術と 教授

Electrochemistry して燃料山池や屯池，太陽屯池，キャハシタなどがあるが， イ:,f斗辰）ミ

その恨幹をなすものが出氣化学である〔，本講義では，山池 准教校

やキャハシタを題材としながら，',じ氣化学の）囚礎と応川（成 立花和宏

叶）に1月して，深く［，義論する 0

分析ィヒ学4守論 物質の分rillf:・, 汁測を目的とした場合の物質と物質の相万作 教授

Analytical Chemistry 川，物質とエネルギーの相 11:作川の化学に／八ヽて解説し， 遠 麻昌敏

センシング機能，分1JHt機能0)システム構築について論ずる C〕 准教授

(Jl-J(暴 竹博

［古］休イじ‘、 'f:~守論 I占lヽ（本の合成および固休の化学的・光学的・屯氣的性質，［古］ 教授

Solid State Chemistry 休の評価怯に')いて解説する 0 弟り沼英郎

准教授

松 ii!!'.~ 雄太

物且!11ヒ学牛、『論 低温.I招伝導から此j¥111¥.紹伝導に及ぶ則論，物I、生と）ぷ川を，結晶 教授

Advanced Physical 構造の観、＼ばから論ずる 0 不均且場での屯佃移動，物質輸凶 fljl) i I: n!I 

Chemistry がmiわる',じ氣化学反応則論を刊得すると共に，その応川， 教授

特・にエネルギー変換系につし¥-c,;/Ii義する。 h Ill ,i] 

構附イi機化学牛、『高 分「の集合による日発的な構砧形成は，牛命化学あるし ¥(J 准教授

Advanced Structural イi機機能I生材料化学におしヽて極めて屯要な役‘，り）を担ってし、 増肱 I湯人

Organic Chemistry る n~ ,ゞl/11義では，分［集合体に欠かせなしヽ分（間））の特刊：:, 汁「教授

機能に~)いて述べる。 片桐 袢史

イi機合成化学闊論 実川的な行機合成化学につし¥-c,溝;覧する C・，学i『[¥O)介機化学 教授

Advanced Synthetic の講義では 1分に触れることができない，イi機金）萬化学， 伊）l暴和 1リl

Organic Chemistry 触媒化学，保，；附脱保設の化学，火然物の仝合成などに/)し‘ 教授

て学ぶ 落合文，1,,

准教授

増！息陽人

准教授

J¥'1M、ff史

助教

Vt)II l¥規

助教

1公 1:,j・/{ij,1、・

反応変換 c;をか、『高 様々左反応における反応速度論を扱う 0 具体的には，複合 教授

Chemical Conversion 反応，イオン間）又応，生物）又｝ぷ，光化学反応笠である 0 反 會 Ill忠弘

Engineering 応速度と熱力学的ハラメータ <J)l~,J係，流れの場内での反応 助教

速度罫に"')いても取り卜ぃげる。 樋 11 健，占

移動現象面 粘ヤト流体中における，ヽ匝動贔，熱および物質の移動に／八ヽて 汁｛教授

Transport Phenomena 休系的に論ずる（，移動機構の相似＇『 I:, 移動）j程A:と の取 菜=・ 名 • 徳

扱し、「：法に 1けlする）よ礎につしヽて講義する。

フロセス流休 r.学特論 化予プロセスで漕遇する流体の種類や年、'i'I生に／八ヽ て講じ， 准教授

Process Fluid Flow 主／こそれらの i:学的取扱し、下法や応用例主で Ij及する 0 さ 門 叶 秀樹

らに，虹什今着 IIされてしヽる祈規槻能j・'I:流（本の特・I、生をflj『虚し，

実川例を，溝義する。
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授業科目名 授業科日の内容 担,t1教員

＇（じ学［学熱力学牡論 熱力学における）よ本）泉則を体系的に嘩じ，化学フロセスの 准教授

Chemical Engineering 設計・連転におしヽて熱力学の果たしてしヽる役割につしヽて解 宍 Ji昌広

Thermodynamics 訛する 0 助教

祁／爪 翔

粉体 L、＇戸牛、1i',1倫 本講義では，粉（本 I.学におIJる粉（本）j騒礎物Iii:(密度， 4'>'i.(→ 教授

Powder Technology 径，位(-形状，強度，充J直・It, 流動性など）の詳細に.,-)し＼ 木俣光，E

Tf1! 『虚し，それに1月連する粉体）J督：(1()'『t質との1月連1化を虚 助教

明する｝さらに， i','l(牛成フロセスと化成粒(の特・I生に1りl 4ヽ竹 11忙哉

する溝義を行う。

分離 L'、ド年か諭 物質の分離.1打製を 11的とする L業装i悦の設，汁や操作 y:仏 汁｛教授

Advanced Separation に／八ヽて物質移動の観,r,¥から解虚する 0 4かに相平衡を利川 松 ITl /:: ・IH 
Process しての分翡ffプロセスを対象に物質移動の文配現象や移動機

構に~)し \-c,i兌明する。

界面物則化学特論 ナノ～ミクロンオーダーのコロイドやスラリー中の料i.(-U) 教授

Advanced lntcrfacial 分散・凝リミ平動とその界面で起こる現象に"')いて，溝義する 0 木（尺兄 1E
Engineering さらに，マイクロ空間を利川したナノ i'1'i.r-合成や'rじr-;『I¥ 教授

品・ 1仮梨品・賃品・化粧品への応）!]・j; 例を学び，ナノ i'>'i.(- 野々村 ）＇こぶ

を文配する囚(-や界面で起こる特別な現象を且HMする 0 (;<1 ;j it•f: l'/:iip1;_) 

物質化学 1.";を4、『別屈習 J¥ 4勿附［イじ‘芥 l→; ・; た(/)I ヽリ-111] 分-~1r, ,J・tu)ちi幾11巳ク}(1t亨：， 且111芯こlこ ＼り攻教員

U1!!fl・ 系） ネルギー化学お上び化掌システム］学に11!,Jする内叶llj知識を

Special I―:xercises in もしに，＇ぞれらの J_学的応）廿に／八、ての文献を輪，，｝虞判す
Chemistry and Chemical 7 C、)。
Engineering 

物質化学 l→、学牡別飢習 j¥ 4勿附［イじ亨： r.'芥O)1Yl"lク）州f' -;J→ If~) t:_)t幾1iじク}(心 11~信：， 翡り麻」こl→ 1り攻教員

（［業系） ネルギー化掌お上び化乍システム 1:,芹に1肘lするリ/jllj知晶を

Special Exercises in もとに，それらの I".学的応川につし‘ての文献を輪贔謡腎1す
Chemistry and Chemical 7 J。
Engineering 

物質化学 I'.'、;::特別実験J¥ 4勿質ィヒ学 l学のリ）(I叶分野，すなわち機能分［化学，環炭エ 1ヽり攻教 lt 

国1科系） ネルギー化学お上び化学システム L学に1リ」する＇、り fllj)、11,l他お

Special Experiments in よび丈験技術をもとに，学II_ . 人・人が削，打、:I'.火をし，そ
Chemistry and Chemical れら(/)1・. 学的応川の研究課加に/)し¥・co)実験研究を1Jう。
Engineering 

物質化学 I.,、/:特別実験A 4勿質・ィヒ亨： 1:"f:O)l_l/lllJク〉野， ーすな~)ち機能分(-/じ＇、'f:, 環Jf;.'.エ 内．攻教 it
(L業系） ネルギー化学および化学システム L学にIY-lする＼りfll]知識お

Special Experiments in よび実験技附をもとに，＇］を 11こ心人ム人が剖紅 L)ミをし，そ
Chemistry and Chemical れらの r.,芹的応川の研究課題につしヽての実験研究を1J: うり
Engineering 

科＇，；：：英， tliA、'i'論 今主で英，沿というととにかく就えること， 11]'1,lじすることに Jl,)i『勤,lNff:1li

Advanced Science English 終始してしヽたrt,Jゞ" この，溝義では， りふ沿を就えるのではな

く 「使う」ことを屯視する，う英晶を使って， 白分が伝えた

いことを表現 Cl1『;J-, 11「く）するために(tどうすればいい

かを間に的え，練料する 0

字：外実習 企業などにおし、—(, i'Iらの Iヽ り攻や将来の経験に1肋l連した祉

（インターンシッフ） 業体験を1)う（う大学教介とは異なる， 11':iしヽ職塁打、・1i版と 1'1,'t 
Internship 心・責任慇のあるr-1公人と左るための行成を 11的とした実

胄である，業昇や業種竹に1叶lする 'll前の,ilMH,'Jこ'{'/,'ll後

の実習恨？喜どにより職業訟誡の向卜を図る，9
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長気日 11名 長〗、 fl- I Iの内容 JLL・ヽII教Lt

Jlj! 1・, ヽ；，':茅女TfiiJl(I各 （」用flォ尺） 札［ヽ II教宜の指導を文｛ナながら，学祁の製図．丈験・実fl・ Iヽ り攻教日

Education Training in 庫竹介どの実務教育研修を1lう 教える二とは‘ヽ［ぶことで
Science ある リj!科教行の(1:り）］・指導の(r―り力を')、：地に'、[ふ

叫 1;';:: 教介研修 (r文系） 11l'り教宜(/)指吋を又:i jながら，＇予祁の製図．丈験・丈情・ Iヽり 」父教 ［＼ 

Engineering Education 狐Pl左と(})実崩教・介研修を・1lう 教えることは予ふことて
Training ある， l→'芹教介の在り）j. j廿導(})(I: り）jを丈地に予ふ

iiHりt:IJlH且')、:ij炭｛貨Pl 企災現場におし、て，ヽ 111i亥企業（））協力を得なから，介崖分析・

(l又:Jリli!r~i眉州D p'(. 業分折を1J し、， 1rni切発見と改祖｀•提案を 1 Jう uこ，企叢

Practice for Research and (i)Fり,t: ri・ ど」し¥,i]・でIJ廿府月Ii)!・り信i囚重りを1J う
Development 

2 6 



バイオ化学工学専攻

目標とカリキュラム
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バイオ化学工学専攻の教育理念と教育目標

化学を）店盤とする学間領域は，近代の物質の生所に欠かすことのできなしヽ屯要な学11¥l領
域である。行機化掌，無横化学，分析化学，物則化学とし‘った）よ礎学間は，我々の生活の

しヽたるところで情在的に」・「［間見ることができ，似薬，｝悶薬，材料，衣料，測定機悩，デバ

イスといった形で我々の生活に大きく貢献している。

•力→，近りの生命科学の発）1~ はll'1f主しく，その成果はたんはく質，迎伝仁細胞とし‘

った！［命現象をつかさどる生体物質の応川としヽう形で，祈しし、学間領域を構築してきた0

この学間餡域は，ハイオ「．学と呼ばれ，多くの1崖業分野に応川されると共に，現在，人J、[l
が直rfriするエネルギー，食輻，環境， 1応原などの間題を解決する切り札として，強し、社公

的疫求に応えると期符されてしヽる 0

本1Ji攻では，現在の牧々のlj:_活を支えてしヽる化学と，未来の生活を支えるであろうバイ

オ L学を融合させたバイオ化学 1・.学にlt;Jする教存・研究をいう（，本 Iり攻における教介の Il 
指すところは， ＼應・かな教義と 1'i:i度Iヽリ門知識を{Jillえた人材，すなわち， 11、『代とともに変化す

る社公の嗅泊や祈たな学院釦域にチャレンジする奸貨心あふれる研究者および＼＼叶叫技術者

の介成である。

本 IヽI/攻の教有111吹を達成するために次の」こうな学fill椋を掲げる。

J¥) IL物一化学に 1月する翡度1,I/IIIJ知識の料得

細胞科学，醇素 I ・．学，附伝 f・ l ・．学， 11:Jり！学，！［休機能科•掌，合成化学，胄源科学，界 1hi科
学，フr,セス r.予に1月する闊度内門知識を身にバける。

B) r,lflllJ分野にお(Jる研究企圃能力の習得

独立した研究者お上び内判l技仙者としてO){,j"念に）よづ‘しヽ／こ，研究の立案，遂釘，及び結果

を解析し取り主とめる能力，並びにフレゼンテーシ」ン能力を身にづける。

C) 1i}かな創造1-11:と独伺性の涵義

バイオ化学 I:学研究者および＼り/11]技伸i者として，学間全般に哨る1!1闊広し＼視野と社公正義の

実現を顧う litli1;1; たる倫刑観を義うとともに，開かな訓辿1・生と独創刊：．を泊jj応する。

学位論文審査基準

本リ｛攻で(.t, 学位論文に係る以 f0) Iから 4 上でのすべての審杏仙準を満たしてしヽると

判断されたものを合格とする。

I. I I I形大学大学院則 L'芹研究科 (r.学系）デイプロマ・ホリシーにしたがしヽ，学位．繭文

として蔽切な形式を助主えていること 0

広 バイオ化学 L学に 1月わる糾規現象や課題に取り糾み，健全な社公牛活に貢献できる紅

義が明/i'{Hであること。

3, 博 I・仙期課肛在学lドにiJわれる '111/ll発表公及び公聴公におしヽて， iiJF究，tI・111Jiと研究経過

およびそのフレゼンテーションが、i薗切と認められること。ならびに発表後の質疑応答

こおしヽて研究に対するJ'HffJ『と取糾が 1分であると，忍められること勺

iJ. ri"倫文の構成に／八ヽて，沓青委［し (l→査，副・ft) により F,記の全てのJ且IIが適切である

と認められること 0

(I)面文の四名がJ尚切であること。

(2)研究背鼠が高則的に叫述され，研究 11的が1リl/i作であること．）

(3) 11 1'1りに沿った研究）j; 法であることり

(11)結果および苫察0)尊き）jが妥‘りであること(

(5)日的に沿っ／こ紺論が出さ jじ るヽこと〉

(6)文献が適切に川いられてし＼ることい

(7)図表・胄料が適切に表ぷされてしヽること 0

(8)吸旨については所定の形J'.いを踏主えてしヽること。
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バイオ化学工学専攻 授業科目及び単位数表

単 開講期及び遇時間数
教職

授業科日名 位 3 0年且E 3 1年度
科日

担)り教員 備考
数 廿(jリfl i変其ll~iiJVl 1妥共)j

嶺IH/l包[''芹年、lJ'if命 2 2 刑 阿抒II, 、1且谷

慇覚ILJ里学特論 2 2 岬 ＇「日．）戊

lj→ : {本機能分f化学特論 2 2 岬 佐麻（力）

牛形形物機能c;::特論＊ 2 2 2 則 真隈，矢野

11~ 体物質化学特論＊ 2 2 2 岬 {Jr:i/暴（慎），木島

枯密イ［機介成化督：特Ii倫＊ 2 2 2 則 波多野 英語,ir
／じ物イi機化学特論 2 2 則 今野 英語'.1iJ

イ［機胄諒変換化学特論 2 2 則 多賀谷 英晶11J

lj:_{本仕',j分f構砧解析特論 2 2 則 t-ij1保

コロイド分散・ 界面化学特論 2 2 岬 野々村，木俣 英語'.l1J 

バイオプロセス r.学関論 2 2 則 翡畑

1! 悲札態iu~~木オ*31・牛、『if命 2 2 則 JI I) j: 

バイオテクノロジー牛炉論 2 2 J咀 横1!1

バイオ化学L学特別油料A* ;J l 1 1 l 則 専攻教員

バイオ化学i:学特別実験A>!< 6 2 2 1[ 11 則 1り攻教11

科学英語4評論＊ 2 2 2 Jl,'W;1リ~;;翡1r:1li

学外実習＊ 2 

］用 ,·.』]を孝~if{iJ「、(1参＊ 2 則

研究開発実践油習（長期派附刑）＊ 1] 専・攻教員

uu 1. *「Illt, foり '-IJ~L溝とする，
2. *印以外は，｝爪則として I~府年間講とする，9

;3. 「教職科·II 」欄の「Jり1」は教［＼免謹教科• 「Jlf!科」の教科1こIY」する科 IIをポす，9

4. {Ji/i衿欄の「英晶nfI l:t, 憎学化のJり！解を助Itるため，英晶を{Jj川した校叢が可能閏溝義科 IIをぷす，
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バイオ化学工学専攻 授業科目の内容

LI崖HII名 1文 j~日11O> 1J、JW JLLヽII教n
教長糾I胞 I,';賃、＼薗

(――'ell Engineering 

応党lj:_Jlj!'、r:1.'f1/1111 

Sensory Signal Transduction 

11 I本l阪(iじう}((じ‘ヽ；:: 叩「1f1111
Chemistry o「Biolt1nctional
Molecules 

ljJ勿 H½1J·t: 1 :,;::,1.1Jc1f(it 

Biofunctional Engineering 

lj : f~; !j勿ft / じ,; ・て!J.1i' 1i詞
Chemistry or Biologically 
Active ('ompounds 

l介密イ(.j戊合成・（じ学l.'f,,t(it
Advanced Organic Sy叫1csisI 

11J勿イ (1/~iじ ''/:!j.'jJi詞

Bioorganic Chemistry 

ィfH~胄翡;(')釘、j帆（じ'I!l'l,ioh
Chemistry o「Organic
Reactions and Materials 

lj: (本の什命｛［動には，枷めて多く U)り物J見綺［か1111;I>/)ごし＼

る い1),/110ては， kill!!包リ）位，！廿や」り羹動初（））応I..'I殖な

とをアーマ｛こ， 'I命の最小叫.';にーある印Ill胞の構見とい汀ifを
ととししこ，印Ill 胞叫；~1/t/iJ刊）［に小 I 1rクくな先端叶測技HJや

/11 『 1)1 「'-Yl、｛こ')し‘に~Jり!/iJ『を（菜める 本4りii侃crt,印Ill胞 l学や
梵11:r,·;::u> 先端J支 /1Iヽ ）・（こ）~/)·c との上う左研究成果／ぃ胄· ら

).L' f I公：こ1¥1訊し―ごし、る /J刈こ/)し、―ごも溝；'(・J'る

.'U本(]:);『（こ外昇／｝‘らさ tz5:'U1:N,恨を取得・処J叩して11
動してし＼る ぐ <J)I~祭に屯＇疫な働さを成しごし、る感‘此械他に

')しヽ C、、/:',けし， 各愁就r1>!IS-It, 感‘此閤y,,・リ）卜~Iiじ，応‘此乳Ill胞

リ)IN-:11虞換限構に／八ヽCJ川（1『十ることを 11村'!と・)乃

ヒトや勁紛の応社におitる1如'iじゃl阜則，応‘此研究に/)し、

こ，；：：ふことに）、 ')・c,牧々がとrJ>l、うに外昇／いらrn・Ii'i'・?11を
取得してし、る(/)かをJ叫l『1乃
11:(本tJl(!)ljJ勿フシカル!,:と(}).拭直冒I 分(-しこ~'} 11し/.:.1:,Jfl
設1llリ））,I.;(昆と応JIj (こ ✓ )し、 C'/:()く !'I 公と(})7)ヽ／）ヽ，I)りを苫え

即fi1佑）ーる--=ーとを 11椋とする 什命現象を伽l御てぎる1蔑餌『I:
闊分 (Mi十の構.iiiと伽＇記に')し、て多面的 1こ匂空を1Jし、，最
祈・の分 (ii笈:inn人をJI「fl)『J・る

,, 物凰紐 L'、ドで(t, り物がイf・J-る械1iじゃ!j,lj,『I:を明ら /Jヽに

し，傷',i;・，吹、患リ） f・Iリ）や沿甘，i;iこ1¥1り)¥・)→ る技（村， uこ， 11:物
がイf・)→ る（砂Aし！こ拭,(iド左れIJ 11し，介JII~ 勿『ilj:((, I應崖lj:J!fや
閲燒‘（り（じ（こl¥lJ寸→る技礼［を販り扱）

本講；'(C/J:,lj:_物1設litI''r:U>)』（昆となる迎仏）'・I学やタン

ハク質 1学を慨砂;:-;J-るとともに，実例をぷし左がら最祈リ）
技伸［に ✓)し、ても［（1『砂;:-,J· る

'I休成分や'I:」用/kl1l物質u> .f,fi Hi・-l蔑1iじ・合成）j/);(.:: ✓ J し、 c
亨＇ふ;, 11,:1/Hl:, :!Jhft/じ＇、ドを ,11 心｛こ），I~(昴／）ヽら 1 り、．．北品 ✓＼（））応Jll
t・c心をflJ『嘉lーる ,1-.:X,'ilt, I腎ぶやタンハク質に／几ご， iiw
ぶ1虔能(/)改疫， 1日蔑合成化学,-...U)れJJIJを111心に解砂;'.・J・ る，

柿々（)）介拭化,-;::反応(})合成反応を掌ふことにl、')・c,反応

条件や反応1蔑構，〉らに，反応に） IJ し、る芯峡に l\'J 十る久111Hl~
を情11,l十る Pl得しI=介成反応(})久II詞1しを!J:j;ヽし，＇）：院(})修

h詞文/iJI究に応）ll十ることを lit¥'{と十る

）く然介仇化合物(})Jfなら1→介械分（を構岨1→ る I・.C名須

(}) ,'r:f本（じ‘ヽ；，':伽jj{fjiy) く，イ i'H~分(心廿LL使itを即鮒し， 1・1 ,・> u >iiJI究

に適応てさるri[)Jを」介うことを 11的と十る 最両，介成心

i tiこ）〈然紛や1..の高悦休をクミカルソ¥1 , ーフとしCJllし、，

ぐ(})11 :_リHi古ヽ『I:(})発J見メカニズムを研究）ーるケミカルバイ

オ¥1シーがJI月I)¥':をi谷り、(ーし＼る 利J-~~/iJI 究とあ，！）せにー最州（｝）

進歩を紹介十る

阿 ,¥II宏ど

汁｛教拉

~,Iヽ［谷」\i r 

11(敦旦

・!11成 1奇

Ii(教長

it 1(ぶ）J哉

汁［教長

t¥ H;i'f HJ 

助 教

矢州f・）戊 ~'I I 

教j受

竹 I怜、1且，I¥

1H敦j受

木，1;,'i(fl! j』~I

汁i教拉

設多野 'i'.,''V.

教狡

今野 IW1 i 

化予胄加やノヽィ 4でス冑加l1:ど多t、K左介l虔責加の企換・刊 教J-:1
川反lぶこ/)し V ご，/;餃(})応）I! Iバリ11『ごぎるり［文卜じソクソ、 多買谷りし,:,

を取り l・.IY,ぐiL1'.) (})プレゼンテーシ！ンを1J左う l、ヒ
ソク人｛こ ~,j十る背鼠や「iJ、， J見IJ~.c、・<))叶，凩や期竹Cぎる成

~1u1: 1.::'U)・m:1,:. 1i'.UiJ~:z~( ヽ—)、り， ぐii!鼠＇均抄も（じ,';:::こいIJる刊

, ；：'的11¥lJ且］へ（））了ノ¥1~»Jー 1::: ,l'.l/JWfiJ『ik,,u > !1~IJ廿りじ）J <J > 1t,1 I 

をj'1J&lll:仇と十る

:rn 



且 ~~HII 名

'j:/本翡分 (-j州迅flJ『1frl-'i',11111 
Structural Analysis of 
Biopolyrncrs 

ごII lイト分散・昇川i化＇、［：
4、'J,t(ii)
Colloid Dispersion and 
Interface Science 

J・:7: 1:f斗II 0) 1J、l~;ゃ }11'11教Lt

11:f木仇分［は i'l らの形態変化や分 (-i疑几を /'I'•)·cH~1iじを 1功教

梵J見させCしヽる 本，溝.i'~Cぺ［土， 兄 ・X線・ 1j1、『I:(哨鼠お lこ [1j1 /;,~k!I 次
()、 NMR人，｝を川し＼．！こ］．叫：';j分［の構凸fiJ『{fryj;を紹介し，胄

ら」した構迅l/1恨と山itとリ），卜111¥'lを休系的｛こ贔しる ）ぷJII 
例として， lj:/本高分（・(})ゲル化現象に対・)・る最_;りの研究

例を紹介十る

ナノ～ミク ¥1ンオーダ--u)こ111イトやスこノリーの分散平 教只

動と—t リ）界血ご起_._ーる J見依｛こ/)し、て ,l/i'ii'足 ·J· る !!Si こ~! I 1 野々 iヽj )i~;、9

イドやノ、ラリー・1j 1のj'i'「:(-iこ,fr11した分散・り臼上のメ）'j:ニ 教似

ヌ、ムをDLVO月％詞をもとに/iJ『砂l・J-るとともに，昇川i{占l'I剖 木似 ）t 1I 
や向視媒I'!:分［•を）ilしヽI二界血物l'l:<n伽l御）Jt人に/)し、＼―,;/i1i'

;＇立を 1Jう ごらい，マイク 11'が間を利川し／：ナノ：l'i'.z r合
成や['J、・梨品・食品・化机品への応）I]']l例を＇予び，ナノ 1立
rを文配十る 1人I(や界面で起こる肋別な現象をJlj!/1]や）―
7 ） 
二

ノヽ イオフ 11じス I.'、/:1・1j1i11h 11物を刊川した I.爪り州ノ 11セスや環J釘呆↑ノ11セノ、シ 助教

Advanced Bioproccss ス丁ムを対依｛こ， lj'.物）又応の応：化的左杷樹に l~111↓ を[iii'さ， 1:':i ,J、IllI呆

じnginccring バイオリアクター・左らぴにバイオセハレ..シ！ンゲバイ

肌liJふlj:_f+:+,,Jfl-!l¥11命

Inorganic Biornalcrials 

バイオテクノ 11 ジ ~-!jか諭

Advanced Biotechnology 

ノヽイオ化'、;::1・・,、/:!/.り別（り叫J¥

Special Exercises in 
Biochemistry a叫 Chemical
Engineering 

ノ＜イオ―一（じ''/:I.'、i叫、'iけlj')、'.18企J¥

Special Experiments in 
Biochemistry and Chemical 
Engineering 

スリ）設計に')し¥・c予ぶ，

lj: 休飩舟IL熾(/)1'1'.'i'迅、jー； l、(月Jt1iじ｛こ')し、CflJ『虚し, <U){¥ Hi敦h7:
杵・修役を 11f{fじに十る材flリ）設］日冒I」J)、CFC・<})il、I'仙）i JI I) I―['¥裕
仏に')し、ー（鮒，i!ヽ げる 〉ら 1こ，無囚I休 1:,Jfliこl¥'l十る最

礼r<frlN-Miん誼'i'i'応・J・る

1/:_!¥勿リ）身什、(})ljJ・('(JjJ々 なり．命現象が杜ぎ（＇、いり， :uし 助教

らに1山）る多く(/)II:/木）又Iぷや!/:_休械椛が分）’• レヘルでJlj! 横111 『'i'哉(-

陪cさるIIり（＼と l1:->・c・し、る 心I、'i',i倫でIt分(-レベル{、:::」3

I Jるり命J見象をJlj!fij『し，/)、ー:)立，削梵，襄，'11',分野I:..;j; I Jる

ノ＜イオ丁クノ¥Iジーーパと‘、(})/,ぶ）llと左る 'J¥J(i{;~,、ド()(,

する

修 l:,1(ih文リ）研‘究1こl11JiJ-Cノヽイオ化学 I'・ド(/)'、1i1111i分野1::-」;I I、り攻教［し

IJる各r,nリ）研究，l!I!四に')し、Ch尼けを1Jし、，指導教［しとの

綸，l/i'ti'liiY'lにl、-)・c, ,•,·:i 炭い、11,H, しと贔岬的息町iビ）J' ゴミ

: I. : ニケーシ i ン{iビ）)':・りをi尼う
i受業（））概咬
修 l:d1111文U>t.::.,Yiの'j、'I検や叶phjIこ11,jI J・c, 'り IIIJ 分 ljザの J,1~闘

的左文1り）ふ綸講II此I,'「1-ることに上り，外IE/,i/i<J)他））を礼

うとともに， 化、 1攻八柏・ヤIiを収見「る(iビ））を』II奇州）ーる

ノヽ イオ・化学 1亨'.I、1ll11l分野の研究;i:.;J; I Jる);IIIi版と技/,I、1ーを系 I,,Ii'攻 教 lt 

綺的に修胄し，研究，;;¥1;((」に／ー）し、cリ）丈験を11-).:-: ~t C, 

研究を，；I・II川的:—、)、了）でさる他））を礼成l → る

長iい］）慨疫
ノヽイオ化,-;::,,;::1リl沖各'.1{111]分野｛こ」;: Jる各仲研究il:1!)但｛二
')し、＼ー、)."'検を1)―、.)

----:JI ----



- 32 -



応用生命システム工学専攻

教育目標とカリキュラム
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学位論文審査基準

I. ill形大学人平院則 r平研究科 (I'.学系）ディフロマ・ホリシーに従しヽ，＇予位論文とし

て適切な形,.Lいを踏主えているこど

2. 修 l:''V:(立繭文は，祈規ヽ『Lt たは独訓十化があって応川 lj:_ 命システム l 〗掌に !VJ連する分野

-おItる祈しし吹11見をもたらすか， ーー［たは,11該分野におIJる研究遂行に必要な）よ礎知

贔.Jll[fij『カ・間題解決能力り］を,it「1リlする，独 I'!0)的察を合んだ［倫文であること

:3 . /i.1/ I: Iiり期諜｛閏在＇、/:中（こりわれる「/1間発表公におしヽて，＇研究註 [lhJと研究経過お上びその

フレゼンテーシ］ンが泌切と認められること｝左らびに発表後の質疑応答におし¥-c/iJF
究［に対するJil[flj『と取糾が 1分であると，忍めらhることい

4. 論文の構成に/)し‘て

(I) 論文の題11が巡切であることい

(2) 研究の背凰が叫述さオし，研究 11的が1リj/j'{I[であること。

(:3) ii)I究）it人が叫述さオしており， 11的に({;った）jyJ; であること。

(4) 結果が図表窮を川いて適切にぷされていること 0

(f5) ぢ察が結果に），い凡ヽて適切に導き出さオしてしヽること 0

(6) 11的に対応して結誨が適切に導き出されてしヽること 0

(7) 1J I Jll文蘭人!J,)凶りJ(こ）llしヽらi'し-cしヽ ること。

5. 1;i':/I Iされ！こ?位直文げ番査委it(j査，糾l青）によって＇裔 ftされること）

(1. 審10よ準 lから 5 Jでのすべてを満たしたものを合格とする，｝
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応用生命システム工学専攻 授業科目及び単位数表

lj:1. 間講期及びi凰時間数
教職

授業科「l名 位^ :3 0作度 :3 1年度
才+日

担,ti教Li 備考
数 1lrJ其Jl 1妥川l1lfiJリl1妥Wl

11:_ i本材料-'/: 2 2 (2) L 111本（修） 英,Hi-11J

バイオインフォマティクス 2 2 (2) 木ノ内

生（本システム4評論 2 2 (2) i馬 央jj-. 晶.s → 11J 

11:n機能の叶測と解析 2 2 (2) 祈 I~、l 芙晶11f

光ナノ廿測 2 2 (2) L 堀111 芙語11f

細胞述動論 2 2 (2) 斗:]、I贔

Iり、：．）廿¥lhjイ象 1:,'; 図；倫 2 2 (2) l 心上 湯伐 英 t「 Ifl[ L 1 j 1 

口ノ＜ソ、卜出lj祉j]Jlj且倫 2 2 (2) L |ヽヽ「松

集積[―iij路 r."/:* 2 2 I'. 横山（道）

贔周波集積[1iJ『各システム＊ 2 2 r_ 横山 (i汀）

マイクロフロセッサ｝ぷ川 I心学特論＊ 2 2 I". 金 r 英語11f

1:1ボット i:学年、1i'1l倫 2 2 (2) L J j: I~( 健） 芙irr fll L 1 [l 

光,ll-iJ!ilL'、/:>i< 2 2 I. 渡乳II(裕）

応川生命システム r学特別屈習J¥ 11 I l l l L ［、り攻教日

応川生命システム L学特別実験J¥ 6 2 2 ;j 11 r 1,I/攻教員

応JIl生命システム L学特諭 2 2 (2) I". JI,',,; 『 !1'リ~,;情i'l1!i

文献調ft 2 2 (2) r. Iヽ り攻教Ll

学外実判（インターンシッフ） 2 

h升究開発実践{貨料（長期派附咽） ;j 

uu I *「ll/t, Iふ府年間，;/1';とナる。

2. 

：｝． 

＊印以外It,}! 叫 lとしてfo年1)¥1,溝とし， （ ）内の放『は :3I年度のIJH,溝）う定週II、lj'間放をぷすり

i教職科11」欄の「 LJIt, 教n免，；／卜教科．「 L業Iの教科に1月する科11をぷナ

4. 備考欄の「英，¥Ii11f J /):, 情学生のJlj!f!J『を助IJるため，芙，沿を併川した投業が叫iじ加溝義科11をぷ

寸→0 
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応用生命システム工学専攻 授業科目の内容

長業科目名 授叢科 11の内容 担,11教員

lj~f本材i':J.'、；を 先進［兄原の発展に伴し、，様々な人 l→＾材料が生（本に適川され 教授

Biornaterials てしヽ る これらの!JaI本材料の間発動向，種1直お上び!!:(本適 山本 修

川箇I叶などを高じ， 11:(本材料をIJM発ナる上での則繭的指針

にづしご講義する，

バイオインフォマティクス 付i'{iii1:'芹と牛命科学の融合分野であるバイオインフォマ 汁［教校

Bioinfonnat1cs ティクスにづし¥-c講義する。ゲノム，フロテオーム笠の膨 木ノ内 戚

大なデータから4命伯報・直伝ti1恨を解明する めの）j怯

｝どr又illll、-9-"る-Q 

生体システム特囁伺 本,l/lj義は invivoとinvitroの生（本システムを比較しなが 汁［教授

Biological System ら展開する 0 生体の!'i(・,;;riり1・tと細胞対紅逢環境の作り，呼吸シ 祖｝ 忠剛
Engineering ステムと J胄韮細胞の酔素取り込五，化休反応・訓似節合と

ノ＜ィオマテリアルと生体との相 11:作川を対照的に学ぶ｝最

後はバイオリアクタと 3Dプリンティングのflfll:_[応版 L'芹

への応川を解虚するり

牛 機 能 ,ihJ! りと角『1Jr ヒトの生且!l機能を伯恨システム的観｝ばからjり！解すること 教授

Analysis o「Physiological を11的として，化体いり計測 r-、法とその解析仏及びデータ 祈閃久
Functions の鮒釈に✓)し\'(講義する Q 特に骨格 ilりのエネルギー代謝の

無似艇叶測，呼吸術環調節系のシステム[1i)定などに/)し＼て

最近0),泊題を交えながらW(c,砂［する 0

光ナノ叶測 ）＇［学卯微鏡け様々な研究分野におしヽて微細構 .i化をJI破 淮教授

Optical Nanoscopy 壊.JI杖触に観測する「守人として広く利川さオしてしヽるり JJ:1¥ I 11附ti
4心，怖；tて汀t,YC、;::凱微i岱O)),¥;碑からナノ，叶測に利川されて

しヽる巾分(分光仏， I附flJ『像敬光卯微鎧［でJ,ぷ川例を紹介

しながら解，砂［する。

細胞迎動論 ／い術活動を支える細胞迎動の），［盤となるタンハク質迎動 滑教授

Introduction to Cell にmiして論ずる U 特にモータータンハク質と細胞骨格との 羽，［ふ 1l『111
Motility 相li".11:Jllをじ題とし，無秩） i< な分（•迎動から非対称(})迎動

が発11:_するイI:糾がや化学））学エネルギー／変換機構にづし‘

て解虚する。

['.I、:JIJ 11hj 11匁l."'f:11倫 現在臨床で川しヽら Aしてしヽる X 線 CT やMl~I などの I り、： J 廿 教授

Medical Imaging Technology j:IJj・J,, サ111111象1じ技Wfに")し¥-c. ータ取得お上びゲータ処JI)!.(}) 湯 浅刊也

観｝，ばから講義するい

riノくスト佃H企j]Jij!rf命 湘廿卸対象のモデル化砂い臼［モデルに見づしヽて設，汁した制 堆教校

Robust Control 御系の安定性に影粋を及(;fすが，汎年，モデル化晶焙に対 村松鋭

して !Iバスト左制御系の設叶則論が発展してきた 0 本講義

てで /~t rzノくスト伽l樹I, ~ かに：I I無限大制御を 11,心に，）よ礎的な

坪論と応川 y)ー；に~)し、て，溝義する，9

集栢[rrj間各 Lヽ＇；だ 半導休集積 1口I¥烙に使川される MO S (¥Ir! la 1 Oxide 汁i教校

Integrated Circuits Design SPmico11duclo1、) トランジスタの構造，］じ氣的特↑生の鮒析 札It111道央
Engineering などを 1111接合Jlj!繭， トランジスタのゲート 1災廿直屯I!:O)鮒

析•などから起高してし‘るなお，実際のMOS 集伯11,J路に
／ー）し¥-cも，製迅フロセス・）よ本[11Jl烙から応川[11)『各 tで溝義

す る

闊周波集柏111!¥烙システム 汎年急速に竹及しに携閤'1じ請衿ギガヘルツ閤移動休通I,¥ 汁｛教校

Radio-Frequency に川しヽ る 'j'--導休・几柏j11j¥烙シスアムに/)し¥"(,)よ闘から），ぷ）IJ 横 111道央
Integrated Circuits System 上でを概，，兒する，9
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授業科目名 投業科日の内容 担'ii教員

マイクロプロセッサ応川「． マイクロフロセッサ閃迎技術の進／民とその応）ll例にづい 准教授

学：4か論 て，ハード，ソフト両面から論じ，マイクロフロセッサを 伶 f 勉

Applied Microprocessor 応川して外；『11機堺O)i!]IJ御をいう場合に則解が必要と左る

各種インターフ上ース及びソフトウエアに／八ヽての慨疫

と，最近の1汲々な応m機閤煩に／八ヽて高じる）

ロボット r.学4か論 本講義で(J, ロボットアームと移動ロボットをi¥I心に， f1)『 教授

Advanced Robotics ,Bl と研究 •J,:例紹介を11'うO llli平は，ロボットアームの動）J JI: 1-. 健,i) 

r/:, /l't:f悦：l礼H叶I,)J州ljj叶I(こ／）し、て溝義する u 後'j'且，中輸JC¥
移動ロボット，多脚ロホット，ヒ：ューマノイト'ti ホット·:~~

の機構や制樹l広に刊lする研究巾例を紹介する

光叶測 I".'芹 化休機能センシング勺りの科予叶測に 1玉々 tn〖測応技 f村が 汁｛教長

Optical Sensing and 利Jllさオしてしヽ るが，それらの）！［礎知識と j咀面を繭ずる 0 1J、1 渡部裕輝
Mctrology 容としては，共焦，点顧微鎧，光 I濯乳（歩叶測笠0)))肛用と1ぷ川例，

それらを）よにした生休光イメージングのJ;;(Jり！と）ぷ川を紹

介する，〕

），ぷJll生命システム I.学特別 1り門分野に／八ヽての）1tl昴的文献および応川文献をもとに I、I{攻教員

油習 A した油flを1Jう0

Colloquium 

応川生命システム L学l、'1'別 Iヽり1111分野の）長本を修得し,-liJF究課題に／八ヽての実験研究を 屯攻教 it
実験A / r r.・' J .. 

Research Programs for 
Master Thesis 

応川生命システム I.学特論 ti ヤI~o) しヽろしヽろな分野の第 •線で話躍する Iヽり fllj 家 l) ヽら最 JI,',};~ リ~,i怖 i':rli
Advanced Bio-System 先端の技術や科学<J),;/Ii'役を受(J,質疑応容し，恨店，りを提
Engineering 出して沿削を受ける。

文献凋杏ム 受講者そオLぞれが，修 !:ii倫文にのみ没叫して悦野が狭くな 専攻教［し
Literature Survey るのを防ぐために，修 L論文と屯複しなし汀こうにテーマを

選び， Wl係論文を 1()ないし 2()恨を虚破して，総介的に

解況する。
，、;::外実料 企業などにおいて， i'l らの Iヽり攻や将来の経験に I~薗した）此

（インターンシップ） 梨体験を1r ぅ 0 大学教介と (J 異なる， 1•,';j しヽ職業、汀、:11版と I'! 、'(
Internship 心・責任応のあるn会人となるための行成を 11的とした実

料であな党界や業種ぐりにIY」する 1日］りの調査，実'?/,'ll後

の実習恨的などにより職業紅識の1i'1JI・. を図る 0

1iJfり't:IJ廿 1c'J.c;UQM~け 企陪現場において，ヽJi,; 亥企業の協力を得ながら，介業分

（長期派附州） 析.1)信業分析を1Jし¥ I』堤且発見と改i店提案をhう' Jた，
Practice for Research and 企業研究者と共詞でllfl発研究活動を行う 0

Development 

----37~ 
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情報科学専攻

教育目標とカリキュラム
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情報科学専攻の学習・教育目標

・I、青恨科学は人「間の知的な賞みに「月わる総合的な科学である。それは先端科学技，術分野に

おける飢迅｛囚動の）店盤として，様々なシステムを構築・迎叶lする技術を支え， H会を動か

す厭動力となってし¥0o情報科学の役w,iと影特））は今後益々人きくなり，多様な疲求やti:
公環境の変化に柔軟に対応する活力と祈ししヽものを1崖み出す技術力が強く求められてしヽる 0

この状況・嗅泊に対応できるよう教行フログラムを幣備し，先端的な＇芹衛研究を行う中で

技伸i!JM発を先導できる人材や1!11,¥広しヽ分野で闘度付j恨・ ネットワーク仕公に貞:1/i人できる人材

の育成を II指す，〕

これを明確化して， ＼り攻の予習・教育 II椋を次のようにか力刈｝る。

(A)・I打報科介＇：に 1梵lする深しヽ知識と応川）J : 

知識柏報科学， -1'111報メディア科学の技術分野に1月わる深しヽ知識を修得し，忙恨科学の

先端的分野に白在に応川できる能力を捉う 0

(B) ml述技術分野に1月する1!1闊広しヽ 知識：

、l'i11恨科学を加訛とするシステムの機能実現にl¥',Jわるシステム I:'芹や屯［［学などの1見l
迎技附分野に1りする1!11,¥)凰ヽ知識を義う，］

(C) 技伸i的間題o)i/1,'tl査分析）J : 

必疫とする技術を識別・調杏．し（本系化された知識として修得するfit))や， ・I礼恨科学:o>

技伸i分野に1月わるモデル・システムを分析・慨念化する能力を柑う，）

(D) 課闊没定・ 11¥l題解決能力：

糾'L しヽ対応が求められる 'h'i•:,11 科·'、ドの課題左設オ・が式化し仮嘉左検，iiEする能力や，間
題解決に品祈的な）jy人を適川し創造1•1卜を梵揮できる能力を捉う 0

(E) r-1二公,・AIIIJl¥'.,H系スキル：

論雌的な息考カ・，記述）)'発表・ 1H1l・義能力， コミュニケーション能力， リーダーシッ

プ能力，チームワーク）），行動力を義う 0

学位論文審査基準

I . ill形大学大学院且!lL学研究科 (L学系）ディフp マ・ホリシーに従しヽ，学•位繭文とし

て．適切な形式を踏Jえていること。

2. 修 I:,•;だ｛立論文は，祈規ヤ!:主た（土独訓刊があって柏恨科学に11'.J述する分野にお（，｝る祈し

しヽ知見をもたらすか， ―[たは''i11亥分野における研究遂1Jに必疫左）店礎知識.J叶！解）). 

間題解決能力ぐりを証明する，独目の考空を含んだ諭文であること 0

:3. 諭文u)1'1W成に')vで

(I) ,1(ill文の題11が適切であること 0

(2) 研究の背凰が，記述され，研究 II的が1リl確であることい

(;3) 研究）j法が，記述されており， 目的に沿った）j法であること（

(4) 結果が図表等を川しヽて適切に示されてしヽること 0

(5) 考察が結果に）占づしヽて適切に導き出されてしヽること，9

(6) 目的に対応して鈷繭が、適切に導き出されてしヽること）

(7) •JI JIJ文蘭人が、、他切にJIlしヽ られてしヽ ること。

4. 提出された学・（立諭文は， 1-.. 記］から :30;)占準をすべてに袖げこしてしヽると蕃査委ii(l-: 
杏，副ft)に'l'IJ定されることり左お， 2什 11'り初に叫I¥『番化論文提出加に「,{,ii渾ftを

11'う0

110~ 



情報科学専攻 授業科目及び単位数表

単 間講期及び週llij'I廿l数
教職

授業科目名 位 3 0年度 3 1年度
科「l

担)!]教員 備考
数 i'11j其fl 、移乳りlrl1i其JJ 1妥jljj

応用背声，・『語処刑＊ 2 (2) Wi 小坂

計・iJ!IH青,:,ru倫＊ 2 2 ［ ,i,:q1 

複雑系概論＊ 2 2 L 田1j1

＇情報処則特論＊ 2 (2) Ni 田村（安）

コンピュータネットワーク特論＊ 2 (2) 」|、青 ;JヽIll (IリI)

応用センサ r.学＊ 2 2 L 柳Ill

介限・境界要素仏＊ 2 (2) L・ム ネ1j1谷

ヒューマンインタフぃースと人間中心設計・* 2 2 l→ - 野本

圃像処則 I~,芹概論＊ 2 2 WI 深見

視訊I、1り報処J咀慨論＊ 2 2 I~ il I 1J、l

1H岱I/1t:Jlj[ij"命札見i命＊ 2 (2) 柏 内¥睾

紺じrl!-1'1り杉椅h戌,';を}"I札判；rl倫＊ 2 (2) 、1、ii 安Ill

神経情恨処則＊ 2 (2) 帖 久保Ill

数雁(シミュレーション概論＊ 2 2 L ＇齋）I幕

'11『NH、:i,,・;を牛、lj:JJIJ¥貨i州A (・I、1『ヤII魯ミ） 11 I I I I 、Ii1i ！、り攻教［し

・IW報科学4、『別油習/¥ (r. 学系） ;j I I l I L ,, り攻教員

,,、1り恨科学特別実験A ('iii恨系） 6 2 2 ;J 11 、1、ii I、I{攻教員

'情報科学牛、lj:別実験J¥ (r. 学系） 6 2 2 ;J 11 r. Iヽ リ攻教員

、I青報科学特論 (・h『報系） 2 2 (2) ・I、i11 1_!/攻教員

＇情報科学 4守論 (I・．学系） 2 2 (2) r Iヽ り攻教n
・I廿恨処則技伸i特論 2 2 (2) 、h11 1り攻教且

文献調ft(・Ii『報系） 2 2 (2) ,,、i11 I、'{攻教員

文献，i)乱代 (L学系） 2 2 (2) I~ I、'l攻教u
・I青報教介研修 2 1り攻教n
学外実習（インターンシッフ） 2 

h升究間発実践油習（長期派附刑） ;j 

on 1. *印は，隔年間溝とする 0

2. *「ll以外は，！息則として1ザ年間講とし， （ ）内の放字は :31年度のIJfl,iiVi:f・定週ll、『間数をぷす。

:3. I教職科・11」欄の「fi11」は教員免，［卜教科「hり報」， 「 l 」は「［業」の教科に mlする科•日をぷす。

4. 備考梢加）「英，1/i・11f」は，留学lj:_O)Jlj!解を助けるため，英，沿を併川した投業が 11]能な，溝義科・IIをぷ

ず）

- 1!! 



情報科学専攻 授業科目の内容

授菓科 II名 長業科 11O>内容 担,1,教日

／ぷ川竹由げ晶処叫 t¥・fl{,¥" r面による機械とのコミコニケーションのための各柿 教校

Applied Spoken Language 技術に／八ヽて面じる）連続応凡忍誡システム， 胄山対晶シ 小坂 竹 Jミ
Processing ステム，分散胄'11Tii忍贔システムぐ,;,につし、C, その応川と今

f妥U)!lf IJ廿をfり『虞j―る

,l十測、1111・ヤII,l倫 紅味のある・I訂恨を如何に取り出すかにづし‘て，各柏ヽ［化； I・ 測 教授

Instrumentation I nforrnatics 分野のリ几咽的な例を）.~ に考究し，モテル，叶測，アクティブ 'V: ij I 点雄

叶測，時間I叫枯度変換，多次｝じ，汁測など(}))j嵐直インタ

ーネットの特ヤ［測化などをプーマに議論したし＼，

複雑系慨論 「1然界に多く見ら;JLる複雑系のメカニズムに広く触れ，物 汁［教投

Introduction to Complex の形(})lj: 成過捏を贔ずるととしに，カオスやフラクタル怜 111'1 l 敦
System の複雑系の概念の応,:味を的えながら， の応川に/)し¥-c論

ずる。

,, 青恨処且I!牛、打倫 、I青恨，牛、『にセンザ11,恨(/)収集・処且j!を11うシスこ［ムに1月し 教授

Sensor Informatics て講義する（，切めにセンシングシステムのモデルと <n!I、ji' Ill村安名

性を記述する放掌的r、法を導く，次に，収集さ）した ータ

から対象の柏報をlil廿Iげる神々の）j/); を逆間題鮒r人の立場

から繭じ，実院のシスうームの放刑的f解釈をり・えるい

コンヒュータネットワーク 附）r"i化フロトコルの概念や各）り1で川しヽられている各種フロ 教授

附i'高 トコルの註細に')し、て解，，i;,,する（ さらにアドホックネット 小 IiiIリjJミ

Computer Networks ソークやセンサーネットリークの経hl各；卜lj御やメ イアアク

セス制御にIY」する研究 'll例0)紹介を1Jうぐ

応川センサ r.学 叶測シスこTムに川し、直Lる超胄波，磁氣， X線， 1)ド外線な 汁［教授

Applied sensing technology どのセンサおよび凶｛叫監の最祈の技術を，VM・査ムし，現在求め 柳 111裕降

られてしヽ る年、'H、1卜や分解能などのニーズに/)し'-cJlj!f(j『する，

これらのセンサの）阜Jlj!とその応川に')し¥'(代表的なも(})に

／八ヽて学習し，叶測システム,,;':(本の機徒実現のためのセン

サの役',1』などに／八、c且l!ffJ『する，，必疫に応じてセンサ後段

の[11J路やいり処刑に')し、てのJlj!fり『も深める，）

イ［限・塙界吸素w 放JI!!モゲル化さオL/: こJlj!I. 学分野の晶間粕を文配する (¥11¥微分 教授

Finite and Boundary )J,f閏人を放（直的に鮒析ナる「：段として，領域刈l)解‘仏である r111谷 、i•>

Element Method ;r分thイ［限嬰素怯を慨観し，最近イf)Jな「段としての燒

界刈贖府人である廣界疫素y};につし \'(Jlj!,/(ij)~)翡祭的な）ぷ川と

を論じ，最終的に得らオLる人州連ヽ ，i. 次）j程式の,l(i列放（直

鮒Wtで，；及する

ヒューマンインタフェース ユーザーがJlj¥f/J『しやすく使し、やす―し ¥N1恨システムを設，；l寸 教校

と人間中心，没，n ること /J, I介；度な1>(文システムI）、ら 11'i,『の民11札機堺主であ 野本弘 平・

Human Interface and らゆる製，'11'i にとって 1ド疫な諜題である、，~(講では， ヒュー
l―I uman-Cenlercd Design マンインタフ上ースの＇］咋 1、i的且l二，外業界で使；！）れてし｀

ユーザビリティ〈,;,,(})実践的謹/1lli)f;仏，お」、びユーザーとシ

スプムとの1月係を［（j『析寸るための間両と技y人に／八、-c;:胄
する，

圃像処刑 L さtざ主な11l!j像から1リi臼い）柏恨を抽出十るための両像処坪 汁i教校

Introduction to 及び解析「y人に')し、・c溝義する'Jし（本的にit,),'i]i皮放鮒折 深↓↓ 忠肌
Image Processing '; り (}))i~,,1ぺ化J/t処しJlj!7J'(_>, クラスタリング「オ人や亨：習アルゴ

リズム怜のハターン，，忍，，i心と機械予習の技術を応川した処flj!

主で1111,¥J入し、内容を取り扱う〉
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長業科 11名 J受党1H11 U)IJ、l箪; ti(ヽII教［し

礼』・rt-li1f・M炒凸f1H1既高 「見る」ことはll1↓に人射・した兄を網JI仇1.に結像させること 教授

Visual Perception でrtti:<, (})紺汁象芯},し 1こ）〖に対して視党糸がどの上うに I I I 1J、]泰樹

処.flj!をいし＼，最終的に中枢系か「，忍知」ナるか，としヽった

柏恨処刑過程仝体が「見る」ことである本講．てはljJljl予，

心叶！物Jij!'ヽ/:など'YC:'li'1恨かどのように伝達・ 処j用さiLるかと

し、った観，＼い）五左らずコンヒュータグラフィックスなど

も含めたさ tさ主九伯域から視此系U)・I介恨処Jlj!に')し,-c
予習する，

,th';,: l1U1H,iiill1l見，；倫 社％機でf(i『決が求めらオL る iよ々な間題に~)し、 -c, その間如 汁｛教長

Computational Complexity /)ゞ乳信叶蔑1ことって本質的に「難ししヽ」のか「節叫左のか 内澤 I1攻1 

を，，；Hll叶間やメモリ 1肌域とし、った.,i平仙尺度に），し）し、-cIリl

らかに十ることを Il指す叶賃(l1t:且jl諭と呼/L!Lる分野にl¥'l

して，溝義ナる ,ll位時間やメモリ飢域に係る叶賃［機の），し礎

的な概念やその放学的刊質に')し¥'(,具（本的It例をJIJし¥・c
鮒説する

紺じ，；l-1'1りl・蔑l戒'/:習1既,/(ih 統，汁的機械学位は(i'(H本的・統，；I・ 的モ•一ヽ、リングを）よ礎としに 汁［教授

Introduction to Statistical 杉俊械,';信l,>/技術であり，観測う；ータ I）ヽら背談に椙む/l(i['和的左 安川~;; 樹
Machine Learning メカニズムを見")()る Iこめの技W1んであるり本溝義では統，汁

的機械・;信I,'/())ij Jで使われる放則と，汁賃叶支f府をJij!f/J『し，現代

n; リテ‘ータサイエンス(})J』(iJ砂j!解を II指す（

神 経1介恨処Jlj! 神経系 (n-1礼恨処Flj!(,- ✓ )t1 \·(掌ぶことを泊して，複雑 Ii~現象 i1f教J受
Neural Information の本質を放Jlj!的に捉える他））を身に')(Jる））悩の小物学的 久保川 繁’‘ 
Processing な知見を慨虚した後， 1汲々な）悩(})放叫モデルとその解折怯

に信ヽ-c砂リリlする 0 ,;j-1り論的神経科学の最新(})知見に加え

て，神経活動にIY」する非線形力学系の分岐即論に')し、ても
Il,l11相,.伐、1'>；｛)→ ／ -Jぃ

数佃＇［シミコレーシ ,1ン概論 近年，放値シュミレーシ！ン技f州(J',じ磁界解析や構迅fiJ『11r <11教授

Introduction to Numerical の分野だI)でなく， 11l1j像処JIilの分野にも広く使わiしてし、 齋｝怜 歩
Simulation る"本，溝義では，コンヒュータ・グラフィックスの分野で

¥l: I l さ Aしてしヽる 1陰 I~」放 1lh 1hi仏を解虚し， 11;J y人をJllしヽ ！こ実靡

(1りlhJ,ぷ川も高じるい

,1訂恨科学牛か別油胄 J¥ I、1il"I分野に')し、ての），［／晶的文献を輸講飢料することに」こ Iヽ り攻教員

（柏恨系） って，外[!、l,l行の能力を義うと [,i]llかに，多贔rn・I、11i恨のij1から

Colloquium 必＇梃なものを収集する能力を』 II純するり

'iiiヤfifl-"/:牛、1i'7J1Jhid'i1A Iヽりl11l分野に/)しヽ ての），且｛翡的文1Wkを輪，溝飢料することに lこ Iヽり攻教 lt 
(I・．学系） って，外Ir!晶の能力を義うと [ri]時に，多 i1kU)・[、itWの"'から

Colloquium 必吸なものを収集寸る能力を，i)II糾！ナる
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授業科廿名 授業科目の内容 担,1'i教員

柏報科学叫寺別実験A '，り Ill] 分野の研究における）占本的か~)高度な手段となる実 内：攻教員

（情報系） 験装岡，,;十測機堺，伯報処月膚についての知誡と技附を系

Research Programs for 統的に修得し，研究課題にづし‘ての実繁を行うことで，研

Master Thesis 猾：を叶両的に実いできる能力を義成する C

1、 it•:載｛斗'/:1、!jc5jlj'jこ阿灸A 専門分野の研究における）占本的かつ高度な臼支となる実 r}r→ 攻教 H、
(I. 学系） 験装附，叶測槻悩， 1訂恨処則等に／八ヽての知識と技衛を系

Research Programs for 統的に修得し，研究課題に~)いての実験を行うことで，研

Master Thesis 究を記1hj的に実行できる能力を捉成する 0

、IV1恨科.';淵、¥'諭 (・I打報系） 付i恨0)しヽろしヽろな分野の第 •線で活躍するリ刈叶家から最 JI, 朴；勤;lNW1!i

Advanced Informatics 先端の技術や科,'/:の講義を＇之け，質疑｝ぷ笞し，報告，りを提

出して沿削を受ける(

,1、iiヤfH斗＇、；と年、1l'1i扉il(L'; を；『ミ） ・I iiヤIJo)し¥7_)しヽろな分野の第・線で話躍する＼り11'1家から最 JI:;¥; 『勤，，怖i':r!i

Advanced Informatics 先端の技術や科学(/),l/i'j義を文け，質疑応衿し，報内，りを提

出して沿削を受けるい

柏恨処則技術特噴倫 付，恨処刑技仙者など柏報科学分野の［り111廿生の似jしヽ 責格試 専攻教員

Information-Technology 験に合格した場合に，札fftのうえ単位忍定をいう 0

Engineering 

文献瀾ft('情報系） 羹溝者そオLぞれが，視野を広,yヽ，修 I論文のテーマを紋り r-1[. 攻 教員

Literature Survey 込むために間係文献を 5ないし 10報虚破す八総合的に

解，ふ［する発表川胄料を作成し，フレゼンテーシ 1 ンと質疑

応答を行う。

文献調査 (r.学系） 受講者それぞれが，視野を広9―fヽ，修 1:ri倫文のテーマを紋り ＼り攻教員

Literature Survey 込むために1川係文献を 5ないし］（）懺点破する。総合的に

解訛する発表川胄料を作成し，フレゼンテーシコンと質疑

応答を行う。

・I、i11恨教介研修 学祁の実判・油習などにおける指導0) . 部を担‘りすること ＼り攻教員

Information Engineering で，柏恨技仙分野の間四解決プロセスで必悛iとされる実務
じducationTraining 的技能に加え，質IHJへの対応，対晶，指ぷなどの教介的・

対人的左技能を身に付ける n

亨：外実粁 企業などにおし¥-c,l'lらの内攻や将来の経験に閃連した机 ＼り．攻教 Li
（インターンシップ） 業（本験を釘う 0 大学教育とは異なる， 1介凡ヽ Jli(し業訟識と 1'1、・,:

Internship 心・責任感のある付公人となるための行成を II的とした実

習である。業界や業柿笠に1肝!,Jする ,1,:前の調化実習， ・J;後

の実情報古などにより職災紅識の向 I・を図る 0

研・究間発夷此油習 企業現場において，ヽI仙亥企業の協力を得ながら，企党分

（長期派附咽） 折・外業分析を行し＼課題発見と改怖提案をいう" Jた，

Practice for Research and 企児研究者と共Iii]でllH発研究活動を1Jう。
Development 
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電気電子工学専攻

教育目標とカリキュラム
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電気電子工学専攻の学習・教育目標

1 . 教育研究の理念と目標

礼［氣'di(-I:'; だ（土，現在の高度柏恨化tI公の実現｛こ貞］訊してきた）炉翡技衛であり，将•東I介殴t!: 

公の史なる似i)文化・クローノヽル化が加速さAし， tiこ少［化・閻齢化伽祉tl公が進むrjIで，］じ氣

，，じ (l:}:<JJ果十役＇，り lit益々 1f(I挺となってくる

二<J)lこう左ti:公状況におし、-c,',じ氣屯 r1..-; をlヽ り攻で/t, I危災昇やtl公(})リーダーと frり得る

技f,打者・研究打を介成ナるとともに，教行と・研究を通して， 日本お．）こび!11:昇(})平和と人々 (}),:, 

悩に L'l.i¥lJげることを強く晶誡し，次(})Jlj! 念と 111吼に）iし入ぎ教介と研究を行う，

(I) 21 !11: 糾(})店）如じ(化・、l/1恨化ti:公，翡齢化忙＇；祉・ r-1:公に適合し人間にやさしく !'I然と dJliJ,¥11寸―

る刊；-;: オ支1+1→へ(})貞蘭｝＼

(2) 心 1i~,'1/)'-c給介的左l'IJII』力に ·1:P1-, 閻炭左山臼支Hit!公 ・柏 恨ti公｛こ貞似てきる日立した仇

度技f,打者ならびに研究者(})it成り

（：｝）狙tt11J(1り） j~ 尤Ir1支H「U)IHHcとjVい崖業の利l出。

2 学位論文の審査および最終試験

屈修）,¥ i¥lの 1受文科 11を情得する見込かが')き，研究指導を文（｝た学lj:/J,修 !:ii倫文を竹成し，

面杏rp,;, 『「ることができる本内攻では研究指導として以 1,・u>2 J且11を‘り協／こナことも貪thる）

(l) {i)I究111111]発表公にわし ¥'(Ii)「究，ll・111Iiと研究経過U)発表を1「し¥ I月連・Jo且{、―1月する質疑応衿の

紺；果，研究に対する」・ij!fil『と取り糾かが充分と認、めらJLること。

(2) I月迎する掌公におしヽて研究成果を発表してしヽる， あるし \/~t学仙論文が受Jlj! さJしてしヽ ることり

uこIt, 修(りの：3月よ 11 (9月修(の場介は 9月木 11) Jでに発表あるし ¥/t受升j!される

l乃i::であることり

提Ill〉)した論文［、l:審10よ準 ClI Iに）！いき＇番青さ Jtる〕

最終試験は贔文提出者が各内攻IJrW『の公聴公におし□‘芥位繭文の内容を発表するI靡に， 1月連す

るい［［に対して1f1111文札Ht委lしが 11叫 tたは惰笞で1人間を行う形A:で実施する｝最終試験の合格の

疫 f'j:/~t1 、1/llllf肌域に mi~) る 11w;1.1 、• しヽ 知識， 1i11訊！的な息考））と表現力を）llしヽて研究成果を明快，簡潔に

りuミJ,;」、り崎寸,j義してしヽると忍められる、一ととする（

n1. 学1立高文‘梱10.(準

(1) . I I I形）ぐ;::人,';::1院JIil1・: 芹研究科 (I'.'芹系）ディフロマ・ホリシーに従し、，学位論文として適

切左形八；を踏tえてし＼ること，9

(2). 修 I:'、i叫＇［高文 it,妍規,1・'1:.-l::/こ（［独訓I化があ')・c・心氣＇［じ（・ l学に間迎する分野におIj・る祈し

しヽ 知見をもたらす／）ヽ ， ［たは"11/亥分野におIJるliJl究遂1「に必疫な）よ祉虐知識.J一，I¥解））・ 11¥J)州ff)『
決能力 I，りをi/1E叫）乃，独 i'!U)苫察を含んだ，誦文であること，

（：｝），諭文の構成に／ー）し¥"(

(1) ,j(ih文の切 11が適切であること

(2) 研究の背凰がエ述心At, 研究 11的が1リ]/i'(j;であること，

⑰ 研究）j仙が,j且述されており， 11的（こ({;/)た）j(L; であること

Cl) 帖果が図表ぐ］を川し、て迎切にぷさ」してしヽること

(G) 考空が帖果い），(✓ー）し ¥T適切に吋き出されてし、ること）

@ II的に対応して帖論が適切に噂き出さ」してしヽることり
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⑦ リIJ !l文献が適切に川し、られてしヽること）

(4). 提出された予9位贔文は斎杏委ii(j介， /1¥I]杏）に上って面杏喜れること

(5). 審査）よ準 (l)から (;j)主での十べてを満たしたものを介烙とする，

3 開講科目の概要

溝J信fl11 と輪，溝や修 I論文を含む{tll~1-'/ ・実柑利·WC構成され， ,lNUに科 11 /t,', じ匁山（コア科

11ど＇1じ氣nrr応）ll科・IIから構成される｛

礼1~メ＼］じ「に1開する）よ悦的な解析を扱う',じ氣'1じ［コア科 11は油期にIJM,溝され， ¥111路系，叫磁氣

系，物l・IJ:系からバランスよく選択してそれぞれ 2lji.(/t: 以 u役修することをrn梵する）

多様な），1,;/i見刈(III]分野の統介を扱う屯氣山［応川科・IIは後期にIJ廿,)Viさ」し，各 1'1(})斗ャリ了テザ

インに介わせて「1山に選択して履修するり

低料・実fl科 11のうち，輪，溝（記けを11う [j心気'1じ (i:掌特別1寅情 i¥」お上び修 l:,f11fi文の11咸

を:1・1→う 「 '1じ久~＼礼l r 1・."; を牛、『7jlj')旦＼爽 I¥J (t, ピ寸修；ぐ‘（じ）る。

4. 教育・研究分野

大‘、;::院にお(jる教Tf. 研究へo)f I: 公的嗅；，＼に応えるため，次の各分野の教介・研究を11')・c

いる。

［）ぷ）ll屯氣 c;::;『III 11]] ['1じ［りt{-I'.'; だ1m11111

［教介・研究分野l
●情報迎いシステム・辿1,汀菜炭掌
● ミリ i皮・サブミリ波',じ磁i皮現象

●', じ）J・エネルギー

●パルスパワー［学

●が［叶じ氣応川
●機1iじこL レクトロニクス・システム

- ,J7 --

［教介・研究分野l
● T導休・センシング・集柏[11[¥/各
●超伝導こにレクト ¥1ニクス

●光エレクトロニクス

●糾 機(i匂デバイス・ナノゲ｀バイス

伽＇喘磁氣］＊学
ミリ波テフヘルツイメージング



電気電子工学専攻 授業科目及び単位数表

間溝期及び週時間放

単 教
:i ()年度 :J l年度 必 職

分野 投業科目名 位上
科

tll'り教fl 備考
Iヽl,.l! 後 l"lll ・ 後 修

数 期 期 期 期 「l

知能集柏I口l路 2 2 l心▲ 原111
j11j 
路 結合系 f/1『 1J1•]i倫 2 2 2 L 足、't: 英語.11f 

屯 系
パルスノゞワー「学 2 2 L 怜i谷 英，；fr i1f 氣

屯
贔屯界現象論 2 2 r. 杉本（俊） 英語11f

講
f 

iじコ 応用屯磁氣学 2 2 L 贔111 英;nf11r 
ア 磁

f斗 氣 似j)古］波超伝蒋 l→．学 2 2 r 齊I棒 英語.nf 

義 I l 系
,［.i;且-1x.,・JJ ,"r'・ ・ 2 2 1: 八塚 英，；,Ii-11f 

ヘ 平導体デバイス r.学 2 2 r 廣瀬（文） 英，¥/i11f
解

科 析 物 真布表面 I".学 2 2 L 成Ill 英，；Ii 11f 
~ 

、IIJ:
系 超伝導,・.学 2 2 L iji g,ij 英,i/j-11[

目 ｝，ぶ）ll'l'-・ なJ.{本斗勿収I: 2 2 L 人• 竹 央,,.語11f

，t二旦,, .. 
光エレクトロニクス :2 2 L {I丘｝倍（学） 英語.11f 

気 半導（本光 r学 2 2 i: 翡橋（既） 央II・語・心 11]• 
iじ

超伝導J ， ＜イス 2 2 1: 111111 
） 心L 

磁氣デバイス I".学 2 2 r. 稲策 央II・語11]・
JI J 
科 ディジタル迎{,1・I:学 2 2 i-_ 近）i怜 英晶.11[ 
11 

光波 l・．学 2 2 L ，薗野 英，；Ii-11r 
ヘ
nyりjじ-

センサ r.学 2 2 I. 奥II I (澄） 英，；Ii-i1f 
合
~ 

平導体ナノ材料 I.、]を 2 2 i: イi馬 央II・,;/j-11J 

屯氣',じrr今学特別梱習A ;J I I I I ◎ r・ 1ヽり攻教且

屯氣'iじ（＾「学特別実験J¥ (i 2 2 ;j ;J ◎ r. 内攻教員

演習・実習科目 屯氣屯 (L学閥論 2 L JI; 常勤，，岡師

掌外実村（インターンシッフ） 2 

研究I開発丈践屈村 (k期派遣州!) 1¥ 

I. (tL) 「教職科 ll」欄の「 r」は，教n免il'FI I'. 皇」の教科に11りする科IIをぷず

2 .. 備考札：1!)0)「英諮.11f」は惰学牛,O)升j!f解を助｛｝るため，英晶を併川した授業が 11f能な講義科11をぷす。

118 --



電気電子工学専攻 授業科目の内容

授業科 tl名 授業科日の内容 I 担‘り教員

知l行ビリこ｛責[11]屈各

Intelligent 
Integrated Circuits 

結合系解析論

Analytical Dynamics of 
Complex Systems 

パルスパワー］．．学

Pulsed Power 
Engineering 

翡屯界現象論

Phenomena in I―ligh 
Electric. Field 

｝ぷ屑心磁氣学

Applied Elcctrornagnetics 

本講義の構成としては，前'j':では，現在の生活になくてはな 助教

らない LSI集積j11J路を実現するうえで必要な ¥IOSFE・「の動作 ） J;t Hl知 親

特 1・生と，それを使った集積1五］路のI「1]路技衛（［叫格動作，｛氏泊

費屯力化設計など）を溝義する,.後半では，集積111]路を川し、

システムにつしヽて，現在使われてしヽる分野から適川例をポ

しながらその構成や）爪罪などを，溝義する,,そして，本，溝義を

迎じて，！叫烙設，i卜の考え）jや，，溝義内容と身近な｝ぷ川システ

ムとの接，点と，考え）jに ✓)し \·c 学ぶ〕

ハミルトンのJ息JI!膚 0)エネルギー］］印唱を中心とした解析）） 教授

学の罪論を駆使し，複帷だが線刈冒系とみなせる屯匁機械結合 足 ¥'r和成

系の動作の把握を簡潔かつ統•的に行う手法を教授する。最
初に）よ礎的な罪面を解汎した後，各種'1;じ氣機械変換器O)f/J!(c析

にそれを適川するり［た，），ぷ川としてイi限疫素解析にづいて

も， i及する。

ハルスハワー技術は瞬間的に 111:界の泊粋屯力に相‘りする」、 111教授

うなII~ 大な屯力を発4させる技術であり，従来の屯力技術で rH谷州史

はできなかった祈ししヽ科学技術を可能にすなここではハル

スハワーを発牛させる］こめのエネルギー術柏， スイッチン

グ，伝送技Wiと叶測技術，環塙，バイオ笠の最祈｝ぷ川に／八ヽ

て述べる

贔屯界 1ヽーで(})',じ気力学的現象に／八ヽて），［礎的な ・Ji瑣を解説 准教授

-する，，前'l':/.t,屯磁氣学の），［本）阜Jlj! (ガウスの仏則，ホアソ 杉本俊之

ンの式，ラプラスの式など）を使った屯界解析の手仏にづし、

て学び，喉llll屯価が({在するときとしなしヽときの直交，円筒，

球)'、1外哄系での屯界分布を叶賃tできる」、うにする。後'I':は，似i
屯）［の発生，屯前の発4今ーと除j_ぷ、悶‘，いなど，翡屯界ドにお（｝

る），［本的な・Jr項に／ー）いて鯖，5lする。

マクスウ E ル）j.f: 応A":の発見に上り， ＇iじ磁気学it占肌物刑学と 助教

して（本系化され］こ。 ・)j, 1f限叩：分法，イi限＇樹素 y人とし‘った 伯ill! 彰優

数値解yl;が',ーじ磁界解析に応川されてしヽる。本，溝義では， iじ磁

氣学の），し本法則を学粁し，屯磁界解析の具体例を紹介する。

翡）古］波超仏導 i:学 実応）廿で役ヽ'「:✓)翡周波の）,(礎につしヽ て，溝義し，）よ礎的な似j}古］ 教授

I-I igh Frequency 波1,1J¥/各コンポーネントについて具体例をあげて砂［明する〔）主 齊 I棒 牧

Superconductor Engineering jこ，超伝祁0))よ／昴的ヤt質と代表的なJ咀論につしヽ て概，；応する 0

屯氣力学

Electromechanical 
Dynamics 

平導休デバイス L学
Semiconductor Devices 

屯界系におし,-c,',じ気的に発牛した））による力学的述動 (1lf; <if教授

進州動）を，小刈リマイクロフォンやスヒーカーなどを例とし， 八塚）；((-

マクスウ L/レ0).r¥から出発して屯氣的力の表現式を導出し，

迎動）爪凶及び¥11)路の）j科lJ:いを求める〉さらに静',じ気対策の

簡lji. な試料や疫｛立屯流とノイズのIい］係も溝義する〉

平導休デバイスである pn接合のキャリア輸迅機構の）用解 教授

のもとに，バイホーラトランジスタおよび ¥IOSFETの贔速化 廣 瀬 文

限界とこれを打破するための先進テクノロジーにつしヽて溝

義する 0

,Jg -



長業科 11名 校業月 II CJ)内容 ill'11教H

真空表面 l心督： 多くの屯 Jべ ヽィスは真空環燒卜んで什製されてしヽるため， 汁「教校
Vacuum Science 「真空」に/)し、ての刑解がデバイスをv,製十る I・.で必要が r,J 成 III 克
and Engineering 欠である本講義では真空装附の設叶をりう I.で必要心 •J,:1且

（氣（本(})、Iii:質，氣（本分 f--!<';J休衣1/111'.り）を解虚ナる

紹仏導}_』]を 超伝唸 L学(}))よIi見として，｛氏伽［技術，超伝怜）！［礎雌論 (2流 教校

Superconducting 什＜こじうcc';レ， 烈し））,,t, c; L)J{'¥:;¥:) ftど‘｛こ"')し、・c,溝.;,応ー「る， q1 ,1;,1j f建介
じngineering ［た，超伝導技術を応川し 闘周波デバイスに/)し、て解，m-t

る

｝ぷJ!JT→｝汀体物ヤI: T噌（本デバイスの動作）阜JIilや牛、'i'性をJlj!解ナるために必製で 助教

Applied Semiconductor しじ）る），［／晶的な物間・物l'I:に1月して,;/l1義十る， 11¥:(力学（シュ 大 (1i'[>斧男
Physics レディンカーカ粋式， j几似‘仏など）ルヽら始め，平導体物111:で

Iじ＇疫なハント`且 j!論に／几ご 1/5~明するさらに， 'I'府（本テバイ

スで上く導人される混晶 'j's導体を川し、たヘテロ抜介や贔(-

構沿に1月して紹介する＼

光エレクトロニクス ）に(/))よ4ゞ(()'[、tif't/;ヽ ら，）に(/)梵化・制御・検11¥tでを溝義する。 教授

Optical Electronics 兄())J』本的、性質を表すハラメータ及び白然光とレーザー光 イ11:)枷 ,; だ

の特徴，及び兄と物質の1廿11:作川に）よづしヽ ／こレーザー装i1りの

構造，発振）J;u1nなどにづしヽて述べる"さらに，兄学結晶を川

しヽ ／こ光変調技伸［や似i感度検出怯を出リ］し，｝ぷ川例として）い I・

測技術などを紹介するし

平悴体）'C:I学 イ¥f匂'1りtt府t)t}rJr-・, ぐ（，｛りる 'j噂休レーザーと発光ダイオード 汁［教校

Semiconductor Optical に')し ¥・c,その材料となる 'I'導休!})),~本的な刊質，素(桃迅， 1碕 橋 ¥'.'.,' 
Devices 動作機枯＼に~)し \-c I溝義する，！特に似；速化に向けて屑疫となる

フHr内でのキャリア輸、i凶に')し ¥・cirfしく解砂［する。

超仏消 ＼ィス 超伝導．（本のトンネル現象やジコセフソン扱合の）占閥に')し、 助教

Superconducting Devices て，溝義,J-る。 ［た，その現象を応川したプフヘルツ検出堺， 111 Ill IしIf. /,]→→ 

x 糾叶\!~ii\ i:t ミこ\:-、リ·~ti:: どに/)し¥'(溝義する，｝

悩，気うジヽ イス 1鴫学 枇叶・'!:(本0))よiJU1り/i>J-'I,'質（交換札111:作）IL キュリーリイス則， 教授

Magnetic Devices 船玄久しり見）月，Jl:ti: ど'), 0), 汁測）j法に')し V乙，翡義十る｛，その後， 伯菓 I,; ,:, 

磁匁ティスクを中心に磁氣メモリヘの応川例を解，15;'.するり

ィジタル通(,;J: 学 ティジタル迎イパネットワークの疫ぷ技術に ✓)し ,-cffJ『砂t,J- るい 教授
Digital Communication 網構成，フロトコル，伝送技仲i,i, ;・ 砂処刑，椋準ぐりに')し ,-c 近）枷和弘

述べる。［た，最近rt従来のイ［線公衆網以外にLるr『1!1ぐり(})
.,mL・；も盛んだが，こ）しに')し、ても述べ， tたスヘクトル批散

怜の無線通LOilI疫ぷ技術や将来の/1せ州に／八、ても触ilる

光i皮 I.学 ）い）刊質を刊川した1,i'砂処Jlj!f蔑fit技術に1月して，，/Ii義十る：光 IH教校
Photonicsじngineering (}) 7JG Iト・ JN1!11,\ と j"-y)↓、(})久llrlil~ 唸：），し（こ，）'C:i皮(})コン／卜 1:1-;レ）jy}; I 介j~!f Jl券）こ

をPl・得十るとともに，光ファイバ油｛［；など加皮制御を応!I]し

1こ先｛喘的な技f,打を紹介十る

センサ L';だ 依械の日動化や外界のfl~( を知る］こめに， iよ々 /k物 Jlj!セン iii教蚊
Sensing Devices サ・化学センサが利川さ」してし‘る こ4Lらのセンサのうしらか 奥 111澄雄

ら山(-テバイスを 1j1 心に，そのJ阜岬，製什，刊川）］［パ‘ヽりに ✓)

し、-c,;翡義する

----fiO -



長党科「l名 授業科日の1J、)容 担胄教員

平・導体ナノ材料 I~学 平導体をナノスケールで構辿聞御すると， /1l・［効果左ど微細 i1f教長

Semiconductor 構迅特イ［の物性が発現十る 本授叢では，代表的なナノ半導 イ］・馬 ボシー

N anomaterials （本0)1勿Itと応）llテハイス，今後の）応州に/)し¥-cI溝ぶ：「る ルアハンマド

iじ久＼，礼tf-r'/:1、ld]IJ{り［沖'/A 修 l:1fn11文を作成ナるために，＼り1111分野につし‘ての文献を輸溝 1り攻教日

Advanced Exercise of I如けし，高.flj!的息考能力，コミュニケーシこ］ン能力怜を義う'

Electrical Engineering A 

'dJ:j,<.(、＇「じ ( I→ :'f:4if'けlj'jこ叫朔A 修 l:論文を作成するために，実験や数（直シミュレーシコンを Iヽ り攻教員

Advanced Experiment of lヽ．に l指導教［［の指iりのドで1lう，
じlectricalEngineering A 

,直.J'•/メ.＼· 直ヽr・ i, ・ i.. 'ヽヽd'・評論 ，1じ氣'1じr-r:、ドにiY,,J連するし、ろしヽろな分野0)第糾しで活間化す Jl:・i; 『li'UJ,Wi'f:1li

Special Lecture on るすぐれた研究者や技術者を講i':rliに迎え，最先端の研究や技
Electrical Engineering 伸rの講義を受ける〉

'ヽ/;外実fl 企業などにおし¥'(,「Iらの内攻や将来の経験にnt.J述した就業

（インターンシッフ） 体験を11う。大学教介とは異なる， 1介iしヽ職業認識と !'I、'(心・

Internship 責任感のある社公人となるための介成を 11的とした')翌1で

ある災界や業屑‘、かに刊lする 'll訓<J)i/Jld1i. 実習， ・Ji後の実胄

恨店などに上り職業認識の11,j卜を図る 0

,ii)fりl'.IJ廿1店')こ]ilhiffl 企叢現場におし,-c, lヽ丘亥企業の協力を得ながら，企陀分析・

(l{JりIi!応府叩！） 肖：業分析を行し、，課題発見と改善：提案をいう D ー［た，企党1iH

Practice for Research 究者と」しl1ilでIJM発研究活動を1J: :-) 0 

and Development 
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機械システム工学専攻

教育目標とカリキュラム
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機械系エンジニアヘの社会の期待

2 1 !JI: 紀は，祈しし吹II識・，情報・技術が政治・経済・文化をはじめ仕公のあらゆる伯域で

の活動の）よ盤として飛耀的に屯嗅1・生を増す，しヽわゆる「知識）よ盤社公」の時代であると！『わ

れてしヽる これからの「知識）店盤杜公」におしヽては，機械系エンジニア（技術者・研究者）

には人間活動のあらゆる分野で科学技伸r的な側面からの強力な推進役として1j1fii広し、貢献が求

められてし、な主た，「モノづくり」としヽう観、,:xから科‘予技術の発）1~ に‘常に頁献し， tI公や環

燒にりえるその波及効果と責任を・,;;『に念リ月におし、て製品間発を進め左くてはならなし＼ した

がって，機械系エンジニアには，機械．［学の）よ礎力を身につけるだけでは左く，グローバル

左視/Xから機械をシステムとして統介する柔軟で1J1M広しヽ 素捉をもち，か.,--), 進展0)許しし、科

学技f村の担し、fとして独訓性・訓造性を発揮することが社公から強く奨出される 0

機械システム工学専攻の教育の理念と目標

この上うな機械系エンジニアに対する社公の要晶を防主えて，本内攻で/:t, 機械 L学の），し

閥に加え， 11::,凡技伸f' 屯(技札、i'柏恨・知能化システムなどの広範IJl:]で贔度な知識の I・.に，

最先端技術を取り人オしることができ，か-'), 科.i/技術が付公や「1然にりえる波及効果や社公

に対して技仙者・研究者が負う責任を認識しながら， 1卜II界的な悦，＇ばから礼公と！；（；業の発 /J(に

貢献しうる似i度のリ/1111'1-!J:をイ［する閃かれ感1・生と訓翡I、生をも-✓)技術者ならびに研究者を行成す

る,, 1i1/iiJl、→し、分野ぐ活屈化する本＼り攻の教 l し 1 ヽ J-j の，;/1『義，崩習及び{iJF 究指導に上る）］、•し、視野し立っ

た粕深左学識の習得と， j1_llI: 前期諜作の勉学の集大成である修 I:'、/:{立諭文の作成とを迎して，

バ、I/攻0)大きな教育11椋である「豊かな人間性を持ち，社会が要求する機械関連の間題を解

決するデザイン能力に長けたグローバルな技術者・研究者の育成」を 11指すものであるり

そのために，次の具体的な教1f111吹を掲げる。

(1)機械関連の基礎から最先端分野において間題発見・解決能力をもった人材の育成

機械材料・強度・販動，熱・流休システム，環境・エネルギー， ¥1ボティクスおよび

機械設，tIなどの分野におし¥・c,ll'il)但発見・解決能力をJ:竹うと共に， !'I然・人間・ r-1:公・

環境と調和した祈ししヽ機械システムを創造できる柔軟左息考と果放な実行））をも -')-/i)f

究者・技仙者を行成する。

(2) 社会の要求をモノつくりに反映できるエンジニアリングデザイン能力の養成

1: 予的な面，経党的な面，経済・環廣的な面，心刑的・倫則的な面左どからの!'l:公の

咬求を総合的にモノづくりやシステムつくりに反映できるエンジニアリングデザイン

の能力を捉成する u

(3) 実社会をリードするグローバルな人材の育成

科掌技f村の発/J(ど多様化に対応できる柔軟左息苔カ・構想））と 1叶際的九柏恨収几，柏

什げcf斤 fi~)j を 1、（t し\実社公をリードするグ RZ ーノ＜ルな人材を育成する］
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履修基準 (8貞：「 1-6 履修基準」参照）

① 目専攻溝義科日：機械システム［学専攻の溝義科日から 10 t¥叶立（リ］平「］）店盤科日から必

ず 6几叶1'J:以上）を修得すること（ー）

② 選択溝義科• 日：日専攻溝義科 II,他専攻・各「、り攻共通の講義科 1— l, 及び他大学院屈修科

日の中から lO l且位以卜を修得するこしこの場合， r11;り攻以外の講義科 Flから必ず 4

車位以卜を修得すること 0

③ 機械システム［学特別油胄A (4 単｛立）と機械システム r."~を特別実験A (6単位）を修

得するこど）

• 修［に必要な最低修得叶t位放は， L1記①②③O);;I・:3 0 i札位である。

学位論文審査基準

学9位論文0)'.番杏．にあたっては， 11ごろの研究指消，‘］を、（立論文滸青や公聴公などをとおして，以

,,・0)審査瑣 11にづし、て，面ft委ii (j査，副牡）に，J::る評価をuう。なお，研究，；/・phjと研究経過

に／八ヽ て(.t, j: 指導教且および副指導教Hが叫川謹価を行う 0

I . 学位:i;倫文蕃杏・o>,i平仙),(準
(a) 繭文(})題IIや 11次の適切ヤl::間題を認識し， 11 1票やII的を設定していることり

(b) 研究内容の妥 '11•1'11:'. 研究内容(;]:, 祈規刊：:, 進歩刊：．，イfJIJ、性，独訓I、生のしヽ ずれルヽ を持ってし、

ることい

(C) ,, 介恨収iUiピカ： I分か史献や研究動向(})i/}乱査を1lし、， ［！分の研究(})、打、:_;応や屯疫度と，他研

究と <J>IY」連性や相違をJIHflJ『できることり

(cl) 11¥J)柑分析能力： li¥l加の分析にJ囚づし‘ー／こ実験）j怯・解析 T才人や数学モデルの設定など，アフ

ローチ）j怯(t.i附切であること。

(C)研究遂行能力：実験，叶賃叶幾シミュレーシ：！ンやJIH論）民間が悩切に遂りできること，,Jた，

実験• 町）「結果から祈たな知見を見出すことができること。

（［）繭文1l成能力：

I) 論文の休裁：表紙，吸旨， II次， ,;'i'立て，料；1i倫，参苫文1H人などが1夜うこと。

2) 論刑性・構成：論則が明晰に）民間さオし，構成が休系立てられてしヽることり

:n表現・（本裁：文献引川，図，表などの記述が適切に表ぷされてしヽること n

I: 1i"山(})評価J占準/Jヽら， 修 I:'芥位論文を以 f(})4段II枠で1沖価する"

J¥ : 1迎れた倫文である。

B: おおむね良好な論文である（〕

C: 修 I:論文としての水準に玲してしヽる 0

D: 修 I:論文としての水準に玲してし、なし＼

2. 1此糸冬［式！り灸0)い11/dliJ,GW
公聴公におし、て研究内容のフレゼンテーションと II述試間を行しヽ，以ドの），［準に上り謹(111iする）

(a) 研究の内容にづしヽて 1分にJ'!!解しやすくフレゼンテーシコンできることう

(b) 研究の将来的な展罰こ／八ヽて論述できること)

(C) 間連する研究分野に1見lする）；［礎的左知識をイiすることり

(cl) 修 l:,l倫文の内容に／八ヽての質間に 1Efr化に翠午えらhること

い記の），［準から，最終試験を以 ,,・o)4段附で謹価する（

八：（迎れた1iJI究が1月）れ，独力でさらなる研究の発屎が期符できる〈

B: おおむ),1良奸な研究が1d)オしたと認められる）

C: 定｛梵度の研究がiJわれたと認められる 0

]) : ヽ適切な研究が行われたとは， し、しヽが／こし¥,

学1立諭文審牡及び最終試験のしヽずれか主たは両者が])であれば，不介格とする。

rr ,),)一～



機械システム工学専攻 授業科目及び単位数表
専門基盤科目

単 開講期及び週時間数

授業科日名 位． 3 0年度 ~3 1イド度
数 仙期巳雙I前期後期

材料力学特Cfj倫 2 2 (2) 

l』i1りjI"'、i':4'irir扁i 2 2 (2) 

流休）J学特：論 2 2 (2) 

「．業熱力学特論 2 2 (2) 

1M1it11・・1:"t年、1r,1(in 2 2 (2) 

機械述動論 2 2 (2) 

専門科目

lji_ 間講期及び週II、『1/IJ数
授業科 11名 イ立 :3 0年度 :3 1年度

数 1)1/ Jりl1妥川lr1fl其)j1妥其ll

弥u化,i斐丘1況倫＊ 2 2 

化休構砧力学＊ 2 2 

少文f直り¥'¥汎！し1・11:)J'/:* 2 (2) 

材料強度,y:特倫＊ 2 (2) 

材料システム予闊論＊ 2 2 

伝熱 r.";:年、打倫＊ 2 2 

エネルギ一環炭 r・、和甘論＊ 2 2 

,Wfii1fid本）)';を4、1i'ii命＊ 2 2 

燃焼 r.学＊ 2 (2) 

祉t什~1孔怠h戌年、lj囁倫＊ 2 2 

11も+111介t~、1i'il倫＊ 2 (2) 

機械設叶論＊ 2 (2) 

ロボティクス牡論＊ 2 2 

システム r心学特論＊ 2 (2) 

CJ¥D/CJ¥M附i論＊ 2 (2) 

rl hHJJ;l]IJi}II 4=、1l'rihtt* 2 2 

機械システム I".学牛、『別油習J¥ ;J I l I I 

機械システム［学年か別実験J¥ 6 2 2 ;j 11 

機械システム 1・今学特別講義 l I 

機械システム 1学特別講義 II 1 

学外実習（インターンシッフ） 2 

l・ム学教育研修 2 

研究間発実此油習（長期派附刑） ;J 

OU 1. *「ll/;t, I介砂訓溝と十る）

教職

｛斗「I
担崎教員 備考

r: 村澤，久米 英語可

r Langthjcm, Jj: 坂 英語可

l→ ● 灼毘 英Jl/j,1iJ 

L 赤松， iL ll 英語'.1iJ

L 水）．噌II, 多川隈 英語11f

L 南後 芙,rf IH'I ・II 

教職

禾斗 1-1
担¥]i教n 備考

i: 近祁，'/匂 英i¥/i・11J

r. ;Jヽ沢!fl 英,m-,1r

r. 黒Ifl 英―!「 IIHII . I t 

I~ 8)11 英晶j-11J 

l 心ム j :JJ;( 英,l/i-11f

L 赤松 処沿11J

I". 鹿野 英語11J

r. q1四 央H・語:11] . 

I". 奥111(1U -央!I• 語~11J

I~ 篠Ill 芙語'.11f 

r. 悩III 英，m11r

r. 飯塚 央II・,1'/i-11J 

r_ 九：木 英晶11f

I". 秋山 英晶11J

r_ 大町 英乱託f

r. 峯I11, 1JLj山 芙，；li・iiJ 

r● 1り攻教員

L 1り攻教員

r令 Jf,);1; 勤，！悼n,ri

L 非;,;『勤，溝師

i: 

2. *印以外は，｝息則としてfo年間溝とし， （ ）内の放‘『は ;31り度の間溝）う定週IIサ間放をぷ寸-,,

：｝． 「教職科11」欄の「 l」は，教［し免ii'ト教科「 l業」の教科に1叶lする科・IIをぷす，）
4 .. 備考欄jO)「芙，；ff 11J」は，惰学生の刑解を助けるため，英語を/Jj:J廿した授業が 11f能な講義科IIをぷず
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機械システム工学専攻 授業科目の内容

授業科目名

材料力学特論

Advanced Mechanics of 

Materials 

板動 l汀碕、'i論

Topics in Engineering 

Vibration 

餅d本）)'、；：：牛、Ji'i/命

Advanced Fluid Dynamics 

I業熱力学特倫

Advanced Thermodynamics 

,llil1Jll 1・_,、;::q、!j,Ii倫
Advanced Control 

Engineering 

機械述動繭

Mechanism and Machine 

Theory 

専門基盤科目

授業科目の内容

材料の変形拳動を iL:しく雌解するため，力学的なIt礎狸論

につしご講義するとともに，材料科学的な立場から材料の

もつ力学的特↑生を解虚す0o})督：理論としては，材料力学

ヵヽら連続体力学への展11廿， 弾性））＇］を. 9¥_-叶生力学の）占礎， お

よびそれらの表現に必要な数学的仙礎（テンソル解析，微

柏分）を講義し，材料牛、乍性としては，結晶構造，転位，事立

界，すべり等，結晶'i'l:[古If本の変形メカニズムが則解できる

ように講義を行うぐ

構造物の振動附叶生を解析するためにIt, その動特ヤトを把握

し，放学的にモデル化をしなければならなし＼。学部の授業

で学んだ＾「1由度から多自由度への間題解析をもとに連続

体の販動解析へと発展させる。連続（本の振動解析に(:t, ハ

ミルトンのJ爪則を）よにした系の迎動）j粍式を求めることが

必疲である（，構造要素としての弦，梁そして平板などの連

続（本に間する燒界f11'(間題の）占礎）j程式の叩11¥人を記リlし，
固イi値!Ill題とその近似解法につしヽて述べる 0

乱流0))よ闘，流れ研究の最新進）Jせ並びに最先端の叶測・解

析技術に/)し¥-c,次のような講義を1!° ぅ,,(l)乱流）よ礎J唱論

鳴礎）月応¥, 乱流の遷移，乱流の統,lj-J咀面，乱流の輸迅・

現象，せん断乱流，乱流の糾織構．沿など） (2)渦の動力学

(:3)祉誡し，i卜測技術 (1¥)流れ 11f視化柏恨処則

［ず初めに，雌想氣体が状態変化するとき， 11:カ，（本積，

温．）化がどのように疫化し，熱贔とイl:・J;:がどうなるかを例附，

課題，実験，そしてグループディスカッシご！ンを迎して叫

鮒を深める"次に，熱機間が実［院に稼働する［院に必ずmiわ

ってくる伝熱現象を苔應に人れながら，熱力学間加の実［罰

の応川を学ぶ具体的には，伝熱 L学の）よ礎的な教本をも

とに，伝熱の）よ礎から熱））‘、ドと伝熱 r学の復合間粕主でを

J哨解する 0

機械シスうゾ しヽらオLる線形および非線形制御刑

論の）よ礎と設計・、法にづしヽて，溝義する。状態フィードバック

による極配i悦法， リアプノフの方法による安定性解析， 1:1 

ボットを含む非線形動的システムの制御「こ、法などを扱う 0

機械で出力される述動は構成立II品を[hljij{本と見なしたときの

それらの相対迎動の伝達により得られるものとして，各種

｛幾械の設贔を行うことになる。本溝義では機械設叶に必嬰

な[/Jl]lj体の力学の町逮を学ぶどともに複放の柑Jij、体が連結する

ことで得られるリンク機構およびロボットの迎動学を？胄

する"
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担'~教員

准教授

村澤剛

久米 裕

准教授

Langthjem, 

M.A. 

助教

) 1: 坂秀治

教授

乍／ 化輝

教授

赤松 1E人

助教

Jr 11 宏樹

教授

水）．噌11和久

准教授

多111111切り1-n11 

准教授

州 後 ‘怜



専門科目

校業科 11名 j受業科・IIの内容・ 担,11教員

怖］、I又"'',:;-メ)L. 11 "I・ 一11吟1111 種々の負俯を受（ナる械械材料のJI:弾性変形，ぜし \•I'!:破欺 教授

Mechanics o「Materialsfor 及び彼労破欺に対十る強度設壮がでぎるように，連続休 近麻 康雄
Mechanical Design の力予，破壊力学及び1:,Jrl-科学の面/Jヽ ら（木系的に講義寸― 助教

る 恨械材料としては位）屈材料と複合材料を取り卜げ， 、I,,』,I ， 州'i

強化メカニズムにづし‘て，］及し左がら論ずる＼

lj休枯＼迅）), 芹 lj:_(本の細胞，糾織，臓閤， ii古）（本各レベルの構迅とそのカ 教校

Biostructural Mechanics 予及び生則に/)し¥'(諭じる t亡， こ ;/L らに~)し＼ての低 4ヽ沢Ill Ir_ 

周波から紹(和皮 tでの賑動を利川した恨械的な恨能柏恨

0)抽出，叶測，謹価に／八ヽても講義十る

少父/11『1Jij'tりy_l、「!,)J''f: JI線形刊をイ［する材料の変形解析に~)しヽての ,ill,' 義を 1 J 教授

Computational Elasto-Plasticity ぅ（，近年O)I I't't主しし、コンヒュータの発達に上って，極 、'.I、¥111充象且

めて」十線形刊の大きしヽ1古］（本の変形子動を，lY細にWH!iナる

ことが 11f能になり/)/)ある）本講義で(t, 1)り膚1性を代表

とナる材料JI祝形刊:0)放学的モ リングとその放値鮒析

（イi限＇疫素 y}_;他）への適）jj)Jy人をq1心に学ぶ｝］し（本的な

Jlj! 諭として， 古肌的流オし且！！面及び各種降伏1月放， コーナ

-J'l!,l(iil,'./:L:r~;wu秘 Jlj!i/(i/j, ~、ifi'11'1 り'?Ht,i(illぐりを対象とする｛

|、~-*、H狙）文,;を4、'i',1倫 介伶ぐりの構迅川材料に l~·l して，糾織と疫形・破欺現象に 教授

Advanced Strength and 刊lして，微視的並びに1廿訓り側面から総合的に面じる） r', ・）11英光
Fracture o「Materials 温．）化や雰!JI]氣，疫形，il:ll炭左どの使）Ill翡'{J訊にJこる疫形構i1i

や強度聞,,『I:C')笈化とり凰化法に／八、T J: 学的に屯疫なトヒ

ックスを交えてW1バ況する uこ，ぜし叶生破欺の間題を扱

うI・.てぐ必、＇貶となるき製の力学の）よ｛贔に／几ヽ て論じるとと

もに， き裂の力学の実1悶~I·.O)}ぷ川例に ✓)し ,-c, R学的に

1「('梃なトヒックスを交えて1り『虚する｝

材料システム予特論 機械・構糾物を構成する材料の物則的・カ学的附叶生を熱 教授

Advanced Materials System 力学的な観』、［力¥['_;I溝義する（）特に，帖晶構見，転位，結 1-_)息拓也

晶：l立界とし‘った）阜(-スケールの構迅や欠陥おtび微視糾

織に')し‘て，材料1J、l,『IIU)エネルギー状態に）,¥/凡ヽてf!J『況

するとともに，マクロ4、『!・'I:とのIY-薗に／八、c論じる !:: 
I、::.,，汁り計茂シミ :1→ レーシ I ンを利川した材料附d'i:.l『価に

')しヽても鮒説し，フJ]グラミングの実例も紹介するり

仏熱 L学4、'i'嘩 対流発什今条件ルヽ ら C:r放の物Jlj!的，汽味を，&明し， i'l然対流 教校

Advanced Heat Transfer 伝熱11¥l加を解砂［する） ［た，竹内強制対流熱伝逹間題0) 赤 松正人

Jll!r1(i討崩q)iど')、:!li灸')夜JI![;・¥と(})刊l{系を解，illする）その11/J、,

i弗臆熱伝辻特ヽ 性に/)し ¥-CW1'.ri岱）ーる 0

エネルギー閲炭 L学特，，倫 エネルキー胄加のtI土）よ盤を 1見え，環塙との IY,J~) りの中 眉教校

Environments on Energy で， の役',l;rjとインハクトを掘り起こーい地球の護！［と 鹿野 • 代I¥

熱史，地球と 'j-:宙との熱長'/_/Jヽら (tじめて，無効ゴネル

こ＼ふ-0)イ［＇炒J{じにがる）jy人を高十る
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投叢科日名 投業科 llo)内容 担 ,jj教H

,tl·1~ii介cf1~J1,';を牛'i'1i命 叶算流体力学の方し礎と最祈の進展につしヽて溝義する 0 汁｛教授

Advanced Cornputatio叫 Fluid ①熱流（本力学現象を支配ナる質贔＼迎動贔，エネルギー 中 11り為 雄

Dynamics 保存の社；則を，汁算機シミュレーションに適した形に纏め

I・ →げる ②文配）j程.r¥:に対十る解析□};O))よ闘を講述ナ

る）偏微分）j程式の分J'fiと初期条件・燒界条件，限分仏

0))山（昴，フログラミング，叶條結果0)図形出力左どの内

容を扱う 0 ③格(-生成技術，叶篇法の最新の進殷，解析

システムの構築息想を論じる"①解析糾果から現象の本

質を抽出する発見的息均法を考える。

燃焼 I'.;!= 反応系の熱力学に）よ勺くイ［効エネルギー謹仙，反応速度 汁｛教授

Combustion 論， 臼ll合火炎の月！論など燃焼学の）よ本を論ずるととも 奥 111 11こ: Iリj

に， レーザ，n-測を中心とする非定叶『現象の叶測怯など燃

焼叶測に間する最新の請祖にづいて解，；Stする。

i介u~~t翡H1戌牛、\,/命 H~ 々な流体機械の中でも，）I潅i'1機・燃焼堺・タービンな 11/: 教授

Advanced Fluid Machinery どで構成され，発屯川やt1,t空機川などによく利川される 篠 Illi'¥久

ガスタービンを中心に採り I・.げて， l印應構氾， ・I生能，

川沿，そして最近の研究開発動向などに,.)し¥・cM砂［するぐ

乳81、 11¥/rt~、1i'1i扁i 11Mlli龍と (;t, 2 t州灯lじJ、LO>liJ;J{本・ if女（本・久＼（本力ゞ Y1もさ:' ✓)た 汁［教授

Advanced Multiphase 流れのことを指し，例えげ，氣泡を含む流;JL (気— i夜） 似 IllJrリIt
Flows ペ_)l:i沙）を<りすJヽlireオし (1.i,1 液）ぐりも •種の ?JHII流である 0

本講．位ではじに氣液・.相流を叶！心として混相流の），し礎狸

論および／，ぷ川に')し、C解訛する，，｝

機械設計論 機械設叶・O)J用念及びJJ;U・lj!につしヽて講義し，機械ふ汁を（本 教授

Principles o「Mechanical 系的に概観する n qかに，構‘翡；'fl¥材や機能材料の最適材料 飯塚 !W 
Design 選定に間する論則的な杓え）jを具体的な巾例に）占づし¥・c

講義し，構造，没，n-と材判，没，:I-に／八、て（本系的に論ずる。

¥1ボティクス特論 叶闘機により制樹lさJLるロボットマニヒュレータのシス 教授

Advanced Robotics ナム・解析・制御と 1月係するロボット）占礎技術を講義す 杜木リ］

る。 j:_として， 11ボットの機構・ と迎動学，静力学及び動

力学理面を取り u「解砂［するり

システム 1一学牛、『論 シスうム 1:学の概要と，システム I".'、ドの），り1贔を文えるJIil 准教授

Advanced Systems 1/(ijjO)中でも屯疫な｛立囁りを占める線形システム升I!識を講義 秋 山名火 ・
Engineering する 0 システム J_学の概嬰では，システム分析，システ

ム，汁11hj・ 最適化・，，斐，；卜を扱う。線形システム則論では，

連続・ f/!1/(散システムのモデル化と解析，＂［制樹 WI:と11f観

測↑生，安定I生につしご例題を交えて解砂［する（う

CAD/CAM年、『論 設叶知識を栢枷的に川いる知的CAD/CAMシステム 准教校

Advanced CAD/CAM を u州として，機械設叶・製作を文拭する叶賃t機拭川技 大 Ill「憎哉

伸!', 2次几及び 3次几図形のモデリングと図形処J:I¥!, 11hj 

像処刑， ,l斐叶エキスハートシステム， ,j斐叶知識の表現y];
と間題解決システムに／八ヽて講義するり

,tl-iJIIJ ;j;IJ1J1Iq,'p,/(iu 閻度な，汁測伽l御システムの構築には，（，．；砂の人））お上び 教授

Advanced Instrument and 出力ぷ［におIJる物Jlj!りしと山気｛，；砂の＇菱換の /J;びj!と 4、\:•『j: 峯川
q ,1,. 

Control System の的(i'(t¥fU1f!解が 1f,度である,, lVI 1;: lVI S (マイクロぶ(-) di教校

からの視、点を中心に， 1菓々左センサ，アクチュエータ， 両 111宏 ll{{

:}J.t uミニJしらを応JIJした， ! 1ボット， 1'1動中，似療機悩

笠;u>叶測制糾lシステムに/)し¥-c講義する。
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授党科 I]名 授党科日の内容 担胄教員

機械システム「学特別演青 A 修L論文を作成するために，参考贄や参考論文を輸講演 専攻 教員

Advanced Exercise of 習し，＂釦咀的息考能力，コミュニケーション能力等を韮
Mechanical Systems ：： ) 0 

Engineering A 

机及械システム］予特別丈験 A 修 l—論文を作成するために，実験や放(11『シミュレーシコ 内攻教員

Advanced Experiment of ンを l:に指導教員の指導の卜.で行うい
Mechanical Systems 

Engineering J¥ 

機械システム［学特別晶義 l [kj内外で話闘してしヽるすぐれた研究者や技術者を講1佃fi JI, 化；勤！，翡i'Mi

Special Lecture on に迎え，最先端の研究や技術ーの講義を受ける 0

Mechanical Systems 

Engineering I 

枇使械システム L'予＇特別晶義 II llil 1J、］外で活耀してしヽるすぐオした研究者や技術者を溝師 井,,;;『勤講i':r!i

Special Lecture on に迎え，最先端の研究や技術の溝義を受()る 0

Mechanical Systems 

Engineering II 

学外実粁 企業などにおし¥-c,!'Iらの内攻や将来の経験に間迎した

（インターンシップ） 机業体験を行う"大学教介とは異なる， ,l';jいJf蔽業訟識と

Internship 白立心・責任感のある社会人となる］こめの行成を II的と

した実習である。業界や業種勺信にmiする ・1,:1)1jの調青，実

習， ・J, 後の実習報古などにより職業紅識のrt,JI・. を図る，)

L学教介研修 担,11教［［の指導を受けながら，惰噂11の製図・実験・実習・ 1り．攻教員

Engineering Education 油判などの実務教介研修を行う（，教えることは学ぶこと
Training である" I→、学教育の在り）j・指尊の在り）jを実地に学ぶ

,ii)「'1't:IJ廿Jc'J::伯＼礼iffl 企業現場において，ヽ1仕亥企業の協力を得ながら，企業分

（長期派附叩） 析・ 1崖陪分析を行し、，課題発見と改怖提案を行う D Jた，

Practice for Research and 企業研究者と共[ri]でIJ廿発研究活動を11う。
Development 
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ものづくり技術経営学専攻 (MOT)

教育目標とカリキュラム
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ものづくり技術経営学専攻の学習・教育目標

゜
ミッションとビジョン

● 専攻のミッション
IEJ 1J、J外の経済・，ti公環燒の変化とグローバル化の進展によって，！政ししヽ経＇料；を強しヽられてし、

る企業も多し、。他）jでグローバル化によって販路や商機はjll:界中に仏かってしヽる 0 市場，政策，
!tW客嗜奸， I崖業構応などの疫化に柔軟／圧つ退速に対応し，これ主での技術面Iii{直や地域胄加を「顧
客価値J へと転換十ることで刊益訓出を行っ「改吊」が，しヽ主 ii~ に求められている 0

この上うな戻塙におし,-c, ビジネスで札','jしヽ 収益I生をあげるためには，イノベーシ」ンを定,,;;『
的に生五II「「文化・体制を糾織内に構築しなければならなし、 さらに企業や地域付会を文える
企業経‘直；者や従業［しらのグローバルfiピカの形成と， グローバル/J(間に備えたインフラ幣備の廿i
進が欠かせなし＼ これらを担う人材の行成と支扱システムの構築を迎じて II本企業の発展を文
え，地域・地）jの経済・，n会の活性化と繁栄に貢献することを本内攻のミッションとする）

● 専攻のビジョン
刑論判得と実汎）JU)捉成に l~Ill\ を附き，「［］らが的えて， 「足を動かし，予ぶ」教行を実施す

るO t /こ此j}文左分析））と先見十生をも／）てフランを什成し，麻品化・ •J; 業化を迎じて祈た左りII什直
利l氾ができ，実院にこれらを u本的I戸）中心的に担える実此））と 1J動力を身に✓)けさせる u

博 l:後期』祝では， こJLらの知識と能力を）』盤として， 「］立的にlkJI靡レベルでの＇ヽ 戸ヽ術研究が
肌間でき， I）、/)指導））と教介力のある人材行成を 11指す）

1

2
げ

4
5

これ［でJ乳った 111 形）＜平の「 Ji(宜亨冷J 迎携活動に）凸づく実~-\;的な技術経＇直， 9」‘乳
グローバル）J(間にも適合した経＇直；戦略繭ならびにマーケティング［詞
凰成概念に捉わ」しなし直しし、生p'{汽＇］・JI!¥• lj:_外誓1+の T払，9

f I: 公人に予びやすしヽ l:IIM11 IJ廿講(.; 『II, 、ド 11IJ廿溝） とe-learninfに上る教育屎燒罰1/lio
I! 本人と WI督： lj今 U) ハイブリッド刈リ教行に上るグn~バル能力介/1・,

゜
修了要件

実践的左応川））を［恨ナる観，点から， 定のり叶立を修得 mo平小＇ムとう 11<MITRAIコース
は 40叫立） したうえで，次の＇梃件を i尚／こしたものを修［と忍定する。

• 修 !:ii倫文リ） Iヽ り攻に）こる合格'j'IJ応

ただし 以ドにぷす竹しく（投れた成果をもって修(と忍化する場介がある
j処を/J~-J柑料を提出する必＇梃がある"

その場合は，恨

．
．
．
．
 

1

2

げ

4

111叫者のいけで糾た左倍i品を間梵し，修 (1でに商川化
111 1iil者のいけで糾規 'll業間発， もしくは'Ji業革祈（ビジネスモデル構築ぐりを含む）
めらJL, 祈たな 'll克収益を獲得
叶j1li1i者の l:導で競争叩公條に上る！危業文拭刈りリJ成伯（但し 1000)J円以 IJ獲得
1111lii者の l-:_;りで ')l業）J~ 間が/i'{H実に町、『できるイ［川!;t特iYトを出/Jjij'jし，特謹竹登録

が進

学位論文審査基準
I . ill} 「~)(,';ど）('tw:u1n ,:,、ド研究｛斗（］．＇、ド系）

JI幻いを防tえてしヽ ること，
イソロマ・ホリシーに従し、，＇芹位面文として i凶切な

2. (I各I:';郊＇［高文 /t, 妍規[・J!:Jたは独訓,.生があってもの✓ 5 くり技術経＇料；掌｛こ刊L、連する分野にお（｝る
枡しし吹II見をもたらすか， t たは '111i亥分野にお It る研究遂flに必疫tdU晶知識• Jlj!f/j『カ・ 11¥l題
解iJUiE:)J 1・:,;-: を，/ii.Iリl十る，独!'IU)的察を合んだ1l11h文であるこど

: l. 1l倫文の構成に')し¥-c
1) i/110文リ）加 11が適切であること
2) /1Jl究リ）背鼠が叫述され， iiJl究11的が1リl/i'(jEであること
：｝）仙究）iY人が，記述さ7,Lており， 11 的に ({i ✓') た）j砂；ぐあること
4) {j砧果が[・又IJ/',i)を！廿し¥-c適切に1),心Jしてしヽ ること
け） 考察が帖果（こ），V5し¥-c適切（こ導き出されてし、ること
fj) 11的に対応して印［口が適切に噂さ出されてし、ること
7) 1J[J廿文I¥!人が適切に川し、ら」してし、ること

4. 1尉廿され／こ予位贔文（［‘紺査委it(l: 杏， 1,·;iJ 杏）に Jこ ✓)で紺青心 JL ること）

La 
蕃杏）よ準 lから」 tで(})十べてを満たしたも(})を介烙と十る）
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ものづくり技術経営学専攻 (MOT専攻） 授業科目及び単位数表

間，，翡期及砂罰l『間放

iji :3 ()年度 :i 1年）化
必修・選択の別

餃応科 II名 位 jll'り教員 備的
数

ri1f期 後期 前 期 後期
、t-、.)'「,'¥, 

価値訓成
,11 I I<』¥I

11fi ,¥/, 介>plif.IJH JC,i伺 り 2 （巳） り1fIll, 」1,-,;j!;I/りJ,,/lilil!i

l支/,Ii附('直；‘、/:I既，；詞;¥ ') 巳 (2) ピ〕 0、i5) ,jヽ'l'f,lli'I','l'flll, ,:':,i'li 央H• 丘片.1,f 

t支/,I、I'印;;-;ば；'/:!lrf,i倫B し 2 (2) !CJ) （C》
,jヽ川f,Ill'1', /i!Jう｝州f阜文IL

が,,,/¥P/.11 -,,,;;ljリJ,,竹帥

加価，)I位，，而 2 2 ('.2) ,jヽ州f' 」 1-·,,;\•IJiJJ,,JViil1li

マーケティング・戦Iii各贔 l ＊ I I ,jヽりf-,-JI : 小，'WJ,:情:i':111
)';ll1'iii /•,/JP/jJi'fl 
Jiり

マーケアイング・戦略，揺uII ＊ I 1 1)ヽ州）・-, .11,・ が，・IJJ)J,,翡f:ili
,,;,1料Id、,n,,!f,i,l'I
,hり

m紅i,t.A(Jり'i"ii/JIUi'1'Jり1年，'J,tln I l (!) 1]ヽ阻i

J阻JJ長i,r,、l'I特｛，詞 ~ 2 ' ,'",' 、'’や翌

襄品ヒシネス!/.'i高＊ し L 州fIll 位，，/i"I

J[I¥J,hクfilJ;(llil ll't.'1,f, 倫 ど 2 (2) 阻fIll 

J肛l祉dfiiJ;しじ、シ 、（、ス4『,，詞 :c ヽ~） (2) I，"＇，‘)、/'¥翌• ,十n↓ nl¥ i,J 

知的lll札．マネシメント 2 :, (2) 
4ヽりザ， （也ク｝りり'.¥''I.ti.,
」I州，勒，,/li1:,1i

グ \1--- ノヽル戦 Ill行、~＇ネシメント 2 2 (2) ~!f 111, .JI・,;;;;1/リJ,;/l11i1li りr"ll0r 

1111葛ミ取り1、クネシメント贔 2 2 (2) 
1)ヽljlf, l・ ・、l ンズ
.JI,,.;,;'.', 刈，，i>¥f:1li

j支f,jj、,(、／メント'!'1,:11,1A 11,rnいf呂，j:) 巳 公 (2) 1jヽリIf ,),,,/: "I 

J支Hi、,(、ンメント!J'i,命E (,,'t,il糸） 2 2 (L) 横111

JUii、,f、／メント『j,;(,)('(品質糸） 2 2 (2) j; 本（俊）

技iii,, (、ンメント111諭 ll (I,', 恨糸） ~ 巳 (2) 1111l1 ,),,,/: "i 

l支札r・、'(、／メントl.'r,崎E(技附付罰；系） I lり」文教ll ":c1:,fl II 

技竹rマド／メント特膚 F(Lしiir外吋系） I ,,11攻教［＼ .. :rn、fill

技iirマr、/メント特。';)C(技ii召f臼系） 2 f:;:111 ii/:,」I-,;,;;1/0J,,/lii:1l1 ふtHIII
的，，打11[
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叫溝期及ひ週時間放

:i ()年度 3 l年度
必修・選択の別

iji. 
投業科日名 位 tll'11教員 備考

放
前期 後期 訓期 後期

,,. -'- .. ) 'f可.,. '¥  / 

価伯創成
¥11 I I,、II

l支白マネン•メン 1、特高II(技伯噌賃系） 1 1り攻教員 ＂記特 flll

尉iiマネ／メント特調 I(企隠分机） 2 小野，＇！｛攻教員 ,:;ci¥'ffll 

技it「マネノメン 1、特峠 J(技釘予f冥系） I 1ヽり攻教員 ":n:、flll

l支伯ぐネンメン 1、特合K(J支札r矛砂；系） 1 •-11攻教員 晶杯i卜II

◎ 
［価値飢成］
'り攻教員 t 

研究国文特別訓骨 6 I I ;) s I 
◎ 

［ど .Jil ("11「JUI] り，欠:・1,・J
'り攻教員

研究I開発丈践庫，l.','(長期派遣刑） ,I 令，り攻JI、i1fl

(yt) 

1 . ¥!OT 1ヽ り攻は，各予期 1G削<J)IJ廿，溝を椋準とする，

2. ◎印：必修科 II 無印：選択科 II

: l. *印は、 1烙がi-lJILl翡とするり

4. ( ) 1J、)(/)放；</:J: :) 1り・度の間講いじ削時間放をぷ寸-.. 

【とう 11<l¥ll I, 「 I~J\ Iコーース】

1)11, 胤rJりI)文（）寸世11¥l/ilt父

iji lり次 2年次 必修・選択(})別

佼 業 科 II名 仇
:i ()年度 :l I {j'-J化 担,11教員 備号

＂り期 後JUI 伯期 後期 11ll1L/UilJ1N 
!, 1:! 〈

,11 I I! A I 

ビジネス II本晶 l 2 l Cl) （） ff、I, .JJ',i;!;I/リ¥,;竹(:iii I 
V ', " 9 

1~- ジネス II 本晶 II 巳 ! (I) (c> i fl. 」I・1;1・:WJ,l翡削i

ビジネス II本』Ill :z ,, (,I) （(》 f H,」1:・,点，-liUJ,,/lil11li

ビジネス II本』IV 2 ,j rn () f l、I, 」I'!;1;1/内，，情1':rii I '＇り,', 

II本ビジネス 2 2 (2) ◎ ！斤Ill, 他分野教［＼

学外1、;,;',','(インターンシノフ） 2 I Cl) （） 阻fIll, ,•,';jj閃＇，（也分阻f散 tt

キャリアIJ廿発 2 2 ~ (2) (2) ◎ 州i-Ill, ,•,';ji 閃!, -!l'".'i';'i'JJ,:Nif':,1, 

OU 

I. (i.))「II:必修科 II 0「ll:選択科 II

2. ( ) 1J、)0)1;文・r:n:i 1り1及0)間，溝 J'定叫II、り間放をぷ寸→＂ 
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ものづくり技術経営学専攻 授業科目の内容

三:t;;:r:;~, I ; 冒[i1Jl1~ロ；〗fi\~〗~l;,;~し;:丈，i~イ
加えて QF D  (品質機能）屈間）に），［本i'lりti:瑣についても解

説する，9

技仙経料；学概繭J¥ ものづくり技術経＇料，＇学の） ,!; 本となる考え力を習得ナる）本

Introduction to Management of 内攻の仝（本を/!(fl!放し溝義（本系がわかる構成となってしヽる 0

Teehnology A 具（本的には， MOTの本質を戦略，サービスを合めたエコ

システムとバリューチューン，技術マーケティング，アー

キテクチャーとフラットフォーム，イノベーシ 1ンの廿j!繭

と本質，研究戦略，コア技術戦略， •Jf業システムと設叶．

デザイン・フロセスのマネジメント，糾織能力とフロセス

マネジメントにつしヽて学ぶ，概繭(tA, Bどちらから始め

ても良しヽ が， 1il,j)jを受講することが必修であるり

技術経'/玲学概繭 B ものづくり技術経‘料，＇学を学ぶうえで必疫となる）山本的な

Introduction to Management of 知識を習得すな具（本的には， !VIOTの本質と戦略，アカ

Teehnology B ウンティング・ファイナンス，知的所イ［権人¥lll, 学術識文

の），し礎に/)し□学ぶ概諭(tJ¥, 13どちらから始めても良

いが， 1,1,j)jを受講することが必修である，

厭{111i,j ¥・1応詞 ｝！且Iii,l I・'Cl i~t 企業の合Jlj!(rく）な経済活動に必 9疫 1..: 11r久ぐある 0

Cost Management ネジメント・コントロールとしての）J;((1lli1亨Jll[r})'立義をJII[

解した卜̂ で，経料；'iii恨システムのサブシステムとしての）j仇

仙叶り;';(O)しく九を学び，なぜその）こうな註鉢が必要かにぐ）

しヽ てのJll[f/J『と，），げ礎的な，汁賃,:)j/人の判得を Il指す，, 11本の

) J; 叶Iii,:十賃,:J,(i¥ll, 符`ふ，且Jレールにll!Jって，，/Ii義するい

マーケティング・戦略繭 l マーケティング，それに上るマーケティング戦略，それを
j ふマ ーケニ 、J イ／Marketing and Business Strategy 抄続的収益に繋 1 「る •Jf業戦略に')し‘で"を

l グ・戦略論 lでは，主ず， ・Ji:党や倍i品に対し「1社の強かを

牛かせる標的）1W客を定め，その訓客に向uた価｛直を削る「こ

法を解，iSlする，，商品の機能と訓客が受け取るベネフィット

との違しヽをJlj!flJ『し，商品））の）加，仄である，顧客から見た明

/i'(lfな魅力を創り出す，あるしヽ（よ刷きあげる魅力的な商品の

企11hfy人をfl得する。

マーケティング・戦略繭 II マーケティング，それによるマーケティング戦略，それを

Marketing and Business Strategy 特紬的収益に繋,yる・Jr党戦略につしヽて平ぶ;-c、ハーケティン

II グ・戦略論 IIでは，マーケティングを踏tえたうえで，

持続的収益を獲得するための，競争優(i'l'/生と参人/1/訊紅り作

り）jを解訛する" i'ltl:lt, 何に：焦，点を紋って集中し，競争

優位刊を似iめてしヽ＜べきかをJij!fij『し，顧客から選ばれる且j!

山を')くり，競争に勝ち続け， 1計収益をもたらすシナリオ

づくりの手仏を予ぶ，

履修条件：マーグティング戦略面 lを履修したもの
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担‘り教n
教授

野 111t専 ii
;JI=)り；勤溝!':iii

教授

/ J、野沿点

Ill q, I湯 ·l~I\

准教長

阻fIll hり11・

助教

1(:j澤 1!1 J~ 

教授

/ J、野ば''ド

111 q 1 11JJ1・n11 
他分野教Lt
Jl:};r;IJリ~,l1'/ii':1li

教長

/ J、野汀i,: 合

JI, 化；勤，溝i':rli

教授

1J、 野沿忙

J1,-,;; 『勤rl/i'i:1':1Ji

教授

/ Jヽ阻f沿炉
Jl''i1『 ljリ~,l/i\'1'!1ji



校業科 II名

嶺ll奇賊・人的胄諒管： Jり!~、ii,函

Organization and I―luman 

Resource Management 

地域/,『l'l:!J.'l'il詞
Regio叫 IndustryPromotion 

食品ビジネス特論

Food Business Management 

J肌J或胄j)J;しIJM1和j,'「i1命
Development o「Local
Resources 

地域胄諒ビジネス聞論

Regional Business 

知的財肖；：マネジメント

Management or 

Intellectual Property 

グ¥1ーバル戦略マネジメン

卜

Global Strategy 

Management 

lrJI葛u1x,JIマネジメント1J(ii)

Management for 

International Exchange 

校業科Ilの内容

j,11織ぅーサインとマネンメント，ならひに人的責wド間発の観 1 加：灯教員

！ヽ信から， リーターシッフのあり）］とコミュニケーシ J ン， 小野沿 f;
I¥11 BO (¥lmwgcllll'llt by Obj cc t i vcs) と1'1、,fゾい）＼材の育成，

お上び組織話））を[11]1~ させる施策に／八ヽて，ケースメソッ

ドを活川して予ぶ

地域叶性に ✓)し\'('イノベーシコンとマーケティングの観 助教

，点/Jヽ ら贔ずる川晶笠を含め地域（囚刊にJY-Jナる）』礎的左知 高澤 1!1 1、
贔をY'I得するとともに，地域企業ぐりを対象に巾例研究をり

う 'J,: 例を迎して課題を発見し，それらを解決するための

「:、（）；（こ／八、-c,実間し的に取り糾んでしヽ<"

地域ft材ぐ］を活川した）JI! I: 食品の間発におし,-c'味，香り， 111教授

槻餌[・化成分のH'i蔵 ・)JI!I: ,-和にお1ナる変化（こつし¥-c,科学 野 IllI―¥1i¥ 1 J 

的恨拠が必吸であることをJlj!fij『する uこ，味'1£センサー

測応に］こる味の遠し、U)放i直化を実此し， )JI!I: 食品製迅にお

I)るn立、:,点に')し,-c、/:ぶ，

肌林水I凡物， Iぷ品，鉱 I業製品ぐりの地域賓加を話川した 准教校

j阻J成1凸I生化1、::./)しヽて 1噌J/J、ら学ぶ， tiこ，地域胄加を/1i;・JIJ 野 Illj¥り11
した（本験咽グリーンツーリズム笠観光とのコラボレーシ

:Jンに/)し¥'(学ぶ

地域責加を話かして新たな(i!lif直を削Ii¥しビジネスに/)な

,rる「払に')しヽてフィールドワークぐりを取り人れながら

平んでしヽ＜い地域が抱える多様な1i児題の解決に地域ビジネ

スが伽りできるtI: 公的な紅、呵｝造を合めてJlj!解を深めること

を11的としてし‘る

技仙経'/的における知的川Ji'(マネジメントに')し ¥'('I崖業廿4
肖廿作の間）及・ 'l'IJ例を ljl心とした），［｛炉、11,¥版と， MTマトリッ

クスに上る技附戦略分析など， Jり！論と丈践双）jを1j1蘭広く身

に'Ji)ることを 11指すく

グローバル展IJflするに1靡し，バリューチ I ーン I・.の経’訂；胄
加を Ill:界的視野で最適配分することだとしヽう）,(/翡的な的

え）jを刑解する。戦略）民間に1月して， iじ［部品や ICTIY,J 
述製沿業にお（｝る過人の実例，現在進行形の祈 ・j;業推進の

実例を取り I・」「るいグローバル）民間におIJ-るリスクマネジ

メント例も取りあげる（，英晶に上るコミュニケーションを

合も＼

11、II原取,JIにおし、て最も見り）的な化買拠約に1月する）よ礎的

な怯知晶を修得した 1一ーで，拠約，りの（『成）JY人に')し、て！し体
的に学ぶこれらを防主え，実院のビジネス交渉を見鳳~ し

た・Ji:案におIJ・る ¥1ールフレイイングに取り糾むことに上

り，芙文見約，りの鮒釈，修得した知I1iitい）迎川とし、った[r!I罰
取1JIo)実務慇覚を培うことを 11的と十る

--GG -

助教

1iり澤 111 l 

教授

;jヽ阻f礼'rr 
他分野教il
JI→',,; 『勤，，情1':r!i

教授

野 111I柑11
JI'化；勤,:翡!':iii

教授

;jヽ川［・沿、：，．

コーエンズ

久）~(・

Jj:,,;; 『}リI,HIJ'i':rli 



佼叢科 II名

技術・マネジメン）、特囁nA
([E][靡経覚系）

Technology Management A 
(International Management) 

技衛マネジメント特論 13

（晶汁系）

Technology Management B 
(Plan and System Design) 

技術・マネジメン 1、特論C

（品質系）

Technology Management C 
(Quality control) 

技伸iマネジメント特論I)

(・!、ii恨系）

Technology Management D 
(Information Communication 
Technology) 

技術rマネジメント!J,'j畠 E

（技術経'/玲系）

Technology Management E 
(MOT) 

技衛マネジメント特論 F

（技術経料；系）

Technology Management F 
(MOT) 

技伸［マネジメント特畠C

（技伸［経位；系）

Technology Management G 
(MOT) 

授叢科 IJの内容

日本の製山業か抱えるクローハル経済における諜粕とそ I幻：灯教且

の解決に向けた戦略展望につし、ての）店礎的即解を深める｝ 小野 1店亨

各種胄料や地域企業の前［外/JしIll!先進実例分析をもとに，ハ

リューチェーン全体を(I(、f11散した II本企業の 1叶際競伯））と

グローバリゼーシ J ンの現代的紅義につし、て繭じる 主

た，地域企業笠の公表データによる ,1,:例分析を迎してJljl解

の深化と分析力の祈)j義を図る'

虹年のデジタルシスプムの設け間発には必須となってき Ii(教校

てしヽる，アナログ似j),'i] 波的設計·r法と糾込ハシステムに ✓") 横 111 迅央

し'・c,Y栂外勢に氾従さ;ILなし叶褻位:-1'1:を保')べき屯＇炭左技術

である巾を，，忍識し ✓")✓"), そ(/))よIi見から実習tでを迎して,;を

flナる＜， 主ず，此j),'i)i皮間イ［の設，汁．，叶測 r、]人とシステムの

贔密度J,l:板実装における心;J古J;皮設註にづし,・c, r:';j),'i]波）よ板

ふ汁．，汁測，，平価実料を交えながら慨観する。主た，糾込九

システムを搭載した簡車な実習キットに上るM:tlを通し

て，糾込なシステム設叶・ I)廿発の）,UiJiを予び， ll廿発の現場

・, ぐ(:tど・o)Jこう ItT刈J;・,ぐ間11c・ri斐りI・ さAし活川さオしてしヽるかを

探る。

品質竹1咀支f村のtjlで品質 L'、/:(タグチメソッド）を取り l・. Ii「教校

,r, その灼え力を，溝義と実習で学ぶ, lし体的には， 1廿失1月 杉本俊之

放を） lJ しヽて品質を合銭に換賃［して謹価する「••仏，ハラメー—

タ設註に上って機能のげら')きを小さくする（品質を向 L
させる））j法にづしヽて学ぶ, Uこ，現場にお1J-る品質測化

の「怯に／几ヽても議論する 0

ビッグ戸ータが価111'(ある ・I礼報を生力11「「プロセスとその

柏恨処則を文える JCT(柏恨叩パ技術）のJi1sWいを学ぶ,)Jll

えて， ICT及び'1じ［→ r. 学を中心に技術・研究IJM発マネジメン

トの概疫及びイノベーシ 1 ンに繋げるllM梵戦略と具f本的

「・.怯に／八ヽて，実践例を),(に習得することを 11指す，｝

価if直介lj成に欠かすことのできなしヽグローバル技術マネジ

メントに刊］する知識と技術を管ぶ，（誡，な粋え科 11)

教授

llliJ1 I湯孔I¥

1ヽ り攻教員

価｛直剖成に欠か十ことのできなしヽグローバル技術マネジ I屯攻教n
メントに11',Jする知識と技術を学ぶ｝（砂［か杵え科 Il) 

価仙訓成に,r..:11fクくな技伸［マネジメント及びイノベーシコ ljf教授

ンに1叶¥ける知識・技術・ノウハウを学ぶ）ホリビプ'lkJ費賃 松 111 l: ・Ii¥ 
亨:IJ:/J:,~,(1各-と-「る （，贔ジ仇ffえ禾lI I) 」I化，'!i'VJ,溝師
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授業科 ll名 授業科・llの内容 flt'1j教I1

技術マネジメント特羞IJ 価f直創成に+11f欠な技術マネジメント及びイノベーショ 専攻教員

（技術経貨系） ンに1月十る知識・技術・ノウハウを学ぶ, Ci慮み朴え科 Fl)

Technology Management H 
(MOT) 

技術マネジメント特諭 l 財1努柏報に加えて，財務指椋が経党及び業務0)実態の何を 教授

（金融分析） 映し出していけるかを分析する「オ人を予ぶ,11本の金融機 ;J、野沿ヤ

Technology Management I 閃における企業分析は，これまで財務指t閃と，；→われる過 1~ 内攻教且

(Financial Analysis) の数値をもとに11われてしヽたが，現在は•Jf党の将来ヽ性を見

辿した 'Ii業刊：,l畢価を加味したものが求められ， • 部で実践

されてし、なこの□tを掘り卜けげ，金融機閃が取り糾んで

しヽる 'll叢 Il利き戸人を学ぶ， （誠み枠え科Il) 

技（小iマネジメント牛、'i'論 J 価111'(訓成に不 11f欠な技術マネジメント及びイノベーショ 屯攻教員

（技附経＇直；系） ンに1月lする知識・ 技術・ノウハウを学ぶ'(虚み枠え科 11)
Technology Management J 

(MOT) 

技術マネジメン）、特繭K 価仙訓成に+llf欠な技術マネジメント及びイノベーシコ 1り攻教員

（技衛経料；系） ンに 11~1する知識・技術・ノウハウを学ぶ｝（砂［み杵え科 11)
Management ol'Technology K 
(MOT) 

研究論文特別飢やI 【価｛直訓成コース］ 1り攻教ii
Special Exercise for 祈倍i品の間梵や祈たなビジネスの創成ぐりの学11-: . 人•人

Research and Thesis が打ち込んできた研究課題に／八ヽて教員と学牛との間で

キャッ-f-ボ‘ールを1Jし、ながら探求を1且ヽ，研究繭文0)'応成

を Il指すい

【とうけ：く Ml'「I¥A Iコース】

学生がりプ）仙l別の研究テーマに則してリJ判l教lしが指導・教

行を行うとともに，論文の内き）jに~)し＼て＼り攻教員が指導

を1)うu Jた II本，；1位）指導が必＇貶な学牛に対しては謳 '{1、い

門教lしを配i悦し，研究諭文の完成を 11指す。

1iJFりt'.IJH1も)こ：~\Mf/ 企業現場において，渭該企業の協力を得ながら，企業分析

（長期派附咽） ・1崖業分析を釘し＼課加発見と改善；提案を行う D ztた，企

Practice for Research and 閃弧）「完者と共l1iJでI)}]発研究活動を1]: ぅ0

Development 

- (i8 -



授業科目名 授業科日の内容 N'り教1:t

ビジネス II本語 l 「キャリア」に関する）贔礎知識を学び， !'I已のキャリアプ 州教授

Business Japanese I ランを考える 0 主た，ビジネス場面における敬語・／待遇表 1 : ;f斗沿 Jこ
現，及び，ビジネスライティングの）jし礎的内容の料得を 1ー1 非甘；勤溝師

指す0

ビジネス日本語II 現代 11本社公を作りあげてきた日本のI軌史につしヽて学ぶ 准教授

Business Japanese I1 とともに， 日本r1公で働くために必要なfl公 (i,lj復， 'I『［背， イ:,f斗i(';・J、“
社公間題につしヽてじ体的に学習する。主た， e-learning Jl,A『勤，）怖i':lfi
教材等を川い， 日本の企業人の職業狐識も学ぶ

ビジネス II本語III II本での就職に1月する知識を得るとともに，「l口を出る表 汁「教授

Business Japanese Ill 現や疫約のスキルぐりを I,1古す」「 ,I}:く」の活動を迎して,・;を イ:{-斗 j;!iJ、

び，実践力の韮成を 11指す。 Jj:','1~·1· リUll翡/1':r!i

ビジネス II本語IV ビジネス 11本，沿能カテストの JI相‘りのレベルを II指し， 汁（教授

Business Japanese IV 1汲々な対人WJ係やビジネス場面を、在識した日本，m表現・ス イ:科礼り J~
トラテジーとその述川能力を捉成する。 JI, 化；勤，hWi':r!i

II本ビジネス グローバル経済が急拡大するなかでの，こオしからの ll本企 准教授

Japan Business 党の在り）jや経料；戦略を学ぶとともに，ものづくりに対す 野 Illlt1/. 1 J 

る考え）jや， I l ,-1ゞ咽経•i:t の 4非徴につしヽて乍ぶ） 他分野教Ji

学外実習 企業などにおし¥-c,1・1らのリ｛攻や将来の経験にIY」連した就 削教授

（インターンシップ） 業休験をいう。大学教介とは異なる， 1介iしヽ職業認識と「1、',: ~'f Ill IW 1i' 
Internship 心・責任感のある社公人となるための行成を 11的とした実 助教

習である。業界や業種笠にIY」する 1日前の調孔t,実習， ・J,:後 閻澤 111Jj_ 
の実習ヤIJ;りなどにより）賊業、立識の向卜を図る 0 他分野教員

キャリアIJM発 大学院修［後を見据えて就職活動を行うことを文扱する。 准教授

Career Development 「I己分析を行った I・で具体的な企業研究を行しヽ，効果的な 阻J'Illlt1l h 
ES・ 「1己 PR・ 履厭11}:0)11}=き）jを学ぶ， tた面接や SPI 助教

の対策も11う。ビジネスマナーにつしヽても仙l別性に応じて 贔 澤 1!1 l 
指導する。 J1,,,;; 『勤,:怖i'll!i
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各専攻共通 授業科目及び単位数

単 開講期及び週時間数
教職

授業科日名 位 :3 0年度 3 1年度
科日

担刈教員
数 前期後期袖期後 期

数学特論 l 2 2 (2) L ;Jヽ島

数学特論 II 2 

数学特論III 2 2 (2) r. 早廿l

4勿J1HI/汽評論 l 2 2 (2) L )Jll!i暴

1勿］用 I.、ヽt年、ヤ論 II 2 2 (2) l―. r女L > 直ヽ! ・. 

物罪 L学牛、ff論 III 2 2 (2) 「▲ 小池

数 罪l・．学牛、!j:論 l 2 2 (2) L 大槻

災父］用 I:,·;::~守詞倫 II 2 

OU 1. :3 I年度(/)「IJll;溝期及び叫、『間数」は，｝爪則として :3()年度に倣うも(/)とする 0

2. ( )内の数,r: は :3()年度U)IJH ,Wi'lう定週ll、!「間数をぷす0

備考

:3. 「教職科11 (コース）」欄(/)「 'iii」は教H免，，午教科 I―、1/i 恨」，「 1·.」は IL業」のそれぞれの教科に l~lす

る科IIをぷす〔〕
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各専攻共通 授業科目の内容

授業科目名 授業科日の内容 札l'11教員

数学特論 l 数即物理学に現れる対称性とその応川につしヽて学ぶ。統計 教授

Advanced Mathematics I )J督：0)札い軋て？ある 2次 イジング模刑は相転移現象を記 1J、島武夫

述する模刑であり， L学者にも良く知られる，最も）it本的

かつ屯要な可解模刑である。このイジング模J利を厳密に解

くことをとおして，離散フーリエ解析，転送行列，クリフ

ォード代数などの放学的道具を刑解する。具体的には，ク

リフォード代数としヽう対称ヤトを）Flしヽることで，,, 今→大なサイ

ズの行列の対角化を厳密に行う t・｝無限白山度の校咽を無限

(/)対称ヤI:により解く）}y};O)雛形となる耶論を学ぶことで，

現代数学とその具体的応川についてのJ'HfiJl1iを深める"

数＇、；：：年、'i'論III 格(-I: 球充坦間題と l~·l述するボロノイ且fl,面を解，，Stする。 1E→ 州教授

Advanced Mathematics Ill 定｛直対称行列仝体のなす対称錐．のなかのリシュコフ多角 早川名博

形の「Iし点を利川して最適格 rを4、}徴付けるボロノイの定

則を学ぶ'これはコンヒュータによる探索のためのボロノ

イアルゴリズムの根拠となる。

4勿flHi-_,•; 匁甘囁倫 l ＇'じ久＼メ又札 1/2(, Ji妓久＼メ又j,lJ/2fをもづ固体の屯氣的・磁氣的・!・1!:質， 教授

Advanced Physics I 外場に対する応答，双極 f-0)協力現象と相転移，り狙誘'1'じ体・ )JII I條宏朗

強磁性休に代表される双極（＾の長距雌秩Jj<状態にづいて

述べるり牛、¥cに＇心 f-0)スヒンに／几ヽては，その起諒，合成，

秩）ド怜謹しく解，；Slする 0

4勿J用I."/:牡囁命 ii I i1l (-)J'、ド」 0))よ本的な概念を虚明し，贔 {)J学4、!jc,{(O)狐 准教授

Advanced Physics II 賃i:, シュレディンガー）j程式とその解怯，油り;:i(-や行列表 安達義也

j見などを紹介し愉車な •j;:象に~)し \-01信i:-,J- る 0 磁氣モーメ

ントの恨源である角迎動贔（軌，、直およびスヒン）に')し¥-c
解説する。

4勿｝用 r.";呵、1i'1i倫III JJlf¥;; <J) 4勿Jり!1・.,';:: にこおしヽて対依となる）よ礎的なI古］（本())磁氣 准教授

Advanced Physics III 現象に")いて繭ずなさらに多彩な物雌的板舞いをぷす磁 小 池邦博

刊1本の性質とそれを1ぷ川した最近:O){蔽性材料の展IJIIにつ

しヽ て解揺［する"

数升HI'.'、iを年、Jj,rt倫l 相11:に ltl 述のある多種伯(/)―，•ータから4、『徴を把脚するた 附教授

Advanced Mathematical めの R怯，し、わゆる多変械解析怯につし¥・c,1f([1,1帰分析・ 大 槻 恭 I:
Theory I L成分分析などの』［本的なー「法を解，w~する。

歩文升Er"t:4、1'1¥倫II 化体の神経や脳の柏報処即機構につしヽて述べ，これらの・l/1

Advanced Mathematical 報処刑機構の）爪則を抽出するための脳の刑論モデルにつ

Theory II いて体系的に講義する 0 さらに，学習，晶凰述想などの

諸機能の神経[r1]路モデルによる実現とそれらをJI]しヽた L

学的応川及び間題、点などについて論じる 0
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大学院共通開講科目
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大学院共通 授業科目及び単位数

車 間講期及び週時間数

授業科日名 位 3 0年度 3 1年度 担'"i教員 備考
数 前期 後期 間期 後期

キャリア・マネジメント 1 l (1) ド平
ti会文化シスフム研
究f斗

研究者としての）よ礎スキル 1 I (I) 並河
Jlj! 1,/:iiJfり'tH(Jljl、;合
系）

社会文化システム特論 1 1 (I) 今野
ti公文化シスアムiiJI
究科

!ljff'、/:習4評論 2 2 (2) 
降餅， flc:Jil,

J也J成年女itii)「う't:.fl・

鈴木，安藤

知IJけと（命川！ l I (l) ;Jヽ介
J1j! i",'/:iiJf'5l:-H (J1!!'; た

系）

クし翡益Iり、：オ斗,'/:牛、¥:,(倫 2 2 (2) 石澤 Iク、一→予系研究科、

Academic Skills: Scientific 
l l (l) Jiptner 

Jll'rヽIiiJfり¥:fl(I'f: 

Presentations+ Writing 系）

食の木来を考える I 1 (1) 村111 /;'VtliJf究{、I・

un 1. :3 1年度の「間講期及び迎II、『間数」は，）爪則として :i()年度に倣うものとする。

2. ( )内の数'j-:は:3I年度の間，，/Iif, 定削II炉間数をぷす0

:3. {1/li苫欄が 1升jlL学研究科 (I'.学系）」以外の科11は，辿伽講義システムを使川してI)出翡する。
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大学院共通 授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担渭教員

キャリア・マネジメント 優れた研究の推進あるいは先端的な技術1開発の頁献によ 教授

Career management って、研究者・，切汀度内平＇．］職従 'J¥:者として、 卜分 i'l立して活 lく平 裕之

動するために必要な、修1-:.博l:後期諜程修（後のキャリ

ア・バスにつしヽて学ぶ。

研究者としての）店礎ス 専門分野における研究能力や技伽開発能力、あるいは此jJ文 教授

キル な専門職を担うための能力を補強しイ［効に活川させるた ,1/i初［英紀

Fundamental Skills for めに必疫なフレゼンテーションスキル、コミュニケーショ 屑 I 
Researcher ンスキル、研究マネジメントスキル、研究者（前則など、研

究者としての凡礎的スキルを見に付ける＜〕

杜会文化システム年、fl'論 H公と文化を 1つのシステムとして統合的にJ咀fiJ『する視 教授

Special Lecture on ）州の Iべ→、現代 n全が直 1f1iする仕々な諜切に✓)し ,-c 、文化 今野健

Social and Cultural 現象や社公間題の多角的な分析を迎じて認識を深めると

Systems ともに、＼り判l分野の枠に囚わ」しず白由に息考し、人間と H:
公の将来を）jせ惰するために必要な、 1/1闊広い）よ盤的知識を

身につけることを目的とする。

lj:_ y}・［学料4、Ii'論 ljj}l° 学習の現代的な紅義と役‘内11につしヽて深く苔察すると 教授

Teaching o「Lifelong ともに、竹楽文化・沿形文化・スポーツ文化の各分野にお 降旗 孝
Learning ける生rrn学習社公の現状と課題を把脚し、今後のllj)I汀胄 佐）II 悦

社会の在り）jにつしヽて総合的に）災惰する 0 鈴 木 和弘

闘齢化什公にお!tる生i!H学料(/),0、義と役'』:11、そのlj:_/)j亨 賓 汁｛教授

の則念に,-)し¥-c J:11¥f<j『するとともに、人間文化全休を貫く倫 安祁耕已

則観o>I・. に！！！｝かな人生の削沿に向けて、先蒋的な役',判を果 u他Ji良孝WiiJfりEt州）
たすことができる上う牛汎学習の推連の在り）jにづしヽ て

実践的に刑解する，）

知川と倫則 研究活動を迎めてしヽ< I・. で必須となる知財及び倫則に/) 教授

Intcllcctual Property and しヽ ての），［本知識や考え）jを 学 ぶ 小介泰忍：

Research Ethics （罪i:?uJf閃H(JIJl'r: 忍））

先端1仮科学4、:fc論 現代1り、：療と l阪府の将来像につしヽて多角的に外観するとと 教授

The Special Lecture of もに，生命倫則の rf(要性を認識する。 2I Ill: 紀刈リ1促療を取 / （I 、`/‘哨y, 叡it 

the Up-dated Medical り春く実際と将来的）jせ州に,-)し¥-c _ffj[f(j『し， 1坂療における倫 (Ii、:?系乱f'児什）
Science 則とその間題に✓)いて罪解を深める cヽ

Academic Skills: This course will teach the usage of English in 助教

Scientific Presentations academic presentations and academic writing. The Jipter Karolin 
+ Writing course will focus on English phrases as well as 

smart presentation techniques. Examples of such 
are meaningful comparisons, figures and labels. The 
course will be divided into lecture-type lessons and 

practical sessions/discussions. 

食 0)未来を考える 1襄の現状（角川毅） 教授

Overview: the future of 2襄品素材～伽附物～（堀 11健-) 村山秀樹

food 3襄品素材～品種改良~ (J1l野友紀） （農?ii)f究科）
4発醇食品（小1月1げ．也） 5食品流迎（村山分樹）

6食と健康（鈴木拓史） 7襄の安仝（渡i『11 徹）

け襄のリテラシー（大森 H) 
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1 . 履修方法

1 - 1指導教員グループ

学lj:_には，人学のI院，授業科日の履修，学｛立論文の作成勺｝の指消0)ために， j(lj:l一後期』『月I―I,ヽI_]

教no)中からじ指導教員が定められる l:: 指導教tiは，＇］を 11:_0)-研究1ll-11nfに）よづ‘き， しりjllj分野が偏

らなしヽように配應し， 3名以 l・ーの指導教nグルーフを組織するい

1 -2 授業科目等

授業科 Hは， ,l/li義科 II, 特別成料 B, 研究，； \·plij'~ 守別，；十,,ri,研究， ~'!1別教介研修及ぴ特別実験 13

である。 （ものづくり技仙経‘料；学1_!/攻 (NIOT1ヽ り攻）は 1地域技術ビジコンhiff/B」)である。

(1) ,; 岡義fl・H

研究を遂1「し発展させるため(/)1り門的知識と能力を，翡炭か')総介的に)j!J:jj危するために， IYJ

連する内門分野(/)I溝義科 11にi1n¥ることなく）復修する 0

(2)~ り'JJIJ?ii{f/B 

1りjllj分野閃係の研究グルーフ内で，最糾(})文献(})輪，溝などを， 1 1j'-間を迎じて1jう（貨}'/科 11

である。介格，不合格の判庄~は， l: 指・w教LlがiJ°"]n 

(:3) iiJI・り信,ll・111Ji (三ノロホーザ）レ） ・・・・・・（提Ill様A I) 

授業科 11O)修得が進んだ段附で， ＼りfll]分野(})卜し公的：：ニーズにIY」して「・/JIil的実験や，ll-り';(をf「

しヽ， IY直するIIc)内， IE)外の研究状況に／八ヽてo>dJ/u 1t・ 検』を防lえて，それを将来・l"!:O)ある独

訓的な研究課題として提定する科 11であな研究o>I I的， 「：段，期1、'i入れる成凩などを 11叫で

梵表し，指導教nグルーフ(})沓ftを受ける。合格，不合格(})'l'IJ定(t, j」廿噂教lしが行う〕

(1J) 特別，jI・pl1j研究....・・ （提I1¥1汲式 2)

L'芥に対する視野を広め，間題提起・鮒決能力をltうために， J凡業の現場，各柿研究）他没又

は他’ヽり111]分野の研究‘未におし‘て，＼り1111以外の飢域の間発やり」凡などの実胄及び柏恨収化に1い）

る実習科 11である，;

学生/;t, 実flからの課題と晶査:. 検1(J鈷果を恨店，りに主とめ，梵表する）成舶の，；、けHilt, J.: 

指消教［しが依！頓した受人責任者が1]'う。

(fi) 年か別教行研修""" (提Ill様A:3及び 4)

知識及び技f村の教授{人を研修すると [1i]II、『に，共[ri](fj業にお｛｝る指導））をi足）ための実付利II

であり，次の三）の中から選択する。

(1) 学i『|『]をlj:_や!lり1→ 1訂期諜打（修 U~H閏）＇芥りの実験又は（貨料の1廿怜

② 学 ;'fl『-;::11~や[(I}:l:1訂期課杓（修 l 祉＇，果祝）学 11~の学仙講油公， シン；、ドジウムり｝におIJる）阜松iV!'

/JXと発表技術の指導

③ 企業ぐ亨の生lr.IJ廿発+rt'り者に対する研究・技仙指導

ただ＿し， (1)の実検又は演付は 1学期分｛間度と十る'(2)及ひ心りの指怜も1ぃlt',U化のII、り間放と十る

合格，不合格の'l'IJ出は， ［指消教Hがf「う(〉

- 81 -



(6) 特別実験 13 (ものづくり技術経党学専攻 (MOT専攻）は「地域技術ビジョン演習 B」)

学位面文に関して所属専攻で行う実験である。数値シミュレーション，理論的思若実験など

も合主れる。ものづくり技術経悩＇学専攻 (MOTfJ:1l攻）の「地域技術ビジョン演習 BJ は，学

位論文に閃して行う調査，研究，実験科IIである。成禎の謹価は， l: 指噂教員が行う。

(7) 外IE]語倫文

外[E]rlfj- (~ かに英晶）に1見lする））を十分に身に付け， 1叶際社公で活耀できる人材を義成するた

めの科 H である。学生は，積極的に外IEI 語論文の執惰• 投稿又は1―l、―II緊公議における I!頒発表を

行うことが惰主しい。

(8) 論文叶両

平位論文を執喰しようとする者は，研究の II的， 手法の独訓十化と成果のイ［川刊囁．びに1f倫文構

成と内容公間の叶・j11Jfについて，論文叶flhfとして，指導教員グルーフを含んで構成される論文叶

両審杏．委員の審ftを受けなけれげならない0

* 「4守別叶11h/研究J及び「特別教-(Hi)「修」について，人学以伯に企業ぐりで柏んだ経験の，嘉枠

を希哨する場合に/;t, 科 11履修認定ijl晶，几（様式 5) により ljl訂＼すること。ただし，科 ll! 役

修晶定1J!1li'i,りを提出した場合であっても， 「特別叶pl!j研究審杏軋畠，り Cb)訊 2)」及び 1特別

教行研·修終 (-rlJ~り，い（様式4)」の提/1¥(J必＇貶であるい

1 -3 履修届

(l) 学化は，学期始めに）復修科 IIにつしヽてじ指導教lしと相談O)I・., 1受業科11を決定すること。

(2))復修科 II 覧に）復修授業科 Hを出人し L指導教itO);氏忍を得た I・.で，｝リ「定の期間内に教育

文位担‘りに提出すること。なお記人する 1葛~/;t, ・Ji前に各授業担‘り教員に受，t/lJ'O),l'FIりを得るこど，

(3)履修1¥J¥'; をした授叢科 11以外の科11/~tJ復修できなしヽことがあるので， I・ 分n,立すること"主

た，履修する科IIが実習，梱習及び実験科 11だitであっても 111¥1;・ すること 0

1-4 成績の審査及び単位の基準

博 l:1)ii期課作の場合に準ずる 0

1 -5 履修基準

(I) 修［に必要な最低修得爪位数は，年、『別叶両研究 2叩立， 4仔別実験 134りi.f立（ものづくり技術・

経料；学内攻 (MOT1、ti1攻）は「地域技術ビジョン｛貨粁 B」 4叫立）），溝義科HEぅlji.位の合叶 l

2単イ立である，）

(2) qか別油習 B, ./i)f究，ll・11I1j及び年か別教育研修は， 単位＾なしの必修科・IIである 0
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博士後期課程履修基準表（バイオ工学・電子情報工学・機械システム工学）

授業科目［又分

準iill・ 義 ｛斗 H 

特りjlj 演背 B 

研 匹}L Jj- 両

特：別，H-両研究

牡：別教育，研修

附i' けlj 実験 B 

博士後期課程履修基準表（物質化学工学）

授業科 ll区分

講 義 ｛斗 H 

特： Wl 
飢.,,, 

習 B 

研・ 究 1n 11lij 

1、1「7JI J 11 I・ pl1j M・・ グ信

闊 ： 別 教 介 研 修

特片lj 実験 B 

車イ立数

6単位以 L

＊ 

＊ 

2 lli (立：

＊ 

4 qi I立

lji 位 数

6叩＼＇［以 I・令※

＊ 

＊ 

2 lji 位^

＊ 

4 lji 位^

＊印の科目は， 単．イ立なし

（必修科• 日）である（〕

*「llO)科・Il /;:t, 車イ＼＇［なし

（必修科 11) である〔;

※ 講義科11 (1.1fl11JJよ憫科 Il, 1, りIIIJJぷ）¥j科II)の修得におし‘ては， 刈(!Ill)占闘科・II

のi¥I /Jヽ ら＼り門とする分野（イi機化学，無機化'}:, ・1じ氣化予，分析化‘芹，化学 I.

亨力）しヽずオL/Jヽ ）の科 11を2巾位以 I・.とリ州l以外の分野のが1・112り叶立以 I・.修得し，

I、1/IIIJ/ぷ川科 11からは＼り判lとする分野の科 11を2り叶立以卜修得することい

博士後期課程履修基準表（ものづくり技術経営学）

授叢科・II区分 lji. 位 放

nil f !・ 義 f斗 11 6 lj!. ィ,,:以 I・.

4、1「 7)1j 飢料 B ＊ 

研 究 ,ll- 1ml ＊ 

牛、'i'J]lj ,J pllj、/iJFり［ 2 lj i. . 位

肋：別教脊研修・ ＊ 

地域技礼rビジ：！ン（貞料B 4 lji. ィ¥/:

1 -6 博士論文の審査及び最終試験

*「llの科 ll(t, l恥＇［なし

（必修科 11) である。

履修）よ‘（化の授業科IIを修得する見込（なが/)き，必要な研究指導を受けた学！［は，論文壮111Jj0)審

孔tに合格した後に，博 I:論文を作成し，審杏叶Idiiすることができる 0

提出された論文は，研究科委員公が選出する論文蕃杏委員により富杏．される 0

Mt卜後期』代の学位論文翡吼砂［準は以ドのとおりである 0

大学院刑 i:学研究科博 l:後期諜程〗だ（立諭文鳴吼):),\;準

(a) 研究テーマに祈規収I:. 独I'!」性があること，

(b) 「 1 ら研究を叶 11lij• 遂1「するための Iヽ リ.門的知識を）［に，研究背鼠 ・II的が正しく述べられ

ていることい

(C) /怜位繭文の構成が適切で，（本裁が幣ってしヽること。
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(d) 、‘汽立贔文の叫述が論岬的で，設定した研究テーマに（合った明(!{Hな結論が述べられてし、

るこど

最終試験は，閃連する市瑣に対して論文蕃杏委員が日叩又は惰芥で誡間を行う形で実施されるし

1 -7 修了要件

(l) lt1/. l: 後期諜rnの修［の要件(;t, 大学院に 3年以 I・.、在学し，履修）店準表の I2り叶立以 I・.を修得

し，か✓), 必要な研究指導を女けた I・., Iし1/.l :iilltt文の蕃査及び最終試験に介格することである｝

(2) 在掌期1川に1閃lしては， 4かに（投れた研究業粕を !-.Ifた者'(J, j1,lf. j飢期』｛間（修u閉肛）， 1リ｝卜後

期諜打を油り．して， :3{「以 L在予十れげ足りるものとする 0

なお，修 I:0)学1立を介する者と [,i]ぐか以卜の学））があると認められて人学した者の在学期間にWl

しては， 4―かに｛認オした研究業粕を l・.げた者に✓)しヽては， lり以 I・.在学すれげ足りるものとする。

ただし，「 1年」とあるの/;t「l内I:後期，，訂'r¥0)1吹準修業什限：｝イトから修 I:課程又はItりI:前期諜捏

における在学期間を減じた期間 1と，，他71-粋えるものとする。

1-8 学位の授与

刑 L学研究科hりI:後期課打を修［した者は， j¥りI:(1・:-;:=オ『しくは学伸Dの学位が授りされる（後

褐「111形大学学｛立規則 J別表参照）。

1-9 社会人受入れのための教育方法の特例措置について

本Ii}!究科 (r学系）では， r-1公人受人れに‘りたり，教itI・. 特に必要と晶めらオLる場合には，大

学院設WUい［第 I4条に定める教if)jy人の特例朴1i/i'i':を迎川し，次の力怯で履修できるものとするり

(I) 迎＇常の II、『間梢 (8II、『 fi()分ルヽ ら lfiII、『 fifi分）以外に，仮間のII、『Ill]閤 (16II、lj'/Jヽら 21II、1「10分） ,_ 

授業及び研究指導を受けることができるものとする 0

(2) I :II化・ llllt'tlllも授業及び1i)f究指況を受けることができるも(})とする。

(:3) 必製に応じて以千・冬平休党期間中も1受業及び研究指蒋を受けることができるものとする 0

(1J) 特例のIIか間幣， II、『期に上る授党及び研究指尊を受けることを希望する者は，ヽ11,l亥年度‘り初に

教介方法の4、『例迎川q―l,;i;; りを提出し， L指導教員の If〖品を得た I:, 長・業担胄教ilO)/FIりを得る

ものとする 0
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博士後期課程の履修モデル

1年次 2年次 3年次

閲.i 

1
↓↓

t,＇ 
．
 

附
•t 

.

.
 

l
 

^
1
 

‘卓
1父 ｛斗 II 

(6 l¥i. 位以卜ぶ）
',': 
]岳

実

特:wJ ;n 111!1 wrー究
(2叩立，必修）

特別教介研修
(l札位なし，必修）

斗J,>I
11 

i—• ー・ー・ー・一・ー・ー・一・ー・ー・ー・一・ー・一・一．，

’ 外 lk) 語諭文

し・-・ー・ー・一・一・ー・一・一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・」

油

習

．
 
実

験

研

附f'7Jlj (貨習 13
（叩立なし，必修）

特別実験 B

(4巾位，必修）

i —• 一・ー・ー・一• 一• 一• 一• 一• 一.-. 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一・一• 一・一• 一・一• 一• 一・一• 一・-・ 一• 一・一・ー・ー・ー・一．

， 論文執喰•投稿・学公発表・ 1iJF究閥論会
I 
ー・ー・一• 一• 一• 一• 一・ー・ー・一• 一• 一• 一・一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一・ー・ー・ー・ー・一・

℃
1
]
 

ク）

研究計ill!j

[7 pホーサ‘、ル］

(q,_(,'「なし，必修） 学｛立論文作成

学位→論文審杏^

学位論文公聴公

最終試験
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［様ェ¥1】

1f Jl II 

研究計画審査報告書

研究諜題

平成 ｛卜度人予叫！「^ 亨研究科1内I:後期課1閏

I, り攻

亨：11 :_番砂 氏名

蕃青年）l ll w )j 11 

［指導教日 訂）

副指導教員 ⑭) 

,lf 佃Ii 副桁消教Lt fl]) 

（合格，不介格0),¥化；Iiで表す0) 副指導教日 ⑭ 
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【様式 2]

年: Jj 日

特別計画研究審査報告書

研究課題

平成 年襄人,';をJlj!r_学研究科博 l:後期諜程

Iヽリ攻

学牛番妙 氏名

1f J l 

,?f f1lli 

発表年C)j I l 

じ指導教員

(0 8以前の学牛：｛迎，良， 11J0)いF晶で表す） 受人八(T:者

(() 9以降の学牛： S, A, 13, C O)j票語で表す）

＠

＠
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［様式 3】
.

-

.

 

．
 
．． ）
 

．．． L
L
_
 

ーr

特 別 教育研修申請書

則 L学研究科長殿

1吹』記(})ことにつし＼て， l、記の）j怯での履修を 111請し主す。

学 11:番砂 it、J,→ 攻 名 氏 名

＊各目が選択するものに0を")けること 0

① 学i『|『-;::11:.又は博 l:i)り期諜肛学生の実験又け油習の指・怜

fl・ 11 名 間，溝什'・次 IJll,; 翡lli'i111 IJ~Lll/i'll 、11°11\J ヽ/11/

II化II ～ 校ll、If

② ?(fl『}:lj・・又は博 I:Iiり期課闘・;::11:.0)';咋1ヽ］―，溝{貨公， シンホジウムぐかにおける）原稿作成と

発表技術の指蒋

③ 企業ぐりの生））ド・ IJ廿発担‘り者悴に対する研究・技衛指‘怜

L指導教［し

⑭ 
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【国：¥:4】

.-

―
―
―
 ~

 ｝
 

ド
j
r
 

特別教育研修修了報告書

j咀 1・.''/: {i)f'. グt:f斗lー文 屈役‘

けい記のことに／八ご， 1、記のとおり修［したことを恨店し主す0

掌 牛 番 砂 d、J( 攻 名 氏 名

J勿IjI /9[— 期 11¥J II、'f I Ill 

イr- J j I! ～ イI'・ J l 11 ～ 

〈研修内容〉

l・．指導教ti
,i'F Wi 
（合格，ポ合格の，；平，；｛］で表す,) ⑭ 
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【様式 5】

年： 月 II

科目履修認定申請書

J咀 l● ・.,、;::{i}F鳴貸t:,f斗1{ )J役

l票［じ(})ことに ✓八、-c, 1'"1記(})とおり lji晶しー上す，

学什ム番砂 i、り 攻 名 氏 名

〈q1,tN・Ju且〉

対象科 II名 対象となる JI賊 務経験

＊対応する具（本的左研究.IJ廿発！枡も出人すること）

じ指導教旦

＠
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2 学位論文審査の手引

屈修）よ準の授業科目を修得する見込みがつき，必要な研究指導を受けた学it:は，［倫文計・jrfliの審

査に合格した後に， I専 l:学位論文を竹成し，所定の和続を経て審査巾晶することができる。提廿¥

された論文は， ffn1:学研究科学｛立審査細則に従って審査される。学｛立論文審査の流れは， 2~4 

の図にポすとおりである。

2-1 論文計画の提出

「論文，汁両審査 lj!請閃」「論文叶lilif内容」「内容公1井l」（各々所定の仕A)を作成し， l●→．指導教員

に提出する 0

論文叶両の面府は指導教員グループが‘りたり，後期に学位論文を提出する場介 (:3月修（）は，

前年の I0月,,1:::I I 主でに沓査を実施する 0~1 た， !iii期に学｛立論文を提出する場合 (9 月修()は，

4月末 IIまでに審ftを実施する。

2-2 論文題目の提出

論文叶[ih噴性に合格した後， JiJrぅ［のHいしに叫人し，指悴教員の11¥,忍を得て教介文拉担‘りに提出

する 0

提出期限（休日の場合は，その1lif11又は前々 11とする。）

① 後期提出 (:3月修［）の場介： 1 o J lよIl 

② 前期提出 (9J l修()の場合： 4月末 ll

2-3 学位論文の審査申請

「学イ灯論文審否ql ,iN ;t;:」に学位論文ぐりを沿えて，指導教員グループの;Jk,忍を得た後，教介支拭

担‘りに提出する。学忙論文は， 2 - 5にポす「博I:学位論文什成吸飢1をもとに作成する，9

(I)学位論文(})'.番青lji1li'i;1Hfi怜，及び提廿¥;『11数

① 学位論文審11:111晶,tr,(所定の1汲式） ................................. 1部

② 学位論文（このほか審性に必疫な乳札数を作成する） ．．．，．，．仝文<J)iじ［データ

③ 論文 II録 (1り「定の様式） ・・''.........................'...'...... 5部

① 論文内容要旨（和文及び英文）（所定の様式） .....''.....'''...'... 各 5祁

⑤ )復！！翡；い（所定の様式） ．．．．．．，．，．．．．．，．．．．．．．，．． ................... I乳II

⑥ 共的者o)11,J紅，I}=(所定の様式） .''.''......''......'.............. 各 4部

⑦ 論文 II録に記載した論文の別刷又は投稿中の面文）J;(松j(})'tfし

及びその掲載決定通知(})'げし......'''...'.''......'''............各 1部

（掲載決定してし、ない場合は，投稿）爪稿の受付を，！正1リlするも(}))

(2) 提出期限（休 1-lの場合は，その前 ll又は1)1T々 日とする。）

① 後期提出 (:3月修（）の場合： I 2月 20 1 l 

② 前期提出 (9月修()の場介： 7月 1 I l 
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2-4 博士学位論文審査から学位授与までの流れ・博士学位論文審査に関わる

手続の流れ

I 修了予定者 ~II指導教員クルーフ 論文叶両沓査

A
 

学竹論文受岬

論文牝疇• 最終試験

学位」受りの議決

ピ 学卜't:授り・ ・授りi.式

（学長）

博士学位論文審査から学位授与までの流れ

修 了 予 定者

プl
 レーグ員教導3

日

4

学
位
高
文
題

11
提

出

4

ーヽ

オ

A
t濱

②
論
文
叶
圃
沓
牡
結
果
報
ル
ロ
・

．
 

↓▲↓

-
l
 

文論D
 

c
 

③
学
位
倫
文
審
本
几
巾
4
叩

・
公
聴
公

11
程

案

提

出

①
学
位
論
文
審
本
IL

委

員

似

補

者

公
表
巾
4
叩

⑨
学
位
論
文
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オー

員．ヽ
ー審

委

又

査

・

公
聴
公

Il
作
公
ぷ

論

審
，

文
⑥
⑤
学
位
面
文
審
本
几
依
頼
・

論

A
 

最
終
試
験
結
果
恨
几
11

⑦
学
位
論
文
審
本
几
・

博士後期課程教務委員会

尺
｝
研
＿
―
人
11

比

ル

蕃

）

）

 

q
 

-l 

0

0

 

土
じ

I

V

―-' 、'
f

.... I
 

文

予
予

・
ト
・
ト
’

ー

ー

命

皿

受
受

．．
． 
Iill 

廿

廿

②

～
 

川
川

①
 

後
前

1 1 Jj 
5月

究科 長（研究科委員会）

~
~
 

）

）

 

．．．．． 
―-ー

7

:3) j 

~)) j 

⑧学位授りの 11J否

③～⑦論文翡責
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2-5 博士学位論文作成要領

1 学位論文

(1) , 芹位論文は，和文又は英文とする0

(2) H次を/')けヘージを記人する0 ヘージの位^ 間は， ,,・rm中央とする。

(:3) 川紙は， A 4半I]白色紙を使）llし，縦位附で横，!;:きとする0

(11) 学位今論文の表紙には，贔文題ll,1, り攻名，氏名を 1記載するし）主た，学位．論文が英文の場介には，

論文題11O) l、．に（ ），片きで利li沢を付出する Q

(5) 、｀汽立繭文は，ハソコン，ワーフロ衿活字で作成することとし， 丁'・,りきの場介(;tJ,1』ボールヘンを

川しヽて楷iいでi青，りする（）英文はすべてハソコン， タイフ， ワーフロぐりの話字とする、）

(6) 学位論文の形ぷし・貞放は牛、『に指定しなしヽが，図，表， 'If真も含めて，内容が則解し易し、ような

適切な形式とする。

(7) 参考文献は，粋，月（仝員），題名，’‘汽府雑誌名（，り物名），出版礼，春， 砂， 頁（始頁―終頁）

及び発表年 (1JtjJI脊）を明記すること 0

2 学位論文内容要旨

(1) JI l紙は， J¥ 4'l'IJ白色紙を使川し，縦位韮りで横，片きとすること。

(2) 所定の様式により，和文0)'梃旨と英文の＇梃旨の両） jを作成する。

(3) 和文の吸旨は， lOpt, 2, 000字捏度 (2頁以内），芙文の＇梃旨は， 12pt, シングルスヘース， 300

諮｛閑度とする。

2-6 学位論文公表に関する書類の提出

学｛立授り決ク［後，＇、ド（立論文公表に IY」する卜詞］の 1り類を迎やかに提出してくださし＼

①別記様式 1: j¥りI:学｛立論文(})インターネット公表（大学機閃リホジトリ競録）｛龍忍，几

②別記様式 2 : 且j!廿111:・= (,]亥‘り者のみ）

③別記様式 :3: 論文内容吸約

2-7 博士学位論文審査申請に係る提出様式

次ヘージから記してある各種1Jl1liliり1、[(i(;l,r. 学祁ホームベージから1浪式をダウンロードでき主す0

●ダウンロード）j怯

1. 山形大学のホームヘージから「学部・研究科。基盤教育院」の「工学部・工学部ホームページ」

をクリック

2. 「在学生の方」をクリック

:3 . 「大学院の授業、学位審査」の「学位論文の申請（後期課程）」をクリック
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日
1
4
J
 

）
 

年

指導教員殿

年度人学 大学院!WI:後期課程

1,l/攻 分野

学生番砂

氏 名 印

論文計画審査申請書

111形大学大学院刑r.学研究科学位井Hf細則第 12条第 1瑣の規定により， 1,・'記のとおり 1れ晶

し主す0

ー

I
]

1
f
 .
.
 

9
 

論文｝姐 11 (仮題11) （芙文の場合は，その利l訳を（ ）を付して併記すること。）

(yj.:) 【分野名］ バイオ I.'芹屯攻(:t, バイオ化学分野，｝ぷ川生命分野から選んで［記載してくださし¥,

物質化掌 i:,;とi}j(攻，屯f-・情報 r.学リ｝攻，機械システム］．掌＼り攻，ものづくり技術経

貨学専攻は分野を削除してくださし＼

（注）の部分は， fljlj除して使川してくださし＼
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論文計画内容

年度人学 専攻 分野

学生番砂 氏 名

〈論文題日（仮題 H)〉

〈内容〉

（注）【分野名】 ノしイオ L,';をI,り攻は，バイオ化学分野，｝ぷ川生命分野から選んで，記載してくださし¥,

物質化学 1:,';気り攻，山 r-Ni報 r_,、;:1,り攻，機械システム L学内攻，ものづくり技術経

悩:,';を1り攻は分野を削除してくださし¥〉

（注）の部分は，削除して使川してください。
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年月日

内容公開

J'f, lj・△ 束「'・
Jヘ・・.・r1f lj 

氏名

［ 論 文 ］

専攻 分野

団aroYamagata, Jiro Yonczawa, △△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名）（投f闘準備中）．

⑰)山形太郎，米沢・.郎，東北郎，△△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），

xxxxxxxxx (誌名）（投｛翡中）．

◎)山形太郎，米沢・.郎，東北直Iふ△△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），

xxxxxxxxx (誌名）（印刷中）．

(4) Taro Yamagata, Jiro Yonczawa, △△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），

xxxxxxxxx (, 誌名）， Vol.56, No.3, PP.234-238, (2007.10). 

(5)山形太郎，米沢頂II, 東北頂II, △△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），

xxxxxxxxx (誌名），第30唸，第2砂， PP.345-349, (2006.2) . 

un①仝粋者名（本人氏名に卜.線を引く），高文名，発表機閃('';咋h雑誌名，巻，砂，ヘージ：

始頁ー終頁），（発表年）J) を出人してくださし＼

②学位面文愉責のための条件を祉翡たす論文は，その番りを0で1川んでください0 なお，

0を ✓)けた i倫文については，共杵者がいる場合，学忙論文審f刈！請II、'P に [1i]狂、:;りを提出

する必要があり主す0

③祈ししヽものから古しヽものへ遡って年代順に記人してください〕

G)印）1tllJ中の場介 (J(印刷中），投稿中の場介は（投稿中），、準備中の場合 (J (投稿

準備中）と出人してくださし¥,

［＇、；：：公発表］

@ Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （クイトル），

xxxxxx (公議名）， Yonezawa,Japan, PP.456-457, (2007 .6). 

（注） ①仝粋者名（本人氏名に卜.線を引く），タイトル，公ふ名， IJMfl『地，ヘージ：始貞―終頁，

(IJl)催年）］）を出人してくださし＼

②学｛立論文審牡0)ための条件を満た］「発表は，その番砂を0でIJIJんでくださし＼

③祈ししヽものから古しヽものへ遡 ✓)て年代/II月に叫人してくださし＼

OU [分野名］バイオ l学！れ攻Ii, バイオ化学分野， IぷJlj生命分野から選んで記載してくださし＼ぃ

物質化学 L'芹内攻， iじr-・I、ii恨 r:';を＼り攻，機械システム r.学＼り攻，ものづ‘くり技Wi経
汎’‘、;::1,り攻/.t分野を削除してくださし¥

1記載例及び（注） 0)打[I分は削除して使川してください。

じ指導教員
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1,r) l I l 

1l1Jf";)(督：大‘ヽ［ポ完J里r学研究科長 殿

年度人学 大学院博 l:後期諜肛

Iヽリ攻 分野

学4番妙

ーC 名
印

論文題目提出書

111形大学大学院且I!1・. 学研究科学1立吼げ蘭II則第 I7条第 2瑣の規定に上り， 1,・;j山のとおり提11¥

し主す。

ー

I
]

•1•9 

論 文 題 11 (英文の場介は，その和ぶを（ ）を付して併出すること0)

指消教［［グル ーフ If¥ , 忍印

（注）［分野名】 バイオ L学＼り攻は，バイオ化学分野，｝ぷ）廿小命分野から選んで，記載してくださし＼）

物質化学 r.,、 'f:•,り攻， iじ臼礼報 r.学＼り攻，槻械シスプム r.学内攻，も 0) ✓5 くり技術経

貨,;を［，り攻は分野を削除してくださし＼

※（注）の部分旦削除して使川してください 0
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じ
L,

一

『

ー

I年

山形大学大学院岬．［学研究科長 殿

年度人学 大学院博—f:後期課手閏

専攻 分野

学I・［番号

氏名 日］

学位論文審査申請書

111形大学学｛立規程第 18条第 1瑣の規定により，博卜（罪学， I: ‘ヽド，＇芹術）の学位を受けたし‘

ので， fi記の閃類を硲えて 11—1,泊し主す。

ーし
f←ニー

1 . /; を イ立 論 文 全文の電fデータ

2. 論 文 II /> Jり）Iく 5乳'II

:3. 論文内容疫旨 5乳[I

4. //H: ｝栢 ,t:, 1 ;~=11 

5. 共的者の Iii], 靱，:n= 4部

6. 論 文 7J!J 刷 各 1部

指導教員グループ爪認印

（注）学｛立の種l、『iに係るリ｛攻分野は，＂亥‘りする名称（月！学， r. 学，学術のしヽずれか）を選択して

くださし¥)

(fr) 【分り抒名］ バイオ L学リ｝：攻は，バイオ化学分野，応J廿り．命分野から選んで叫載してくださし¥,

物質化学 L督：！、り:攻，','じ［情恨 l汀：'-,り攻，機械システム r.学専攻，もの合くり技術経

料；学＼り攻は分野を削除してくださし＼

※(11:)の部分は削除して使川して＿ください2
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年月 日

論文 目録

屯攻 分野

学 生 番 妙

氏 名 印

1 . 学倅論文題 Fl (英文の場介は，その和式を（ ）を付して併記すること。）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

(0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0) 

2. 論文

◎ Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （諭文名），

xxxxxx (誌名）， Vol.56, No.3, PP.234-238 , (2007. l 0). 

◎ 山形太郎，米沢→」耶，東北＾．郎，△△△△△△△△△△△△△△△ （嘩文名），

xxxxxx (誌名），第 30巻，第 2砂， PP.345-349, (2006.2). 

（注）①仝杵者名（本人氏名にド線を引く），論文名，発表機IJ~J e; 咋甘雑誌：名，春， 砂，

ヘージ：始貞ー終頁），（発表年月）を出人してくださし＼

②‘‘召立論文審杏．のための条件を悩iたす論文は，その番砂を0で1井lんでください，）なお，

0をつけた繭文については，共的者がいる場合， lii],('.i:'りを提出する必＇炭があり上す。

③祈ししヽものから古しヽも 0)へと遡って年代順に出人してくださし＼

①掲載決定通知，I}:のあるもの(;t, その'if-しを硲付し，（印）贔lj中）又は（掲載決定）と

記人してください0

:3. ITI際会議

行州aroYamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （クイトル），

xxxxxx (公，，義名） ，Yonezawa, Japan, PP.456-457, (2007.8) . 

（注）①令粋者名（本人氏名にド線を引く），タイトル，公［，義名， I)廿1l『地，ヘージ：始頁ー終頁，

(IJ廿催年月）を出人してください。

②新ししヽものから古しヽものへと遡って年代/IIJ'iに出人してください0

③学位論文面森のための条件を満たす発表は，その番りを0で1111んでください0

①該‘りなしの場介は「なし」と出人してください0

4. 附i哨FIY、;J係

(1)△△△△△△ （発明の名称），山形太郎，米沢頂II, 2006年 6月，特忙F第 0000000砂

（注）①発明の名称，出願者， Ill/J禎年月，競録番りを出人してください。

②学忙論文蒋府のための条件を満たす場介は，その番りを0で［井lんでください0

③該‘りなしの場合は「なし」と記人してくださいり

（注）【分野名］ バイオ I'.学リ｝：攻は，バイオ化学分野， Iぷ川生命分野から選んで［記載してくだ

さし＼，物質化学］．学＼り攻，屯 r-·I、ii 報 L』]気り攻，機械システム I~?•,り攻， もの

づくり技術経貨学＼り攻は分野を削除してくださし＼

記載例及び（注）の部分は，削除して使用してください。

じ指導教員 1':[J 
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論文内容要旨（和文）

年度人学 大学院博卜後期課程

面文題 II

1り攻

氏 名

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

(0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0) 

分野

印

000000000000000000000000000000000000000000000000 

0000000000 

on① タイフ， ワーフ 11怜を川しヽてくださし¥, I Op L 2, 000字程炭 (2頁以内）とし［す。

② 論文題Ilが芙文の場合は，閻llの卜に和訳を（ ）を付して/Jj:出してく iごさし＼

UU I 叉!)d~tJIJ し、 (t し Vでく 1:ロさし‘ぃ

（注） ［分野名］バイオ 1・_,;をI,り攻は，バイオ化学分野，｝ぷ川生命分野から選んで1記載してくださし＼

物質化'}:1・. 学＼り攻，屯 r--1札報 l.学1.,り攻，機械システム 1.,•;を1くり攻， ものづ‘くり技附経‘汀

亨：＼り」文は分阻fを削除してくださし‘

記載例及び（注）の部分は，削除して使川してください。
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氏 名
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論文内容要旨（英文）

年度人学 大学院博I:後期課代

専攻 分野

名じ
＼

L
_
r
 

印

論文題 II 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

00000000000000000000000000000000000000000 

00000000000000000000 

(fr) ① タイフ， ワーフロぐりを川しヽてくださし¥, 12ptシングルスヘース:mo,轟程度とし主す。

② 面文題 llも英文としてください0

UU I叉）．長(;t)IJしヽ なし‘でくだ‘さし¥,

OU [分野名】 バイオ r:';を1り攻は，バイオ化学分野， IぷJlj化命分野から選んで叫載してくださし¥

物質化学 r:';を1り攻， iじ臼礼恨 c;を1ヽ り攻，機械シス、アム l学専攻， ものづくり技術経

料；,; を,,tp文け：分阻fを削除してくだどし¥,

i記載例及び (1t)O)(fj)分は，削除して使川してください。
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履 歴

書

ふりがな ノ_1-HJ 

年 II生.. 

月

氏名
女

（満 歳）

本籍 現 丁

都道 1t 0 0県0 0市00町0 「日 0番0り
）付県 州 直ヽご戸,,"f 1 i ( ） 

学I枡（，介iぐり学校卒業以降）・職I栢・研究I枡・買，＇罰笠につしヽ て，各瑣 II別にtとめて出人すること（〕

J:]'ノヽi． fl 什：^ 月 •jr 項
；、ド 歴 0 0ヽ'J:00高等学校卒叢

0 0大学0 0学乳HIOO学科人学

l1iJ I・. 卒業

00大学大学院00研究科 I専 l~111i期課捏001(1/攻人学

111] L 修 (

00大学大学院0 0研究科l翡 l:後期課程001ヽり攻人学

11!] I: 修（見込み

職 屈

研 究 鼎 研究期間，研究加直及び研究機関を明記すること。

： 

”h ヤ ',I" iJ 

： 

所属学会

I・. 記のとおり相違あり主せん。

り:, J J 11 

氏 名 ⑲
 

(HJ① 「年月日」は，叶1r1if II (論文提出 1-1) とします0

② 「氏名」は戸籍のとおり記載し，通称・雅砂等はり川：lいないでください（他の書哨{i

についても同様とし主す。） 0 

③ 「本籍：」は，都消府県名のみ出人してください（外IE]人はlfl籍を出人し主す。）。

① 「現住州」は，（「民梨に，記載されている什州（公称地名・地番）を晶人し，連絡 I'.今必

要がある場介は， 1ヽl]地名，祈舎名，番砂窮も出人してくださし＼

⑤ I督：／軌」欄は， J爪則として伯j怜学校卒業以降順を追って［迅人してください。

⑥ 「職/l府」欄は，常勤の職について，その勤務先，職名を)ljfjを追って出人してください。

ただし，非＇常勤の職であっても， 4かに教行・研究に1見lするものにづいては出人すること

が哨主しい。主た，現職に~)いては，‘り該職について記人した箇所に「現在に哨る。」

と明出してください。
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同 意 書(Formof Consent) 

0000年00月00日 (Ymir:

1IJJ! 彦A予：A,./:11完JI!!c; を ,/i)f 賓：科•長殿

To: Dean o「YamagataUniversity Graduate School o「Scienceand Engineering 

Day: 

氏名 (i¥,.1mc)

州屈 (,¥IiiI iat ion) : _ 

J↓ l/l:/~f (l'しirrentAddrPsヽ）

0000 印 orSignature 

私は，私と共許（共詞研究）の ,,・I記の論文を 0 0 0 0 が貰研究科に対してIWl: 学的闇責(})

ために提出することに!1i], 立し主す。

I conscnl to the submi s: ゞ ionof'th(、f'o11 owing paper (s), coau lhored by 0 0 0 0 
and mysp]「toyour L:nivぃrsi ty as pcirt. o「the、requirements 「orIii s/lwr Doc torn I dug rec. 

なお，私は'11該論文を,,,身の学｛立111,山のためには使川いたし主せん0

I a I so ag1でcinot Lo usぃthesame、papur(s) 「orany ac,1clemi c dugrec) o「myO¥Vll. 

1,L. 

(I) 論 文 名 (TitIい）： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
発 表 機 1月 (PubIiヽ hぃJ'):』望術雑誌：名 UotirirnI), 巻(Vol.), 砂(Nn), ✓..;: ージ(pp) (始頁

ー終頁(「irs1 -I ast page、)），（発表り'.)j(datno「pubI i cation)) . 

(2) 論文名 (Tillい）： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
発 表 槻 閃 (Jluhli sher) : 学仙雑誌名 (.Journal), 巻(Vol.), 妙(No.), ヘージ (pp) (始頁

―皐冬ti(「 irs L -I as t pa g (J)) , (1谷｝ミ1f)](dale of' pub] ication)) . 

(/U本,,i], 立，杯は，論文 11録に出した1月連論文の共竹者（研究共詞者）が記人・＇料名し，それに上って '11,i亥
繭文を 111,i1り者がhりI:'芥位審ft(})ために使川し，併せて共的者本人の学｛立ijlI山のためには使川しなし‘
ことを杓約する，in直です，｝
Tli is Form of'Const'll I is to lit'comp It、1t'dby the cm1uthor (co・rc'sc,ll'cht'I、)()「 tlw ,d1ovt'Ii st l'd papPr (s). 

lly signing it, thP com,thor co11s<'111s to th<、Doctorn I degrいt'applicant'sIIS<'o「thP p,qwr (s) f'or his/her 

Doc t or;i I deg1でt', and ag1でl'S1101 lo LIS(、1he samt'p,11wr (s) 「orI hP cm1u t hor's own ac叫 emic de、grい（＇＊

OU Ci) 共，＇作者のうち， j¥り1ーの学｛立をイiする者に／八ヽて(J, [1i]、打、―!J幻沿力の文1j1 「私/t'111l亥論文を目身のし‘
かなる学｛立ljl,/i1/U)・ためにも使川しヽたし［せん，，」旨の文亭は削除したものとしtす。

l「thP crn111 t hor lrns a I n・ady o¥Jt ,1 i 1wd hi s/hい］・ llo1、tornI d1・g1でP, thぃstatl'llll'lll, "I also ,1g1で<'not
lo l!Sl、tIH、Silllll、papぃrf'or rn1y ,1cadcm i c degrい('()「 myow11." wi 11 ii(、tl'l'il t l'd as mi I I. 

② 「年）） II」(J, l¥!1lN 11 Cl倫文提II¥11) 以前でなIJ-れ(Jなり tせん，
Thl'di! tl• o「thisI・、ormo「Cot1Sl'llt must IH• 011 01、heヽfon、thl'd,11 ('o「suhmissiono「the、applil'ant's
doctoral dissertation. 

⑰ 共粋者（研究共[1i]者）が外[kjに在什してしヽ る場合， 共粋者／）ヽ らあらかじめ[ii},(J、:'りを取り伽せてお
くのは博!:督：位面文蕃杏:rj l ,li1i者の占任です，

l「thいcoauthor rPsidいSOVl'l'ヽぃ,Is, i 1 is the、Dew¥ ora 1 dぃgrい(、 c1pplirn11t' s n•sponsihility to ohtai11 
this 11、onnof'ConsPn1 「romt lw com1 t hor (s) in ,1dvancl'. 

① 共粋者（研究共[1i)者）が外IEJ人の場合で「[Jj:監をイ［してし叫：しヽ 場合は， 胄名でも IIrとし I::寸-.. 
|「 the'cm111t hor is a non-、jap,11wsl'cit i ZC'll, hP/ shい 111,lyj)J'Ol'idぃhiヽ/¥I(>)':ヽigm1turc、illp],JC('0「a11,1ml' 

S('il I. 

！記載例及び（注）のi邪分は，削除してイ吏川してください。

Please clcleLe all exam les and notes be「ore using this 「orm.
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物質化学工学専攻カリキュラム
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物質化学工学専攻 授業科目及び単位数

f'I Jノ］ヽ 単 間講期及び週時間数
II 

阻f 授業科目 名 位 3 0年度 3 1年度 3 2年度 担当教員 備考[x: 
ノノ‘ J 名

数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Iii,¥,/じ芹 機能材料化学特諭 2 2 落合

郁Uヒ芹 有機構造解析特論 2 2 片桐

照，U匹： 固体量子物性特論 2 2 鵜沼

_41,q,y辟：
杉馴尉生セラミックス 材

2 2 松Iり鳥

専
料4寺論

門
基

，，躙ヒ'i" 電子移動化学特論 2 2 仁科

礎 ク斯化｝を 計測化学粕論 2 2 伊藤（智）
科
目 化`；勺芹 触媒化学特論 2 2 會田

化芹Co/=速度プロセス特論 2 2 仁 ー ・
ハ戸

化斧I究： 分離プロセス工学特論 2 2 松田（圭）

化芹I芹： 機械的操作特論 2 2 ;Jヽ竹

I監 l穿 材料プロセス工学特論 2 2 樋口

（訊認 超分子有機化学生'i論 2 2 伊藤 (fi:i)

（出訛平 ナノ 糾品・ ナノ 粒子特論 2 2 増原

郁＼化浮 造移金）屈触媒反応特論 2 2 皆）II 

煎；Mヒ・;,: 構．造制御―r.学特諭 2 2 神戸

専 照，Mヒ芋 太陽電池工学特論 2 2 吉田

IIFJ 
；払北；`！： 機能界而設計工学特諭 2 2 立花応

川
ク斯化学 ク）関m計•別lィヒ‘学特論 2 2 遠藤（昌）

科•
目 化；':[学 粉体物性工学特論 2 2 木俣

化7:1学 伝熱促進工学特論 2 2 p1711十

化芹四： 安全工学特論 2 2 桑名

（闊朴I材料 ンヽステム学特論 2 2 裔橋（辰）

(1I, り朴+ 有機光物理学特論 2 2 横山（大）

物質化学工学研・究計画

゜物質化学工学特別計画、・研究 2 

物質化学工学特別教育研修

゜物質化学工学特別隙習 B

゜物質化学工学特別尖験B 4 
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物質化学工学専攻 授業科目の内容

投叢科• 目名 授党科日の内容 I 担‘り教員

機能材料化学特論

Chemistry of Functio叫
Materials 

介機構造解析特論

Advanced Structure 
Determination of 
Organic Compounds 

I古I{~(l1l.: (1勿ヤ目、ji'ii倫
Solid State Quantum 
Chemistry 

機能性セラミックス材料

年、『論

Functional ceramic 
materials 

礼；［•移動化学肋雌

Chemistry of Electron 
Transfer Reaction 

種々の機能刊介機材料の概況と，機能の発現機構につしヽて 教授

溝義ナる。特：に，分（構造と機能制御の1見l係に／八ヽて面じ， 落 合文凸

祈規な打機材料の分［デザインおよびその合成戦略にづ

いて解説する，）

イ［機構迅町）1・/t)よ礎イi機化学の分野のかならず，超分（化 汁（教校

学，薬‘芹，材料化学などの分野で if('梃であり， ili年の貨噂 ） ;・ 仙l几史

な分析技術進歩に伴し、lji. . 小分 fからより大きな系へと

対象が移ってしヽる，，特に，分化忍識， 「I己糾織化，触媒，

バルク構迅，動的平動のW(析貨におしヽて最祈の分析技術を

取り人れた研究の推准が求められている。本科 11は，各柿

屯(分光やX線鮒析， NM!<.おtび質贔分析ぐかの大刑機堺

の上る分析・解析技術を学び，各日の研究に役ゞ(/)知識と

村支術の料得を 11的としてしヽる 0 主た，最祈の研究における

具（本的な構造解析例を,ff細に分1Jiすることに上って先端

分析技（村のイ［機化学，への応）llに/)しヽて深く学び，現時、点に

おける各分析装Uりの守備範IJIIと悩川限界につしヽて 1Eしく

則解するり

11((-化学力）叫因的刑解，並びにそこから発Mするli1,If本の屯 教授

気的・熱的・光学的物I、生の則論的取扱しヽの情熟を図るとと 弟り沼英郎

もに，各種I古］休デバイス）ll材料を対象としたケーススタ

ィを1Jう。

本溝義では，実社公におしヽて現に利川されてしヽる，あるし¥ (イ「教授

は将来的に活llMが期待される機能収tセラミックス材料を 松 1111'.J雄太

取り 1-.if',その材料の機能，合成仏，メカニズム，お上び

諜）姐と将来/1~州に／八ヽての溝義をuう。授業で(;tuこ屯(

セラミックスやハイブリッド材料を取り卜け3る r定であ

る。具（本的には，透明'1じ極などの平蒋休酸化物材判や:1ン

ンサ材料， 吹イオン屯池の 1E極材料や酸素センサーな

どで川しヽられるイオン仏導休，敬光休や韻料などの光学材

料鼻など，光学・屯氣分野におしヽて実際に応）!lさ;jしてしヽる＇心

(セラミックス，お，tび無機材料のj,iijl)直・l・tとイ［機物のしな

やかさを併叫炉ち，将来的な砧闘が期竹される無槻・1(機
ハイブリッド材料である

屯 f移動反応は，メッキや屯解，屯池等の＇［じ気化学反 lぷIf 教授

かりでなく，分光分析笠の分析化学や各種センサー，光を 1・. 科辰｝ミ

利）llした平導体笠による 11hj像り＇［の h冒lも記録，エレクトロク

ロミズム，牛休内屯（移動反応，イ［機伝導休など｀，屯(-1・. 

学／化化学／［応原／屯氣化学／分析化学／物則化?/エ

ネルギー L学笠の各種分野に Lたがった廣界領域におけ

る屯＇樹な反応であな本講義は，屯(移動反応のメカニス‘

ムやキネティクスに/)し、て古』IL高及びりし［化‘ヽ ；1: 的な取り

扱しヽを交えて議\,j倫し，か✓)最近のトヒックス怜の応）llにl¥'l
係したり古切に/)いて講義するい
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授業科 II名 授党科• 日の内容 れI,11教員

~:;:.~ 三i;::7,し.,n,.,ta1;,m I □［三ff'.il~口□□□＇→口／〗0:~口;I 喜~!"1,'WI 

向卜にも利川される。本講義では，分析槻甘ドの1い史• 利）廿

日(1(Jや分析槻堺を構成してしヽるハードウェアおよびソフ

トウェア， AD変換などの計測技術につし¥"C f11佑況する，）さ

らに， ［場などで使われてしヽるライフサイクル悴罪システ

ムにお｛｝る分析恨堺や分析化学の｛立Wtづけ，ラインモニタ

リング技術も解成する〔，小刑・軽情化が進むセンサーやそ

の）NJ辺の屯 (-1叫烙， AD変換悩，マイコン制御についても

解虚し， IoTOntemet of Things)や IoE(Internetof 

Everything)をll指した）古］叫支術など最近のトヒックも紹

介する。

触媒化学特諭 醇素や微生物を担休卜に!<',I';上下した［古l定化生休触媒金／萬酸教授

Heterogeneous Catalysts 化物微中立 f及びこオしを担持した光触媒笠に／八ヽて謁製怯， 令 III忠弘

物性及び物質変換，エネルギー疫換への応川に／几ヽて講義

する。

速疫フロセス特論 材料の構造と機能は密接に相miすることが知られてしヽる，' Iii教授

Rate Processes フロセスハラメータのコントロールで，微細な構砧を発現 宍） I l ¥ Jj、.
させ，入らにそれを制糾lするためには，熱力学的な平衡論

とともに迎度諭的なプロセス解析がイ［効である，｝ここでは

複放の速度プロセスが複雑に絡み合って生じる現象を解

析するための f仏を紹介する。

分離クロセス L学肋論 咋．業分野におし¥・cH'己々な製品がLJ菫在され，それぞれにおし、 附教授

Separation Processes て分/ill/フロセスが大きな役',I;りを果たしてし、なこの分雌の 松 Ill I:: ・lh 
現象をモデル化し，そのJ、・し化モデルから分ji¥ff!技術をM釈す

る •J;:が屯要である。ここでは爪位．操作を中心に分/i.l/f(プロセ

スの現象論や）直論につし¥・cffJ『砂［するり

機械的操作牡論 相変化を伴わなしヽ化学 L学的操作を機械的操作としヽうり機 助教

Mechanical Operation I械的操作では，粉：l、＇立体の平動が i¥I心となるので，粉i'1'i.休の 小竹 11忙哉

加贔物l・!J:(流動刊：，充瑣収［など）やその力督： (i'立［連動，

罪分休},,'りの力学）を知ることが 1r(要となる，，本講義では，機

械的な晶操作，機械，装窟［の構造，｝｝仇J哨，牛、'HtをriSl明し，
粉i'i'i.f本の晶物1・化と関迎づけて虚明する。

材料フロセス L学特繭 材料がも')機能の多くはナノレベルの構造に負うところ 助教

Advan_ced lecture of が大きく，その設叶と適切な合成 F法の確立は屯疫であ 1樋 11 健志

Metenals Process る。例えばメソホーラスシリカは数 10nmレベルの極めて

Engineenng 均な直径を持づ細孔が .)j向に配向した構応をイiして

おり, =＿れに由来して挿々の反応選択I生や触媒活性が発現

してしヽる，，こうした構砧は機械的な操作で構成することは

ほぼ不可能であり，熱や光などの適切左駆動力をりえるこ

とで日発的に加f;的な構造形成に向かう上うに反応系を

糾五立てる必疫がある， ,;j,:,;/1,でIt, Lに nm-pmスケー

ルの相分淵：現象を取り I・げ，こiLの熱力学的）よ礎を廿札flぇ
た I・.で放111『的に叶符．十る手‘［火を取り扱う 具体的には

Flory-Huggins 州）のホテンシャルの表現に上 ✓)て系のギ

ゾスの 1·1 廿 l ゴ~ ネルギーが反応系のi農疫の分布ぐりえらh、

ることを予び，そ｝しが減少する）j向に白発的に進；Ii、としヽう

｝爪則に従し¥ Cahn-Hilliard .1¥に上って構迅発｝民が出述で

きることを‘ヽ 芹ぶ＼
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長業科廿名 投業科 1―IO)内容 担胄教員

超分 f行機化学特面 近年，急速に発展を遂げてきた超分［化学につしヽて，その 教授
Supramolecular Organic 慨念，発展の）f¥ 人などに/)いて述べる 4かにイ［機分（に閃 (Jt Ji暴fllIリ］
Chemistry ナる分［認識，触媒作川，輸送，分(-デバイス， !'l己組織

化惰にII!,]十る最虹の研究を中心に溝義するぐ9

ナーノ結礼h・ナノ粋'.f特lillll ナノ材料を）よ盤にしたナノテクノロジーは，血闊広しヽ分野に 削教授
Application of nanocrystals j、) る総合的な科・'芹技伯分野である 0 心溝義ではナノ材料 J曽 l阜陽人

and nanoparticles の中でもq、『にナノ結晶・ナノ位(・に：焦，1,¥を＇りて，これら粒．
(リ）特：、『!:を応かしてどのよう九デバイスに実装さjし，今後

どの」こうな分野に使われてしヽくのか？高文を叶l心として

,l/11'義する 0

遷移金属触媒反応4守，面 介機金）屈錯体の構沿や反応『!:,触媒反応メカニズムに~)し‘ 助教

Advanced lecture of て解虚する〔）遣移伶!tJi,触媒の反応I、生や構迅，反応系中で0) }r J11 fr m 
Transition 活-I'!:柿，動的平動，配位:rの機能と影粋，触媒，i}/ij製や，没，ii-
Metal-catalyzed など1玉々な触媒反応系全体に／八ヽて，最迅の遷移金）屈触媒

Reactions 反応に,~」するトヒックスを含めて flJ『砂［ナる

構迅伽J御 l・．学牛、'i'論 {;ii/ul超伝導体に／八ヽて0)講義を1Jう，, r•;;j//仙超伝導体材料0) 教授
Microstructual design 微細構沿と物j・t,超伝導の I 見l わり合し刈こ~)し ,-c'J叶！論を交 ネ1j1J 1 I : n11 

o「electromagnetic えながら高じなさらに，磁気センサ）ll酸化物超伝怜休や
material 超伝導線材への応川に,~,]しても述べる 0

）べI悶j礼立也 I".'、ド牛、'i',t倫 柏低価格化，超此i効半化，軽贔フレヤシプル化左どが期竹 教授
Solar Cells される最祈の太陽光発'1じ技伸［につし¥-c紹介すると共に， ,¥・Ill , n 

の材料晶汁，デバイス）J;(連などの），し礎にづしヽ て講義するり

機能界面，没叶 r汀：特面 屯池やコンデンサなどのエネルギーゲバイスを中心とし 削教授
Functional Interface て，それらの機能を炒F料J::く発現させるための昇面晶汁の ,'/ 1じtll宏
Design for Engineering 概念(})月!fiJ『とそ(}))jyj論を解砂［する〕

ク}lillfi,ll・乳lljイじ＇、ド特 ',l倫 4勿附fo) l1iJ, 上~あるし、は定：化を 1 Jうには，物質にli1,!イf0)'1、ii恨を 教授
A叫 yticalChemistry for 仙出• 町）,・ し，分/ilff及び叶測y人を設叶する必嬰がある。本 泊崩：日敏
Sensing and Separation 講義では，物質'il1i恨の取得に対するアフローチとしての物

則的臼火及び化予的r怯に／）し¥-C,i義論し， 1均感）化叶測，高

機能分/lilt,汁測，倍i易汁測のシステム構築に-')し ¥・c,/11trずる 0

1分（本4勿、I'!:C戸牛、{「,!倫 粉体は， I・閉t1'1(J(こも II',府にも上く使わJLる材料であり， fl,1iJ 教授

Powder Properties 体でありながら几合体として物則的 tた［．［化学的に特異 木 俣光 1F.
Engineering な物性をぷすことが知られてしヽる。本，，/11義i:t'{[,'ij々 の粉体

から几合休に哨る tで，こ4しら粉体の特異な物I化の発現！阜
Jlj! や，物性の測応）j{人に')しヽ て論ずる。

伝熱促迎］汀叫、『論 熱移動速度の制御y人としての伝熱促泄技WiO))占礎を，溝義 汁「教授
l―!eat Transl、erEnhancement すると共に，塙界),;りの r-渉を利川した伝熱促進技術および 門 111灼樹

附r熱祖熱材，超臨界流（本，ナノ位 r分散流（木などの祈！こな
熱媒流体を利川した仏熱促淮技f村に1¥1,jする最虹の話題に
／八ヽても講義するい

安仝 l.''/:特論 フラントなどでの沿在的な危険イ(',い『［を顕在化させ左し、， IH教校
Safety engineering 安仝心シスプムを構繁十るためには，リスクを的(1作に，，1哺1li 桑名 • 徳

し，迎切なリスク低減対策を実））他十るーとが屯＇貶である＼
そこで，ハザード・リスクの苫え）jや， リスクアセスメン
トの力仏など，安仝？汀j!O)),~本を，，兒1リ］する 主たリスク ,l、F
価！（こ(t欠/J¥・ せ左し‘久11,j版である火災や爆発現象の科学・的叫
/¥『｛こ/)し,-c,反応・I・'!:祉［休））＇芹の知贔や，最祈リ）．研究鈷果も

合めて解，，兒するい
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授党科H名

材料システム学特論

Materials System 
E . ngmeermg 

イけ幾）〖物岬学特'ri倫
Advanced Organic 

Photophysics 

授叢科「I<J)内容

凸分r-炭ふ・セラミノクス・金属を，材廿科"fcの観点か If&:t教員

らとらえる主ず， }Jj(「構造，結合様式，結晶構沿につい 高橋 辰宏

て系統的に幣月げる u こ才しらの微視的な特徴と Ii: 視的な特

・I'!: である物性，機能性との訓MJIIl係につ1,,ヽて物質化学の観

，点からシステム的に考えなさらに各々の材料の成形）JIIT 
)j、法の特徴に ✓)\,, ヽても物質化学の観，点から休系的にとら

え概説する{

イ［機材料およびそれを）廿し＼た）〖デバイスの光機能を制御 准教授

するためには，イ［機材料特府の光学物［化を正しく則解し， 横 山）(,1哺
その特ボトに応じて材料晶汁・デバイス設叶を行うことが if(

要になるい本講義では，イ［機材料の光学］、IJ''『I:およびその物

刑的・化学的）j~ 礎に／八ヽて解虚しワつ，その多彩な特徴を

利川したイi機 'j'州導休デバイス），ぷ） jj 技術に ✓)\,, てヽ紹介するい

イ［機化合物の分 f構造ど集介状態が［古1体としての物刑

的特→［生とどのように閃連して 1,, るヽかに／八ヽ て予びつ'),各

論ではなし、そ」しらの般的な特徴を捉え，材料晶汁および

デバイス設叶の指針を得るための的え力を習得する〕 t 
た，その考え力が，イ［機 El、お上びイ［機沌膜太陽屯池笠の

介機T導休光デバイスにどのように活かさオして 1,, るヽか II 

休例を交えづ✓)概砂［する 0 これらの内容を迎じて，イ(履五
料())iji_分 rとしての4守収tど多くのイ［機分 fからなる［古I体

膜の物性との間(/)11'.]係性（れ:i似1-化と相違性）に')¥,,ヽ て雌解

を深め，デバイス応川に活かすーとを 11指 す
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バイオ工学専攻カリキュラム
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バイオ工学専攻 授業科目及び単位数

車 開講期及び週ll、『llfl数

授業科日名 倅^ :3 0年度 3 1年度 ~3 2年度 札．^［当教員 備考
数 n月期 後期 前期 後期 前期 後期

LJー：'.{;j,:IJ:. 且Ill―."'f:牛、!f'ri乱i 2 2 祈閃

11'.{4叶幾能修復学肋論 2 2 111本

)_―IノくストrhiJ1叶l年、『1l倫 2 2 村松

統,H青＼報化、Ji',倫 2 2 湯11

ロボットシステム特論 2 2 ) ¥: I: 

先端付膚訊飩―1LS Iシステム特諭 2 2 横山（道）

11f1J: I仮 L'ヽ；：：特・函 2 2 叫

発什・:_lj:殖 L学牛か繭 2 2 阿部

lj 心:{本 1岱 (I戎｛斗‘、;::~、1i'1i倫 2 2 竹蘇（力）

火然物合成化学年、＼論 2 2 f/1:J州（帆）

ljJ勿胄1JJ註IJJll化学特：論 2 2 多賀谷

生休機能閃迎化‘‘麿、ij噴倫 2 2 木，島

ソフト界面科学4守論 2 2 野々i寸

IJ'. (i0f/1ヤIViを牛、1i'1ihtt 2 2 木ノ内

イ叶幾合成化学4守論 2 2 波多野

lj: ・．命イ［機化学牛、『論 2 2 今野

lj:_(本、:t勿J'II!「q.,;::化、1i'Ji倫 2 2 渡乳II

11,: 休分（壬ーター特論 2 2 ;J;j'い
)'{: --J→ ノ，n-袖M評論 2 2 堀III 

IIJ勿無機イ1:::,';をか、1i'1l倫 2 2 J 11 J j: 

迎伝(-I. 学閥論 2 2 !,Iヽ ~谷

蛋 (I質 i:学牛、ヤ誨 2 2 ノ1'、叫1や・，

）／じ） lli散 lj:_ 物,:;::~、lj, 誨 2 2 矢阻f

11'. 1本,,打恨処岬附f:1i倫 2 2 齊1/怜

ノ＜イオ L学研究ill今11hf

゜ノ＜イオ L'、ド特別，)l・11hf iiJf究 2 

バイオ 1.学年か別教介訓修

゜ノ＜イオ I'・，‘闊、『別hifflB （） 

ノ；；；イオ］→.掌特別実験B 11 

OU ;3 l什・度及び :32年度'(})「IJH,:/ri:期及び週II、『間放」 (:t, ;3 0年疫に倣うものとする C
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バイオ工学専攻 授業科目の内容

授業科目名 授業科日の内容
- -

生体牛．理 i:学特論 呼吸，循環，連動制御系などの（いl々の生体制御系の生罪機

Biophysiological 能を学び， il十測法も含めてシステム論的観、1ばから苫察す

Engineering る。また，最新の文献購』を通して生体牛．雌分野に関連し

た研究動向を探るとともに， lj.:物の論岬に）［づしヽた L学的

技術応川の試みにつしヽて;I}闘牡する

牛（本機能修霞;;;特論 人間(})機能1,,j復を図る lで，様々な人 1材 fl・か臨）木現場て

Bio-functional )IJしヽ られてしヽ る。特に， 人間の骨格をなす生体骨＇の役', りI,

I mprnvement Scieocc I骨玖患に対する什ltHt'Iの適川なとの臨I木1夕、J釈に）,, つし‘

た•Jf例を詳述し， lj:_I本機能を修復するための刑論， )j怯及

．＾＾＾＾＾ー- --- -

口ノくスト佃l樹14守囁命
Robust Control 

統,lH/1報4、!(i/倫
Statistical 

Informatics 

ロボッ lヽシステム特論

Adv,inccd Robotic 

Systems 

先端情報珀1,1L S Iシス

テム特論

Advanced LSI System or 

Information Technology 

且Vi→:Iり、：-r:、ド牛、IN倫
Tissue Engineering 

JE lj~lj:_ り直 L'ヽ'f:年、『論
Development and 

Reproductive Engineering 

び応川）j法を解説する0+ --・- -- ---・- ------ - -------・--・--------- --- --

ロバスト制御，年、『にその代表的なものである 11無限）＜制御

を叶 l心に，）よ礎理高と応川法に／八ヽて解砂［する"主ずは J:J

ハスト制御のJ占本的な考え）jから始主り，罪繭で川しヽられ

る数学的）よ礎を講義する 0 その後，動的システムのモデリ

ングにおしヽて生じるモデル化晶沿0)放式表現をぷし，モデ

ル化砂し恨を考I，慮した；肌御系の安定条件を導く。そして，安

定条件を満たすコントローラの設計方怯，,]斐，汁に川しヽられ

る数値叶窮怯，実システムヘの応川を講義する 0

十一柏恨を統，汁学的な観，＇ばからなかめ，最適な廿 i応あるし、は決

をhうためのJlj!論に焦、点をあてて論ずる D 実際の応川例

として， 111Jj像処刑におけるハターン，忍識・餡域分＇，りを取り

UY, 統叶学が伯恨 r.学の場面でどのように利川さ）してし‘

るかを具体的に紹介し， 「Iらその応） IJ 例の発想を｛｝亡）~"
本講義で/l, システム］．．学の立場から，ロボットの構沿や

制糾lにつしヽて論じる。複雑なシステムである生物け，ロボ

ットの良しヽお「本をしヽえる 0 そこで， J:lボットアーム， ヒ

ューマノイドロボット，脚ロボットなど，人や生物を規範

としたロボットを中心に解説する，9

先端ii,恨訓；技術 (I:,~)を川しヽたユ tキタスネットワー
クシステムにおしヽて，構成する送受いシステムの小刑化・

，薗性能化・｛氏泊＇｛侶じ））化が求められる，｝実際に） llしヽ られる

デジタル迎｛，：力式に年、り化した超小咽・似汁叱能 LSIの最適

設叶法につしヽて，必要となる半導体デバイス即論 ・LSI

[11]路構成並ひに柏小刑 3次）し丈装技仙について，溝．義ナる 0

再生1坂1:学に必嬰な）よlit心と＼り1叶知識につしヽて，溝義を1J―ぅり
主ず，多細胞生物の生休機能の最小単位である細胞の刊．質

を則解し，これを L'芹的に応川してしヽ＜ためにはどのよう

左）j法，1面が必要かを予習すなさらにこの領域でよく利川

される L学的な技嵐例えば 3次几細胞J:脊捉支特休，紅II胞

i J: ・竹義バイオリアクター，細胞成長の）月(,J'l-lj:とその誘導など

1 につしヽて最新の研究動向を紹介する，｝
- - --- . -

発生・牛．殖現象における呼吸代出を中心とする細胞機能制

御機構を註述し，その解折及び叶測技術と 1り班詞・ Ji'(業への

）ぷ川に／几ヽ てff]『砂［する 0
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教授

新 関久上

教授

111本修

111教授

村松鋭

教校

湯 氏 竹也

教授

JI: I・. 健，i]

汁（教授

札It111 ,、直央

Iii教投

礼翡 忠 I直jlj



授党科 ll名

lj:_ 1*1少~{Ii文f斗,;q、\'ii倫

火然物介成化予特論

Synthesis o「Natural
Products 

り物賓加利Jll化学年か論

Industrial Usage of 
Biomass and Fossil 
Resources 

牛休機能IV-,J述化学時論

Chemistry of Bioscience 
And Biotechnology 

ソフト界面科学化、!jc論

Soft Interface Science 

lj: ・．命ヽINW?l¥,i倫

Bioinfonnatics 

介機介成化学特贔

Fine Organic Synthesis 

生命イi機化学特論

Organic Chemistry for Life 
Science 

授業科 Nの内容 担‘・り教員

lj:_体系における反応を模倣する生体投倣科 (Biom i me 1 i c、 消教授

Chcrni stry) にしヽて酵素を中心にして概観十ると共に，光 佐 Ji暴力哉

介成のモテル化，人）光合成の試かに~)しヽて嘩じる，}．．．．．．．． ． ．．． ．  
火然介機化合物の化合成経路につしヽて解虚十るととも 教授

に，生合成を範とする最先端のイ・［川天然介機化合物の合 i{!,:_ I枷慎凸

成仏を紹介十る<

生体及び4物から誘導される胄j);;(につしご概，虚し，その 教投

イn廿化合物への変換反応及びエネルギー百j};;(としての利 多賀谷英 ❖心

川に')し¥'(休系的に，溝義する。 上た，木利川炭ぷ賓加の

似渡利川の観｝ばから，物質疫換）又｝ぷを効本的及び選訳的

に1!'うためのフロセス・機能1・生材料笠に/)し¥-c論じるい

醇ぷ，核酸，タンハク質など復雑な生体機能閃連化合物 州教授

の構迅解析‘仏，合成仏やその生刑訊性に／几ヽて解，，5~する 0 木，(,'j 龍朗

水と油の界面では，生物話動におし¥-c屯＇貶な様々な現象

が起こってしヽる u 最．州で/t, 分析技術が発逹，祈ししヽ物

刈モデルも提案さAしたため，界面現象0)月！解は飛躍的に

進んだ，，本，溝義では，界面にお｛｝る界面訊!・'I:剤や，計分(-,

帖If本：/:i'i. (-0)ふる tし＇ヽを叫 ff]『するための的え）jとその応）ll 
につしヽて解説する。

分 (-II~物,;を(})発）JQにより，生命に1月lするデータが船柏さオし

')')ある。生命柏報学（ハイオインフォマティクス）は，

生命科学と・I、1り報 r.学を糾み合;j)せて，大規模なデータ／）ヽら

小命にIYJする・I、i,報を明らかにすることを 11指す，，ゲノム・

トランスクリフトーム・ゾロテオーム笠心）膨大なデータか

ら，生命、1廿恨・追仏Iii報を解明するための）j法を，i倫ずる0

種々のイ叶幾化‘芹反応の合成反応を学ぶことに上って，｝又

応条件や反応機構，〉らに，反応をJljいる試薬にll',lする

知,j版をPl得する" ti得した合成反応の知識をlj:_かし，＇）：．

際のI専 1論文研究に応川することを 11椋とするり

生命現象の解明を行うためには低分(-イ［機化合物と小（本

1¥':j分 (-0)両面からの刑解が if(I疫であるり特にそのWJわり

合しヽ に')しヽ ての研究法を概砂;'.,)・るい

低分(-に／八ヽてはJく然イi機化合物を題材にイ［機化合物

の分(-桃築{人， ヽ！！：（本化学制樹lyj;O)),~礎を鯖；5tナる 0 主た，

生（本似i 分 (-0)合成 t人に ✓:)しヽて枝酸， 鉗 i'I質，肌飢につし‘

て化学的，生物的左合成仏につし,・c概砂［する，
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教授

野々村 ）＇こぶ

准教授

木ノ内 誡

准教授

設多野閃•平

教授

今 野博 1J 



投党科日名
- ----

牛休物罪科学4、!J'ri倫
Physical Seienee for 
Biological System 

／［休分(-モーター特論

Biological molecular 
Motors 

光ナノ，；十測4、9「1itttt
Advanced Optional 
Nanoscopy 

IIJ勿無l幾ィヒ,;だ！持論
Applied Bioinorganic 
Chemistry 

迎伝（・ I.学4、Ii'高
Genetic Engineering 

俎(l質 L学牛、'i'高
Protein Engineering 

｝ぷ｝廿微生物学牡論

Applied Microbiology 

化（本l訂恨処Jり1特論

Processing o「Biological
Information 

校業科• 日の内容 担''i教員

'I. I本"、Ii『11の形態や機能，化学物質の平動等の"'"r視I礼恨を 1州教授
．． ．． ．．．ー・・・ ・・・・ ・・ ・・

X線，超行政， ESR, Nlv!R, コヒーレンス光やニアフ 渡祁裕輝

ィールド光を川し', 2次｝じの分布として 11f悦化（訓像化）

十る，汁測手y人やそれらを）人にした 3次）C:, 汁測丁・・仏，主、た屯

磁昇を Jll しヅこ牛。（本細胞叶測• lj:_/本細胞操作仏につしヽて論ず

る。さらに，このJこうなセンシング技術を川しヽ，生体、ンス

テムや生命砧動の状況を邸憾度，高帖度， 1',』:;{'j頼に抽出寸―

る手怯に／八ヽて考空する，9

化休中お上び細胞中におしヽて迎動や輸辺そしてエネルギ 汁（教校

--疫換に1見lりするたんはく質（分(-モーター）の構応と機 羽、i:.し ＇1！『山

能に')いて高じる"さらに，その」こうなナノ分(-の最祈，ll-
測）it人に ✓)しヽて解，&する

f 兄''!訓微鎧は，生きた細胞内の微細構迅，反応を 11f悦化す Ii「教校

ることがぐきるため，バイオ l学研究を1仕進する卜で最も 堀 Ill純

屯吸な），［盤技術の・')となってしヽる。本，溝義では，各種光

学凱微鎧の測庄加雌，設，ll払，徴）tタンハク質を使＇）たハ

イオイメージング，最祈の光‘、/:凱微鎧技術に」こるナノイメ

ージング，レーザーマニビュレーシ :lン怯怜に/)し,・c,J, 支
祈の文献』111報を織り交ぜながら［罰；5~ するい

肌咽伶屈;cぶならびに遷移伶J,,r¥几素と結介して{{在する df教授

生休分(-の4月！機能と，［クと樹品に合thる金hr¥;じ Jr~の生休 ） I [ Jj: 貴裕

分(-に対する作JI]機）乍に')し,-c,金）1r:, 几ぷ周辺の配位 r・W1'
換反応および屯（移動反応の具体例をぷしながら解虚す

るり

細胞・糾織 I心学お上び迎伝(-1・. 学技術の）』礎知識から），ぷ川 州教授

技伸!':tでを,¥/Ifんし，細胞・糾織 l心・学お上び迎伝(-I予技礼［ 黒谷 玲 ( -

の［り、:1炊ク｝州fて''O)}ぷJ廿（こ／八ヽ て解砂［する。

蛋(I質 r.学は， lj:_命をjll.う分(である蛋 1'1質を追伝（・ r.学 汁（教授

などの技術を川しヽて改変し，イi川なものへ変挽する技術で 真 H化炉樹

ある。本講義では，生物機能 L学の』!;/J心となる．、遺伝(-I~ 学
や蛋白質 L学を且EMするとともに，それらをJljし、ーに最新技

術を則解することを 11的とする。

本講義では、微生物を利J!Jした食品顛翡をはじめ、アミノ 助教

酸叫亥酸の発醇lj:J・(に/)しヽて、微生物の．．次代訓屑物であ 矢野成和

る抗生物質衿•に／ー）しヽて解，，化）・る 0 .tた、微lj:_物の物質り菫'(;

能1,,1卜.を 11的とした介柿技i村に1月して、）よ本的左突然疫異

高発技術や 1):--;J¥糾換え技術に')しヽても講義する

呼吸、術環にWl十る！［休伯恨の，叶測訓こづし¥-c ,, 兒1リj十る 助教

［］こそJLらの生休，汁測技Wiに）こり述動中に得らJL/こlj:_1本 齊麻 直

伯恨を応Jlllj_Jljl'芹的鮒釈への吋くためのfiJ『Wl人(:')し¥'(
も紹介する，
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電子情報工学専攻カリキュラム
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電子情報工学専攻 授業科目及び単位数

叶i 開講期及び週1141'1―Ill数
授業科日名 位▲ ~3 0 1・ド度 3 1 1, ード度 ~3 2年・度 担胄教員 佃i考

数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

光波伝送 l・~、、ド特繭 2 2 高野

テラヘルツェレクトロニクス 2 2 ill Ill 

灼屯界｝ぷ川［学牛，lj,論 2 2 杉本（俊）

ハルス屯磁フラズマ r.学特論 2 2 IfYJ-/介' 

叶［久＼洲叶本）J't牛か，；命 2 2 八阪

強力超｝予波 L学特論 2 2 1IJ..:. ) ¥L /. 

lj:_ {/4('1、 ii ヤ且•,tl・iJ!IJ牛、¥crf(ijJ 2 2 竹）枷(";を）

ナノ半導体デバイスか、『高 2 2 閥瀬（文）

固休センサ l心．学特論 2 2 リ1111(沿）

半導休光 I".学4、I]'論 2 2 r1'1j 橋('.)~.':)

贔： f機能デ/'¥イス l学閥論 2 2 ij I ,1; ,'j 

超伝導似i)古］波デバイス 2 2 齊麻（敦）

枯＼沿制桐lI・今学年、『諭 2 2 イ●、wl"、)

ナノ磁氣デバイス［学関論 2 2 稲策

l'Cノ；旦Nillり1r, ヽ/:牛、1i'1li倫 2 2 成Ill

｛滋-1''1:ln斗地勿J'll!"t 2 2 )JIIJ/暴

Ji妓久(4勿、1・11:4、1「ii命 2 2 ・ヽク,、,，、,直, -, 

-J・ ノli:絃I叶：．材料予特'1i倫 2 2 小池

放JIH物Jlj!i/: :z 2 ;Jヽ，島

メディアに砂処j唱守雌 2 2 近JI瀑

竹C)¥ { I ;・I訴処J'i!l、'j:ii倫 2 2 小坂

欠llfi巨'18・W11、1「1itttt 2 2 大槻

、1廿恨叫・1・ネットワーク牡論 2 2 ;JヽII I (IリJ)
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q-i. 開講期及び週時間数

授業科 H名 仇
:3 ()1ド度 :3 1年度 3 2年度 担,j'i教員 備考

前期後期 前期後期 前期後期

姿父珂甘青叶が持I倫 2 2 イ1¥1谷

複雑系特論i 2 2 1n 11こl

応JT]数 則r_,'f: 2 2 久保田

ill・WりしJ:11¥il(ih牛、i「:rri≪ 2 2 内澤

統,n的槻械学習4守論 2 2 安I廿

センシングシステム牛'i論 2 2 川村（安）

非破壊検Hシステム特論 2 2 l訓1111

，；十iJ!ll'I、ii'翡fit-1f'1itt11 2 2 'f ij I 

知党柏州[J処刑慨論 2 2 I I I 1J、J

脳機能叶測論 2 2 深見

認知的・感性的ヒューマンインタフェース 2 2 野本

I 介i'l·'l:fi巨， ii·1ら):~、1i'1i命 2 2 齋峠（歩）

1ll信叶幾アーキテクチャ特論 2 2 多Ill

、iii(-』|、iiヤIJr:、}':/Uf7't:,1l・J1hi （） 

、1且(-』I青ヤ且 I.''/:~、『 JJIJ1l I・11hj,fiJF)厄 2 

，1じ{・・I青恨 I.学牛、『別教介研修

゜，1じr、I,『ヤIJr:'f: 牛かりIJ{貨i)、VB

゜叶tr-・1・i1rn1c;:: 牛、り消lj')こ準痰 B 11 

（注） ;3 1年度及び ;32年度の「間1溝期及び週II、『間数」は， :3 ()年度に倣うものとする（）
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電子情報工学専攻 授業科目の内容

！ 授業科日名
I I ... 

I光波伝送「学特論
Lightwave Transmission 
Engineering 

テラヘルツェレクトーロニ

クス

Terahertz Electronics 

闘‘！じ界応川,・.学特倫

High Electric Field 
Engineering 

パルス屯磁プラズマ L学

閥'ri倫
Pulsed Electromagnetic 
Phenomenon and Plasma 
じngineering

、山機流休）J学特繭

じlectrohydrodynamics

強力超竹波 1:掌特論

High-Power Ultrasonics 

11・．．（本'hり外,Llj-測牛、『論

Measurement and 
Instrumentation of 
Bio-information 

ナノ 'I'尊体デバイス閥論

Nano Semiconductor 
Devices 

I 

授業科•日の内容 担胄教員
- -

高速な情報伝送や高し、イ丘号対雑竹比の計測技術に応川がで 准教授
きる屯波および光のい号伝送技術に間して，屯磁波伝搬の 叶野 勝[

）よ礎から光波伝搬の発展的内容主でを溝義する。閲導波近

似が成り立つ領域から高屈折率比の仝反射を利Jllする導波

罪論と，屈折率J古］期構造がもたらすブラッグ反射を利川し

た導波J唱嘩につしヽて繭じる 0 さらに，長距/i.雁光i皮伝搬にお

ける波形企みについて論じる。------ - ー・・ ・• ー・---
テラヘルツ瞥＇ぶ磁波は，超此 ;11、『1/ll分解叶測，高解像度出磁 助教

波イメージング，高ビットレートハルス無線，超高速コン 1!1 I月博い

ピューティングなどの魁））あるアフリケーションをイー「する

ために昨今大いに注日を集めている0'溝義では，テラヘル

ツ幣'iじ磁i皮検出の）｝ド刑に特に注目し， シリコンボロメータ

やジ」セフソン接合などの検出店ドの他に，時間伯域分光怯

なども例に平げづつw,囁［する。主た，テラヘルツ瞥屯磁波

の応川に')しヽても解況する0

｝喜中の高屯界ドにおけるフラズマ・放iじ現象の），し礎を概 ji1f教授
略し，そオしらの放＇心のドド）機能の r学的応川に.,-)しヽ て概略 杉 本 俊之

する 0 :1: /こ，山極構造を uこすることで機能を付加する）j

、r1りi倫（こつしヽ て溝ずる，｝

ナノ秒オーダ， tた(:tナノ砂以卜U)非叶「に1,訊ヽ IIか間内にlj:_

成した !11:界の泊粋'1じ））に相‘りするようなI,: 大な',じ）Jハル

スに上り起こる屯磁界減少と放‘心に」こるフラズマ現象の

加翡4、'i"性と，ハルス 4、『イ［の特刊•心につしヽて述べる，,:t た伯i屯

カハルスに上る屯磁界現象とプラズマ現象け従来の技衛

ではできなかった新しい応川を 11[能にする〔）この応川につ

し,・c述べる，］特に晶屯カハルスの環境Iぷ川，バイオ応川に

づしヽては，詐しく述べる。

流休に加わる静＇，じ氣力と流体の連動現象に✓)し,・c, ,, じ気｛加

休力学の）,t礎から）ぷ｝廿主でを，溝義する。 l: 心として，準静的

及び動的系に対し，流休中の屯価の発生及び泊滅，それら

の屯価に働く静',じ氣力に起囚する流体の述動を， iじ氣流休

力学的）店礎）j屁式を導人して論じるの．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
超行波のエレルギーを「業的に応川するための技術に 1・y,J

して論じる0)しず，各柿の I業的応川例を分煩しながら概

観した後，そこで川いられる板動系の設，Jiオ叫倫や現象の解

析臼大などを，最新の研究成果を取り人オL解，，化［する 0

准教授

1H谷靖 史

准教授

八塚 皐: r 

教授

足、'/和成

11: 体などの多種散乱（本から吹Jc0)'1、ii報抽出を行う，汁測技 教授
,"ら術に IYJ して，波動や*•'i. (線を｝廿しヽる「法を中心にその｝阜,Ell[ 竹 Ji暴 f 

や特徴を論じ，他分野への波及効果や技術の進展にづし‘て

号察する。

Siテクノロジーの超微訓化は）IWtるところを知らず，主さ I教授
｛こ）息(-スケールに突人しtうとしてしヽる 0 半導休材料を）阜 I廣瀬文 彦

(-レベルで制御し村1},;ぅ')-,J-ることで，仝＜祈しい機椛をもっ

iじrデバイスを訓製十ることができるり本溝義では， 'I'-.
導体の）息 fレベル）JI! I技術のモニタリング，それを話かし

1こ超格［デバイス製迅につしご講義する，ぅ
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授業科目名

固体センサ［学4評論
Solid-State Sensor 
Engineering 

半導休光 r.学年、『論
Optical Engineering of 
Semiconductors 

憤（機能デバイス「学特論

Quantum Functio叫
Device Engineering 

超伝導灼周波デバイス

High Frequency 
Superconducting Device 

構沿制糾II. 学牛、'i'論
Microstructural Design 
ofじlcctromagnetic
Material 

ナノ磁気デバイス L学！り論
Nano Magnetic Devices 

授業科日の内容

環境をセンシングし自らのおかれた状況を知るために用し‘

られる物罪センサ・化学センサのうち半導休等の屯『•デバ

イスを用いた 1古］（本」:¥::のセンサのJ息.fl![.作成）j法• 利｝廿宵に

ついて体系的に講義する 0 Jぷ川例として，化学センサの・

種である水素ガスセンサの作成）j法• 利川）j法について.flj!

論および実際の両面から論ずる

平導．（本バルク及びlltf-)1:ri, lit f-細線， IAf-点笠の微細構

造と）いの相 If作川につしヽて溝義を行う，）特にこれらの物質

中の素励起と多休効果に焦J点を‘りてて，これらが光JI線形

効果にどのように省り・ してしヽるかをぷし，その効果が最虹

研究間発が進められてしヽる様々な光学素(-にしヽかに応川

されているかを解況する。

粒［の波動l化に）長づ<lit (-カ学的平動の顕在化と機能発

現を利川した＋頂々な i1k(-機能デバイスの提案がなされつ

つある 0 超伝導け（機能デバイスを例にとり，テラヘルツ

波の発生・検出とし‘った最新'<})請題を交えて， 11¥.:(-機能デ

バイスの研究とその I~学的応川の最先端を解砂［する。

本講義では超伝導材料をJljしヽた翡刊噴恥i周波デバイス）ぷ

川に必吸となる超伝導の）よ礎的VI:質と代表的なJ咀高につ

いて溝義するい ［た，超伝導フィルタ・アンテナ・接合に

閃寸ーる研究例を平げてその応JIJへのアプnーチにつしヽて

講義すく） 0 

磁氣材料や超伝導材料の機能I、生はその微細構造と深く刊lわ
り合ってしヽる。磁1、生材料の微細構造と jj.妓化機構， スビンの

動力学との1月係，及び具休的な応川に/)し只漏倫じる，）［た，

微細構沿を実現するための材料•作製， }JI! I」灼hに/)しヽ ても

述べる。主た，エネルギー・エレクトロニクスデバイス

笠;0))山盤をillう半導休無機材料におしヽてもその糾成や

微細構沿が牛、1i"I生と深く刊］係してしヽる 0 ,-1心溝義では微細材

料合成とそれらの糾たな機能や従来IWfO)牛、『性を凌附する

機能を発現させ，エネルギーやエレクトロニクス分野にお

ける新規材料・，'1「祈的デバイスの間発と将来的な可能刊に

づいて論じるり

磁氣デバイスでIt, 大容贔・小刑化のニーズを背鼠に，デ

バイスの微小化が急速に連んでおり，数 IOn mのサイズ

に述し上うとしてしヽる 0 このような微細なデバイスで特刊．

を出すために，磁性油膜や磁ヤt微i、'l'i.(-0)厭(-オーダーでの

紺り御が利梃となってきてしヽる 0 ここでは，磁性油膜の作成

)j仏， 1しlj.lJり＼．微粋'{-0)微細構砧と磁氣牛、'i"I化との間係，およ

びこれを川しヽた磁氣デバイス（ハードゲィスク，磁氣J,l;J体

メモリ NRAM) に✓)しゞこ溝義する。

担,11教員

准教授

奥 ilJ澄雄

准教授
斥
fnl

・‘ f
 

^
J
 

9
-
9
 

9
 .. 9-

9
 

出1- -→ ,--, 
"-

教授

叶I I島健介

教校

齊 II困敦

Ii(教授

イ［馬ボシー

ルアハンマド

教授

柏策 L 炉
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授業科廿名

l'し;'ノ悦｛淑）li1 I・'.';と4、ji'rj倫
Vacuum and Thin Film 
Engineering 

磁刊材料物雌学

Physics o「Magnetic
Materials 

磁気 物I'日、＼論
Advanced Physics of 
Magnetic Materials 

ナノ 磁I生材料学l'i'論
Advanced 

Nano-Magnetic 

Materials 

数刑物」用学

Mathematical Physics 

メディア｛，＊；砂処刑特繭

Multimedia Signal 
Processing 

t'r・Jh, ;・,rn処 Jlf!4、1i'ri倫
Spoken Language 
Processing 

授業科日の内容 担'11教員

五年の 1埒性能iじ［デバイスは，真空環境卜^で多く（}）油膜形 准教授

成技術を用し、て（『製される真空と Nill仇形成技伸iは表面現 成 Ill 克

象とのIY-lわりが深く，ナノメートルスケールのテバイスを

作製する I:で表面科＇、ドの知識がが ,,r欠である 本，溝義で

は，表面物岬の），［間にづし‘て論じ，先端真空・淋I!使形成技

術につしヽ て鮒，砂［する，

枷和1生材料ルの物雌的、性質を升j!解十るための）よ／贔的巾瑣に')し＼

て学ぶ，磁1・1/:材料/i}f究のl柾史，磁l'l:1:,J・r1の分灼，磁場(})発

生法，磁化の測定仏につしヽて述べ， 1かにノヽード磁I'!:材料の

磁知l','i"性を決‘出する砧晶場1、1111:v1川と悩氣異）月'Li<>J在磁

氣モーメント，強磁場磁化過作にづしヽて，希 I:川・遷移令：

屈化合物にお｛｝る実例を川し、なから講義十る，

固休中の山(-状態を），，｝在系と遍l栢系のそれぞれにつし＼て，

どの上うな扱し、力で求めるかを解，況し，りt(;/犬態に），しづき

それぞれの物質がぷ寸苅か徴的な砿氣的I生質にづしヽて，溝義

する。

現代の磁性材料/;t-}ーノオーダーの構兄叫l樹lにl、って似iし‘
スヒン機能を II指すのはもちろんのこと，祈規な物性を

リIきII¥すことが出来る」こうになってきた一"ナノ磁I生材料学

牛、加面では，こillらの多彩な物則的販舞しヽをぷす磁I'!:休叫叱

質とそれを1ぷ川した最近の磁性材料の）J~ 間に')しヽ て解，，兒

すると共に，ナノ構応；肌御「オ）・喜；である刷l仇フロセスと微細

構迅ならびに磁1、生の，ii噌Iii「:、t};に/八、-ei;倫ずる u

数Jlj!物JIH学（、一お'Jる完仝 11[柏分な模叩!,')1り鮒析的な厳

密解が恥l-/J、オ1,るi岱咽(,—')しヽて苫察する, Yrn1g-Baxl<'I')j杓

式のf/1『に上り 11[解模咽を定める，熱））学的枷限にお,tる無

限白山疫の位刈1） を苦え，無限次）c<J)代放を 1直接扱うこと

で，放学的に強固な I:合の 1 今〖で 11\l題を巾純化するのであ

る， 11¥.:(-XX 1/, スヒン飢を例にとり，対称性としてアフィ

ン贔 (-Jl'(:を・；け人する，う）『し心、作川素を打人し，そiしに lこり
llamiltonianを叫述する,, !Yけ、(、(i:JIJ素の i'I廿1場表現を構成

し，そのトレースとして|川川間放の厳密ffJ『の柏分表示を導

I IIするぐ

This lecture will cover the basics, recent technology advances, 
as well as applications of multimedia signal processing 
including speech, music, still images and video, We will cover 
coding for communications and storage, synthesis, recognition 
and understanding, as well as international standards. This 
lecture will be conducted in English upon mutual agreement 
with the stuclent(s). 

i予什{,;・,mに上るマン・マシン・インタフ」ースにWlする各

Hd支WI'に／几ヽ てilttttずる tず統叶的名噂附モテルや統叶的,i"
晶モデル左ど）,~/贔的な技術に／八ヽて述べ，さらに連続 i予凸

忍蔽技i+I', (『山対請処刑技/,I、J":ii;!})概咬如溝義十る，
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l1f教授

安 逹義也

汁［教校

/ Jヽ 池 Jill柑

教授

;Jヽ ，島此）ミ

教1受
近 Ii暴 和弘

教校

/ Jヽ 坂竹）ミ



授党科 II名

欠11,m 』|、1『ヤIJ~寺論
Advanced Intelligent 
Informatics 

柏恨通j,j・ネットリーク特,t(i~

Information and 
Commu111cat1on Networks 

少父 J11!·l8•f.lH、'i',/倫
Special Lecture on 
Mathematical Information 
Processing 

複雑系年、『論

Complex Systems 

），ぷ）IJ少父Jill1・.,; だ
Applied Mathematical 
Engineering 

,l心 I・ り~,: :, しJIJ!,l倫牛'「1itt11

Advanced Computational 
Complexity 

;1口~—l>••••• 1はし／れ□i?, I j~;:i口：
ム研究の終、！りが宜，，-され， こiしからのゲーム AI研究の舞

frl~tl#'i作べJホーカーのような不完令I青恨ゲームに移って
し＼るこの授叢では，不完令伯恨コミュニケーションゲー

ム「汝は人狼左りや？」をフレイ十る人［知能エージェン

トを切材にして，ポ完仝柏恨ゲーム Al実現0)り罹しさおJこ
び実現するための「払に/)し¥'(繭ずる，

OSI参附モデル，＇「 Cl'/1l'参！附モデルを例にネット 1教扱

ワークフ ll トコルの，［［細に')し ,・c.Hli義する） tた， LJ¥ N, 小 illIリjJこ
インターネット，無線ネットリーク，アト‘ホックネットワ

ークなどで最近研究されてしヽるプロトコル技術に')し、て

も紹介する，

目然現象及び r.学的現象を出述する微柏分）it閏式系を，放 教授

値的に解く「オ人を祠じる〕牛かに，ゲージポ定性を保{{した 神 谷 杓

マックスウ rル）j程」，いU)lillf散化y};として辺＇梃ぶ介限要素

怯を紹介し，非詞次柏円刑燒界値11¥l題の雌散化¥人として，

双対相反仏，多い'II!又怯を苫寮する 0

柏恨を統叶物刑}:的「払に Jこり捉え刊(し，物Jlj!• 化学• 生 NI教授

物系U).7fthらず社公科学系で観空される様々な創発現象 Ill 叶l 敦

や，「I己糾舟蔽化現象を定I生的に虚明することを試かる u J 
た，そ;lLを）,l; にした集団協謁学iけの l心．学的），ぷ川を論ずる（）

現象の本質を放学的に叫述した放Jlj!モデルの解析怯や，実 州教授

社公で放則 L学がど.(})」、うに使われてしヽるかとしヽった応 久保111 繁

川例を学習することを辿じて，複雑な現象の仝（本を放刑的
に捉える能力を身に')()る。牛、りに，力学系の分岐j刑面に/)

し \·(l沿述し，平衡点， 1 古）定、•'.、,:, J古］期板動とし、った牡徴的な

f(j『リ）収!:'員と (i{1、 Ill『J ク｝附川こ ✓)し \'(lサ［明する O t jこ， 1浪々 ftJI, 
線形最適化¥人とその面川巾例に ✓)しヽても砂li叶 lする 0

本講義でIt,チューリング機械や論Jlj!j1111/各笠， ）うめ規定さ 准教校

オした油灼処Jlj!を糾合せて柏報処則を実現するm々 左叶信［ 内澤 ,, 玲
モデ、］レに/)し,・c講義する｝特に，これらの叶信tモテルに上

って効辛よく 1Vr州の叶信tが実現できる間題の・It.質や，各叶

賃［モデルの相対的なWlわりに')し,・c, 各叶條モデル(/)叶靡

1m J; o)糾し点I）、ら論ずる

統叶的機械学粁牡高 い/i'i義では，現代叩Jデータサイエンスの恨幹技伸fO)・")で '.~(; 教校

Statistical Machine ある統壮的機械学習の）よ礎と 1j1馴、`しヽ）ぷ）llに／八ヽて嘩ずる） 女 Illぶ樹

I .earn mg 
~ 

紺じ，汁的機械学習の叫亥的モデルである /i'(lt本的グラフィカ

ルモテル（ベイジアンネットリーク，マルコフネットワー

クり『）に')し、て深く Jlj!解し，そ0)具（本的左｝ぷ川課粕（コン

ヒコータビジ J ンぐり）への適川を迎して統叶的機械因I,}と

現代の伯恨科予におIJる課題と 0)')1hがりを

センシングシステム4、'j:,i(it コンヒ :1.ータに l、る (,¥I}処刑を中枠としたセンシングシ 教拉

Advanced Sensor ステムの設，ii-・「怯に/)し、・c,co逆間切解W,G2)ノヽ ードウ L Ill村安茅

Informatics 了0),没叶，旦l） ソフトウ L アリ叶，Iii'成の:)/)の観，((で予ぶ，

放,-;::的・ 1支f州的左背屎に1けJ-J・る講義の後，(□附皮や',じ磁；皮
を川しヽて樹像システムなどの具（本例に/)し、て文献凋ftと

砥flを1Jう）
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授業科ll名 授業科日の内容 担況教員

非破壊検査システム特繭 非破壊検奔は光や磁氣もしくは竹波などを利川して人1廿l 准教授

Non-destructive や構造物の欠陥等のi奥査を行う技術である。本溝義科日で 柳田裕降
Inspection System は， ti囀舟波を川いた非破壊検査の技術およびシステムの概

要をj唱解するとともに実川されているに妙処刑技伸rや11hf

像処則）j、法を把脚する（〕

,tl・iJ!IJ・I、打ヤIHif;/扉｝ さ主ざ主な分野における叶測に刊lし， ・I打恨論的ふ面を1!' 教授

Advanced Instrumentation う。』l青ヤIHll/本と朴Iii:什:J廿，且H;t倫(1111rfl杓1、生と1'屈flH ,1 l・il!IJ /;tと"O) 'V: tj1 克雄
Informatics ）山本的検討を釘うとともに，イ.;11J視1廿報の11J視化やインテ

リジェント叶測，ネットワーク4、'i'''、生測定のように間接的下

段を多川せざるを得なしヽ状況などにづしヽても面ずる，」

匁I'此柏報処刑慨誨 本溝義では，人間の知就における柏恨処刑フロセスに1月 教授

Information Processing し，人力である生Jfj!的メカニズムから O)q、ld'l:,最終的な I I l 1J、]泰杜l
of Human Perception 認知へと栢る）悩内での処則メカニズム主で順を追って取

り扱し¥ II頃牧々が無認識に利川してしヽる知就lli報を則解

することを目的に，その）,(; 礎に')いて講義を釘う 0

脳機能汁測論 人間 1-,-;,:や臨床診断で広く川いらオしている脳機能叶測機 准教授

Measurement o「Brain 悩をしヽ＜つか取り l.げ，それら O),汁測｝片け用のみならず，取 深見忠リIJ
Functions 乳｝テ‘ヽータのい砂• 11l1j像解析 f:11く，解析結果の解釈に令る主

でを，溝義する。 J::jこ，）よ礎および），ぷ） Fl研究の最祈動 1i',J に~)

いても紹介する。

ぷぶ知!11!り，屈叶叱的ヒューマン )¥IJ, 忍知フロセスや感111:的‘仏則に無、紅晶に従し心がら， i韮 教授

インタフェーヌ 具や機械を慇じ，メンタルモデルとして解釈し，平I)断して 野本弘平

Cognitive and KANSEI 釘動している。これらの，忍知と感性，および経験を経て形
Human Interface 成される1培黙知などを科学的に明らかにするとともにヒ

ューマンインタフェースヘの応川に/)いて学ぶ

I 介i'i'Uf~,ll·1ら店 4、'i',i倫i iii年，疫素分内1]を必疫としなしヽ祈たな数i直解仏（メッシュ 附教授

Special Lecture on High レス怯）が数多く提峯され，屯磁界解析，構沿解析，超伝 齋 I怜 歩
Performance Computing 導 r.学りt(})分野で素II訂らししヽ成果が得られてしヽる。本講義

では，炭界咽メッシコレス怯及び領域刈リメッシュレス怯と

してそ;ILぞれ塙界節点法及び Elc'mc'n L-Frい(、 Gal()rkin法を

解，砂［する 0

rH-闘機アーキテクチャ特論 叶靡機の構成と各構成疫ぷの働きを概祝し，現在の壮賃［機 助 教

Computer Architecture の似汁生能化 (})),~IJ翡となる「：怯であるハイフライン処JI!!, キ 多川 l・ 兵衛

ャッシュメモリおよび並列処刑につし¥-c溝義するり主た，

i:'か性能，；I・t):機を実現する I・.での課題および最糾の技術動

向に/)いて解説する 0
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機械システム工学専攻 授業科目及び単位数

甲‘‘’． 開講期及び週時間数

授業科目名 位 3 0年度 3 1年度 3 2年度 担当教員 備考
数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大変形非弾性力学 2 2 黒田 充紀

スマートマテリアルの構造 ・変形 ・機能 2 2 村・澤 剛

知的流体情報学 2 2 李鹿 輝

流休利学特論 2 2 篠田 昌久

機能情報計祖lj制御特論 2 2 秋 山 孝夫

熱と物質移動のシミュレーション技怯 2 2 中西 為雄

燃焼科学特論 2 2 奥山 正明

販動制御工学 2 2 小沢田 正

フラクチャ・コン トロール 2 2 飯塚 博

Nu111e11cal Methods for Analysis 
o「DynamicStability P1oble111s 2 2 Langthjem 

計算材料科学射i'論 2 2 上原 拓也

応用熱流休工学特論 2 2 鹿野 ー・良["I

ロボッ ト応用工学竹諭 2 2 水戸部 和久

空間リ ンク機1情設計時論 2 2 酎後 淳

知的CA Oシステム論 2 2 大Ill「 竜哉

知能ロボティクス特諭 2 2 妻木 勇一

先端ソフ ト＆ウェッ ト材料特諭 2 2 古）II 丑火-: ), 1 し1-

マイクロナノ機械工学 2 2 峯田 -H '士'・

エコデザイン論 2 2 姐藤 康雄

磁気熱流体工学 2 2 赤松 正人

光集梢センシング特論 2 2 西山 宏昭

工業材料加工技術4守論 2 2 、’n~ —＇一I• 謹

気液二相流特論 2 2 雑 田 寿典

機械 システム工学研究計画

゜機械システム工学特別計画研究 2 

機械 システム＿［学特別教育研修

゜機械システム_Iこ学特別旅習 B

゜機械システム工学閥別実験 B 4 

（注） 3 1年度及び 32年度の「開請期及び辿時間数」は， 3 0年度に倣うものとする。
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機械システム工学専攻 授業科目の内容

授業科 ll名

人疫形JH帷性））学

Mechanics of Large 
Inelastic Deformations 

スマートマテリアルの

構迅・変形・機能

Structure, Deformation 
and function o「Smart
Materials 

久11(1りind本,,、11iヤfV;だ
Smart Fluids 
Informatics 

流休｛斗＇、；た tS,1111h
Advanced Fluid 
Science 

1幾能·I、 111 ヤIU!-iJ!lj;HIJ 征II~、'i',i命
Functional and 
Biomcchanical 
Information Engineering 

熱と物質移動の

シミュレーシ :lン技怯

Numerical Methods of 
l―!cat and Mass Transfer 

燃焼｛斗'、iと4、り論
Advanced course of 
combustion science 

札〈いJrl;ljj叶ILヽ'/:

Engineering Dynamics 
and Control 

授業科 11の内容

cll'l惰『I(叩刊，枯，)l"i'U的に人きな化形をい十る物質の）J I教ロヽ'i教員

亨：的予動のモデル化に✓:)し \'(,j倫じる）具体的な材料として 黒 Ill充紀

は，車結晶金属多結晶金]{I¥, アモルファスホリマーを対

象と十るテンソル代放を）llし＼た厳密なモデル化をぷし，

さらにそAしらの放l直シミュレーション技怯への導人）j怯

を講義する

形状晶伯合金， /1:',じぷ r-とし‘った槻能・I'!:材料は，材r卜が持

つ微視的な構砧により，その変形・槻能を大きく疫化させ

るう本講義では， 1,1;J休材料-0)なかでも間にユニークな刊質

を持つ機能I・'!:材料に；［しれを紋り， こjしら材料/})微視構沿と

I i: 視的にlj:_じる疫形・機能牡、1生の札111:WJ係にIY-,Jして叶＇細に

述べるり ［た，マクローメゾレベルで構造を作り出十こと

で，飛趾＇的にその収卜能を改； Ifすることができる技衛をしヽ＜

')か紹介してしヽ ＜い

流体のあらゆる(,j・I}, i1/'(11l・.11hj像，動phj像！、かの1j1に1;.Ji!Liこ1「,L
流現象の本質を11、'i'llll―空間ーースケールにおしヽてJillll¥する

知的1礼恨処則技術として， ウ，ーーブレット［（1『111J支f州，知的

rrJ視化技術，：l'i'i (-phi像流辿測庄技術 (PIV) を講義十る。

さらに，その最近の応川成果と動向に')し,・c論じる｝知的

柏恨処則はあらゆる分野に応）llでぎ，次 111:(1::1こ期竹される

最糾の技術である

If「教餃
村上澤

教授

1,: 鹿

流体力学Ii, 古肌的な科学升H』罰）• ✓)であるが，叩I'· も， 111教授

[11i]lj 

輝

コン l:::'':・1.~ ータを）llし、た放iii'(,ii信tの発辻に伴って， JI線形）） 篠川／＼久

学分野のソリトン，カオス，フラクタルの上うな祈ししヽ概

念、リ），涎生にもWlJ>り続（「てし、る本，，/i'i義で(t, その上うな

流体科学の近年の成果を概況ナるとともに，最虹のトヒッ

クスに')いても紹介するり

!): 休の細胞，組織， II蔵悩， (li;J(本各レベルの機械的な恨1i仔h'l 111教扱

恨叫由出，叶測，制御とこれらを利）llした小休センシング 秋山名 ）ミ

システムの構築，さらにその杯川センシングヘの応）!lにぐ）

いて溝義するり

コンヒュータに Jこる熱と物質移動のシミュレーシ）ン技 11「教校
仏を， 1'1然対流・強制対流熱伝達，移流・拡散をfl'う物質 ljl 1/Lj為雄

移動，氣if文．．．相流， !r1;)氣 ・.rn流，然発と化学反応を（平う流

Aしなどの間題に応川する）j翫面に／八ヽて，溝ずる｝

lつllも合/JI,r,y昆介火災にお IJる化平反応機構．や火災構・迅 眉教長

解明のための各frfi,)1-測法や放/11'UI・賃i:n人に~)し、て［（1『砂l,J- リ:I:Ill 1F Iリj

る，さら(、::., 仕々な燃燒促進仇構や燃焼混合''rらなど‘｛こIYl寸―

る最祈の請閻に／几ヽても高ずる｛

目然界から人 r構迅物にtで及ふ，多仲多+l<バ板動現象の 教長

忙甘／札と F1『1)1;仏に爪ヽ-c広く慨観十る 1予的）ぷ川として， 小沢川 11: 
こhらのヒエゾアクチュ 1こーータなどに上る制賑・：l,IJ御・ア

クティブ利川に／）し、て論ずる 入らに， 4体軟糾織体のダ

イナミクス及ぴ動）J掌的物ltf直に』し）＜：）内＇菱診断 1人お lこ
び11『U1『l'i:化{人に／八ヽて，溝i'~-,J- る（
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~?c,:cc□□／トローレ 1:f〗イフ："J: □／竺□／三/{!~~c~〗~ifi;I ::i~ 教:~
いて製作される部材における破壊進展のコントロールとそ

の評価法につしヽて繭じる。

Numerical Methods for 

Analysis of Dynamic 

Stability Problems 

ill-り店材料科学特誨

Advanced Computational 

Materials Science 

J,L:J IJ烈＼り命（本 l→ ~'/:1、1i'Ii命

Advanced Thermal and 

Fluid Engineering 

ロボット応）ll c;::q、ヤ論
Advanced Robotic 

Systems 

The course aims at giving a solid understanding of the 准教授

most important methods used in numerical solutions of Mikael A・ 

engineering problems, with focus on dynamic stability of LANGTHJEM 

structures and fluid-structure interaction problems. 

L学製品の間発・設，汁過程においては， ,n闘機シミュレー 教授

ションがイ:_:11J欠となってしヽるが，材料そのもののもつ牛、1j,,1生 1-. J爪 拓也

や力学冷動につしヽても， ;;I仰機シミュレーションによって

J'測・謹価することができる。例えば，分 f動力乍法では，

肱(fl古］々に対して，迎動）j程式を，記述し，それを放値的に

解くことによって}Jド(-0) ill{動を追跡し，その結果から様々

な牛、Ji''性が導かれる。このように，）};((0)構迅，結晶構造，

転位．，欠陥，相変態などの微視的・材料科学的な則誨に）よ

づき，叶仰機シミュレーションを行うことによってIi: 視的

な材料のか、'H化を臼JliJ,評価する「法が，H-'t店材料科学である 0

本溝義では，分（動力学怯のほか，モンテカルロ怯，セル

オートマトン怯，フェーズフィールド法など， l汲々な r、法
の月！論，特徴，アルゴリズム等に／八ヽて，溝義するとともに，

最・先端の丈川例を紹介する 0

発熱する機械や屯(-機悩且，その付：．能向 Lと小川j化によっ 准教授

て叩立面積あたりの発熱械が大きくなり冷却のための熱設 鹿野 ・郎

叶が必吸イ~11]' 欠となってし、八冷却のための冷媒には氣休，

液休などがあり，冷l;IJ法としては1・1111対流熱伝達，強制対

流熱伝達，沸謄熱伝達など様々である u 最近では，流（本に

機能刊：．を持たせることで流休抵抗や熱伝逹などの諮特・l・1l:を

飛躍的に向 I:出来ることが知られてしヽる 0 主た，近年のマ

イク rz}Jll J: 技f村の進）wにより，マイクロ・ナノスケールの

熱流休現象の研究が盛んに1月＇）才してしヽ る。本講義で (;t, 熱

や流れの特寸生にIY,Jする）山本的な現象を況明するとともに，

機能ヤトをイ［する流（本のマイクロ・ナノスケールの熱流休現

象について体系的に解，；5lする。流体の機能刊：を発現させる

ための流休））には， iじ氣泳動）），屯気流休））学，静',じ）UJ, 

そしてエレクトロウェッティングなどがあり，マイクロ・

ナノスケールの流動現象を I'.学機悩に応J廿するためにはこ

れらの）よ本的現象を刑解する必要がある。主た，機能I生流

体の4か性を応川した流休デバイスなどの間発の現状に')し‘

て概，，兒すなさらに，平導体技術分野であるエッチングや

スハッタリングなどの微細}JI!1・. 技術を熱流体［学に適応し

たマイクロ・ナノスケールの熱流体現象につしヽて深く学ぶ，

以卜の熱流休 I'.学に閃する）iし礎的な講義の後，熱や流れを

応川した熱流体機器などの具（本例について文献調杏と屈習

を1J'う。

マニヒュレータの機構と班動特『I:,)J制御，糾ヽ'/システ 教授

ムと作業のコンプライアンス，挿人・はめ合い作業，多 水）噌I¥和久

指グリッパと把iれ動作， ロボット川センサ，バリ取りイF
菜，及び各種ロボット），ぷ川システムにWlする先端的札梃

技術分野をトヒック的に取り I・.げ溝義する 0
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授業科目名 授業科 HO>内容

窄間リンク機構設計•特論 ロボットや笠速網手，白動f¥(J廿巾輪懸架機構は空廿廿リンク

Advaneed Design of 機構に分類され，剛体案内や動力の伝逹をいう機構として II行後 泣

Spatial Link i ; 没叶される,,'l勺{ifリンク機構に分拍される機構であって

Mechanism iも，実際に製作する場合には，その構成要ぷが11,J・ 平:1f1i1-. 
に(l在することは稀であり，車附喜のガタを考慮するなら

は，その構成疫ぷは布間迎動をりうことになり，厳密には

空間リンク機構としての解析丁才人が必要．となる 叫向的に

目由度が（［在しても実院に汁＇｝らかな迎動を利 l成十るため

には機構の構成部品を介しての力の伝達ぐりを愉詞しなけ

れノげならなし、〔，この分野は， ri.'i渭渡な）Jll l技術0)'皮求0)ri':j 

上りとともに，その疫求度が増している'空間1)、］で(})リン

クの匝動の表記法を紹介し，部品形状のも ✓')誤応が，機構
0) Jill動にりえる影罰や槻構0)))Ai}の伝叩1-'i'・I、1I:o> ,;、F価）j; 仏

に ✓)しヽて解詠［する。

知的CADシステム高 機械，梵,n11¥J四について考空し，機械晶；l・ll¥l加の特徴を抽出 111教位

Intelligent CAD System 1する．）次しヽで，人間の知識を柏極的に利用する知識 L学の 大町紅哉

t↓J也カヽら， 1没，Jj、lliliTuO)KりU;f人， 久11,i低0)和JJllJ;'1l;, ,l化，叶を

白動化するシステムの構築）jy人に ✓')しヽて解虚し，知的加没

システムIJM発の課題につしヽて講義する。

知能 riボティクス牛、Jj,論 ri ボットの知能化を苫える場合，人間と O)m)~> りを熟応す 教授

Advanced ln!elligenl る必疫がある，すなわち，人間—・ロボット系におし\'(, シ 九木リ，｝

先端ソフト＆ウ」ット

材fl・特'1i倫

Aclvaneecl Soft and Wet 

Materials 

マイクロナノ機械 r,'; だ

Miero Nano Mechanicak 

Engineering 

ェコテサイン論

Environmental Conscious 

Design and Manufacturing 

ステムの最大のハフォーマンスを,JIき出すために，人間と

llボットの役'iliiJ分担がどうあるべさかを考えなくて｛［なら

なし、。この上う左考えI・［ロボットに限らず，航咽機や）爪(-

力発屯所などの機械システムにおしヽても屑梃である，，本講

義では，シェアドコントロールやスーハーバイザリーコン

トリールとしヽった，テレロボティクスの中で発殷してきた

知能化のための設叶息想にづし＼て謹述する，う :tiこ，これら

の設け息想が様々な機械システムにおしヽても活川されてし‘

ることをぷし， ヒューマンインタフ :r.-ースと「1動化の設叶

繭を諭じる 0

われわれの身体を構成する生休糾織は， 60~8 0%もの 教校

多りしの水を合九左がら， 丈）ミで（恐れた）J学機1iヒと似i次の生 古川芙）〖
休機能を[1i]ll、りに実現してしヽる究極のソフト＆ウ！ット材料

であな生休組織にから」しる複合構造やWi『Ji;小j・I卜を位倣する

ことで実現される，先端的なソフト＆ウ L ット材料の研究

間発に[)f,jする現状と今後の展間に／八ヽて解，1化［する D

MEMS (Micro Electro Mechanical Systems)センサ，アク I又
教戸

チュエータ，マイクロ・ナノロボティクス，およびこ」しら 字 Ill l1i 

の』［盤となるマイクロ・ナノメカニカル機構の設計論と微

糾!}JllI: フロ 1セス 1、ご／几ヽ て講義するい

製品間発の仝ての段附 (JJド料の謁達から，モノの製造・販 教校

化・使）llを経て内賓加化。廃棄処刑に全＾るtでの過捏）で 虹麻康雄

環境を配応し，製品のライフサイクルを油じての環炭影粋

を最小限に抑えるための製品設叶にづし \'(ffj『砂~,J·る 環炭

と製品，没，汁を複雑すぎなしヽ）j法で結び/)I)るためのアフ

ローチとして， l D D 7年に[q迎環燒叶11hj (U N E I') が

廿甘!I{じした (I) 月紬 11f能左発展， (2) クリーナーフロ

I ダクション，および (::l) ライフサイクルアフローチに✓)

jいて高じるい

--131 



授叢科目名

枷文久改M面（本 I'.';を
Magnetothermal Fluid 
Engineering 

光集机センシング特論

Integrated phtonic 
Sensing 

L業材料）Jll 1・. 技伸iii、'i',itth

Advanced Processing 
Technologies of 
Engineering Materials 

伝熱 1:学を),し礎とした悩場による熱対流制御に1・梵lする，溝 教授

義をいう 具体的には，閉じた系お上びIJHし、た系における 赤松 rl~ 人

iじ気伝導性，，「，；『磁性，そして）又Ii忍・IJ:O)/磁気熱流（本に対寸る

流動特刊．や熱伝．逹牛、『性をflj『明ナるためのJi(礎力・j''/式，そし

てエネルギー）j程;¥の打出）j仏に→ しヽて ,j胤義十る）

次に， これらのJよ礎）j程式をもとに放/11'(シミュレーシ」ン

を1Jうための放f11'(p町）i叫こ／八ヽて溝髯）ーる 放仙鮒析］人と

して， Jよ礎）j『いい）無次;c化，イ［限）「分仏，対；而川・粘『I:
J直・熱伝・；打瑣・）I: カ瑣の取扱し、，そして nJ視化技法につし‘

て，溝；•~,)ーる, tた，伝熱 1:,;::の古肌間題である

Rayleigh-Benard間題とRayleigh-Benard条件 I"における

磁氣熱対流間題を迎してfl!¥鮒を深める

虹什:_の微細}JI!I . j支f村の進展に('I'し、，材料表面に形成した微細 川教授

構造に上る様々な加M1a11が11J能となってきた。こオしら(})f-, 法 1/Lj 山宏 11(1

け，微小喉間に光こ1ニネルキーを）1: 縮し得る］こめ，紹似i憾）及光

センシングや， DNAなどのナノマニヒュレーシ」ンヘの応

川が進めらオしてし、八本，Hl1義では， 1:1ホティクスやハイオ，

エネルギー分野への応月］が進めら4してしヽ る，本講義では， ¥1

ボティクスやバイオ，エネルギー分野への），ぶ川を念叫に，こ

れら光操竹のJ,(盤となる加皮糾合1/(i≫Ol概疫を述べると f'I'に，
微小空間での光センシング／マニヒュレーシ！ン）泉罪に1月

しCd1;,;じる〕上に，微廂Ill構迅形成に必阪なリソグラノイや最

先端のレーザーフロセッシングに上る：｝次｝じ構造化技伸i'ナ

ノインフリントソ 11セスに上るその情賄化に/)し‘ても紹介

するり

人;ifjO)附史 I・.,祈たなぶ材や材料の競場は， i>id>it.の生/,½j 助教
に人きな変化をもたらしてきにたとえ(J, 青銅悩や鉄悩の 宜 J革

牧場に上り，そ」し上でのイ］堺に小［いてし、！こ4話が疫した， 9

近年で(J,フラスチック，ゴム，セラミックなどの競場にJこ
り， 私たちの4話 ilkきく 1ンに怒！）りしに

さらに， 1立州でIt, .tり強し＼合金や，軽くて強しヽ炭素繊糾，

占色発）〖ダイオード，リチウムイオン·,じ池，ネオジム磁ィiな

ど， さ［ざtな祈材料にlこって祈たな l・．業製品が生7fださ

Jし，利、たちの4話 (:t上り使利に上り快適になってき

材料から製品を製沿するにIt,必要な形状に）JI! Iする）Jll「技

附が非‘ぶ＇に屯疫である 伝統的に切削，鋳氾，圧延，押出，

射出，密着＾，溶抜左どの）JI! r. 技術があるが，「“もの✓5 くり”
における品命を起こナ」と主で，;・われてしヽ る：3 ])フリンティ

ング技術も倣異的なスヒードで進化してし、る）

I. 業材料としては金）1Ji1材r,-.1i:i分(材料と復合材料を取り I・.
If, 伝統的な）JI! I技術から最先端の ;3])フリンプイング技術

tで， }JI!IJ支f,j:fのI!い史，現状と今後の展間お上びその）息月］に！

／几、-c,1//i義十る
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授業科•日名 校業科日の内容 担‘り教員
．． ． ー・ ． ． ． ． ． ．． ．． ． ． ． ....... 

気 液川1流特識 物質の復放の相が混さり合った流れは混相流と呼ばil,(I然噌教授
Bubble Dynamics and 現象としては降I車］や降‘り現象， 1業的には扮休輸送，氣泡培， 悩 Ill)fa肌

Engmeermg ィンクジェットなどをはじめとして＾般にも広く見られる

流れである 特に，氣休―i/!;z休が混じった流れである氣｛夜・_i 

川流は，ボイラー・熱交換悩などのエネルギー機料や，エン＇

ジンなどの内燃機l>'・lをはじめ1j1闊広く）ぷ川され， l業的にも枷

めて札及な流れである その反111i,叫廿流や他の川噂 (I古l

氣・_相流や1古］液才廿流）と It異なり，流オLの構迅(i:枷めて複

雑で取り扱しヽが難しし、。例えば，氣｛夜・_相流を考える際に最

も）1し本となるりt. リ）氣泡でも，氣I夜界面の}.,;所変形・界面の

滑＇り・膨叫収縮 .;,,_u本の（容角伸など， 1古］（本fi'i{-や改滴の場合(、..._

はほとんど無視できる 'll象を考應する必嬰があり，史に多く

(})気泡が介(1:する場合の流hに/)し‘て(t,流動様式のハター

ンマッチングとモデル化が［疫となってくる）

本，溝義で(tこの氣II文; ・. 相油の）山本的な・J;瑣（）よ礎.r¥:・ハラメ

ータなど）に信ヽて，叫廿流や1古］気 -.+11流や1古li夜・_相流との

, JI! 似性・札1迎、,:,(を助tえながら説明するとともに，実際の応

川巾例としてマイクロバブル左どを中心とした最祈の応JI]

研究'll例に／几ヽても取り I:→ (Jゞ ながらfiJ『砂iする0
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ものづくり技術経営学専攻 (MOT専攻）

カリキュラム
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ものづくり技術経営学専攻 授業科目及び単位数

車 闊l溝期及び辿ll『Ill]放

授業科• 日名 イ立 :3 0 {・ド度 :3 1年度 :3 2年疫 担胄教員 備ぢ
放 IJ!f期 後期 1lii期 後期 前期 後期

靡f'i:f;. ~ 亨且j!L'、ド牛、1J'Ii命 2 2 / J、野，野III 央!!・,0,/j11J . 

イノベーション牛、『論 2 2 Ill lj―l 央H・語a11]・

成に企業閥論 2 2 11!'11 芙語.11f 

市場分析牛、加；倫 2 2 ;Jヽ野 芙諮 11[

政策モデル4守論 2 2 阻J'111, I介i澤

1、オ中H狙）鯰＇］を牛、1i'1il!TT 2 2 飯塚

食品成分制御4評論 2 2 野Ill 央".語 11]. 

｝危‘‘乳連携附i論 2 2 / Jヽ野

地域技伸iビジョン油判 B 11 

ものづ‘くり技術4か別梱習 B （） 

もの✓:5ヽ くり技伸i経‘料；学研究，;j・phj （） 

i)OV5くり」支伸惰怜‘料；予：特別J,;l-11hHiJF究 2 

もov5くり技術経'/玲＇］靖、『別教 if1i)f修 （） 

UJJ :3 I年度及び :i2什・度の「IJM,溝期及び削1月間放」 It, :i 0年度に倣うものとする）

--J3(i 



ものづくり技術経営学専攻 授業科目の内容

投叢科 11名 授業科 11の内容 担,11教員

糸f:'直；• I汎=r用l.、'/:年、j「rl倫 ものづくり企業の経＇，沿＇；を 1Jう卜.で必疫となるマネージメ 教授

Management and ント，経‘料；戦略， リーータ` ーシッフ倫， 人・ji:竹叫 リスク管； / j、野沿、：ピ

Administration 月！ぐりに1月して，その）j社論や実践に刊lする研究を・1Jう 准教長
Engineering 

川fIll Ir.I? 1 i 

イノベーシ：lン4、'i'諭 企皇にとっての I-ド＇貶な活動 II的はl1Mi客の削氾である 将来 教校

Innovation Management の/il¥!i客の削沿にイノベーシコンは欠かせず， t 'I介iし、flj 1111!1 I湯・郎

益半を維持するためにもイノベーシコンは 1f(I疫である）こ

こで(l:, イノベーシ！ン（)）槻公発見{l;と，イノベーション

0)ための礼想社、ならびに発想y人を探求する，

成に企業~'『高 成に企業の叫人］を1リlらかにナるため，その成にしてしヽ＜過 教校

Case Study o「Growing 位での，企業1J、J,『I¥, 外祁の経料；リソースの話JI]「:y).;に l~,Jす 川ljl I湯一郎
Companies る成に企業実例を）山にして教行・研究を1Jう

rli場分析牛、『高 技術シーズからの祈商品IJH発や，既(r:商品の価｛直を閥める 教授

Marketing Analysis ためにも， 11W客の価f直観や真(/)欲求を把脚することが 1れ＇貶 / Jヽ肛f沿屯

で あ な 価 値 訓 成(}))j翫面を 'll例分折ぐかを），しに考空十る）

政策モテル,1、『高 地域における企集や糾織が ・f本とな→て，地域の発）足に向 11(教授

11111ovat1011 -I」o.. llcy (jに取糾が各地で）民間さiじ（し、／‘、） -ぐlLらの施策を，地域 阻）ヽ: 111 Itり(J

のリソース /Jヽ ら戦略的マネージメントとして実イ］十る「： 助教

y}; に ✓)し、て研究するり 1,;:; i'燃 1!1'f5_

1:,J・fl・1J狽）化,;だか、1i',i倫 もの ✓ 5 くりにが 11[ 欠な材料選定仏や耐久,1·'1:ilf 価 y)/'.りの）『 教授

Advanced Strength and 、]を化）「'・Y人にこl¥(.Jする），し本的な凰点と，その分野におIJ-る現在 飯塚 1w: 
Fracture o「Materials (}) 11支りし闘益 TWiこ')し¥-c溝義する。

食品成分制御牛、1「ritttt 襄品には， ·.• )¥・,木"'・且、{,： 7J(ミ'， ミネラル， ビタミン，機餌l'i:成分 111教校

Control of Food Aかが含ULる，こJLらの）JI! I . 食心hに合ULるl,UJ/;'.}げ（．物）阜 肛fIll IW 1「
Composition 料の生介条件， )JllIソロセスに上り大さく疫動する，）しか

しながら， }JI!,-. フロセスにおし、て厳密な成分訊）釘n手IU~t コ

スト的にも [A寸難である，そこで， (l.i;j々 の）Jll I: フロセスの栄

礼成分ぐりの変動要 1人l お上び疫動を抑えるための「：怯に~)

し、て教if• 研究を1Jうり

肖、信連携牡論 オーソンモデルに上るイノベーシ 1 ン発現フ I1セスの＇菱 教授

Advnnced Lecture of 化を ータや')翡祭の 'll例から多面的に1四鼠「る，それらを 1)、野沿 ヤ

Industry-Academia 防主えて、オーソンイノベーシコンを f1]i•t'J'に実現ナるため
Collaboration の）j喜両及ぴ糾織面を高じる， lii]II、りに,;tと学との連j況左ど，
Management イノベーシ 1 ン発現のための具（本的ソ¥1セスのイ［効7'.i:::怜

則話川）;'tl; を研究する
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皿 博士課程教育リーディングプログラム

「フロンティア有機材料システム創成

フレックス大学院」コース

（博士課程 5年一貫コース）
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1 . フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院の特色と教育目標

1 -1 背景と特色

「l県l:課程教育リーディングプログラム」は，ー（経秀な学生を産学＇宜にわたりグローバルに活躍するリ

ーダーヘと導くため，所・学・『¥'0)参両を得つつ， f,り門分野の枠を超えてl専十課程前期・後期→貫した

大学院教行を実践する，祈ししヽ）＜掌院の形成を推進する事業である Q

介機分（やホリマーといったイ［機材料は，数1・1ドにわたる牧が1叶じ導の研究展開によって條れた機能

の付りが11J能となり，介機'j噂休や介機発光素(-'イ［機太陽電池笠が次々と実現されるなど，従来なか

った屡，：0))J能材料へと成長しつ→ある 0 イ［機材料の特性を最大限に活）I]することで，環境に褐しく，フ

レキシブル、性に',,凶み，忙恨化n会で訴川される祈たな付）JI! 価値を打つシステムを創成することが1,r能と

なる。その実現には，イ［機材料分野に閃わる様々な物刑・化学• lj→ : 物学的現象を分「レベルのナノスケ

ールから糾織化されたマクロスケール主で11枠州を超えて深く］用解した卜で，複雑なシステムを目的にあ

わせて構築・制御する必要がある 0 そのため新たな学閉l釦域として「フロンティア有機材料システム」

分野を削出し，仝く祈規な発想からイ叶幾材料システムに1見lする「もの・システムつくり」を実現できる

L学的な能力をも"')人材など，本研究分野を多）j面から咋、:,JIすることのできる人材の行成が求められて

いる 0

本学はこれ主でに，グローバル化を認識し価｛直訓成に日mをおし、た実旧い教行におしヽ て此凡ヽ 成果を I・.げ
"')"')ある，）この取り糾7-fをさらに発展させるため，本‘ヽドの大督：院教介におしヽて，イ［機材料システム分野

に祈たな（訓直を訓成できる『創造I・'!:』と，本分野をグローバルに牽月できるグローバルリーダーとして

の『卜(~ゞ性』を合わせも"')人材介成を教育 111票に褐げることを特色とした， j¥りI:諜肛 5年一『［の「フロ

ンティア有機材料システム創成フレックス大学院」 （略称：フレックス大学院）コースがIJ廿設された0

1-2 教育目標

本コースは， 1危学宜にわたり活耀する以卜.の 2つの能力を兼ね{1iiiえた「フロンティア打機材料システ

ム分野If11J成に挑戦する「グnーバルリーダー」人材を行成する。

I 「フロンティア有機材料システム分野」創成に挑戦する創造性

「フロンティアイ［機材料システム分野」訓成に挑戦する創迅l生の修得のため，以ドの 2つの胄質を義

成する 0

I -1 有機材料工学を主とし，電気電子工学・システム工学の基盤知識を備えた高度な専門性

ぷ'tit,)よ礎から応川主で多岐にわたる学間お上び教行を）民間しており，介機材料や焚/i'1:o) IJ廿発から

システム設社に令る「人「lから出 11:!:: で」の広しヽ分野に対して，教if-11)「究を抑進してきたn その結果，

教行研究を 11指す「イ［機エレクトロニクス研究センター」，実川化閲発を II指す「イi機エレクト ¥:Iニク

スイノベーションセンター」，地球にやさししヽものづ‘くりの促進を 11指す「グリーンマテリアル成形）Jll 

［研究センター」など，これらの分野でill:界をリードする教育研究間発拠，点が構築さiしており，イi機材

料システム分野の仝学体制での教育，研究環燒が幣ってしヽる〔，本コースでは，しヽずれかにイ［機材料システ

ムを内攻するようにいり攻と副 1,lf攻の 2分野を選択，かづ，修得十ることにより，多岐にわたる分野の

凰識を縦横に駆使できる翡度な＼り1叶性を打つ人材，しヽわゆる TCJ刊人材を促成する。

I -2 科学的視点と経済的視点，ミクロな視点とマクロな視点などの複眼的思考力と価値創成実践力

博 I:諜杓教育では，リll叶知識を身に_,.--)ける教介・，研究に日恨がりりかれてきた＿〔） これからのクローバル

, t I会で活耀するためには，各 I―9り門分野の知識だけではなく，それらの周辺分野，および，経済や経党的

側面の知識も疫求される。本コースでは，これらの教介を通して 1'1ら祈しし汁訓直を利l成していくための

仙11直訓成実践力を兼j叶11/lえた人材を1逢成するり

- HI 



II 「グローバルリーダー」としての主体性

「グローバルリーダー」としての u本・I生の修得のため，以卜U)2_,-)の宜質を礼成する，〉

II -1 国際交渉に臨めるグローバル企画・コミュニケーションカ

経済のグローバル化が進五，材料・商品が ill:界レベルで流迎するようにバったJ少ー』(!:, ものづくりの多

Hz化，技術の闘度化が大きく進んでしヽる。これが市場競争の激化に拍中をかけ，商品の九':,別化，間梵の

スヒード化を追しヽ求める傾向が Ill:界レベルで進んでしヽる 0 このような中で， l吹準化はものづくりにおし‘

て1f(疫であり，フロンティアイ［機材料システム分野で［閃準化を勝ち取ること(})できるリーダーの育成が

求められてしヽる このためには，製品の企両力と，コミュニケーションfi~)J が必＇貶+11f欠である｝本フ

ログラムでは，これらの能力を兼れ備え， l票準化に必要+11f欠な尼別化・,(り付）Jll(11lif直化を念叫に，フロ

ンティアイ［機材料システム分野をIJH拓できるグローバルリーダーを義成する，9

JI -2 エネルギーや環境に対する高い問題意識と地球規模の福祉増進を目指す未来志向の使命感

2 1 Ill: 紀におしご，祈たな付加価1直を1、＼→システムを訓成し， Ji{,文化してしヽ＜ためには，地球環炭の

疫化やエネルギーなどのグ 11ーバルな間題を・,;;1;に刑解しながら，イノベーシ：lンを進めてしヽ ＜必＇梃があ

る そのため， 1ヽり1叶的な知識に加えて，エネルギーや環燒，地球規位でのr1i';祉増進を紅識した11(,fll般的な

知識をもった人材をi足成する，

1-3 コースの特色

・学業を呪励するための経済的文拉を受｛｝ることができるい

• J:1り攻・ /,¥ljリ［攻制度に上り， じ・副し ,-t;JL/J、0)Iヽり攻におしヽ て「イi機材料システム分野I{;, 修得するこ

とが求めらALる）
. hりI:』｛閏 5什'-貫ご1-スであり， 2年次修 (IIかにQE (Qualifying Examination : Iしり 1祉lH閏研究）,U晶
力試験）に合格することで 3年次に進級することができな

・:3 ~ 5什次に在学する学りが本コースを修(・;)・るに(:t, 各目の j:Iり攻でのj1,li1j論 文0)審査及び最終ぶ

験，お上び，本コース独l'IのEC E (Encl・of・Course Examination : フレックス人庁':II完修［試験）に

介格することが求められるいこのことにlこり，、研究）Jに加えて， i訓迅収1」と「 H本ヤl:1 0) 2 /)の能力

を獲得したことが保，，1Eされな
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2 履修方法

2-1 主専攻・副専攻

本コース学lj:_は，人学した研究科の「1ら1_i!r11r『「る内攻をl内攻とし，人コースした1卜度の 9月主でに

以卜]こ従し囁1)1,り攻を決応ナる，且!!r_,-;:: 研究科(})Iヽり攻を j.:1り攻とする,;::11心it,I削内攻としてイ［機材料シス

テム Iヽ り攻を選択し， じ専攻がイ叶蔑材料システム I,り攻の場介，副内攻はJlj!I→．学/i}f究科のしヽずれ1）、0)1り攻I）、

ら選択すること

有機材料システム研究科 理工学研究科

物質 バイオ 応用生命 電気 情報 機械
ものづくり

1・2年次 I
有機材料

I 化学 化学 システム 科学 システム
技術

システム専攻 経営学
工学専攻 工学専攻 工学専攻 工学専攻 専攻 工学専攻

専攻

QE (Qualifying Examination博士課程研究基礎力試験），進級

物質 機械
ものづくり

3・4・5 有機材料
I 化学 バイオ工学専攻 電子情報工学専攻 システム

技術
年次 システム専攻

工学専攻
経営学

工学専攻
専攻

EGE (End-of-Course Examination: フレックス大学院修了試験），学位審査

ケース1: 主専攻が有機材料システム専攻の場合，副専攻は理工学研究科の専攻から選択すること。
ケース2主専攻が理工学研究科のいずれかの専攻の場合副専攻は有機材料システム専攻を選択すること。

2-2 指導教員グループ

本コース学化には，人コースのI罰， i'HI: 後期』｛閏の学生と lii]fj~に投業科11の履修， jt,りI:督：｛立漏文のfl:
成ぐりの指尊のために， Hり攻の博 I:後期課『月11.ヽ1,教1l0) 11 Iから L指導教iiが,i:めらJLる）日廿尊教iiけ，

人コース什度の IOJ] J でに，学りの研究，；十両に），l~5 き，＼り I''! 分野が (~11\ らなし、上うに配應し， j: I, り攻・

副！、り攻を含め；3名以 I・.の指尊教iiグルーフを糾織するり

2-3 プログラム授業科目

【1~2年次】

授党科 IIには，各研究科の講義科・11, (イi機材料システム＼り攻は「＇、り 111]科・11J及び「グローバル・実

践科 11」)， 4か別油胄A及び牛，『別実験J¥ (もの／ー）、くり技仙経‘料；学リ｝攻 (fv!OT 1.'/攻）は「研究論文牡別油

督I) に加えて，本コース独日の価仙訓成キャリアデザイン科IIがある。

(I) 価111'({11J成こ¥'-ャリアデザイン科・II
1吹，；且科 II の履修に上り，将来価111'(削成グ n ーバルリーダーとして必疫+11f 欠/,~ 「!'Iら的え1l動す

る力」を身に✓)ける，｝

※ 以ドの加且に／ー）し、ては， 平成：3 ()り襄）＜予院刑］．学研究科_,•;::11:_使覧 (I'.'芹系）もしくは平成：3 0 

什:_度）ぐ;:院イ叶幾材判^ システムliJF究刊.';を生使覧の,1,ii亥j且IIに‘準じる＼

(2) I溝義科 II (イ(t炭材料システム内攻は「 I,りIIIJ科・IIJ 及び「グ r1ーノ＜ル・実此科II」)

(:3) 4かりlj(iiiflJ¥ 

(;[) 4、『別実験J¥(も0)バくり J支Hi経但；，、；だ 1ヽり攻 (Iv!0. 「＇り攻）は「 Ii)「究薗文特別油情」）
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【3-5年次】

授業科日は，各研究科の講義科日（イー［機材料システム且｝攻は「！れ門科 II」及び「グローバル・実践科

目」），特別狐習 B, 研究叶両，特別叶両研究，特別教育研修及び牛、/jc別実験 13 (MOT専攻は「地域技術

ビジョン油背 B」），及び本コース独白の価｛直訓成キャリアデザイン科目である 0

(I) 価｛直創成キャリアデザイン科日

椋叫科 IIの履修により，将・来価値飢成グローハルリーダーとして必虹イ;11f欠な「コミュニケーシ

ョン能力，研究能力」を身につける。

※ 以 1,・(})<J;: 瑣につしヽ ては， 平成：3 0年度大学院則 r.学研究科学り仙覧 cr学系）もしくは平成 :30 

ィト度大学11完イ［機材料システム研究科学Iじ使眈(})",a亥瑣 Hに準じる 0

(2) 溝義科日（イ・［機材料システム Iり攻は「 I、り門科• 日」及び 1グローバル・実此科Il」)

(:3) 4=、1rn1JtiiU-ンlB

(1}) 研究叶,,nj(フロホーザル） (5) 牛、『別叶・111Jj,{iJf究 (6) 特•別教育研修

(7) 特別実験 B (ものづくり技術経‘料；学＼り攻 (MOT1り攻）は「地域技術ビジョンi貨習 B」)

各内攻の授業科 II及び巾位放を，大掌院則 L学研究什I!J:. 使覧 (1・.7:系）および大学院イi機材料シ

ステム研究科学生使覧の所定の表にぷす0

講義科 11については， ・(fl¥を除き所），外の研究科を超えて !'I山に履修することができな

2-4 履修申告

(I) 人コース初年度 l学期に，キャリアデザインセミナーを必ず履修すること 0

(2) 学期始めにじ指導教員及びフロジ:1クト教員と相淡し，履修し上うとする授業科 IIを決定し，履

修登録の手続きを1i・ うこと。

(3) ;3~5 年次の履修にづしヽては， ：3年次の年度に配布される使覧に従しヽI¥りI:後期諜肛川の履修）川を

提出すること 0

2-5 履修基準

【1~2年次】

1~2 年次で必要な最低修得叫立数は，各リ｛攻科で定める平成：3 ()年度大学院則 r.学研究科学生使

覧 (r.学系）もしくは平成 ;30年度大学院イ［機材料システム研究科学lj:_使覧のIしり 1伯期諜1閏履修Ji¥準

表にぶさ 4した j~Iヽり攻で修「に必＇貶な :3 ()車,,,:以 I・.(ものづくり技附経党:;を1ヽり攻のとうげ <MITI¥/¥ 

lコースは， 40 lji(i'/以卜）に加え，価｛直創成キャリアデザイン科 11から/))4車｛立である。すなわち，

最低修得単位数は :34巾位（ものづ‘くり技附経)芯学リ［攻のとう（王 <IVIITR/¥1コースは， 44巾位）

である〔〕！ごだし，選択講義科 11として副内攻の講義科 11 (MiJ1, 肛攻がイ［槻材料システム刈［攻の場合は Iり

門科 11)から 4lji小＇［以卜を修得すること，［た， jこ［り攻以外の講義科目を介わせて， IO l闘＇［以 L0/i 
報科学＼り攻は 8巾位以し もの ✓5、くり技附経党掌＼り攻のとうほ <MITRI\! コースは 22甲小＇［以

ト）を屈修すること

※イ［機材料システム内攻を }:1,り攻とするコースりは， 「Ir、り攻1i胤氏科 IIとして修得か求められてしヽる

I 0爪位に.,,--)し¥・c,1i'械材料システム［り攻のグローバル')』げHI0)1ドから 4叩＼＇［以卜̂ を修得ナること。
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【3~5年次】

:3 - 5年次で必疫な最低修得車(i(放は， t:: j、り攻が刑r.学研究科のi#攻の場合，平成 30年度大学院

罪 L学研究科学！［使覧(_[学系） O)j)『I:後期諜程履修）；［準表に示された l―•心：［り攻で修（に必要な科• 日か

ら I2単．＇｛＼＇［以卜に加え，価｛直創成キャリアデザイン科 ・1lから（ぅ車｛立，合計 18 iji(i'r以卜叉情)る o --lー：:1―、り
攻がイー［機材料システム I、り攻の場介は， 平成 ~3 0 什度）ぐ戸院イ［機材料システム研究科学生位｛更覧 O)j~『卜後

期課肛履修）店準表にぷされたじ＼り攻で終［に必要左科日から 18平ぶ［以卜に加え，価｛直創成キャリア

デザイン科・llから（ぅ叫立，合,;j-2 4 lji_f¥」［以 Lである。

2 -6 QE (Qua I i fy i ng Examination : 博士課程研究基礎力試験）

本コースに在籍し， 1~2 年次履修）［準叫受災科 H を修得する見込かがあり，か／ー），次の疫件を満た

し，研究指導を受けた学生は， QEを文けることができる。

QI: を文ける＇炭件は，①芙 ,;/j-によるIEjj靡"f:公発表 l件を発表済かもしくは英文 f寸翡 l件を投1翡済みで

あること，②繭文 l件（りら出を推賛し，査:ii五付フロシーディングも忍める）を投｛翡済がであることと十

る0 要件①お上び②ともに（割を受ける平生が喰叫的者であることが［要である 0

嬰件の(i作認は， （割を受ける年度の 11 J]よにuうり

QE /:t, 大学院則 L学研究科I¥りl:1泊期』｛閏米沢地区委［＼公もしく (;t人汀：院介機材料システム研究科委

l1公が選出する C✓ I・：審査委［しが行う。

1~2 什次の履修）I~ 準を満たし， I叶定の叫立を修得の I・., QEに合格した学生は，修 l:O)'予位．を＇，之 IJ

ずに 3年次に進級す八修 I:,11111文術清．を受け， Ji,り1刊i期諜程．を修［すると，本コースの 3什次に進級で

きないので汁揺すること。

2-7 博士論文の審査及び最終試験

QEに合格し 3年次に進級した後，本コースにおしヽて：3-5年次の課位を履修し，履修）喜準の授業：科

11を修得ナる見込ながあり，必疫な研究指導を受けた学ILは，論文，汁[ilJfの‘、番:ftに合格した後に， 1サiiI: 論

文を作成し，沓杏ljl出することができる。げ臼州ljl,lN/J, い、り攻(})'.札臼ftT: 順に従う 0

提什＼された論文(;t,人学院卯 L'芹研究利公［し公もしく（［大学院イ［機材料システム研究科委n公が選Ill

する論文翡責委Liに上り審杏．される。最終試験/.t,1i倫文提廿i者が各 Iヽり攻IJトlf1『(})公聴公におしヽ て学＇（立論文

の内容を発表する 1院に， 1月迎する 'll瑣に対して高文面査委nがI!iif以け、惰衿で試間をりう形で実施され

る。

2 -8 ECE (End-of-Gour se Examination : フレックス大学院修了試験）

フロンティア介機材料システム削成フレックス大学院i'I已謹価恨店，り (1叶定のflいI::)を作成しフレッ

クス大学院教育ディレクターから］応忍を得た後に， j¥りl:rl倫文の面杏心と最終ぷ験の審性を,p,出することが

でき，か✓-, 履修）占準(})イ111i仙訓成キャリアデザイン科11U) 1¥1小＇［修得とワーク修［の見込かがある学 11且，

ECEを受けることができるり

ECEは，フレックス大学院フログラム開発・述)玲委ii公が選出する ECE'.裔青委lしが1Jしヽ ，本コース(})

教行111吹に褐げる能力を身に/)けていることを， 11叫試間を行う形で実施される（｝

2-9 修了要件

本コースの修［の要件（［，本コースにおし¥・cI - 2 り次の課作を履修し(✓Ii に介格した後：3-5年次

0)課打を｝役修して， I叶定のり叶立を修得し，か/), 必要左研究指導を文Itた L,11りu倫文0)面杏及び最終

試験， ECEに合格することである 本コース 0)諜佐を履修できる期間は， 1-2年次は 2り， ;3-5年

次は：3年とし，こJLを腿えることは認められt且ヽ。

叱りに（翡れた研究業粕をい［た者は，修［主での期間の厨縮を，，忍めることがある，

-),)5 ---



2-1 0 学位の授与

本コースを修［した者には， j!.ti(l・ (r:';と）の予イ立が校りされ，本コースを修「したことが付出される、つ

2-1 1 留年・休学または修了が困難となった場合の処置について

冒年・休＇ドが確定した'f生又は指冴教n グルーフの教l しが修 (I木）難と 'l'IJl:IJr寸る学lj'.(~t, やむを得な

し、，11:-1介を除ぎ，本コースから/I.HfI悦ナる この場合，リーティングフログラムにJこる経済的文l及を速やか

に中止する

2-1 2 就労について

本コース（)）呪叫J位を文給する,';だ／卜且，原則として祉労を打うことはできなし＼。ただし，＇「 J¥ (ティー

チングアシスタント）， I¥J¥ (リサーチアシスタント），お上び，インターンシッフにおIJる就労につし‘

て(t,111形大学大掌院におItる!1.liI: ,l!l~f閏教介リーディングフ n グラム「フロンティアイ［機材料システム

利J/戊プレックス大学院」呪励金規和．に従うも(})とするい

2-1 3 その他

本コースのカリキュラム(J, 平成：3 I年度に見11'(しがい［さALてしヽ る）
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3. カリキュラム

価値創成キャリアデザイン科目／ワーク及び単位数表
1m講けリI}文Uヽjl/,]11『IHJ少文

間溝
q; 

1年次 2什:_次 :31,j'-次 4年次 5年次
担,[i教員 (1/ii苫校業科目名

形態
（灯

：｝（）年度 ;3 1年度 :3 ()年度 ;3 I年度 I :3 2年度
放

，1り！リ1後］リII 、1fJJtjj後！リl伯期後Jリl訓期 後期 伯期 後期I 

キャリアテザイン

ti!I J I j ー・代IIセミナー ＊ 
必修r；i lりJ..f；、9兌乞 2 :2 

[:2] 他Cmで (')'I)ぃs1g11111g

Sr•111im1i-

価値削成

ソ!lジ:Lクト
,1, -~ 111・） IIりUt:

必修
,,, 、i'

I 1111ovat i ve 、）ヽ；．叫11 I l I 
[ I l [ 1 ] 他

sys! t'lllS 

（＇（）一CJ'P<lt j 011 p1-ojいct

'X 廿 ~Jl;'Jl'Jll,{文 1fl フロジ .i:ク
＊ 

ト教日 必修※l'rojいctll,1s<'d 、)ヽC:I l, ンlJ I 
2 

他Le,1 I'll i ng (I) 

L指・1り教Lt
実此刈')!'!礼教行11

＊ ＊ ＊ ＊ /,¥lj指吋教lt 
選択l'rojいc1 H,1sed 実習 ~ ;j [ ;j] 

[ 11] [ ;j J [ ;j] [1I l /ljlJ i J:nl¥ 
LP,1 rn i ng (I I) 

他

グ \I ー/~ル：Iミュニ
1:':i I扁！」〈'h、9

ケーシ 'Iン油やI ＊ ＊ 
Jl,)i『lj'リ¥,;/lil':1!i 必修

.,,,、JヽJ
2 2 

[2] Ex Pre、jSC'f'ol、(;]oh,1 l 祖l1''1 
[2] 

他Cotnlll¥111 i Cil t l Oil 

フレックス大学院
靡橋）氏宏j1,.J [葛〗 」し[1i],ii}! ・・り信

＊ ＊ ＊ ＊ 
u廿・、怜教［し

（長期t葡外イン
'Yヽ'I'"I ' ;j 8 [8] 

[8] [8] ［村］
ゾnジL ク ゼ、修

ターンシップ） 18] 
ト教日

l 11 (('1'11,l ti Olli!] 
他

f n 1 c! r n sh j D 

プレックス大学院

シンホジウム／
松策

セミナー l
ワーク （） 1 I ii" JI I位）'L ，化修

l11ll'r!H1tio1rnl 
他Sympos i ,1 / Sいmin,1rs

I 

ゾレックス）く〗,:I院

シンホジウム／
松策

セミナー 11 ＊ ＊ 
古）II英）『 必修※ワーク （） 

I n t er mi l i o 11 a l I I 
他

~、 YllllJOS]． il / 

S(叩 inars I I 

¥lyホータルサイト
I I l 

ii") I I位）［
心修ワーク （） I 1 I I I I I 

他¥ly Portal ¥¥'ehs11e 

OU [ J内の放'j</:t, ,l亥→ 1ヽ1科 Ilの所＇！上＇の間叩 l履以降の間，，/i'i・1う1i:州II、り11¥J放を心）一）

※ この長叢科 1l /:l ;3 o年度の履修を，忍める場介がある，

＊ この長業科 11は利 11変更を1Jう場合がある"
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価値創成キャリアデザイン科目／ワーク（単位無し）の内容

授叢科日／ワーク名 I 授業科 IIの内容 I 担渭教員

白らの希惰するキャリアを明確化し，大学院での取り糾み I神）―， lー：郎
を効果的なものとすることを目的とする。大学院修［後の 他

具体的な進路を受，溝／・［各目が想定し，そのために必要とな

キャリアデザイン る能カ・知識・技術・「、り平りなどを検i寸してから， 2年間主

セミナー たは 5年間の履修叶[1l1jと学胄，汁両を立てる 0 大学院で履修

する科・IIだけに限らず， IEJIJ、]外での活動内容・研究内容を

Carec'r I)ぃsigningSemi m1 r I包合し］こ形で，大学院修［後に「1分がドi')べき学術的知識

や技術，暫得すべき人間力を把脚し，具体的なキャリアを

デザインする 0

価f11'(創成を求められてしヽる分野で活躍することを想定 I古川 芙光

価｛直訓成フロジ:rクト Iし，「祈たな分野の削成に挑戦する I:で必＇疫左研究） J・削 他

迅性」を義う講義であな具（本的には，ソロジ Clークトマ

I nnova ti vc、Systems Iネージメント及び，フレゼンテーシ J ンの屈習を迎して，

Ccr c1でaLionProject 研究を推進し発表する能力の獲得を 111廿す，）

実践叩JPill, 教介 l

l'ro、kc¥--Based Lc!a I'll i Ilg 

(I) 

実践J¥1」!PBL教行 II 

Project-Based I、e,irni ng 

(I l) 

大学院修［後に，＇］を生 (t}ぐドや企業などで＼叶叶知識を/,f,・JIJ
してグローバルに‘活躍することが求めらhる，この実習で

は実院に学生がフ !Jジ:1ク］、先怜に赴き，間題解決州の課

加に u本的に取り糾むことで，社公人として求めらJLる），し

礎能力を育成する" .1た11¥l)叫知識を1伯って』粕解決がで

き，チームをマネジメントできる能力と，コミュニケーシ

コン能力の形成を図る，，フロジ！クトに11!,Jわることで， flj!

嘩と実践の間の溝，ソ¥Iジ:Iクトにお（｝る障附をJ1j!解し，

これを東り越えることができる））と，闘い職業紅識左らび

に1'1、'r:心・責任感を身に-')けるさらに技術者・研究者と

しての 1'1、'r:,1'11:(「l律竹）の介成も 11指し，就業体験を通し

た職業狐識の向卜と職業観の行成を図る 0

より 1J1M広しヽ恨野から物'llをil(fll散できる，上うに， 1yp11分野0)

異なるグローバル企業笠の研究現場で，実習と、l/i恨収集に

取り糾む、。放えて未知の領域で課粗解決に取り糾むことに

より，文J咀融合咽0)知識や他のリii叶分野の技術・知lri版を身

につける 0 果放に物•J;に挑戦するマインドと探究心，複Ill{
的なものの見）jなどを涵促する。他の研究チームに所属す

ることで， 1つの分野にとらわれなし¥1l11,W、ムしヽ 視野を育成

し，他分野の異なる教rtや共同研究者などと訊に学習・

＇・研究を行うことで刈，:刊 )0)限を東り越える（コミュニケーシ

1 ン能力にさらにl利きをかけ，技術と技術い融合，技術0)

祈規1ヽ／［と・Jr業化などの視、1応を身に付け，こjしを殷間できる

能力を身にづける，異九る研究やり憎l、1化に触れることによ

✓)て独削的左アイデアを利l出したり，祈しし、 ffL·Jiy人を

見出したり，先進的な註111tjを＼＇［案・実施できる」こうに左る

ことを 11指すい
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授業科甘／ワーク名

グローバルコミュニケーシ

ョン演習

Exercise f'ol'Clobal 

Communication 

フレックス大学院[1、:j[原共[1i]

研究（長期洵外インターン

シップ）

lnLernatiornil Internship 

（ワーク）

フレックス大学院

シンホジウム／セミナーl

l11Lcnrnt.ional Symposia / 

:-ir:minm・s (I) 

（ワーク）

フレックス大学I坑
シンポジウム／セミナー11

lnternatiomil Symposia / 

証 minars (11) 

（ワーク）

Myポータルサイト

¥ly l'ortii I Webs i t.e 

投党科目の内容

研究活動だけに限らず，グローバルなIll:界を舞合にIr「灌/1lを

するためには，字：公やシンホジウム，セミナーなどにおけ

る英r1/i能力のみでなく，「月際的な企業交渉や外交交渉など

に挑めるような交渉力， 1/J罰柊力， il兒得力，人を荘きつける

カ，フレゼンテーシ」ンカなどが必然的に求められること

になる，， 4囁国では， 1年次に実此Ml/として厨期両外研

修に参加もしくは他の汁ザ外｛洲修経験笠により＇）翡祭のグロ

ーバルコミュニケーションのイ［り）jを休験するとともに，

:3年次以降には講義徊習形ェしで各種交渉・商淡お上び[E][靡

椋準化を成し遂げるために必疫な屯門川，沿を学ぶことに

加えて，ディベー―卜刑学習を迎じて交渉力を身に')けるこ

とを II指す。
[!、]外の合業・大学ぐかの研究‘哨におしヽ て研究訊動を行うこと

で， 1ヽりfllj分野の史なる強化と拡大を図るげか， [r]外の文

化.r-1公・価値観を分析．」咀解する，，コミュニケーション

能力と研究能力をJIも間化的に向 I・.させ，グローバル人材とし

て話動するための実践力を確実に習得する，,'・りfll]分野への

刑鮒を深化させて最先端の技術と刑論を知るとともに， jH:

界の研究動1r',jや教行・研究 F法を習得する，）・［！こ異なる文

ィヒ['在lにおしヽ て］＼：：期間に渡って洲}(!:Lて研修バ介 lうこレで，

異文化適応やグ riーバルコミュニケーシ」ン能力の向 I・.

を目指す，9

学生Iii]I: が協力して，[!、II緊シンホジウムや1叶際セミナーを

企 phi し [J~廿化する。シンホジウム／セミナーの企pl!/• 立寮・

連院を学生がいうことで，マネジメント能力を身に')(J

る。加えて，｝『 T研究者・[/ljU)[Ej[深ネットワークを構築する，

本ワークでは，シンホジウム／セミナーにおける参加，梵

表，,;義繭を迎じて，プレゼンテーシ 1 ン））と芙語））強化を

11・ ぅ0

学生1,;JI: が協力して， ¥1、II界シンホジウムや[!、,II靡セミナーを

企訓し開催する"シンホジウム／セミナーの企11hi・i/案・

迎'/玲を学生が行うことで，マネジメント能力を身に')け

る。加えて，オ『 T研究者間の[rll緊ネットワークを構築する 0

本ワークでは，シンホジウム／セミナーにおける企11hi・ 、ゲ

案・連汎＇を通じて，マネジメント））と英晶力を強化する。

所応のホームベージを「学生ホータルサイト」として活）廿

し，学生のアクティヒ‘‘ティをコンテンツや各人の CVとし

て柏恨発にし， [k]I緊交流やネットワーク形成につなげ，グ

ローバルに活躍するリーダーヘと導くワークであな 1~

2り次に（打籠外研修やインターンシッフなどに 1リ」するコ

ンテンツ， :3~5 年次には予公発表や誨文発表に間するコ

ンテンツや各人の（｀＼！左どを作成し， コンテンツの芙，冶化

を貪めて，グローバルに向:Jt::.・I訂報発｛，．；のイ［り力を身につ

ける勺

1119 -

担渭教員

高橋 辰 宏

JI, 化；勤溝i':rji

他

似i橋辰宏

l: 指導教員
,, ,,, 

フロンェクト

教員

他

松策蒙

11i" JI I芙兄

他

松策： 梨

古川芙光

他

古）11 英光

他



履修モデル（必要履修単位数）

課程 科目

理工学研究科自専攻専門科目
' 

理工学研究科他専攻専門科目

専門科目

グローバル・実践科目 A 

博士 1有機材料システム専攻下記参照

前期

課程 1 グローバル・実践科目 B 

下記参照
i 

フレックス大学院 キャリアデザイン科目

自専攻 特別演習A・特別実験A
！ 

合計

理工学研究科自専攻専門科目

理工学研究科他専攻 専門科目

理工学研究科所属コース生

i 10 

~4* 

;:o;2* * 

4
 

10 

34 

10 

有機材料システム研究科

所属コース生

,;;4* , 10 

;;:6 

~4* * 

4
 

10 

34 

6
 

10 

備考

＊副専攻科目として履修

＊副専攻科目として履修

＊コース生は「グローバル・コミュニ

ケーション演習l」を必ず履修すること

＊＊コース生は履修できない

＊＊＊ワーク(0単位）を含む

専門科目

有機材料システム専攻 グローバル・実践科目

［＊＊＊コース生は履修できない博士II i{実践型PBL教llll・グローパルコミュニケ--i 
後期 ション演習 ll・国殷共同研究） I 

課程 フレックス大学院 ，キャリアデザイン科目 6 6 I****ワーク(0単位）を含む

i 

＇特別計画研究•特別実験B 6 6 

自専攻
特別教育研修・研究計画・

単位なし 6 i特別演習B

I 合計 18 24 

【注意】

＊ 溝義科 IIは所属の研究科を超えて相 11'.に1復修することができる。

＊＊ 本コース11:_は，イi機材料システムリ｝攻のグローバル・実践科 11O)「グローバルコミュニケーション

演習 l」を価値創成キャリアデザイン科日の「フレックス大学院シンホジウム／セミナー I (ワー

ク）」とセットで1復修すること。

＊＊＊本コース化は，介機材料システム専攻のグローバル・実践科llのうち，以ドの科11は1役修できない。

j¥り(_J:前期課札l: 「キャリアデザインセミナー」「価値創成プロジェクト」「実践刑 PBL教育 l」

「フレックス大学院シンポジウム／セミナー」「マイポータルサイトJ

l専l:後期諜程：「実践咽 l叫 教 介 II」「グローバルコミュニケーション演習 II」「国際共同研究J

＊＊＊＊以 l惰）ワーク (0if位）を履修すること。

「フレックス大学院シンポジウム／セミナー IJ「フレックス大学院シンホジウム／セミナー II」

「マイポータルサイト 1

グローバル・実践科目A:J1l!L系のための実川英諮 I,則 r.系のための実）ll 英晶 II' 知的財P7:~laI, グロー

バルコミュニケーション油習 I'キャリアマネジメント，研究者としての）店礎

スキル，知財と倫則， AcademicSkills: Scientific Presentations +Writing 

グローバル・実践科目 B:キャリアデザインセミナー，価｛直創成プロジェクト，実践咽 PBL教行 I' フ

レックス大学院シンポジウム／セミナー，マイポータルサイト
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フレックス大学院の履修モデル理工学研究科所属の場合
I {j次 I 2{1次 I :i,1次 I ,11,1次 I r,11次

I 

：① ,，翡義科IIから、 !:'ヽり攻のlirt修）よqt, : 
' ：に準し 20単位以 j_ (ものづくり技術 ： 

：経貨学＼り攻の価値創成コース It2 4 i¥1 : 
位 以 l一→、とう l'!:<MI Tl<.J¥ Iコース：

は :i4 iji位以 I)

＇たたし、副叩女）＇し C11枷材日シス I i 
フ J.、•}{!ク ui•Hl1'1HII カヽら 4 単位以 I

を修得ナること tた、 1=•//攻以外

Ol,Hlf義FILL左合わせて、 I O 1¥i-f立以

一

I・（、I,',報科＇；：・ 1り攻It8 iji位以 I:一、 と

・; 11 < M I T I< J¥ I ごlー・・スIt2 2 ijl 

位以 uを修得すること，

なお、イ［機材:H、シ人テム＇り攻て IHI.溝
するグ ¥1ーバル・実践科II
lグ11--ヅヽルコミュニケーシ 1 ン

I I 2 i廿（りを必1詞 修1-ること

『一―---------------' 
' 
, (5)'溝義科 llから、

：に準し6単位以 I.
' 

-----------------
' l:'、り攻の履修），＼準 ： 
， ， ________________ c 

I 

I 

I 

I 

I 
I 
I 
I 

-----------------• 

② 価値創成キャリアテザイン科 IIか

ら4単位

＊ ＊
 

□

]

 

⑥ 価値創成キャリアテザイン科 IIhヽ

ら6単位以 I:

c--------------- —• ー→
: (7) 1寺りIi,1 h1l1jli)fぅl:: : 
''  : 2単位（必修）

: (8)特別教介研修：， 
：単位なし（必修）
'----------------

＊ ＊ 

-------------------------------――’ 
③ 特別随背 J¥:4単位（必修）

胃I:〈,I)特別実験 J¥:6単位（必修）
I--------------------------------I 

：ただし、ものつくり j支術経党学内 ： 

除
X :: 攻 It研究諭文特別随背 J¥: 6単位 i 
、I::c必修） ＇ 

I 
I 

し：一＿―＿―_―＿こここ―＿こ―＿―_―_―＿ここ―:=―_―_―_―_―_―_―_―_―_―_―_―_―_―-』~,

研

究

1,w、I・Iq I葛1?S.)1Uミ

投松j,j倫文執平．

r ----------------・-----------------' 

: @ 特別狐料 Il: 単位なし（必修） ： 

：⑩ !/守別実験 Il: 4単位（必修） ： 

•----------------c----------------' 

⑪ iiJI究，；J-i,lij : 

＇ （プ ¥1ホーザル） ， 
I 

単位なし（必修） ： 
' ---------------

I 
I 
I ; か、』．

I 1[[111又
I 

I 
I .ll-11hj 
I , ________ , 

r ---------------_,_ ----------------—と—--------,

: rq内・ 1叶際学会発表、投松論文執''j¥ : 

し―--------------―「―---------------―7―________, 
---------------, 

学位:,j倫文竹成 ： 
学位論文'tl和杞 1 

学｛｛［論文公聴会：

最終試験 ： 

---------------• 

最

(I¥: 

履

(1各

lji 

（立

数

1~2 り・け~hkf氏修得 ijl. 位故：

合計34単位以 I・・

(0) I② I (:l) + Cl)) 
（とう (l< rvl I T ]{ J¥ Iご1~. スit

4 4単位．以 u

:J-:iil'-次最低修得甲位数：

合計18単位以 I:

（⑤ t ((り!(7) t (8) ! ⑨ ！⑩ ！⑪） 

仁J 7 レノクス人、［院の）よijli ('k線枠） ［ロ_:1, り攻の）よqt(, 点祝枠）

※ 1 (~ua] ifying Examination: j¥りl,¥:llf閑研究),!;ii見）J ,:,¥: 険

※2 End of・CoursP Examination: フレックス大学院修 r試験

＊中間恨店会
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フレックス大学院の履修モデル有機材料システム研究科所属の場合
j{ド沙Z 2° じ砂, :3,1, 沙' ,!{fこl欠 5年次

「----------------」-----------------, ← ―------------」-----------------
：① ,溝義科 11から、 いり攻の履修），いw ' : ⑤，溝義科日から、 いり攻の履修）よq1, : 

に準し 20単位以 l: : に準じ6単位以 I. : 

たたし、副 r!1攻}して坪 I.学研窄科

のし‘ずれかの）y攻の，，翡義科 IIから 4 : 

, 1¥lf,'r以卜を修得ずること 主、た、上 ＇ 
: •11攻以外の，溝義科 Ii!< 介，I>せて、 J 

: 0 ijl位以 1 を~修得・jる.-ーと
I 
I 

I_ ------- ---- ------------- I 

,,卑n：＇' ' 
義 ：なお、グローハル・実践科 IIから、 4 : 

I : I¥印［以）: を履修する、-―と I I 

t - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - -_I 

I 
~ W/111if11『創成キャリアテサイン科 IIか I ⑥ 価i直創成キャリアテサイン科 llか

ら4単位 ら6単位以 I
実
,',、,', 「- ___________  L 

: (7) IかけIJ,H11l1j/iJf貸¥::

ヮ : ' 2単位（必修）

I : @特別教・(f研修：

ク ＊ ＊ 口Ii 門!~立~~~~'.玉］＊ロ

演 r-------- --- --------------, 「―-- - - - - - - - - -_I_ ----------------, 

叩" ’: ③ 特別狐や/A.4単位（必修） ’： ’：⑨ 特別航料 ll: 2単位（必修） ’ ： 

" ）ミ I : 01)特別＇よ験 A:6単位（必修） I ： I ：⑩ 特別実験 ll: 4単位（必修） I ： 
I I I I 

験 ・- ----一 ---- ---一一― a ----- - - --- - --- -

GD iiJf・り¥:,i¥・11hj ': --論--文---,, ' 

（プ tJホーサル） ， I I I 

2単位（必修） I ： 1l¥-11h1 : I 

________________  I I_ _ _ ____  I 

r----------------- ------------ ----- -, 

研 IE! 内・[!、11釈学会発表 : I El内・ IE!際学会発表、投稿論文執''l'l : 
究 投稿論文執惰 ' ------- ---------- -- _________ ; 

最

低
履 1~2りん次最低修得lji.位数： :3 ~ 5年次最低修得単位数：

修 合計34単位以卜` 合計24単位以 I

---------- -
学位論文竹成

学位論文‘癖ft
学位論文公聴会

' ：最終試験
I_ ------------』I 

ljl_ ((¥〉 t(2)+Gりt-0)) （◎ D t(G) t-(7)+(8〕+@IQ⑪ t-QD) 
位

放 I 

仁］ フレックス大学院の）よ準（実線枠） :-_ -_> J:1,1,,」父0)),しijl, (、,:_,、舟泉M") ＊中間報店会

※ I Qua Ii「yingExamim1t ion: 博 I:課rザ．研究），し礎）］試験
※2 End of--Cou1・sc、l'xarnirrntion:フレックス大学院修(試験
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w 学 生生活案内
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学 生 生活案内

1 . 学生生活の心得

1 -1 自動車・バイクによる通学の自粛

本学部構内への自動車・バイクの乗人れは，騒粁による授業宵の妨げにもなるため自粛

してくださし、。なお， 日動Iードによる辿学は駐巾場も少ないため，構内附:1!扉'「:11J中晶により

特に訊Fi1fされた場合を除き繁 11・.し主す0

1 -2 掲示板

学11-:✓, の通知・連絡・呼Il¥ぐかけ、すべて褐ぷによって行しヽ主すので，褐ポ板は);!;fl仔礼紅し

て見る習間をつけ， 1f('度な褐ぷを見逃して 1'1己に不利益な結果を招くことのないよう心が

けてくださし＼

● 大学院罪 l汀研究科の褐ポ板r:t, 5砂餡 l陪ピロティに設iiりしてあり主す。

1 -3 喫煙

キャンパス内は，決められた場所以外は全面繁坪となってい主す。喫坪できる場所でも，

他人への迷惑とならなし、よう充分に注紅してください。

1-4 交通事故について

本学i『11 (研究科）では，残念ながら学生が'11・11:者となった交辿 ')f故がfo:年・多数発生して

おり， 4、Jj,に死亡・Jr故笠の悲惨な人身,1,:故もin:年数件発牛．してい主す。ひとたび,Jr故が起こ

ると学業への支障ばかりでなく，帖神的・経済的にも多大な負担が生じ主す。 1・1動 Iド，バ

イクぐりを迎転する際は， 1'1己本イ立の妻勢は括て，交迎ルールを厳守するとともに，無謀な

迎転は厳に＇慎み，安全迎転を心がけてください。

主た，交通 •Ji: 故の‘り •Ji:者となった場介は，被古者側，加古者側の如何にかかわらず，直

ちに,Jr件巾故笠報内，片を学生サポートセンター・学生文抜担‘りに提II¥してくださし、。帰省

先賞で発生したqr故につしヽても1,;J様に提出してくださし、 0111出川紙はI'.学部学生支1笈れl・ヽ'1

にあり主す，; : 主た， L学部IIPに様式が掲載されてしヽ主土）。

1 -5 その他

11 tl'fの学lj:_生活において，瞥察に検半（交通仏規違反賞を含む）された場合は，速やか

に， 1叶牛 •Jr 故恨的 1りを学11:_支援担‘りへ屈け廿＼てくださし＼

2 諸手続について

2-1 学生証について

● 学lj:_,北は，惰：lj:_としての身分を［、,E明する屑梃なものですから必ず携瞥してくだ‘さし＼

● 修(, 退‘戸，除籍又はイ［効期間が経過した場合は， 11'(ちに返納してくださし＼

● ,'y:/j五1Eを紛失したとき又は使川に耐えなくなったときは，速やかに学生証1り発釘願を

学生サホートセンター・学生支扱担‘りに提出し，交付を受けてくださし＼
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2-2 諸証明書について

訓判j閃は 1'1動発行機によるものを除き，）爪則として Iれ込 11O) 2日後に交付し主寸口証明

,l『I'!動発行機による，，1E明書訂は，在学~1E明只：，修［見込証明内：，成鼠，1E明書（博 I役後期課

｛望学生を除く），学生旅客運賃闊rJI副E, 健康診断叫判l―;I}:です0

(1)学生旅客連賃割iJI illE (学割証）

● 1'1動発行機に上り交付を受けてくださし＼

● 年間 l人渭たりの交付枚放に限度（作'-Ill]JO枚）があり主すからイ［効に使川してくださし＼

● 他人に譲渡したり，不正に使川したりしないでください

● 乗中券の購人及び旅行の際は，必ず亨ゾl叫卜を携釘してください0

(2) 列I・ドの通・;位正明，り（学生サホートセンター＇］を／［文拉担 '1i:CD番窓 II) 

列I・ドの通}:;/!Elリ],りを必要とする者は，学生;l止を打参し， lj! し出てくださし＼

(3) f建康診断訂El・リjI片

4月の定期健康診断を受診した場合は白動発行機で受け取ることができ主す0

(11) re; を;11EIリJ,t;:
白動発釘機により交付を受けてくださし＼

(5) I戊紺託正1・リ],片

j(lf. I: 前期諜程の予生は， 1'1動発H機により交付を受(Jてくださし‘。

Mt I: 後期諜肛の学生は， 11いElリJ;り交付願に所要•JU几を［；且人し，巾し込んでくださし＼

(6) 修［見込訓判]);-:

修()りじ年次し人ってから， 白動発{1°1幾しより交付を,Q:(jてくださし、0

2-3 諸届出について

(I) 迎絡先ぐや菱更）川（学生サポートセンター＇］を生支扱担 ,1n
学生本人の什所笠(/):所，屯話番砂， Ii—nmi I, 本籍，氏名）又は保護者（帰省先） (fl: 

州，屯請番砂，氏名）に疫更が生じた場合は，辿やかに）川け出てくだ合し＼

(2) '、ドタト研修:1i,;
学外で行；I);JTる研修，学公憚に参加する場介は，「学外1iJI修h11」を学化文拉担．ヽ'1へ提出

してくださし＼移動はJ爪則「公共交迎機WlJ を利川してくださし＼やむを得ず 1・1家川 1・1

動巾を使川する場介/1, 「l家川白動巾使）ll ljl出，りも併せて提出してください，

(3) 洵外渡航・貿学/i11

洵外渡航又は憎学を;11-1,niしてしヽ る掌牛:/:t, 「Yiり外渡航・情学h11」を渡航訓に必ず学lj:_文

j笈れl・ヽ11/"1是出してくだ‘さし＼

2-4 休学・復学・退学・除籍について

(l) 休学

拍i氣その他の間11で 2か月以卜修亨:できなしヽ場介は， !1;叫且、出により休学することがで

き主す。休‘予しようとする者は，休学顧を保，/1E人、連料のに指導教員 (lー：指導教員）及

び教介フログラム長の，；午 11Jを得た卜`で提出してくださし‘。:）,i、i氣の場合/:t, Iり、：:1'l1jiO)診断，り

を硲付してくださし＼

休学期間は］か年以内ですりただ＿、し，特別のJlj!由により引き続き休掌する場介it, 改

めて刷i し \II\ な (t~しIfなり主せん なお，休学期間は通賃tして， I¥りl:1lfi期諜｛忙にあっては

2年を，博 I:後期諜肛にあっては 3年を1尉えることはでき主せん、主た，休学期間は(1:

学期間にり入され主せん。
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学期閏始の月の木 11 (t'iり期は 4月 30日，後期は 10月 31日）主でに休学を叶:riJされた

場合は，月割叶麻によって休学する翌月から復学する前月主での長党料は免除され主す。

したがって，学期間始の月の木日後に休学が，；午1ifされた者は，授業料は全額納付しなけ

ればなり主せん0

(2) 復＇］を

休学期IIこrJ内にその雌由が泊滅した場合は，復学願を保証人連署O)l:, 指導教員(-じ指

導教員）及び教介フログラム長の記Fllfを得た Lで提出してくださし＼なお，休学期間iili¥l

（に伴う復学の場合には，休学期間満 (lilfに復学）廿｝を提出してくださし＼

(3)退学

退予しようとする者は，退‘麿禎を保，i1E人連署の I・.,,ff細な則由を叫人し，指導教員 (l:

指導教員）及び教行プログラム長の，；午 Iりを得た I・.で提出してください。

退'tする場合には，その督：期に）属する長業判・/,t納付しなければなり主せん。

主た，退学する者は学生，ill:を収納しなければなり主せんの

(11) 除籍

在学期間が修業年限(7)2介りを超えた者，：1113氣その他の間山で成業の見込みがなし、と判l
断された者は除籍され［す0 :1た，授業判の糾l付を怠り， fl『イ足を受けてもなお納付しな

し＼者も除籍され主す。
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3. 授 業 料

3-1 授業料の納入方法

授業料は，次の 4つの納付ハターンから選択して「l)巫販粋により納付してし、ただきます。

この力社出は，本学指定の銀行の 11Hを（学／じ本人主たは保設者名義）を屈け出てしヽただき，

選択された納付パターンに応じて引き落としを行うものです。各月の引落日は，ホームへ

ージを参照してくださし¥n (II I形大学ホームベージー）＇］を lj:_生活→学粋・授業料免除・ 奨

学：金）

納付パターン

I. 年 IIll]払しヽ (1年IIIJ分の授業料を 4月に振杵）

2. {j→: 2111]払い（前期分は 4月，後期分は I0月に板粋）

;3. 年 1() ji1J均笠払し、（前期分は 4~ 8)j, 後期分は 1()月 ~2月の各）lに板杵）

4. 什:1orrnボーナス併川払しヽ（年 1() ""払しヽで， ilfl期分は 8J j' 後期分は 1Jjにボーナ

ス分を）Jll仰して賑杵）

3-2 授業料の免除について

授業料の納付が1木l難な場合に，願し、出により選考の I令．，前期・後期伯に，その期の授

業料の全額又は平額を免除する制度があり主す。

経済的I用由による免除：経済的岬山等に上って授業料の納付が囚難であり，かつ，亨'.

業成納｛褻秀と認められる者

特別な1叶化による免除：授業料の納期廿り 6ヶ）］ （祈人学者につしヽて/;tl年）以内にi悦

しヽて，学生の学賓を l・：として負担してしヽる者が死亡し， 又は

学生オ『しくは学胄負担者が風水‘古竺りの彼古を受（月受業料の納

付が囚難と認められる場合

授業料の免除に位lする晶手続きは，学生サポートセンター学生文扱担‘りで取り扱しヽ主

す。

注紅q;:瑣

● ljl 晶 T•続，提出，IH直，期 Fl 衿につしヽては，その都度掲ぷにより）古］知し主すので注註し

てくださし＼

● 授業料の免除のI崩⑪ ヽ出をした者は，判定結果が出る :tで授業料を納付しなしヽでくださ

し‘
゜
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4. 奨学制度について

4-1 日本学生支援機構（旧日本育英会）

(1) /廿願の資格

学業，人物ともに製秀，かつ健康で，経済的理由により修学困難と［忍められる者

(2) 奨学金の種類と貸り月額

種 月LJ 貸 り上 ）］ 額

博 l: ーIヽJLIJ 期
50, 000円又は 88, 000円の

何れかを選択する 0

第 種
80, 000円又は 122,000円の

博 I: 後 期
何れかを選択する。

博 L IヽJIIJ→ 期
5 0, 0 0 0 11] 80, 000円

/叶,•h｝・ 種
I O O, 00011] 1 :3 () , () () () f I] 

博 l・ 後 期
及び I50, 000円のうち，何れかを

選訳するハ

(3) ; ・児‘、r:1Ul¥!Ji虹の 「続

● ,'; をlj:_支拉担‘りから 1れ晶附作の交付を受け，必疫，り;j'jを提川した I・.でインターネットに

より人））し， 下続してください。

● 奨亨：牛蒻集は，褐ぷにより）古l知し.: ・［すので期 11に遅れなし、よう !1;印ヽ廿＼てくださし＼

(11) 奨学金継続）i1iJ'iの提出

奨学lj:_に採川さオした者は， M年冬に焚学金継続)Jji)'jを提出しなけれげなり主せ／ぃ定め

た期限主でに提出しなしヽ者は「廃ii」と i忍几＇され，貸りが受けられなくなり主すり

(5) りを＇］を lj.:O)J見JリJ!111 

奨学生に身分卜^の異動が生じた場合は，速やかに屈け出てくださし＼

4-2 その他の奨学団体

地）j公共I寸l休笠の奨学牛麻集は，大学を経由するもの以外に，公報などで）古l知し本人か

ら直接出顧させるものなどがあり主す（，條集通知があり次第，その都度掲ぷし主すので汁

屈してくださし＼

5. 保健
よりよし、学生生活0))店盤は何とし‘つても健康です。主た，紅欲的な学業修得0)第•条件

も心身ともに健康であることに他なりません。それを全うするためには，学生の特さんが

ll 々心均に惰紅し，あらゆる機公と嵐没を利川して，＇，，；『に 1'1 分の健康は 1—'j 分が進んで保持

し， l曽進するよう心がけることが大切です0

5-1 保健管理室

11'.ii『の車訊ヽけがや大学：内でのlい凍， 謀外活動中， 又はその他におしヽて負似又は急：JiJ、Jぐ序不

11、jj'の炭）,11の場合，廿廿室中であればし¥_,--)でも診板や応急処附を行しヽ主すので利）廿してくださ

し、0
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5-2 健康診断

(1) 定期健康診断

学生の定期健康診断は，学校保健安全怯にJ長づき 11i:年 4月に行し¥, n: 應を要するもの

～ついては精密検1tを実施し，椋捉に1開する几喜や適切な助，・；指曽を行ってい主す。

健康は， 「1分でつくり出すものであるという認識にたって'://JJ氣の予防， 早期発見の

ために村甘似的に健康診断を受診してくださし＼定期健康診断を受診していなければ，健

康診断―,!}:の発行はでき主せん（未受診の場合は，進学・机職のI靡文間を来し主すので注

紅してくださし＼

(2)亨：校1欠 (1,1/1」ljI夕、J (こ ,J::る健康朴1談

● 内科，眼科の各科 I!に／八ヽ て， 1ザ月 I~21ロI,学校I'八が学生の健康相淡に応じてし、主

寸―O ,ffししヽ Il 11、Ji'は，前もって掲ぷ板に褐ぷし主す0

(3) スホーツ閃係者健康診断

対外試合11¥場学牛勺信に対して， 1約II、1月J:し、主す0

5-3 飲酒について

ァルコールの多贔飲泊や未成11飲 ¥11りは，がんぐりII蔵闊靡古やアルコール依(0,に さらには

暴力や飲洒迎転にもつながる 11Jfi且,.化があり主す。

本人のみならず，家族や大掌にも深刻な ・Ji:態をもたらす，お洒に主 ✓)わるさ t ざ主な間

附をきちんと Jll[ffj『してください0

• お洒は '.2() 1: 阪になって／）ヽら。木成年には絶対に飲tせなしヽ ！

・1し‘つき飲み、」は絶対にさせなし'u

・（本，i}月(})應乳ヽ II、『や）111悲叶！は飲^ ［なし＼

・飲んだら， 中・バイク・ 1'1転巾を絶対に迎転しなし¥,

5-4 学生相談室

心い悩みや学料 I:o)• 悩み〈りにつし、て気軽に相談してもらうことを 11的に学生札1談‘令を設

けてし＼．［すので，間題解決の第心歩として）亡JI'利川してくだ：さし＼秘密は厳守し［す）場

1iJr 11, f呆健竹j用‘ぶとなってし、［す。

5-5 キャンパス・ハラスメント相談

セクシャル・ハラスメント及びアカデミック・ハラスメント，ハワー・ハラスメント怜，

大学内で起こり得る次のようなハラスメント行為（キャンハス・ハラスメント）は， fli1i)人

の人権を侵＇，じするものであり，し、かなる場合でも謹され主せん｝

・地位や権限や）JI・y,J係を利川して，‘芹習，研究人硲に1月する !'I山と，権利を（え古ナることい

. 1廿 r- 又~ は）古][Jf:jの者を不愉快にさせ，学やl.研究戻燒を担なう状況をもたらすこと 0

• 本人が紅識し左くとも，相 Tが「望主左し、，;・動」と受け取るこど，

キャンハス。ハラスメント防止のためには，お 11しヽの人格を怜屯し合う衿，ひとりひと
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りの心構えが最も屑貶ですが，不店にも発↑ してし主った場介には， →人ぞ悩主ずに，キ

ャンハス・ハラスメント相談日に相談してくださし¥,

キャンハスハラスメント相談Liは山形）□：:0)ホームヘージで公間されており，誰にでも

相談でき主士，

(https://www.)「amagata-u.ac.jp/jp/university/open/compliance/camhara/)

キャンハスハラスメント相談［しやキャンハスハラスメント防 11・.対策委［し公委［しには守秘

義務があり主すので，相談したことが外祁に訓れる心配（［あり主せん0 ハラスメントに限

ら寸噌如仇'llがある場合は学小相談‘令があり主すので，辿樹なく 1、11談してくださし＼

6 学生教育研究災害傷害保険

学生の傷，りに対する救済廿n悦として I、}:lj教介研究災古傷古保険制度」が設（｝られてし、

t -,J□ こJL(t, 全11、jO)大学に予ぶ'/'.1!'.,ih出 が 「 I1: 助共済制度」によって災 ',l;-•JJ:故に適切な

救済扱助を11'うものです。 ,ff細にづし ¥"((t, 「学I卜教行研究災』，り傷占保険のごあんなし ¥j 及

び 1―督：lj素教育研究災店：傷古俣険0)しおり」を参照してくださし¥, ,iii求「^ 続は，保健竹::Jlj! 宇

で1「つてし、主す0

7. その他

7 - 1 図書館の利用について

I'. 学；『II内に図，片餡が設IJ-ら4してし、［すu''/:11'.ii正を提ぷして利川してくださし‘。

,j;lj)jj II、『Ill]'17・11 8 : 4 5 ~ 2 2 : o o 

I: 今 111'11 9 : 0 0 ~ I 7 : 0 0 

11 II化・祝 11 I :3 : 0 0 ~ I 7 : 0 0 

ただし，掌生の休業ぐりにおIJ-る期間叶1tt, f-l!0),71-8: 4 5~1 7: ooとし tす］

(HPアドレス http//www.lib.yamagata-u.ac.jp/) 

7-2 火災防止

(l) 火災防 Il: に~)しヽては，牛、\'(、:n.立を払しヽ災古の起こらぬlこう心が（｝てくだ、さし¥,

位）'!夜仙に不完仝な｝応をi忍めた場合は，直化に腎務［『.,;{又は嵐没竹刊甘II.'りに連絡してくだ

さい）

(:-¥) i旨‘定(})」蒻Iリ「以、タトでII契J、1州しなし、でくださし、

(,1)')、：料，丈！齋咋で火気を使川十る場介(:t, そ（］）敗扱しヽ 及び後始」くは特にn.立してくだど

し、 tiこ，木迅(})施設を使川ナる場介も，火の後始」くitI・ 分にn、立してくださし、

(5) J牡タトで(})焚火はし左し、でくだ、さし‘
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7-3 遺失，拾得物

構内，教宅等において，逍失，恰得したときは，速やかに督：IIこ文扱担‘りに届け出てくだ

さし＼

7-4 盗難の予防

キャンハス内は，外祁からの出人りが容易であり，不審者の4守定も1本］難であるため，硲

難r防には卜分に憤屈してくださし＼教宇内，研究窄内，課外話動共月］施設衿において彼

’古に遭わなしヽよう，金品の竹則を怠りなく，主た，「l転中芥にも鍵をかけ忘れのなしヽよう，

l・ 分気をつけてくださし＼

7-5 緊急時の連絡について

地震，風水古，火災笠の災古に被災した学生は， n分及び友人の安否，被災の｛信度に_,---)

いて，速やかに学生支扱担‘りと指‘怜教員（卜指導教員）に連絡してくださし＼

学生支扱担'1i TEL : 0238-26-3017 FAX : 0238-26-3406 

Mail : kougakusei@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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山形大学工学部配置図
（構内駐車場・自転車・バイク配置図）
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山形大学大学院規則（抄）
[ ll/1和!39{卜4月 1日］

日次

第 II~ ケ 舟谷則（第 1 条• 第 1条0)2) 

第 2州 椋準修叢1ート限（第 2 条• 第 3条）

第 3い 人学，進学，休学，退‘芹箇（第 4条ー第11条）

第41-;,, 教育）j法勺｝（第12条ー第17条）

第 5t;,1 教-mmuし免，在（第18条）

第 6,・;・;: ,l児程修 (0)I疫・（牛及び・;と（立の長り（第19条ー第23条）

第 7外',' 科·H 宵履修4・．，研究り・~. l¥別聴，溝．‘、;:11:_'~ 守別研究亨： lj:_及び外 11、1 人惰〗::lj:_ (第211条一

第28条）

第 8外＇， 検定料，人予料， 1受菜廿及び省祈判•（第29条）

第 9窄 府T:Jぐ?大予院連合J悶学研究科におItる教行研究の実施（第30条）

第JOIり雑則（第31条）

IIH!l!J 

第 1章総則

（趣旨）

第 1条 この規則は，[!、1立大学怯人111形大学及び111形大学）［本糾織規則第2り条第：3 J且の規出に

）よづき， 111形大学）ぐ'f:院（以 I'"「本）ぐ戸院lとしヽう 0) にお（｝る教介0)丈施に／几ヽ て必＇炭心
加直を定めるも 0)とする。

(11的）

第 1条0)2 本）ぐ図院は，‘］咋Ji]'O)月し，倫及び応）llを教校研究し，その探吏を究め，又は闘度0)1、I/

門 1・生が求めら;JLる11蔽業を担うにめの深し、予識及び1;(越した.fil§'.)JをJ-({し、，文化の進）」しに岱りサ

ることを 11的とする。

2 各1iJr究科の 11的，課作・リ｛攻及び収容定lしは，次のとおりとする。

研究｛斗 11 的 諜 1Y. d、J( 攻 人学定［し 収容庄員

且j!L'、/:-ii}f 柿々の分野で先 Jt1/ I: I訂期』｛閏

究｛斗 錨｝科•学技術を将・米 J咀学リ｛攻 fi:3 106 

（こ~)たり維打し発 物質イじ‘、/:I心 9、iた1り攻 :rn 76 

殷させるために，け、 ノ＜イオ化督： r "; を1り攻 28 5(-i 

贔'Li7'.f Ji!; I轟し:,,;::)JIこ）よ 応）ll生命システム c;を1y攻 2:1 1f(i 

勺しヽ！こ似i度0)1ヽり111] ・IN・ 恨科＇］を 1ヽり攻 28 56 

知識と能力を備え iじ気'1じ{-I". 学＼り攻 :>1 68 

／こ， ;1~,1次〔ぐ狙＼介lj 『I:i'.,' 機械システム 1万：： fヽり攻 so 100 

か左科•平者及び技 もの ✓ 5 くり技伸［経’料；学:1 、IJ'攻 IO 20 

fil、「'者.0) 1足）&を~1 l (1り / Jヽ ，；十 2(11I fi28 

とする｛ IW l: 秒羹JtJl1lりHY

地球共り」在l科学内攻 s lfi 

物質化学 I.督：内攻 3 ， 
ノ＜イオ l汀： Iり攻 1 12 

山 r-rii,恨 I.、，;::r、り攻 1j 12 

機械システム j"''/:Iヽリ攻 :.i ， 
もリ） ✓5、くり技仙経'/芯学屯攻 2 （｝ 

/ jヽ JI- 21 b:l 

,;I- 因迅 州）］
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イ［機材料シ 介機材料を最大 博士前期諜程

ステム研究 限に活用した新た 有機材料システム専攻 65 130 

禾斗 な‘付加佃li値を持つ

システムである介 l1り七後期諜程

機材料システムは， イー［機材料•システム専攻 10 30 

人と人，人とモノを

有機的に~)なげ，ア

ンビエントな社公 ,}I- 7fi 160 

を実現するための

社公的』し盤技伸［と

して期符が記fj主っ

てしヽ る分野であり，

lヽ仕亥技術を付公（地

域）実装するための

エンジンとなる人

材の捉成を H的と

する0

/11/i苔 hi/ U限料 (I仄学系研究科［＇応；を 1り攻を除く")は，こJLを1111期2{j'-(J)諜利（以 1ヽ「博 I→1lii期課程」
としヽ う。）及び後期 3年(}),i果程（以ド「博 1一後期課科lとしヽ う」。）に［ズ分し， 博I:前期諜程It

これを修 I:』｛梵として取り扱う。

第 2章標準修業年限

(1票準修業年限）

第 2条 修 I諜杓及び＼り門職学忙諜捏0)椋準修業年限(J, 2年とする，）

2 Iり、．．＇芹系研究科石護 }:1,I/攻及び生命閲JJ;;;I'.反科学＼り攻， J用r学研究科並びにイ［機材料システム

{i)! ・究科のIWI : il~H'il. 0)椋準修業什=.限は， 5 1卜とし， l専l:i・泊期』和の椋準修業年限は 2年，博 l:

後期諜作の椋準修業1卜限は， :3 1ートとする，）

:3 Iり、．．学系研究科Iりご；を 1ヽり攻Iリ/.I諜程の椋準修業年限は， 4年とする。

4 在学期間は， 1吹準修叢年限の 21介の年数を超えることができなし＼，

（長期屈修学生）

第 3条 学生が，職業をイ［してしヽ るA}fの1叶青により訓条に規定する椋準修棗年限を超えて外定

の期間にわたり叶[lllj的に教育諜佐を履修し諜料を修［することを希哨する場合は，研究科長

が訓:11fする，）

2 長期にわたる教化渫祝の履修に1見lし必疫な，-J;: 瑣は，別に定める，9

第 3章入学，進学，休学，退学等

（人学⑳）

第4条 人学，進学，休学，退学ぐりは， 11、lヽ't:大学仏人111形大学及び1!1形大学）山本糾織規則第26

条に規定する研究科委員公（以 f「委11公」としヽう。）の紅見を聴しヽた上で，学長が,Y「:11fする。

（人学の11、!J°期）

第 5条 人学の時期は， 1if:1卜4月とする，う

2 学1卜の途中におしヽても，学期の区分に従しヽ，人学させることがある。

（修u児悦， j(りi:i)/i期諜祝及び＼り111111蔽学｛立課程の人学・貸格）

第 6条 修 I:課程及び博1-:i泊期諜『1lに人学することのできる者は，次の各りのしヽずれかに該'11

する者とする 0

(I) 学校教育怯（昭和22什仏律第26砂）第83条第 1瑣に応める大学（以ド「大学」としヽう 0)を卒．

業した者

(2) 学校教行怯第]();!条第 4瑣の規定により亨：1:0)学｛立を授りされた者

(3) 外IE)におしヽて，学校教育における 16年の課位を修（した者
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(4) 外［一月の学校が行う通信教育における授叢科日を我がIE]におしヽて履修することにより灯該

外作］の学校教育における 16年の課程を修（した者

(5) 我が1丁］におしヽ て，外I玉］の大学の課程（その修［者が胄該外[E]の学校教育における 16年の課

程を修「したとされるものに限る0)をイ［するものとして刈該外l下］の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの斗]~亥課枠を修(した

者

(6) 外I―I、:jの大学その他の外fr.:)の学校（その教育活動笠の総合的な状況にづいて，ヽ11i該外国の政

肘又は1月係機I閃JO)認祉を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして，文

部科学）く「託が別に指出するものに限る。）において，修業什限が :3{j'-以 Lである課1見を修(

すること ('l丘亥外!-ic]O)'芹校がりう辿｛，；教育における授業科 llを我がI―tjにおしヽて履習すること

により '11,l亥課祝を修（すること及び'1111亥外IT)の学校教育聞炭におしヽて｛立,iti:付けられた教介

施設であって前号の指定を受けたものにおしヽて諜｛望を修(することを含む。）により，学I:

の学｛立を授りされた者

(7) I, り修学校の屯門諜屁（修業年限が 41卜以 1-.であることその他の文部科学大臣が定める）,t準
を満たすものに限る0)で文；『11科学大1ードが別に指定するものを文部科学大臣が定める II以後

に修［した者・

(8) 文部科学大臣の指定した者 (ll{1和28年文i『II省古ぷ第 5砂）

(9) Jぐ芹に 3年以,-_在学し，又は外IE)におしヽて予校教育にお（｝る 15年の課捏を修［し，研究科

におしヽて，所定のりi位を位れた成納をもって修得したものと認めた者

(10) 外川の学校が1Jう辿い教介におuる投業利・IIを牧がIE)におしヽて履修することにより‘畠亥

外it!(/)掌校教育における!5什'.(/)』『いを修(し，研究科ti'.:.:おしヽて，所定の車｛立を｛襄れた成納を

もって修得したものと認めた者

(I I) 我がIElにおしヽ て，外IT)の大学の課柑（その修(者が'11d亥外ITJO)学校教介にお()る I5年の諜

佐を修［したとされるものに限る（））をイiするものとして'1111亥外11、)の学校教介制度におしヽて

イ立i悦付ftられた教介施設であって， 文部科学大臣が別に指定するものの％ふ喋捏を修(し，

研究科におし,-c, ,ilr定の叩立を促れ／こ成納をもって修得したものと認めた者

(12) 研究科におし¥-c'{j,1;]別の人亨賓格審ftに上り，大学を卒業した者と l1iJり『以 l・.の学））があ

ると認めた者で， 22歳に達したもの

2 リ州］職学｛立課肛に人学することのできる者は，教行職［［免il'F仏 (11/1和211年‘仏律第¥!17砂）に

定める免謹・状をイiし，かつ， 1汁i瑣各砂のしヽずれかに該‘りする者とする 0

(Ji, 『I:後期諜作の人学責格）

第 7条 1しl(f:後期諜佐に人亨：することのできる者は，次の各砂のし‘ずれかに該‘りする者とする CJ

(I) 修 I:の学位又はり準）職＇芹位をイ［する者

(2) 外11、1におしヽて修 1:0)学｛立又は＼りP'JJ賊‘ド（立に十ll'りする＇、ド位を授り・ された者

(:3) 外11、lの学校が行う通｛丘教行における授業科・Hを我が11・、）におしヽ て履修し，修 I今の学、（立又はりf

jllj職学｛立に相‘りする学位を授りされた者

(11) 我が11、Iにおしヽ て，外1叶の大学院の課悦をイ［するものとして '111/亥外11、)0)'ヽ；:: 校教育制度におし‘

て位．附付けられた教行施設であって，文祁科学大臣が別に指出するものの渭該課打を修(し，

修卜の学位．又は I,り1111職胄立に相‘りする,';た（立を授り・ された者

(5) !Ell罰迎合大学本 i『11 に l~Jする 11―II靡迎合と日本 1 ―r) との間の協化の実施に（半う特別判灌'UL (ll{1和

Fi I年仏律第72砂）第 1条第 2瑣に規定する 1972年12月11日O)l!ill累連合総会決議に人しづき設立

された1―Ell院述合大学（以 I'"「IF.)I靡述合大学」としヽう 0)0)諜程を修(し，修1-:0)学＇（立に相‘りす

る予位を授りされた者

(b) 外Ir-:)の学校，第 4砂の指定を文けた教介施設又はIF.II靡連介人亨：0)教育諜打を履修し，第19

条第 3瑣に規出する芯験及び審ftに相‘りするものに合格し，修 l:O)学位をイiする行と 11i]り『以

トの学））があると認められた者

169 -



(7) 文部科学大臣の指定した者（平成）じ年文部省告ぷ第118号）

(8) 研究科におしヽて，個別の人学賓格審査により，修卜の学1立又は専門職学（立をイー［する者と [ii]

笠以Lの学力があると認めた者で， 211歳に逹したもの

(I促学系研究科1グ、．．＇］を 1り攻I専卜課れl<J)人学資格）

第 8条 ［ク？学系研究科I災学リ｝攻l¥1j:・・f:課程に人予すること(})できる者は，次の各りのしヽずれかに

該‘りする者とする Cう

(1) Jぐドの1仮学科， 1府学科又は修災年限が 6年の諜作の薬学科竹しくは凧1仄学科を卒叢した者

(2) 学校教育法第1011条第 4瑣の規定により 1仮学， l'H予，薬学又は獣1矢学を 1り攻分野とする学

I: <J)学｛立を授りされた者

(3) 外[kjにおしヽて，学校教育における 18年:(})諜位を修［し，その最終(})課料が 1り、：学，歯学，薬

学又は獣I矢＇、ドであった者

(11) 外川の学校が釘う迎佑教育における授業科• 日を我が1叶におしヽて履修することにより 1]1該

外 I―re)の学校教介における 18年の課肛を修［し，その最終(})課程が 1グ、．．学，歯学，虻学又は獣I久．． 

学であった者

(5) 我が1叶におし¥・c,外IEl <J))ぐド(});1~ け閏（その修 r者が‘り該外川の予校教介における 18年の諜

捏を修［したとされるものに限る。）を介するも(})として胄該外[T)の学校教介制度におしヽて

仙囁汁．付けらjした教有施設であって， 文；『II科学大臣が別に指定するもの<J),,, ,l亥課捏を修(し，

その最終の諜捏が 1仮学， 1浙学，薬学又（且吠I災学であった者

(6) 外 [1、I の大学その他の外[!、j<J)学校（その教介活動ぐりの総合的な状況に-✓)し\-c,'11 ii亥外[1、]の政

肘又は1川係機間<J),l忍』を受けた者による評価を受けたも(})又はこれに準ずるも(})として，文

祁科学大臣が別に指定するも(})に限る。）におし¥・c,修業り限が 3年以 l・.である課代を修(

すること(,,,,l亥外jr)の学校が1lう迎い教介にお,rる授業科 llを我が[1、1におし¥・cI復習すること

・, 上り 111ri亥諜れ＇．を修［すること及び 111ri亥外1qの学校教介制度におしヽて位韮り付けらオした教育

施設であってl'ifl砂の指定を受けたものにおしヽて』杓を修［することを含む。）により，学 I:

の学位．を授りされた者

(7) 文；'fl¥科学大I:,:<J>指定した者 (II間1130年文祁省古ぷ第39砂）

(8) 大学（『応"f:, I山学又は修業年限が（う什'.(})諜村(})梨学竹しく (;t¥秋Iり、：．学を履修する課肛に限

る，')に 4年以 I・.在学し， 又は外[!、:jにおし‘て予校教行にお(Jる1(-iイト<J),;Ql佐 (Iり、:学， (/:i学，翡じ学

又は獣1貶学を履修する課程を含/"J'も(})に限る。）を修［し，研究科におし¥"(,/Jrぅ上'.(}) l¥1.、（立を褐

れた成粕をもって修得したも(})と＇，忍めた者

(9) 外l!cJの学校が1i"う辿い教介にお(tる1受菜科 IIを我が11こ］におしヽて履修することにより ,Ji該

外[T)の学校教介にお｛｝る 1(-i年(})課杓CIり、:学， N,i学，悲"f:又は獣I災学を履修する課程を含む、も

のに限る。）を修［し，研究科におしで， JiJiぅi:<J)単位．を條れた成納をもって修得したものと忍

めた者

(I 0) 我が[!、)におし¥・c,外Ikj (})大学の課札l(その修(者が,1,,l亥外[I、)の学校教行にお（ナる JG什'(})課

肛 (I笈学， 1ば［学，槃'iいくは獣1坂学を履修する課程を含むも(})に限る。）を修(したとされるも

のに限るn)をイ［するものとして‘り該外[E)の学校教行制度におし、て位」悦付けられた教育施設

であって，文乳11科_,.;と大臣が別に指定するも(})(})胄該諜位を修(し，研究科におしヽて，所定の

り叶立を艇れた成納をもって修得したも(})と［忍めた者

(l I) 研究科（こおし‘て， ([iii]別の人亨賓格審杏により， Jぐ；を<J)I仄庁＇：科， (H"'f=科又は修業什限が（う

年の課位の隠"f:科竹しくは恨1厖学科を Iヽ 侶業した者と lriJ勺｝：以 I・.<J) ,; を））があると認めた者で， 211

,; 収に達したも(})

（人学者選抜）

第 9条 人予志）禎者に／・八、ては，選抜を行う 0

2 人学者の選抜につしヽては，別に定めるところによる。
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（博L後期課程への進学）

第 9条の 2 修 l囁果程， 1W卜前期課程又はリr11r]Jff化学位諜行を修（し，引き続き 1¥1/.I: 後期課捏に

進学を志顧する者については，選考0)1--., 進学を畠Fnfする()

2 第13条0)2に規定する博1:,1児屁教行リーディングフログラムを選択している者で，博 J:I泊

期諜捏に 2年以 I→．在掌し，引き続き博卜後期諜作に進学する者につし、ては，選灼0)に進学

を謹11Jする ただし，在予期間に1梵lしては，渭該研究科か定めた要件を満たした者にづし,-c
は，ヽ 11,1亥課作に 1年以 I・.、在学すれば足りるものとする 0

（休学）

第10条 休学期間は通仰して，修 I:諜悦， Itりl:1)り期諜佐及び内[llj職学｛立諜肛にあっては 2{・トを，

博 l:後期課作にあっては 3年を， 1灰学系研究科1り、．／］を 1り攻博 l:課位にあっては 4年を趙えるこ

とはできないQ

（留‘、?)

第11条 本大学院と協定を綺糾してしヽる外!El0)大学1院又はこれに相‘りする教介研究機1月に州

学し上うとする者は， /J罰叫なけオしげならなし＼

2 貿学期間は，在学期間に仰人する"

3 第 1瑣に規定する外[k)O)}(予院又はこれに相‘りする教行研究機1月との交流協定に),し3<
留督：生の派附に1月lする必吸な・r.:瑣は，別に定める，〕

第 4章 教 育方法等

（教ifJ;yJ;) 
第12条 本大学院（＼り門職-;::位諜料を除く，，）における教行は，授業科 Ilo>授叢及び‘；だ（立論文0)

什：｝戌ぐ';':(s'.:.丸J-・,)→る1廿導（以 I'"「研究」旨・；位」 としヽ う")(~ より iJ"うC)

2 Iヽり111]職学位渫杓における教行は，授閉科・Ij O)j受業に上り行う。この場合におしヽて，＼り111]職

'芹位渫『1¥は，その H的を達成し得る実践的な教介を行うよう 1.fi(攻分野に応じ 'If例研究，現地

淵杏又は双）j向オ『しくは多）JI川に行われる討論オ『しくは質疑応芥その他の硲切な）j怯に上

り授業を行うなど面切に配應するものとする。

（履修）j¥}; 笠）

第I:3条 各研究科における校業科IIの内容及び爪位．数，履修）jy}閃;~に／八ヽ ては，ヽ '1,;亥研究科に

ぉしヽて定める。

C ItりI:諜杓教育リーディングフログラム）

第1:3条0)2 f翡秀な学生を(Jf'.fll放力と独創力を備え広く P信学宜にわたりグr.zーバルに活躍する

リーダーヘと消くため，博 l:1)f i期諜程から1¥11I: 後期課程主で0) . 貰した教介を1J° う特別な教

itフログラムとして，博 I:』｛閑教行リーディングフログラムを履修させることができる，）

2 h1l l: 諜作教介リーディングフログラムにおける授業科 11の内容及びり,.{ir:放，履修）j{l竺りに

っし,・c /;J:, '11 ,l亥研究科におしヽて定めるり

（他の大学院におItるI復修ぐ卒）

第 ¥1)条 教-ffI・. イ［益と認めるとき，＇研究科•長は，他の大学院との協庄に Ji~づき，＇］を lj:_が'11,1亥）く

学院におしでI役修した授党科・IIにつしヽて修得したり叶立を，本大学1院における授業科 Ilの履修

に上り修得したも 0)とみなすことができる）

2 伯瑣の規応は，第11条に規定する留学の場介に準川するり

3 州j2瑣の規定により修得したものと九なすことができる車（立数は，介わせて 10平．（立を紹え

ないものと十る 0

4 1lii川の規定に／）ヽ ／）叶）ら干，＼り[lljJ[絨学(I'狐児肛にあって/.t,第22条第 1Jfiに規出する修('及f'I
としてiじめる爪付数0)2分の 1を超え／・訊ヽ ものとする〈9

（人学1J1jO)既修得爪位0),;忍定）

第 15条 教育 I・.イi益と［，忍めるとき， iiJF究科には，‘芹りが本大学院に人学する前に本大学院又は

他の大学院におし V した授業科・Hにつしヽて修得したりi.(立（科・Il勺信履修生として修得した
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単位を含む。）を，本大学院に人学した後の本大学院における授業科目の履修により修得し

たものとみなすことができる。

2 f11J瑣の規定により修得したものと：かなすことができる車｛立数は，転人学及び「if人学の場合

を除き，本大学院におしヽて修得した車位以外のものにつしヽては， 10り叶立を超えなしヽものとす

るい

3 仰真の規定にかかわらず， I、りIIIJ職学｛立諜肛にあっては，転人・}:及び再人学の場合を除き，

本）＜掌院におし、て修得したり叶立以外のも 0)につしヽては，伯条の規定により本大学院におしヽて

修得したものと Cかなす爪位放及び第22条第 2川の規応により免除十る lj'i.位放と合わせて，第

22条第 1川に規定する修('嬰件として定めるり叶立放0)2分の 1を超えなしヽものとする 0

（他の大学院賞における研究指導）

第1(-i条 教#I'.、イ［益と認めるとき，研究科長は，他の大予院又は研究1i/r':りとあらかじめ協成の

I・., 学生が'11,i亥大学院又は研究州⑭におしヽて必悛な研究指導を受けることを忍めることがで

きる，うただし，修 U!t叩及びj¥『I:前期諜程:0)学生に／八ヽて認める場合には，ヽ11,l亥研究指導を

受ける期間は， 1年を超えないものとする。

2 前瑣の研究指導を受u-」こうとする者は，，研究科-kO).;'「:1りを得な｛｝れげならなし¥)

3 第 1瑣の規応による研究指導は，課料の修 (0)吸件となる-ii}!究指導として［忍定することが

できる。

（教介）jy];O)!J=、『例）

第17条 教行 I刈:,')別の必疫があると忍められる場介には，＇夜間その他特うじの時間又は時期にお

しヽて授業．又は研究指導を行う節の適りな）jy去により教行を行うことができる0

第 5章教育職員免許

（教介職員免，；午）

第18条 教行職員の免，，午状を受けようとするときは，教介職n免叶怯及び詞怯施釘規則 (11(1和

29年文部省令第26砂）に定める所要0)ljl. 位を修得しなければならない0

2 本大学院の研究科0)1!/攻におし‘て，取得でぎる教介職no)免！；午状O)fい、'fl及び教科は，別表

())とおりとするり

第 6章 課程修了の要件及び学位の授与

（修 u児作及び1専I:1)iJ期諜杓0)修 jパ炭件）

第19条 修 I:諜肛及び博 l:1泊期諜肛の修 (0)吸件は，ヽ 11,1亥諜作に 2作以 I・.在学し， 30単位い、 I・.

を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた 1゚.,修 I:論文0)審杏及び最終試験に合格すること

とす―る 0 ただし，在学期間に1月して(:t, 褐れた研究業給を I:げた者に／八ヽては，ヽ11i,1亥諜和に

1年以 I・_.在学すれば足りるものとする 0

2 1'iii瑣の場介におしヽて，研究科が‘り該諜肛o)11的に応じ巡‘りと認めるときは，牛、『定の諜題に

つしでの研究の成果0)審ftをもって修 I:論文O)'.脩代に代えることができる。

:3 j¥lJ. l: 前期課作の修 (0)吸件は，‘り該博 I:課料の II的を達成するために必嬰と認められる場

合には，前 2瑣に規出する研究科の1「う修 I論文又は特定の課題につしヽての研究の成果O)'.Af

ft及び最終試験に介格することに代えて， liJI究科が行う次に褐げる試験及び蕃ftに合格する

こととすることができる。

(1) 内攻分野にl¥!Jする翡度の内門的知識及び能力,f(iびに叫，亥内攻分野に1月述する分野の）it/晶

的素捉であって‘り該前期諜料におしヽて修得し， 又は梢ilffすべきものにつしヽての試験

(2) Itり l:.l倫文に係る研究を u本的に遂釘十るために必 I貶左fi~)J であって加亥:llli期課程におい

て修得すべきものに✓)し \-c O)'祇青

(j¥りI:後期諜程0)修('貶件）

第20条 j¥り1後期課代の修 (0)'及罰t, 1ヽ1,l亥諜佐に 3年以 I:在学し，研究科が庄める所定のりi

｛立を修得し，か-✓:>'必要な研究指導を受けた L, I―¥If. I論文0)蒋査及び最終因検に合格するこ

ととする 0 しただし，在学期間に閃しては，｛迎れた研究業粕を I・.げた者につしヽては，
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JヽJ該課程に 1年以I・.在学すれば足りるものとする。

2 大学院設附）店準（昭和119年文祁省令第28号）第16条第 1瑣ただし書の規定による在学期間

をもって修士諜程又はt専l:前期諜程を修（した者については，前項ただし胄中「 l年」とあ

るのは「l専卜後期諜程の標準修業年限 3什こから修 l甘果程又はl専1心前期課程における在学期I廿l

を減じた期間」と読み替えて，同項の規定を適用する。

(I笈学系研究科I応`予'.Iり攻博卜課程の修(疫件）

第21条 1欠学系研究科1尻学 Iり攻l専l:諜程の修［の 1貶件は，‘り該課作に 4{・ド以 L-fE学し， 30単位．

以卜を修得し，か✓), 必嬰な研究指導を受けた I・.,博 hl倫文の審1t及び最終試験に合格する

こととする。ただし，＇在学期間に 1月しては，條れた研究業納を I・.げた者につしヽては， 'l.iii亥諜

料に 3年以 L在学すれば足りるものとする。

（［、り[llj職学位一課程の修('炭件）

第22条 I, り［叶職学位諜作の修（の1笈件は，‘乍亥課｛胡に 2年以い化学し，研究科が定める授業科

日につしヽ て， 1151闘＇！：以卜を修得することとする， 9

2 前瑣の規定にかかわらず， 1,l{[llj職・;だ｛立課捏におしヽて，教育トイ［益と忍めるときは，人学す

る1lfiの小学校ぐりの教員としての実務経験をイ［する者にづしヽて， 10几叶立を超えなしヽ 範I井］で， 11/1

瑣に規定する修 jりいい間＇［放を免除することがある。

('邸t:)

第23条 第19条から前条主での規定により諜捏修 (0)忍定を得た者に，学位をりえる，.j

2 学｛立に1月し必要な'Jr瑣は，別に定める。

第 7章 科目等履修生，研究生，特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生

（科鼻II等履修生）

第21I条 本大学院の学牛以外の者で，本大学院が開設する》くは複数の授業科日を履修しよう

とする者があるときは， 1受業及び研究に肋げのなしヽ限り，選苦o>I:, fl・1 lぐ序履修生として人

学を叶：nJし，叫立をりえることができる。

2 科II笠履修牛に［月し必＇梃な 'h瑣け，別に定める 0

C 1VF究11→, J 

第2fi条 本大学院において，＼り[llj•jf瑣について更に攻究しようとする者があるときは，授業及

び研究の肋げのない限り，選考の I・.,研究化として人学を計F11Jする。

2 研究化に1月し必嬰な加直は，別に定める。

（牛、IDJIJJUも(,l情7:11・:)

第26条 本）＜予院との協定による他の大学院の学化で，本大学院の特応の授業科 IIを履修しよ

うとする者があるときは，委［し公の紅見を聴しヽた Lで，学長が特別聴講学生として1l'I・11fする 0

2 附rnrJJ應溝＇］を lj:_につしヽ ては， 111形大学（以 1,・I本学」としヽう（，）の議規則！ド，学生に間する規

定を準川する。

3 第 1J直に規定する外11、]の大学院との交流協定に），し)<留学り受人4しにWlする必吸な巾瑣

は，別に定める 0

（附)'J;IJ{iJF)信"'f:11:J
第27条 他の大学院の学生で，本大学院におし、て研究指導を受けようとする者があるときは，

あらかじめ他）ぐ判院との協ふの I・., 研究科にが4守別研究学ILとして記r11Jする"

2 4守別研究予生にWJし必吸な1叫'fit, 別に定める

（外[!、1人胄}:IIJ

第28条 外[r]人で大学におしヽて教百を女ける II的をもって人[―I―lし，本大学院に人学を志l禎十る

者があるとき (;t, 選考:O)I・., 外l―I、1人留,''f:lj:_として人学を叶 r1Jする。

2 外川人留＇］を生に間し必嬰な巾瑣は，別に定める。
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第 8章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料

（検定料憚の額）

第29条 検定料，人学料，授業料•及び寄宿料の額は，国立大学法人山形大学における授業料そ

の他の費川に1見lする規程の定めるところによる。

2 11fi瑣の規定にかかわらず，科• 日笠履修牛及び研究I卜→につしヽては検定料，人学料及び授業料

を，特別聴講：学生及び特別研究掌生にづしヽては投業料を，協定の定めるところにより，徴収

しないことができる，）

第 9章 岩手大学大学院連合農学研究科における教育研究の実施

（連合大学院）

第30条 店丁：大学大学院に設i悦される連合農‘芹研究科の教行研究の実施に‘りたっては，本学は，

幣広畜術大学，弘前）く学及び内 F大学とともに協力するものとする 0

2 llli川の連介農学研究科にii"i'.かれる連合;l/1/」1代は，幣広俗賄大学畜Ji'{~学祁，弘廿り大学];:!:学IJ:命
科掌i『II及び追伝「実験嵐没並びに内「大学贋学i『IIU)教［しとともに， 4ゞ・;::農平部の教lしがこれ

を担‘りするものとする，）

第10章雑則

("; をi『|リJll[ljU)i'¥lJJjj)

第31条 この規則に定められてし、なし¥・Ji:瑣に／八ヽては，山形大学学祁規則を準川する。この場

介におし¥-c' 「学部教授公」とあるのは「研究科委ti公lと， 「学部いとあるのは I研究

科長」と誡み杯えるものとする，〉

附則

この規則は，昭和39年 4Jl 1 11からいげる。

（省略）

附則（平成28年 IJ J 25 I!) 

1 この規則は，平成28年4月 IIIから施1「する。
2 Jlj¥ 1・. 学研究科博 l:1泊期課料の機能仇分（＾［学内攻及びイ［槻デバイス r学専攻ヽ )(iびに[1iJ{iJ「

究科博 I後期課程のイ［機材料,._,.;を1ヽ り攻は，改1E後の111形大学大学院規則（以ド「規則 lとし‘

ぅ0)第 1条の 2第 2川の規応にかかわらず，平成28年 3月:3111に'111l亥内攻に在学する者が

1ヽ111亥内攻に在学しなくなる I!主での間，＂（［続するものとする 0

：｝ 前川の研究科におしヽて取得できる教介職LiU)免許状の種肘i及び教科は，規則第18条第 2項

の規定にかかわらず，なお従前の例に上る（う

4 規則第 1条/})2第 2瑣の規定にかかわらず，平成28年度及び平成29什疫の月！］^ 学研究科，

イ［機材料システム研究科及び農学研究科の各内攻の収容定iiは次のとおりとする n
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研究科

則 L学研究科

!Wi了 rHiJリld~し1Y
放則科学内攻
物雌学i}l攻

物質生命化学リ｛攻

生物学リ［攻

」也J求環境＇］を 1ヽり攻

機能高分 fI'. 督： Iヽり攻
イ［機デバイス r.-;を1、f/攻
物質化学］汀を 1り攻
バイオ化学 r,,;を1_1/攻
応川生命システム l'."f:1、l/攻
、1廿恨科学リ｝：攻
屯匁'1じfI'.'望'.Iヽり：攻

専攻
平成28年度

収容定員

平成29{・ド度

収容定員

機械システム,・.,';を1ヽり攻

ものづくり技術経料；,'; た1ヽリ攻
/ jヽ ,n 

博 I:後］リl課｛閏
l也）求共生偽1科.,.;を1ヽり攻

イi機材料.I汀： Iヽり攻

物質化学 r.学リ｛攻
バイオ r:ヽ；::'・ り攻

, 1じ(-、1廿恨 r.学＼り攻
機械システム 1.";を,y攻
ものづくり技術経＇料；学リ［攻

/ jヽ,,.,ll-
止＿

イi機材料システム研究科

lW l:i'iiiJUl,l~~N 
介機材料システム＼り攻

博 l:後期，＇畔¥
イ叶幾材料システム内攻

, ll-

22 
2,1 

2(1 

18 

16 

30 

25 

76 

56 
1](1 

56 

68 

l 00 
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附寸 則('H戊29{f'. 1 J J 23 11) 

1 この規則は，平成 29年 4月 111から施1「する n

2 I灰学系研究科!Wl:1廿i期課肛及び博 I:後期諜捏の生命環炭1矢科学＼り攻並びに刑 r.予研究

科博l:1lff期課捏の数則科学リ｛攻，物則学＼り攻，物質生命化学リ｛攻，生物亨： Iり攻及び地球

環鷹`；を 1ヽり攻は， 改正後の111形A督：大,'t院規則（以 1,・I規則Jとしヽ う。）第 1条の 2第 2瑣

の規庄にかカヽ オ）らず， 平成 29年,3 J J :l 1 11に'1111亥リ｛攻に在学する者が''1,; 亥内攻に{Iごドし

なくなる IItでの間，介続するものとする 0

:i 11り瑣の,y攻におしヽて取得できる教印I蔽員の免叶状の種m及び教科（土，規則第 18条第 2

J且0));¥虞にかかl>らず， なお従廿りの例に」こる）

4 規則第 1条の 2第 2rt{の規定にかかi>らず， 平成 29什襄から、ド成 3l年度'tでのI仄平

系研究科及び罪 1:学研究科Wl-f-廿り期課位の各＼り攻の収容定lし(;t, 次のとおりとする勺
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研究科・専攻
平成 29年度 平成 30年度

収容定員 収容定員

理工学研究科

博士前期課程

数理科学専攻 11 

゜物理学専攻 12 

゜物質生命化学専攻 13 

゜生物学専攻 ， 
゜地球環境学専攻 8 

゜理学専攻 53 

゜物質化学工学専攻 76 106 

バイオ化学工学専攻 56 

応用生命システム工学専攻 46 

情報科学専攻 56 ／ 

電気電子工学専攻 68 

機械システム工学専攻 100 

ものづくり技術経営学専攻 20 
;jヽ 計 528 528 

別表

,(リf究科 専 攻 免許状の種類 教 科

理工学研究科 理学専攻 中学校教諭
数学，理科

専修免許状

裔等学校教諭
数学，理科

専修免許状

物質化学」二学専攻 高等学校教諭
理科， 工業

専修免許状

バイオ化学丁学専攻
高等学校教諭

理科
専修免許状

応用生命システム工学専攻
高等学校教諭

」~-業
専修免許状

情報科学専攻
高等学校教諭

情報，工業
専修免許状

電気電子工学専攻 高等学校教諭
工業

機械システム工学専攻 専修免許状
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2 山形大学学位規程（抄）

目次

第 l章総則（第 1条ー第 4条）

第 2章学一!:の学位」受り（第 5 条•第 6 条）

第 3章修七の学位授り（第 7条ー第16条）

第 4章博：1~ の学位授り

第 1節 晶杓による博卜（第17条ー第26条）

第 2節 論文審奔衿による博I:(第27条ー第:m条）
第 5章 教職修 I:(内門職）の学位授り（第39条ー第12条）

第 6革： 雑且lj(第113条ー第118条）

附WJ

第 1章総則

（趣旨）

（昭和511年 4月21日全部改正）

第 1条 この規代は，学イ立規則（昭和28年文噂II省令第 9号。以 1く「省令」としヽう。）第13条第 l

瑣， 111 形大学,'和~:11規則第39条第 2 瑣及び111 形大学人:''/:院規則（以,,・ 「大＇芹院規則」としヽ う。）

第23条第 2瑣の規定に），しづき， 111形大学（以 lく「本学」としヽう。）が授りする学位．につしヽて必

嬰な'Ir瑣を定めるものとする。

（学｛立の種粕）

第 2条 本学におしヽて授りする学｛立(J, 学 I:, 修 I:, j専I:及び教職修l:(リ｛門職）とする。

（しり攻分野の名称）

第 3条 学位に付記する内攻分野の名称は，別表0)とおりとする。

（学｛立の名称）

第 4条 本学の学イ立を授＇｝された者が学イ立の名称を川しヽるときは， 11!1形大学」と付出するも

0)とする。

第 2章学士の学位授与

（学 I:の学｛立授りの要件）

第 5条 学卜の学｛立は，本学を卒業した者に授りする 0

（学位:o)授り）

第 6条 学長は，が業を認定した者に所定の学位叫を交付して学 l:O)学位を授りする。

第 3章 修 士 の 学 位 授 与

（修l:O)学位授 'J-0)'梃件）

第 7条 修 I:の学位は，本学大学院修u果れいくはl専l:r)fi期諜祝（以 Iべ. I修l:課『it」としヽ う 0)

を修［した者に授りする。

（修 I:に係る学位論文の提II I) 

第8条 修 l:O)学イ立論文は，ヽ 1.J11亥学位論文の提出者が1iJr;属する研究科の研究科長に提出するも

のとする。

2 r)f団の提出する＇芹位論文は， ］編とするりただし，参考として他の論文をy忍付することが

できる。

3 審ftO)ため必要があるときは，学｛立論文の提出者に対して‘知亥繭文0)1/}¥本， 1唸叫リ又は椋本

A在の胄料を提出させることができる。

（学位論文0)返付）

第 9条 前条の規定により受則した学忙論文は，しヽかなる事＇情があっても返付しなし＼
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第10条削除

（審査委員）

第11条 ，研究科長は，第 8条の規定による学位論文を受刑したときは， i倫文内容に閃連する科

HU)教授の中から 3人以I:の審査委員を選出し，論文の審ft及び最終試験を行うものとする0

ただし，必要があるときは，山形大学学f村研究院規程第 8条第 1瑣に［しづくじ担,Li教員とし

て,1仕亥研究科に配岡された教授以外の教員を審奔委員に選ぶことができる，9

2 研究科長は，学位論文の審査に‘りたって必＇梃があるときは，山形大学学術研究院 J乱程第 8

条第 1 項に）囚づく担 •lj 教員として本学大学院の他の研究科に配附された教員又は他の大学

院竹しくは研究所憚の教員ぐりを審ft委員に加えることができる 0

（最終試験）

第12条 修 I:<J)学位論文の提出者に課す最終試験は，学位論文の番責が終った後，ヽ11,l亥学｛立面倫

文を中心として，これに閃連のある,J1:項に,.--)いて「l叫又は惰答により行う。

（術1t委員u)Hi :1i) 

第13条 審牡委員は，＇芹位．論文(})審 1t及び最終試験を終(したときは， 1内^ ．ちにその結果を文;q
をもって研究科•長に報因しなけれ/Jならなし＼

（研究科委11会の、狂見聴取）

第J;J条 研究科長は，大学院規則第19条の規定に）店づき，修 l:(})学｛立を授りすべきか否かにつ

しヽて，研究科委員公から，絃見を聴取するも(})とする。

（学長への報内）

第15条 研究科長は，修 I:諜作の修［を認定しようとする者につしで，学長に恨店しなしJ-iしば

左ら左し¥,

2 学」又•は， 1)り瑣 (})•f.lJ/i' に疑義があるときは，剛 l1 を付して研究科·kに 1り審杏．を求めることが

できる。この場合におし‘て， '11,l亥研究科長は， 1り審1t を行し＼その結果を遅淵•なく学」'-2 に恨

古しな｛｝ればならなし、0

（学{ir:<J)授りこ）

第16条 学長は，修 I課肛の修(を，忍定した者に所定の学｛立訊］を交付して修 I:<J)学位を授り・す

る0

第 4章博士の学位授与

第 l節 課祝に上る博 I・

（博 1—:(})学イ立授り・(})'梃件）

第17条 j(¥l: I :U)'芹位は，本学大学院博 U~H'立を修［した者に授りする 0

（諜捏による博 I:に係る学位論文の提出）

第18条 課捏による!1,lill: (})学｛立論文は，ヽ IJ議・;叫＇［論文の提 Ill者が所屈する研究科の研究科Kに

提出するものとする。

2 前瑣の提出する学位論文は， ］編とする 0 ただし，参衿として他の繭文を沿付することが

できる 0

3 背臼門のため必要があるときは，学小＇［論文の提 tH者に対して‘り該論文(}),沢本，股刑又は椋本

ぐかの胄料を提出させることができる 0

(, 予位論文(});柊付）

第19条 伯条の規化に上り受且j!した~,芹位論文は，しヽかなる 'll、1、1りがあっても返付しなし、0

第20条削除

信臼州委員）

第21条 ，研究科 l( は，第 18条の規定による学位．論文を受刑したときは，高文内容に 1閃l連する科•

HU)教授の中から 3人以 l・.U)審1t委員を選出し，論文(})審1t及び最終試験を行うものとする。

ただし，必嬰があるときは， 111形大学学術研究院規祝第 8条第 l瑣に）よづくじ担‘り教l・しとし
て胄該研究科に配11りされた教授以外の教員を審:ft委員に選ぶことができる n
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ただし，必嬰があるときは，山形大学学礼i研究院規程第 8条第 1瑣に）店づ<L担‘り教［しと

して'1Jii亥研究科に配附された教授以外の教員を審奔委員に選ぶことができる Cc

2 fiJ「究科長は，学位繭文の審査に胄たって必要があるときは，山形大学予術研究院規祝第 8

条第 1項に）,tづく卜担渭教員として本学大学院の他のiiJF究利に配附された教員又は他の大

学院杓しくは研究所箇の教員等を蕃査委員に加えることができるい

（最終試験）

第22条 諜肛に＿）こる博 l:O)学｛立論文の提出者に課す最終試験は，＇芥位贔文 0)'斎孔tが終った後，

ヽ II 該学位論文を中心として，これにrm連のある •Jr瑣に／八ヽて I l 叫又 (~t/'j\'.答により 11'ぅ0

（術1t委員の報古）

第23条 審青委日は，＇、ド位繭文 0)'番・ft及び最終試験を終［したときは， 1i(ちにその鮎果を文，「］

をもって研究科長に恨店しなけれ（［ならなし＼

（研究科委n公の、立見聴取）

第211条 研究科Kは，｝ぐド院規則第20条又(t第21条の規定に）よづき， I¥り1の掌｛立を授りすべき

か否かに／几ヽて，研究科委it公から，立見を聴取するものとする。

（学長への報古）

第25条 研究科には， hりl:il児作の修［を認定しようと十る者に／八ヽて，学｛立論文O)'裔杏要旨及

び最終試験の結果を文，りをもって学長に報店しなけJしばならなし＼

2 学長は， IJli瑣o)w;1i: に疑義があるときは，則1打を付して研究科・lこに内翡責を求めることが

できるいこの場介におしヽて，ヽII,;亥研究｛刊 t, Iり審森を1且ヽ，その結果を遅洲｝なく‘‘臼に恨

古しな｛｝ればならなし‘り

(,、ド（立の1受り）

第26条 学」とは， IW:I: 諜程の修［を認定した者に所定の学位記を交付してj1,りl:O)学｛立を授りす

る0

第 2節 面文愉責ぐりに上るlりI:

(,16≫ 文＇番杏的による 1しり 1:0)'芥位）

第27条 第J7条の規定に上るもののほか， 1サll:O)学位:(J,IW I: 諜位を経なしヽ者であっても本学

に学｛立論文を提出してその審ftに合格し，かつ，本学大学院l専I課位を修［した者と j,i]ぐり以

トの学））をイ［することを確認された者にも授りすることができるり

(111111文に」こる学イ立授りの ljl晶）

第28条 伯条の規定に上り IWI: ーの学｛立の授りをq,出する者は，＇、ドイ立 ljl,li1/JI}:(別叫材豆I;:l)に掌位

論文，論文I!録， ii倫文内容の＇貶旨，履／栢，り及び学｛立論文愉噌ート放料を硲え，研究科 kを経て

亨：k(こ提Illしなf―}れ（［ならなしヽ ，

2 前瑣の場合におしヽて，本学大学院博 I:諜肛 (I災学系研究科先迎的[)~:科学＼り攻及び看設学リ｝

攻，升j!,・. 学研究科並びにイi機材料システム研究科にあっては博 L後期諜程）にt閃準修業年限

以 I・.在学し所定のり叶立を修得して退学した者が，退学後 l年以内に学｛立論文を提出した場合

には，＇、 t位論文愉責r-数料は免除する 0

3 第 l瑣の提出ナる学位論文/J, I編とする。ただし，参考として他の面文を硲付すること

ができるり

4 札臼州のため必要があるときは，学位贔文の提出者に対して‘り該論文のぶ本，模咽又は椋本

笠―:o)責料を提出させることができる C

5 第 l川の学イ立論文蕃杏 T数料の額(J,111形大学におItる校業料その他の1じ川にWl十る規打

の定めるところに」こる 0

（学（立論文及び予｛立論文'.番,ffT数料の遅付）

第29条 廿り条の規定により受且j!した＇？位直文及び収納した平｛立諭文審杏△ 下放料は，し、かなる ・Ji:
hりがあっても返付しなし‘ぐ

第'.W条削除
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（審査委員）

第31条 研究科長は，第28条第 1項の申品を受岬したときは，諭文内容に関連する科目の教授

の中から 3 人以卜リ)審査委員を選出し，論文の審査及び学））の確認を行うとともに，学長,~

学｛立叫,i;11平ぐりを提出するものとする 0 ただし，必要があるときは，山形大学学術研究院規『I~

第 8条第 1瑣に力しづく・□1「'i教員として,1仙亥研究科に配置された教投以外の教員を審査委

員に選ぶことができる。

2 研究科長は，予位倫文の蕃杏．に‘りたって必要があるときは， 111形大学督：｛村研究院規程第 8

条第 1瑣にJよづく jんー・オ且渭教員として本学大学院の他の研究科に配岡された教員又は他の大

学院店しくは研究所衿の教員⑳を審1t委Fiに加えることができる〔｝

（学））の確認）

第32条 第27条の規定により l専I:O)学位の授りを,p出した者に諜す?)Jの/i'{li1l忍は，「l叫又は/:tし
衿により，＼り攻'、tWi及び外ji::]晶につしヽて，本学大学院の博 I諜 T望を修［した者と同悴以 l:O)

学））をイ［することを確認するために行う。この場介において，外I―EJrl/¥・については｝爪則として

2種頼を課するものとする。

（学））確認の年、!jc例）

第3'.3条 第27条の規定により j¥『I:の学位．の授りを 111;mした者が，ぶ"f:大学院の博 I:』｛閏(I応芹

系研究科先進的1仄科学＼り攻及び行設,'和り攻， I用r.学研究科並びにイ［機材料システム研究科に

あってはhfitI: 後期課料）に所定の椋準修業年限以上在学し所定の巾位を修得した者であると

きは， 1)/j条の学））の確認を免除することができる。

（審査期間）

第:H条 第27条の規止によるl廿ll:O)''図立論文の蕃牡及び‘‘砂,:長りに係る'}:))の確認は，＇］・''.(立校

りのljI品を受則した IIから 1年以内に終［するものとする u

（審ft委Hの報店）

第35条 蒋青委iU:t, 学倅論文の審杏及び学））の/i'(j認を終［したときは， 11'{ちにその結果を文

11:~ をもって研究科•長に報古しなけれげならなし\,

（研究科委n公の紅見聴取）

第36条 1¥升究科長は，前条の報古にJよづき， l専l:O)'芥位を授りすべきか否かに／八ヽて，研究科

委員会から紅見を聴取するものとする"

（学長への報古）

第37条 研究科長は，学｛立論文の'.rfげ砂ど旨及び学））の確認の結果を文，りをもって学長にヤII店し

なければならなし‘。

2 学長は， IIり瑣の報内に疑義があるときは，刑山を付して研究科にに再蕃性を求めることが

できる。この場合において，‘＇丘亥研究科•長は， Jlf審杏．を行い，その結果を遅滞なく学長に報

古しなけれはならなし、0

（学位の授りこ）

第38条 学には，学位論文の‘裔ftに介格し，かづ，学））が確認された者に所定の学9位詞］を交付

してl専 l:O)学位を授りし，学｛立を授りできなし＼者にはその冒を迎知する 0

第 5章 教職修士（専門職）の学位授与

（教Jfiit修 I:(f, りIll]職）の学｛立授りの＇梃件）

第39条 教職修 l:(i,り:I"]職）の＇芹位 (J, 本‘望：大学院＼り 1—11llliik亨：｛立課杓を修［した者に授りする 0

（教育実践研究科委［し公の、i図見聴取）

第11()条 教育'J!:践研究科・kli,大学院規則第22条の規定にJ囚づき，教職修 I:(内門職）の学イ立を

授りこすべきか否かに／八ヽて，教行実践研究科委Ll公から立見を聴取するものとする）

（学長への報化）

第111条 教育実践研究科•長は，「、り l"l 職}:位課程の修［を忍定しようとする者に／八ヽて，学長に

{iU~ りしなければならない0
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2 学：長は，前項の報告に疑義があるときは， J里由を付して教育実践研究科長に再審査を求め

ることができる。この場合において，教育実践研究科長は，再審査を行い，その結果を遅滞

なく学長に報告しなければならない。

（学位:o)授り）

第112条 学長は，専門職‘怜位諜程の修［を認定した者に所定の学位記を交付して教職修l:(専

門職）の学位を授りする。

第 6章雑則

（学位授りの報古）

第43条 学長は，第2(1条及び第38条の規定により l専l:O)学イ立を授りしたときは，省令第12条の

規定に力しづき，文i予II科学大臣に報古するものとする。

（学位論文要旨宵の公表）

第1!;)条 本学は，博 l:O)学｛立を授り・ したときは，省令第 8条の規定に）,¥づき，学｛立を授り・ した

日から 3月以内にその面文の内容の＇貶旨及び論文審 1tーの結果の要旨をインターネットの利

川により公表するものとする 0

（学＇（立論文の公表）

第1J5条 博I:の学イ立を授り•された者は，学位．を授りされた llから 1年以内にその学イ立繭文の仝

文を公表しなければならない。ただし，学イ立の校りを受ける廿打に公表しているときは，この

限りではなし＼

2 伯瑣の規定にかかわらず， I¥りl:の学位を授りされた者は，やむを得なしヽ•JT山がある場合ピ

は，学氏の）衣認を受けて，論文の全文に代えてその内容を＇梃約したものを公表することがで

きる。この場合において，学長は，その論文の全文を求めに応じて閲覧に供しなければなら

なし¥,

;3 !W l:O)学｛立を授りされた者が行う前 2項の規定による公表は，本学の協力を得て，インタ

ーネットの利川により 1「うものとする。

4 第 1瑣及び第 2瑣の規定により公表する場介には， 「山形）ぐ裳裔ft学位議文J又は「山形

大学審仔胄立論文要旨」と明記しなければならない。

（学｛立授りの取泊）

第1j(-j条 本学におしヽて学｛立を投りされた者が，その名脊を約す行為があったとき又は不1EO))J

法により学｛立の授りを受けたqr実が判1リlしたときは，学長は，ヽ1J1l亥教授公又は,Jj11亥研究科委

員公の紅見を聴いた卜^で学位の授りを取り泊し，学｛立出を収付させ，かつ，その旨を公表す

るものとする 0

（学位記笠の様式）

第117条 学位記の様Aは，別記様式20)とおりとする。

（その他）

第118条 この規程に定めるもののはか，学イ立の授りに1月し必疫左'll瑣は，ヽ lj,j亥学部長又は,ti,;亥

研究科長が学長の成忍を得て定める 0

附寸 則（平成28年今 1Jl25ll)

1 この規代は，平成28年 4 月 1 日から施行する。ただし，別表「 l\1il トの学｛立（論文審査でり,~

よる博 l:) 」の改 rL規定は，平成31年4月 1I―Iから施行する (C

2 改rE後の1廿形大学学位規程の規定にカヽかわらず，平成28年：3 J l 31日にJI!!I: 予研究科博 I飢

期諜程の機能料分f-1万::, __ I/攻及びイー［機デバイス['')を 1―り攻並びに [Ii] 研究科博 I~後期諜1閏のイi

機材料l―汀::1り攻に(E学する者の学｛立授りの取扱しヽにつしヽては，なお従11fJの例に上る。

附寸 貝IJ ('ド）］父 29イじ lJl 2:3日）
1 この規作は， 平成 29年 4月 1日から施行する 0
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2 改iiー：＾後の山形大学予位規程の規定にかかわらず，平成 29年 3月 31日に人文学部，地域教育
文化学部（地域教育文化学科の異文化交流コース，造形芸術コース，抒楽芸、術コース，スポーツ
文化コース，食環J紅デザインコース，生活環境科学コース，システム＇情報学コース），雌学部， l―̂
督：；糾（機能贔分「「．学科，物質化学］汀：科，ノ＜イオ化学['}'.科，応用生命システム［学科， ・I青報
科学科，屯気'i•じf-J:学科）， 1仄学系研究科IWl:1'1fi期課佐(})化命環炭IX科学リ｛攻， l1iJ研究科tし『卜後
期諜程の生命環境l'J~科学 Iヽり攻及び則r_,芹研究科博 I:IJli期』『1¥の数則科学！杯攻，物則学リ｛攻，物
質生命化学リ｝攻，／じ物学内攻，地球環塙学 1_1/攻に・{1=〗掌する者の学位」受りの取扱しヽにつしヽては，な
お従前の例による。

別表

学士の学位

，、;:,『11 9、;q斗 履修コース
学位の種類及び

＇り攻分野の名称

I.'、iと；m 心iク}(-・イ！・杉．雙イオn-r_,-; をfl ,、/:I: ( I :, 戸ヽ）

化‘、ド・ノしイオ r.学科

柏→恨・エレクトロニクス学科

機械システム r予科
建築・デザイン学科
システム削成 r.,ヽ戸科

修士の学位

!VF究｛斗 ＼り攻 諜程．
学｛立の種類及び
1り攻分野の名称

JI廿L'{{i)「・1t:fl・ 則,';を1り攻 帆， 1心前期課柑 修 I:(月！学）

物質化平 I.'}:•り攻 j¥りI:前期,¥UH閏 修 Lー(I_,-;だ）

ノ＜イオ化学 l汀た1、I/攻
応川生命システム］．．＇］を I,り攻

、Iii恨科学＼り攻
屯気屯 r-1・. 学内攻
機械システム r.-;をlヽリ攻

もの ~5 くり技術経＇料；学＼り攻

イi機材料システム研究科 イ［機材料システムリ｛攻 柚 L1)り！りl諜f't 修 I:(L'ド）

博士の学位（課程による博士）

研究f斗 屯攻 課捏
学＇（立の種 l直及び
1_ty: 攻分野の名称

fl!! L"; た./iJfりef斗 J也J水」t1!-.I在],f斗,;を1り」文 博iI: 後期課肛 博 1:u1n,、'f:)

I専 I.(L'、ド）
I専 I:('、'f:1'1、i)

物質化学 r.学内攻 I専 I:後期』｛閏 IしI/j: (I : ,'/:) 

バイオ r,•;を1,l/攻 博 I:後期課程 博 l:(]'、/:)
iじ(-』1廿恨 r.";を［り攻 I内!:("/: 附）
機械システム 1汀を,y攻
もov5くり技術経‘料；学リ｛攻

イfl浚1vlrlシステム研究什 イi機材料システム Iヽり攻 j¥りI:後期』H閏 IりI:(Ct)

博士の学位（論文審査等による博士）

iiJI究f斗 学｛立の種伯及び lヽ り攻分野の名称

JI!! I .''/: iiJfりCf斗 Iしり J -(Jlj!"; だ）

ItりI:(I .-; た）
Iしり I . (, ；ヽ：：伯）

イ日衷材1'1-シスアム研究科 博 I.(I.'、；だ）
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3. 山形大学大学院長期履修学生に関する規程
（平成16年'6月 911聞定）

（趣旨）

第 1条 この規程は，山形大学大予院規則第 3条の規定に）よづき，長期にわたる教化』位を履修十

る学生（以 f「長期履修学生」としヽ う，）にづし＼て必＇疫左 'I,瑣を止めるものとナる u

（対象）

第 2条 長期履修学化を希叩ナることができる者は，次の各砂の に該,11ナる者と十るり

(I) 職業を介し，所屈長のポ晶を得た者

(2) その他やむを得なし \·I叶介であると研究科•に応忍める者

(1p,m T綺）

第 3条 J'2期履修学生を希哨する者は，別叫材瓜 lに上り，別に定める期間内に学長にijl,;i1; しなIJ

;JL(fならなし、り

（謹11J)

第 4条 前条のqi,illに対しては，研究科が1Jう審ftを経て，掌にが謹 11Jする

2 札臼・ft(~t, ljl rli1/ rり及び1(11成により 1Jうものとする）

(」'2Wll復{I参O)Jりl!IIJ)

第 5条 長期にわたる教介諜1閏を履修することができる期間は，山形大学大学院規則第 2条第 4瑣

（こ規庄する期間以内とナる，

（履修期間の変く更）

第 6条 長期履修-;::生が， ri'Frrfされた履修期間の変史を希州{,)ーる場合It,別出様x¥':2に」、り，別に

定める期間内に，学長にq,出しなけれ(Jならなし＼

2 謹11Jされた履修期間の変史は，在学中 I[11J限りとする 0 ただし，修 (j'定年次I)廿始後の疫史It

できないものとする。

（履修期間疫史の謹11f)

第 7条 1'iii条のljl ,li1iに対して(t, 第4条の規1i:を準）llするり

（教介諜程の和¥11¥成）

第 8条 長期履修・;::11:_に係る教介諜村の編成は，ヽ111i亥iiJF究科が定める履修）J/.l; を弾力的に迎川ナる

ものとし，長期履修学生に限定した教育課捏の紅叫成/t1d >なしヽものとする(

(J又•期履修学化となる 11!1開l ぐり）

第 9条 に期履修-;::1卜となる時期及び履修期間を変史する1月期/t,)息則として＇芹期の初めとする 0

(1受業判・)

第10条 に期履修}:lj:_叫受業料の年額/t,liiJ立大学仏人111形）く予におIJ る授業判•その他の粋川に 1月

する規作の定めるところに上る，

2 長期屈修学化として叶11Jさ」した1役修期間を越えた場合の投業料・(t, 般の,-;:ゾI:と[1il+瓜叫受業料

を 刷flする，

（その他）

第11条 この規1.L に iiめるもののばか，に期履修学生に ,~,j し必要左 •j,瑣(t,''/:1{が別にiじめる

附則

この規則(J, 平成I61 I°C':i Jl~) 11から施1Jし， 平成16;,I」文人学者から適）llする

附 則

この規定は，平成20什4月 IIIから施1J寸る

附 則

この規仰t, 平成22り4JJ I 11から施いナるい
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別記様式 l

長 期 履 修 学 生 申請書

年月 11

山形大学長 殿

研究科 I;、り攻

、,.'J :,、な

氏名 印

f1記のとおり，長期）復修学生を希惰したしヽ0)でq,晶し主すり

受験番砂（学生番号）

人学年月 11 

,q:. J j 11人学，

現{l:Jjf
T 

勤務先名（職種箇；）

勤務先
所在地 丁

叶litil則111

長期）復修の必嬰I・'!::

lミ！リj)札甘I各:rnふ11hf: 

指導教［しの紅見

ーし
... l •9 

修 (I'定年）J 11 

if JJ II修(

Tel 

Tel 

指、し汀教員氏名

- 18,! -

修業予定イド数

イト /Jヽ）j 

印



別記様式 2

長期履修期間変更申請書

年月日

役
に

H”長学-＼ ）
 

ゾ
ゾ
ノ升

研究科 内攻

~
 

に
トル名

,＇ 
）
 

氏

~, 

fi記のとおり，長期｝役修期11¥Jを変更したいのでljl晶します。ーし
.... 1 一

,"r ', ＾牛'克Iii''IJ l, 

人 学年 月 日 1F J l ll 人学

現 在 の 修 (
什:_ Jj II 修(

f, 定 11'-J l 11 

ィl→c ）］ 11 l） らヽ
現 在 0) 

（ ィI', ヵヽ）］）
Iiり，（1各 JリlIIIJ 

1i: J j ll 主で

変更後の修(
イI'- Jj 11 修(

f, 定年）l 11 

11'・ Jj ll から
変更後の

（ 年 かJl) 
履修期間

1j'- ）］ II 主で

長期履修期間変更を収要とする刑山：

指導教ilO),籾見

指導教員氏名 印
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4. 山形大学大学院理工学研究科長期履修学生に関する内規

（趣旨）

1 この内規は，山形大学大学院長期屈修学I卜-ぷこ関する規程に）よづき， 111形大学大学院則

1: 学研究科における長期履修学生の取扱いについて必要な叩直を定めるものとする。

（対象）

2 長期履修学生を希惰することができる者は，次の各号のしヽずれかに該‘りする者とする。

(l) 職業をイ｛し，所属長のボ諾を得た者

(2) その他やむを得なし¥0lr情であると研究科長が認める者

(lj l晶手続）

3 長期履修学生を希望する者は，指導教員の収沿を得て，｝爪則として学期の初めに長期

履修学生ljl,fl/ Iりを研究科長に提出しなければならなし＼

（審10

4 研究科•長は，前川の qi 晶；りを受則したときは，教務委員会にその審ftを付託する。

5 教務委員公は，叶l,;i/;杯及び111i 談により‘札臼朽し，その結果を研究科委員公に報~'i'する。

6 研究科委H公は，前瑣の報位に）Jしづき審杏．し， ＂［否を決定する。

（長期履修の期間）

7 氏期履修学生の履修期1111は，椋準修業年限の 21,りを超えることはできなし＼

（／役修期1川の変更）

8 長期屈修学生が，記F11Jされた履修期rmの変更を希惰する場合は，指導教Liの;j¥諾を得

て， /J叫 lとして学期の初めに長期／復修期間変更FjlJi/ i片を研究科長に提出しなければなら

なし‘。

9 llli瑣の111,川の井臼杞に対しては，第 4項から第 6瑣主での規定を準川する。

（審ft結果の迎知）

10 研究科長は，審杏．結果を審牡結果迎知 g(別出1汲式）により通知するものとする。

(/役修）if. 去）

11 長期履修学生は，現りの教育諜捏の範IJJ:I内で指尊教員と履修叶umにつしヽて打合せの J-.,

屈修するものとする。

（その他）

12 この内規に定めるもののほか，長期／復修学生に ,~,J し必吸な 'ff瑣は， {i)F究科委員公の議

を経て別に定める（）

附則

この内規は，平成 I7年 3月 811から施行し，平成 I6年度人学生から適川する。

附則

この内規は， 平成 22年 7月 20日から施1iする，'
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別記様式

審 査結果通知書

｛［―'・ 月 11

I 1 !}杉）(,'jと）(ヽ}:lt'cJ用r_,'f:{iJFり厄店l・

＼り：攻

様

1 J 1 Jf-; )( ,' ; を） ( ,' 芹I りcJ1 H L ? M・・]i: f 斗l疋

!JI品のあった長期）役修につしヽて， 1、記のとおり決定され主したので，お知らせし主す。

人学年月 II

ljl ,iiUリllliJ 平成 年 J l I l 

ーし
.... I 

平成

修 (J'定年）J ll 

1j"● Jj 11 

審杏．の結果，以 I:の11ーlff1りを許:11Jする。（不謹 11fとする）

111 形 大学長
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審 査 結 果 通 知 書

~-^
 

．
 

ー
：こf
 

ーI

1廿形大学大学院.fll!T汀E研究科

内：攻

様

山形大学大学院則L"Jを:/iJF究科長

巾品のあった長期）復修期IIりの変更について， ド記のとおり決定され主したので，お知ら

せし主す。

記

人学年）l 11 {j'_ J l 11 人学

現在の修(
修(年 ）］ II 

f, 定年）l 11 

現 A リ） 什`． ）］ ll から（年か）］）

履修 期 間 {j'. ) ] I I 主で

変更後の修(
年 修[Jj 11 

J'定年）l ll 

変更 後 の 11:. J l 11 から（ 什：・ カヽ）］）

履修期間 ィj'. J l II 上で

札予~在の紺i ;1~, 以、 l・.O)if!; 出を訊F11fする 0 (不謹 11fとする）

111 形人: , ヽ；：：長
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5 山形大学大学院理工学研究科学位審査細則

（平I戊51,ド4月 23日制定）

第 1章総則

（趣旨）

第 1条 この細且ljは，山形大学）ぐ戸院規則（以 lく「大学院規則」としヽう 0)及び1!1形｝ぐ芹学｛立規程

（以 1く「'')".{立規程」としヽう 0)に定めるもののほか，本学Jぐ戸院則l・→＾学研究科の修卜及びI専l:の

学＇（立審杏笠に閃し必吸な 'h瑣を定めるものとする。

第 2章修士の学位

（学忙論文の提出）

第 2条 学位，；倫文を提出できる者は，所定の提出 11におしヽて，大学院規則第 19条に定める修('笈

件を，ヽII該提出 11に対応する修 (II主でに，具備できる見込みのある者でなければならなし＼

（学位論文の切 11)

第 3条 学｛立論文を提出しようとするときは，あらかじめその論文の題 II及び{i)F究内容について

指導教Ho)承認を受けなけれげならなし‘。

2 学位論文の題 IIは，所定のHfAにより論文提/!¥ 0) 2か）l前に， 111形大学大学院則 lー→．‘予研究科

j¥1i I: 前期，渫肛山形地1べ委員公又は米沢地区委員公（以 F「地区委員会」という。）の委員長に）川

け／廿なければならなし‘。

:3 '、;::位論文の題 IIを疫史しようとする場介の手続は，第 1珀に準ずるものとする（〕

（学(ir:高文の審炉P;lr1D
第 4条 学位面文の審ffをijl晶しようとする者（以 f「ljl,tr1l者」という。）は，指導教員の11x,忍を

得た 1今.,ljl,iN,1}に次に掲げる論文ぐ序を硲付して地区委ii会の委n長に提出しなければならなし＼

(1) 学的論文（和文又は英文） (J¥ 4判，）;;(本） 3部

このほか審ffに必＇梃な部数

(2) 倫文内容の吸旨（所定の様式） 3部

2 I 11 ,iN)}:~、かの提／廿期限は，次のとおりとする。

(I) 後期提出の場合 2月 1o 11 

(2) 111! 期提出の場介 8月 IO11 

:3 1)ij瑣に定める 11が休 IIに‘りたるときは，その訓 11を提出期限とする。

（学｛立論文審査:I―jl晶0)辿知）

第 5条 地1べ委員公の委員長は，前条のljー1,iN,りを受則したときは，り噂叫にその旨を通知し，地

区委H会に学位論文哨責を付託するものとする。

（学位ム論文0)蕃査委tiの選II¥) 

第 6条 地区委［［公は，提出された学9位論文にづしヽて，学位規程第 11条に規定する修 I:論文に係

る‘番ff委員（以 1く「修!:論文審ff委員」としヽう｛う）として，指導教［しを含む 3人以上の博 l:rlii期

課｛叫II.'11教員を選出するものとする。ただし，選出された修 1論文蕃杏委員が，やむを得ない

加1,により論文審査を行うことができなくなったときは，地区委員公O)i/fliを経て，祈たに修 I:

論文審査委員を選出することができる 0

（審ff委員じffの指名）

第 7条 地区委員公の委員liiJ, 地1メ委員公のげいを経て，修 Lil倫文蒋青委員のうわから l府を 指

名する 0 なお，指名された卜府が，やむを得なし¥'ド由により高文審杏をいうことが出来なく左

ったII、『は，改めて l:査を指名する 0

（学｛立論文公聴公）

第 8条 内攻長は，提出された学位証i文に，，八ヽて公聴公をIJMft『するものとする。
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（学位論文の審査及び最終試験）

第 9条 修卜論文審査委員は，学イ立論文の審青及び最終試験を行う。

2 最終試験は，学位論文の審査が終（した後に学位:,1倫文を中心として，これに閃連のある科目

について， 「l頭又は惰答により行う 0

3 修 I:論文審杏委員は，学位論文の審性の結果，不介格と判定したときは，最終試験を行わな

いものとする。

4 学位論文の審査及び最終試院の結果は，合格又は不合格の訓晶をもって表す〈）

（学位論文の審奔及び最終試験の結果の報古）

第 10条 学イ立論文の畜査及び最終試験が終（したときは，修 l:1f(i1l文愉責委員のi責は，学｛立論

文の審青及び最終試験の結果の要旨を地区委員公に報告しなければならない()

（平位授りの判定）

第 11条 地1メ：委員合は，前条の報告に）Jづき，学位1受りの 11f否について審議し，議決する。

第 3章 課程修了による博士の学位

（論文出rhjの提出）

第 12条 学N:論文につし、ての論文叶両（以 lく［論文叶jlfij」としヽ う。） 0)蕃杏．を受けようとする者

は， じ指導教員に論文計両を提出するものとする。

2 面文叶・11l1j0) iW1tを受けることができる者は，後期課枠に 2年以 I・・{E学し, Iし?:I後期課作の履

修）よ準に定める条件を祉翡たした者でなければならなし‘。ただし， (C芹期間に 1川し，大学院規則

第 20条ただし，りを迎川する者にあっては，この限りでない，

（論文:,l1-i11Jj審杏委nの構成）

第 13条 提出された論文叶phjO)審1tは， i倫文叶phj審杏委員として指怜教員グループが‘りたる。

2 前川の場合において，論文壮11hj審杏のため必吸があるときは，他の大学院又は研究所節の教

l『咋（以 f「他教Li勺｝：」としヽ う。）を加えることができる。

;3 111形大学大学院J1H1・. 学研究科委i1公（以卜.I研究科委11公」としヽ う 0)は，論文,lI・11lii札臼杞委L1 

の中に他教Li勺信を含むときは，その者の賓格滸青を行うものとする。

阻`文ill・plJjO)嶺:ft)
第 14条 論文叶jrlJjO)審1t(J, 111 出する学(i'r論文の1翡成及び内容に✓)いて行う。

2 面文itl・pl1jO)審ftは，次に褐げる期 11主でに，実施しなけれfJなら／且ヽ 。

(I) 後期提出の場合 10月木 11

(2) 前期提出の場介 4月末 11

3 論文丘l・11njo噴杏．結果は，合格又は不合格の謹晶をもって表す0

（論文ill・111Ji審青結果の報店）

第 15条 倫文叶jflijO)蕃杏．が終［したときは， I: 指導教員は，論文叶[iH濱 1t結果報店，ーりを研究科

委員公に提出しなければならなし＼

（学位論文の提出）

第 16条 学｛立論文を提出できる者は，論文出ilij審杏．に合格した後，所定の提出日において，大

学院規則第 20条に定める修［要件を，ヽ111l亥提出 IIに対応する修 (II主でに，具備できる見込九

のある者でなければならなし＼

（学（立論文0)題 I―l)

第 17条 ＇］合（立論文を提出しようとするときは，あらかじめその繭文の｝姐 II及び研究内容につい

て指導教旦グルーフの水認を受｛｝なければならなし＼

2 学イ立1f倫文の題Hは，論文壮p!Jj畜杏．に合格した後， /iJf定の様式により次に掲げる期 II主でに，

MFりttHミ(こJiii(J/1¥なItれ(;fならなし、0

(1) 後期提出の場介 10月末 11

(2) 前期提出の場合 4月末日
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3 学位論文の題目を変更しようとする場合の『続は，第 1瑣に準ずるものとする。

（＇、ド位論文の審査中晶）

第 18条 申請者は，指導教員グルーフのボ認を得た I~. 申請鳥に次に褐げる論文ぐ序を硲付して

山形大学大学院罪L学研究科教務委員会（以 1く「教務委員公」という0)を経て研究科長に提出

しなければならなし＼

(1) 学位論文（和文又は英文） 全文の軍（うデータ

このほかに審査に必要な部数

(2) 論文日録 （所定の様心

(3) 論文内容の嬰旨 (1叶定の様.r¥'.:)

(1J) J役川駅l字 (/9[ぅi:O)fぷ汀¥::)

5 i'fll 

5 ltll 

1部

(5) 共粋者のIi;J; 息、?f(所定の様式） 4部

(6) 論文ll録に記載した，i倫文の別刷又は投稿中の論文）爪稿の＇げし及びその掲載決几＇通知の 'ij.し

（掲載決定していない場合は，投稿肱稿の受付を,/!El月］するもの） 各 1部

2 q―I晶内ズりの提出期限は，次のとおりとする。

(1) 後期提出の場合 12)] 2011 

(2) 前期提出の場合 7)J I日

:3 1)1団に定める 11が休11に,1『たるときは，その1lif11を提出期限とする。

（学位，；倫文の術的j!illりの迎知）

第 19条 研究科Kは，前条のqI lit; いを受則したときは， j: 指尊教員にその旨を通知し，研究科

委員公に学位，；倫文審fl:を付，；［するものとする0

（学位倫文の'.t恥相委11の選出）

第20条 研究科委員会は，提出さオした予｛立論文について，学｛立規程第 21条に規定する課捏J¥lj.I—• 

論文に係る審ft委員（以 I'"I課肛博 l論文審ft委日」という。）として，博1後期諜程担‘り教員

3人以卜を選出するものとする。ただし，選出された課程j¥1/I: 論文嶺府委員が，やむを得ない

'j;: 由により，；（以愉責を行うことができなくなったときは，研究科委員公の，義を経て，新たに課

捏 博u倫文審ft委員を選出することができる，）

2 伯瑣の場合において，，；倫文愉責のため必要があるときは，他教員ぐりを加えることができる。

3 研究科委員会は，諜程博 l一論文審杏委員の中に他教日怜を加えるときは，その者の賓格審ft

を行うものとする。

（審牡委員じfl:の指名）

第21条 研究科長は，研究科委員公の，I・義を経て，諜程l専卜論文審牡委員のうちから L1tを指名

する。なお，指名された i・→査が，やむを得ない*:由により論文審査を行うことが出来なくなっ

たときは，改めて卜査を指名する，〕

（‘、ド位論文公聴公）

第22条 課程博l:,l倫文審査委員の l・府は， ＇、り攻長の！応忍の）・ 1しに，提出された学｛立論文につしヽて

学｛立論文公聴会をIJ廿催し，その Ii]公者となる，ー）

2 111請者は，学位論論文公聴公で論文の発表を1月）なければならなし¥,

:3 j査は，学一位論文公聴公の間俯 II勺信を「l1,泊者に通知するとともに，｝爪則として間催110)1 j肘

間前主でに，令人り攻及び閃係者に掲ぷ又は因：面をもってIHH、作を公ぷするものとする)

4 学位論文公聴公の結果は，学（立論文の蕃ftに反映させるものとする0

（学｛立論文の蕃査及び最終試験）

第23条 課程I専hi倫文審査委員は，学院論文の審査及び最終試験をいう 0

2 最終試験は，学位論文を中心とし，これに関連のある科llにづしヽ て II頒又は惰答により行う 0
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3 諜程博—I:論文審査委員は，学位論文の審査の結果，不合格と判定したときは，最終試験を行

わなしヽものとする。

4 学位論文の審査及び最終試験の結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

（学位論文の審査及び最終試験の結果の報告）

第24条 学位→論文の審査及び最終試験が終［したときは，課程博l:論文審査委員の主査は，学

位論文の審牡及び最終試験の結果の9変旨（所定の様j:¥::) を研・究科委員会に報告しなければなら

なし¥

（審森期1廿l)

第 25条 課打修［による博 l:の学位．論文の蕃杏．は，‘乍亥学生の在学する期11¥J内に終（するもの

とする。

（学｛立授りの判定）

第26条研究科委員公は，第 21I条の報店にJ占づき，学・位授りの,ir否にづいて審議し，投限によ

って議決する0

2 11り瑣の成決をするときは，研究科委員公構成員（公務及びll:むを得ない・Ji:柏により出）州でき

なしヽものを除く。以 f「構成員」 としヽ う〔,)の 3分の 2以卜の出）;,\•; を必要とする。

3 学｛立授りの議決には，出）i'1りした構成iiの3分の 2以卜ぃ竹成がなけれはならなし＼

第4章 論文提出による博士の学位

（乍位論文(})'.裔賛lj片泊）

第27条 1p ,iii者は，ぶ'/:U)IWI: 後期課｛叫It'り教Hの紹介により， 叶1,;)i;りに次に褐げる論文ぐりを

硲えて，研究科長を経て学長に提出しなければならなし＼

(I) ,、ド位論文 (,Vil文又は炭文）

このほかに審青に必要な；'fl¥数

(2) 論文日録 (1ilr定の様式）

(3) 論文内容の疫旨 （所定のり~式）

(1J))復1仙，I}: (所定の1浪人；）
(5) 」［署者のlriJ;筏，I} (所定の材瓜）

(6) 学位論文審1tT:数料

2 IIJ fl1りは，随II、tp行うことができるものとする。

（論文の内容）

全文(})屯 fデータ

5れHI

5; 『=11

I; 『=11

5部

57,000円

第28条 学（立面倫文の内容は，印刷公表されたもの又は印刷公表予定の確実なものでなければな

らなし‘。

2 提出した学怜論文は，ぷ‘ドのl内l諜代修「r定者が提出する学9位論文とl1iJぐり以 l・.O)ものであ

ることが必吸である 0

（論文審牡委員の選出）

第29条 研究科委員公は，提出された学位＾論文について，＇］を1立規肛第:31 条に規定する論文博1—:

'芹位倫文に係る蕃1t委員（以 fI論文背臼州委員」という0)として， hり卜後期課程担‘り教員 3人

以卜を選出するものとする0 ただし，選出された倫文審ft委員が，やむを得ないqr由により論

文審査を行うことができなくなったときは，研究科委員会の，，義を経て，祈たに諭文審査委員を

遣出することができる。

2 111団の場合におし¥-c,学位論文の審杏．のため必要があるときは，他教員怜を加えることがで

きる0

3 研究科委員公は，論文審杏委員の中に他教員悴を加えるときは，その者の資格審査を行うも

のとする。
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（審査委員主査の指名）

第30条 研究科長は，研究科委員会の議を経て，論文審査委員のうちから主査を指名する。

なお，指名された主査がやむを得ない事由により論文審査を行うことが出来なくなったときは，

改めてt性を指名する0

（学位論文公聴公）

第31条 面文審査委員のt査は，提出された学位繭文について学イ立論文公聴会を開催し，その

,n会者となる。

（学位論文の審査及び学））の確認）

第32条 誨文審査委員は，学イ立論文の審奔及び学力の確認を行う。

2 学力の確晶は，博I:論文にI見l述のある Iヽ り攻分野の科H及び外!re:]語科日につ1,,ヽて， 口唄又は喰

答で行うものとする。

3 前瑣の規定にかかわらず，学））の確認は，論文審青委員が特別の •lf由があると［忍めるときは，

研究科委員会の爪認を得て，博I:論文に関連のあるリ｛攻分野の科11O)みについて行うことがで

きる。

4 論文審査委員は，学位論文の審性の紺；果，不介格と判定したときは，学））の確認を行わな1,,ヽ

ものとする0

5 学位、論文0)審杏及び学））の確認の結果は，合格又は不合格の評話をもって表す。

(>'/'.)JO)/i籠忍の4守例）

第33条 第27条の規定により学位の授りを巾叫した者が，本学大学院博L後期課程に 3年以 l・.

在学し所定の単位を修得しに者である場合には，学｛立規れ［第33条の規定により， IJIJ条0)'、ドカの

確認を免除することができる。

("邸＇［愉青の特：例）

第34条 本学の博「後期渫代に 3年以 I・.在学し，所定の単位を修得し，退'jだした者（以 fI iji. 

位修得退't者」としヽ う0)が退'/:ll.11:より 3年以内に学位論文を提出した場合には，諜程博 l:O)学

位論文審1tとIii]様の審1tを行う。

2 巾位修得退学者が退''-f:11、『より 1年以内に学｛立論文を提出するときは，論文審杏:T数料を納付

することを疫しない。

（学忙論文の審ft及び学））0)/i'(ti品の結果報店）

第35条 学イ立論文の審ft及び学））の確認が終［したときは， i倫文札¥1t委員の i介は，学位繭文

の審ft及び学）］確認の結果の要旨（所定の様ぷuを研究科委員会に報古しなければならなし＼

（審杏期間）

第36条 繭文提出による博l:の学｛立論文の審性は， iJ片泊閃を受則した 11から 1年以内に終(す

るものとする。

(,、ド（立授＇｝の判定）

第37条 研究科委員公は，第35条の報因に）！［づき，学位」受りの nj否について審ぷし，投漿によ

って議決する0

2 11if瑣の議決をするときは， h府成員（公務及びii:むを得ない*柏により出席できないものを除

く。）の 3分の 2以卜の出J札りを必要とする。

3 学位．授＇｝の議決には，出｝「 i;i;した構成員の 3分の 2以卜の賛成がなければならなし＼

（その他の市項）

第38条 その他必要な巾瑣は，研究科委員公の議を経て，研究科長が定める0

附則

この細則は，平成 28年,g月:3()日から施行する。
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6 山形大学外国人留学生規程
（昭和 63年 2月 16日全部改正）

山形大学外国人学生規則（昭和30年12月23日制定）の全部を改正する。

（趣旨）

第 1条 この規程は，山形大学学部規則（以ド「学部規則」という。）第43条第 2項及び

山形大学大学院規且1」（以lく「大学院規則」としヽう。）第28条第 2瑣の規定に）店づき，外

川人留学I卜.について必要な事項を定めるものとする 0

（定義）

第 2条 この規程において， 「外国人留学lj.:_」とは，出人1玉］管則及び難民認定法 (11(1和26

年政令第319砂）別表第 1に定める「留学」の在留資格により，本学において教育を受け

る外I―E]人学生をいう 0

（区分及び人学賓格）

第 3条 外11、,)人留学生の区分及び人学賓格は，次のとおりとする。

区分 人学賓格

学部学11.: 学仇翡規則第10条に規定するもの

大学院学生
大学院規則第6条に規定するもの

（修l:課程及び博 l:前期課程）

大学院学生
大学院規則第7条に規定するもの

(IW U妥期翡打閑）

大学院学lj:_
大学院規則第8条に規定するもの

（［阪学系研究科博 I:課程）

'"/'. l'fll店l・11ぐ窄）i笈{1参lj:_
(1) 学部規則第10条に規定するもの

(2) 日本語・日本文化研修コースを受講する者

学部研究生 廿1形大学研究生規程第4条に規定するもの

、］を(fll牛、1DJ!Jlff應、,ii年'、'f:!j:・▲

(I) 協定に）jしづく外I―I、:)の大学又は厨期大学の学生

(2) 日本語..日本文化研修コースを受講する者

A"t Iりi「l・1―l勺1,I復•｛修it 大学院規則第6条，第7条又は第8条に規定するもの

大学院研・究生 山形大学研究牛規程第9条に規定するもの

大学院特別聴溝学生 協定に）よづく外川の大学院の学生

特別研究学生 協定にJ店づく外国の大学院の学!J:

II本語研修バ-: 日本語・研修コースの学生
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（人学の時期）

第 4条 人学のII炉期は，｝原則として学期の始めとする。

（志願方法笠）

第 5条 人;ドを志願する者は，次に褐げる，り類に検定料を沿えて，志l）禎する学部又は研究

科の長を経て，学長に願し ¥IIIなければならなし＼

(1) 人学顧，片

(2) )復）栖心

(3) 最終出身学校の卒業（修() .i1E明，り及び成績;i1EIリJ;l{

(4) f建康診断，片

(5) 現に 11本に在留してしヽる者は， 市区町村長が発行する住民限O)'lj.し

(6) その他必吸と認める代類

2 11、cl¥1t外 IT]人留学生制度実施要瑣 (11{~和29年 :3J l 31 lcl文；『II大臣裁定）に）店づく [T]粋外IT]

人憎学生及び外,,、1政!f'.fi)辰附留学生に／八ヽては， 文部科学省からの協議且頼をもって前瑣

各砂に掲げる，杯類に代えることができる。

（人学者の選考）

第 6条 人学者の選杓は，胄該学部又は研究科におしヽて行う。

（合格者の決定）

第 7条 合格者の決定は，前条に規定する選考に）［づき，ヽ1,,i亥学i『II教授会又は研究科委員

会の紅見を聴しヅ：：： I・. で，学長がii'ぅ（）

（人学の「••続）

第 8条 伯条の合格者は，所定の期 11主でに所定の，り粕を提出するとともに，人学料を納

イ寸しなければならなし＼

（人学の記F11J) 

第 9条 学l又•は， 1)り条の人学 r-続を完［した者につしヽて，人学を記F 11Jする。

2 タトIE)人留学!J:_は，定Liの枠外として取り扱うことができる 0

（教有課料）

第10条 授叢科• 日， lj'r.位数及び履修）jYl; は，各学祁，研究科ぐりの定めるところによる 0

（が業， 修(~窄）

第11条 学部学生に/)しヽては，｝叶定の期間以]・,在学し，所定の爪（立を修得した者に，ヽ',iJ亥

学祁教授会の屈見を聴しヽた 1尺で，学長が卒業を，忍応し，学｛立を授 lj.する。
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2 大学院学生については，所定の期!Ml以L在学し，所定の単位以卜を附賃サし，かつ，必

要な研究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格した者に，〉月il亥研究科委

員公の議を経て，学長が学位を授りする。

~3 •'1を｛立につしヽては， 山形大学学イ立規程の定めるところによる。

（検定料•，人学料，授業料及び＇岱術料）

第12条 学部•'i賃，大学院学叫科 II 怜履修生，研究牛．，特別聴講,'}をlj二．及び4寺別研究学生

の検定料，人学料，授業料及び囁噌叶料の額は， [l、―l立大学怯人山形大学における授業料そ

の他の費川に間する規料の定めるところによる。

2 fJ1i瑣の規定にかかわらず， IE]'Pi:外 Ir、:1 人留学lj~制度実施嬰瑣（昭和29イト 3月31ll文祁人・

臣裁定）に）！［づく 11')費外国人留学生に係る検定料，人学料及び校業料は，徴収しなし＼

（交流協出に）よづく外Ir、:]人留学生の授業料ぐり）

第13条 本学と諮外川の大学との間におしヽて締結された大学間交流協定，学i『1111¥l交流協定

及びこれらに準ずるものに）！い）き受け人れる外11・い1人惰学生につしヽては，協定惰学牛．とし

て受け人れる。

L llり瑣に規｝しする協几惰学生につし‘ては，検定小I・,人学料及び長業料を徴収し I忙し、こと

ができる。

（その他）

第14条 外Ikl人惰学lj:_にづし‘ては，この規杓に定めるもののほか，本学の晶規則中，学化

にIY;Jする規定を準）IJする。

附. HIJ 

この規則は，昭和63年 4月 1日から施行する。

（省略）

1外寸 且lj (平成28年 :3JJ9 11) 

この規和は，平成28年 4)]1 llから）j他1「する。
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7. 山形大学大学院特別研究学生交流規程
（廿{HI!5 7 4卜12月 10日制定）

第 1章総則

（趣旨）

第 1条 この規程は，山形大学大学院規則（以1ご「大学院規則」としヽう 0)第 16条の規定によ

り他の大学院又は研究所笠（以卜-「他大学院笠」としヽう。）におしヽて研究指導を交ける者（以

ド「4守別研究派遣学生」としヽう 0)及び[ri]規則第 27条の規定により本大＇予院におしヽて研究

指導を受ける者（以 1ご「4非別研究学生」 としヽう。）の取扱しヽにつしヽて必嬰な •J;:瑣を定めるも

のとするい

（｛也）ぐ芹l除竺りとの協議）

第 2条 大学院規則第 16条及び第 27条の規定に），しく他大学院り「との協ぷは，研究題II,liJF 

究指西期間その他必要な*~瑣について，‘り該研究科委員公（以 F「委員公」という。）のふ

を経て，研究科長が行う。

第 2章特別研究派遣学生

（出願手続）

第 3条 附l'別研究派翡}:lj:として他大学院笠の研究指導を受けようとする者は，所定の顧，りに

より ./iJfグ［科鼻長｛こ顧し,1 I lなtJればならなし¥,

（研究指導0)計F11J) 

第 4条 伯条O)}Ji卯⑪ ヽ出があったときは，第 2条の規定による協ぷに），しづき，研究科にが研究指

導を受けることを許 11rする。

（研究指導の報内）

第 4条0)2 IJli条の規定により研究指導を謹11Jした場介，＇研究題 II,研究指導期間その他必＇炭

なq;:瑣につしヽて，研究科長は学長に・MJ伯するものとする 0

（研究指祁期間）

第 5条 特別研究派遣}:I卜.が研究指消を受ける期間は， 1年以内とする。ただし，大学院Iサ；(l: 

課作において，やむを得ない1叶］があると認められる場介は，委n公の,j義を経て，研究科

長が期間の延氏を許 11[することがある 0

2 前瑣ただし，片の場合におしヽて，［；午11Jする期間は 1年を超えることができなし＼

(1i)f りE ヤ11~1n

第 6条 特別研究派閏学生は，研究指尊が終［したときは，直ちに（外lk]の他大学院怜におし‘

て研究指導を受けた行にあっては，帰IT]の日から 1月以内）研究科長に研究恨古，片及び<111l亥

他大学11完笠の長の交付する研究指導の報内，りを提Illしなければなら左し¥,

（研究指導許 11J0)取泊し）

第 7条 4守別研究派遣学生が次の各砂0) に該‘りするとぎは，研究科長が研究指沿0)11午11Jを取

りtiりすことがある。

(1) I I I形大学（以]'"「本予」としヽ う 0)又は他大学院閤0),渚規則に逸反したとき。

(2) 派遣0)趣旨に反する行為が認められるとき 0
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第 3章特別研究学生

（受人れの許llf)

第 8条 他の大学院から特別研究学牛の受人れにつしヽて依頼があったときは，第 2条の規定に

よる協議に);しづき，研究科長が受人れを記FnJ'する 0

2 茄瑣の依頼に‘りたっては，研究科で定める書渭iを提出しなければならftし＼

3 第 l瑣の規定による特別研究学生の受人れを詳11Jした場合，研究科長は学長に報古するも

のとする（）

（研究4行訊iの報古翡）

第 9条 年、『別研究}:I卜に対する研究指導が終［したときは，研究科•長が研究指導の報古,;りを交

付するものとする 0

け、．見）じの準川）

第 10条 第 5条及び第 7条の規定は， 4守別研究学lj●~ に準川する。

2 特別研究学生には，本学の晶規則「ド，学生に1月する規定を準HJする()

（省略）

附則

この規捏は， 平成 27年 4月 IIIから施行する。
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山形大学大学院における博士課程教育リーディングプログラム「フロンティア有

機材料システム創成フレックス大学院」の博士後期課程への進学審査に係る QE

(Qualifying Examination : 博士課程研究屈礎力試験）に関する内規

（平成 26年 1月 21日）

（趣旨）

第 1条 この内規は，山形大学大学院規則第 9条の 2第 2項の規定に）占づき，山形大学大

学院における博に諜程教育リーディングプログラムフロンティア有機材料システム創

成フレックス大学院（以下「フレックス大学院」という。）コースに在籍している学

生の博上後期課程への進学審査に係る QI遺(Quali「yingExamination : 博t課程研究）］乳礎

力試験）（以f「QE」という。）について，必要な事項を定めるものとする。

（審査条件）

第 2条 QEを受験することができる者は，本コースに在籍し，学生が所属する研究科の

学ll_{更覧に定める所定の本コース 1, 2イド次履修仙準の授業科I=! (以Iく「授業科lj」と

いう。）を修得する見込みがあり，かつ，次項の要件を満たし，必要な研究指導を受

けた学牛~とする。

2 QEを受験する要件は，次の各号のいずれにも該胄することとする。

(1) 英語による国際学会発表 l件又は英文予松;i件を投稿済みであること。

(2) 論文 l件（英語を推奨し，査読付プロシーディングも認める）を投稿済みである

こと。

（審査叶1請）

第 3条 QEの受験を巾請しようとする者（以F「qq泊者」という。）は，フレックス大

学院教育ディレクター（以ド「教育ディレクター」という。）及びじ指導教員の承認

を得た1-:で，次に掲げる曹類を巾請者が所属する研究科の研究科長（以ド「研究科長」

という。）に提1廿しなければならない。

(1) 1:UJ-J: 後期課程への進学審査に係る QE(Quali「yingExamination : 博L:課程研究）よ礎

力試験）申請書（別紙様式第 1号）

(2) 論文日録（別紙様式第 2号）

(3) 研究内容要旨（別紙様式第 3号）

2 qi訥の提出期限は， 11月 30日とする。

3 前項に定める日が日曜日又は日lW!II に‘りたるときは，その直前の金ll11¾IJ を提出期限と

する。
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（通知及び付託）

第 4条 研究科長は，前条の申請書を受理したときは，教育ディレクターにその旨を通知

し， QEの実施を申請者が所属する研究科に係る大学院理l.学研究科博土・前期課程米沢

地区委員会又は大学院介機材料システム研究科委員会（以卜.「＼り該委員会」という。）

に付託するものとする。

（審査委員の選出）

第 5条 ~ 該委員会は，提出された中請について， QEを実施するため， じ専攻及び副専

攻の指導教員を合む 3人以l口：の QE審査委員（以lご「審査委員」という。）を選出する。

ただし，選出された QE審査委員が，やむを得ない1Jr由により QI渭：審青を行うことが出来

なくなったときは，ヽJi該委員会の議を経て，新たに QE審査委員を選出することができ

る。

（審査委員L府）

第 6条 研究科長は，ヽ1~Ii亥委員公の議を経て，審査委員のうちから］三査を指名する。

（審査委員会）

第 7条 教育ディレクターは， QE:札¥1t委員会（以 f「審ft委員会」という。）を招集し，

その）1.j{長となる。

2 蕃査委員公は，教育ディレクター及び審奔委員で構成する。

3 審ft委員会が必疫と認めるときは，フレックス大学院を担‘りする教員の出）術を得て認

見を求めることができる。

4 審牡委員公は， QE に係る日 ti~の決定及び次条に定める QI・-~ の実施）j怯について確認す

る。

（実施）J怯）

第 8条 QEは，山形大学大学院規則第 19条第 2項及び第 3項の規定に準じて，研究の成

果に関して発表及び質疑により審査し，研究遂行能力並びに価値創成グローバル実践

力を日煩試間により審査する。

2 審森委員公が必疫と認めるときは， QEに1靡し，フレックス大学院を担‘りする教員の出

）叶りを得て， I l頒試間11かの質疑応答に加わり，＇判定 ll}fに紅見を求めることができる。

3 蕃杏．の結果は，介格又は不合格の評Miをもって表す。

（結果報古')

第 9条 審査委員公は， C~E が終［したときは， QI・・；，の結果を，ヽI~該委員会に報告しなけれ

ばならなし＼

2 教育ディレクターは，授業科 1—l 修得状況について，‘信亥委員公に報告するものとする。

鳴L~後期諜程への進学の＇判定）

第 10条 胄該委員会は，前条の報告に）店づき， I専!:後期課程への進学の可否にづいて審

議し，決定する。
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附 則

この内規は，平成 26年 1月 21日から施行する。

附 則

この内規は，平成 27年 9月8日から施行する。

附 則

この内規は，平成 28年 5月 24日から施行する。

附 則

この内規は，平成 28年 8月 30llから施行する。

附 則

この内規は，平成 28年 11月 22日から施行する。
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【様式第 1号］
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Eーf

r
―
 

成ド―¥i 

研 究 科長殿

平成 年度人学博lー：前期課程

主専攻名

副i,l/攻名

学生番号

氏名 ⑲ 

博士後期課程への進学審査に係る

QE (Qualifying Examination : 博士課程研究基礎力試験）

申請書

山形大学大学院規則第 9条の 2第 2瑣の規定により， (✓E を受験したしヽので， l心品の閃

舟i'iを沿えて ljl訥します。
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川
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主指導教員 ⑲ 

フレックス大学院教育ディレクター ⑲ 

202 



［様式第 2号］

論 文 目 録
(bibliography) 

人学年疫 (admissionyear) : 

J-:iH攻名 (major): 

副内攻名 (minor): 

学牛番砂(studentnumber) : 

氏名 (name): 

[ I叶際学会発表] (plで se:ntationsat interirntional confo1でnces)

(l) Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （りイト1vtitle), 

xxxxxx (公議名 conferencename) 7/2007, Yonezawa, Japan, PP.456-457 

(2) 

（注）① 仝許者名（本人氏名に卜糾tを引く）， タイトル，公，1義名，間催年）J. IJ廿催地，

ヘージ（始頁ー終頁）を，；且人してくださし＼

Wrilc all m1thors (u11clcrli11c、yournrnnc), t i t I e, con ferencP mrnw, 111011 Lh and year 

lwlcl, place、lwl cl, and pages (start-end pages). 

② 祈しし‘、ものから古しヽものへ遡って年代順に出人してくださし＼

Beg i II with tlw mos L rccc11 L 01w (i. e. rc:verse c、hro11ological order). 

［論文] (articles) 

(1) Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （論文名 title) , 

xxxxxx (誌名 journal) , Vol.56, No.3, PP.234-238 , (2007) 

(2) 山形太郎，米沢・.郎，東北:_郎，△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名 title)

xxxxxx (りも名 journal), 第 30巻， 第 2砂， PP.345-349 , (2006) 

（注）① 令粋者名（本人氏名に 1ヽ・線を引く）， ,j倫文名，発表機IllC学術雑誌名，巻， 砂，

ベージ（始貞ー終頁）），発表年を出人してください。

Write a 11 au tho rs (under! i 1w your name), art i c I c ti t. I c, pub I i sher (journa I name, 

volume, i ssuc¥ page (start一 cmdpages), and pub l i ca Li on year. 

② 糾ししヽものから古しヽものへ遡って年代順に出人してくださし＼

Be、ginwith the most recent one (i.e. reverse cltronological order). 

③ 「ll刷中の場合は（印刷中），投fi(:j中の場合は（投h翡中），準備中の場合は（投｛闘準備中）

と出人してください"

Spl)C i「yeach publication by adding (in print) or (submiU.ed). 

記載例，及び（注）のi危II分は削除して使川してください。

De1etc examJ]es and instructions when ou use this form. 
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［様式第 3り】

研究内容要 旨
I

(research summary) 

人学年度 (aclmission year) : 

ぃり攻名 (major): 

副リ｝：攻名 (minor): 

学什：．番乃(studcm L number) : 

氏 名 (name): ⑭
 

研究題 II(rusearch Lit le、)： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

00000000000000000000000000000000000000000000 

00000000000000 

OUタイフ， ワープロ笠をJI仇ヽ てくださし‘。 !Opt 1,000字粋塵 (1I-f以内）とします。

(Typ<、usinga「ontsize lOpt, maximum 300 words 111 one page.) 
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山形大学大学院における博I:諜程教育リーディングフログラム「フロンティアイ叶幾材料シ

ステム剖成フレックス大学院」の 5 年。貰博J-: 課『]~コース修［に係る ECE(End-of-Course 

Examination : フレックス大学院修［試験）に1リ」する内規

平成 27年 9月 8ll 

（趣旨）

第 1条 この内規は， 111形大学大学院規則第 13条0)2第 2瑣の規止に）jしづき， 1!1形大学大

学院における j1,lf.・l:』程教行リーディングプログラムフロンティアイi機材料システム創成

フレックス大学院（以 1く「フレックス大学院」としヽう。）

・ftlW I: 課屁コース修（の 11f否を審杏．するための

Examination : フレックス大学I院修（試験）（以 f

:Q 

/
i
 

コースに在籍してしヽる学生の 5

(End-of-Course 

「ECE」

ECE 

としヽう。） に/)いて必＇梃な，-Jf 

瑣を定めるものとする。

（コース修 jパ炭件）

第 2条 本コースを修［する者は，＇、；を生が i_i!r;,,r:, する研究科（以,,・ Iーヽ11il亥Ml・りt:fl-1という。）

0)'}:11:_1吏閉幻こiじ以）る）叶定の本コース履修）,(準0)授党科H （以 Iヽ→ 「授党科 11」という。） を

修得し，かづ，

ばならなし‘。

（審牡rp,泊）

第 3条

IW: l: 学位諭文(})'.蒋ft及び最終試験に合格した I:で， ECEに合格しなけれ

ECEの受験を 1れ晶しようとする者（以 lく「1p晶者」としヽう。）は，‘り該研究科の学

指悴教且並びにフレ｛立審牡細則に定める博 l学位誨文O)'番往q,晶を1]う1,;J・学期に，

ックス大学院教介ディレクター（以 1く「教行ディレクター」という。） O); 良忍を得た I・.で

次に掲げる，1Htiをフレックス大学院プログラムコーディネーター （以 f「プログラムコ

イネーター」 という 0) ✓'---fli}/ I¥しなitればならなし¥,

(l) フレックス大学院コース修 J万料11:に係る ECE

ックス大学院修［試験） ljl rliり，几（所定様式）

(End-of-Course Examination : フレ

(2) フレックス大学院活動結果嬰旨 （州定様式）

（通知及び付託）

第 4条 プログラムコ ィネーターは，前条の111,w,りを受則したときは，教介ディレク

ターにその旨を通知し， ECEの実施をフレックス大学院プログラムIJ廿発・迎‘料；委員公（以

としヽ う。）に付託し，|、・「連料；委員会」

（＇番吼t委員の選出）

第 5条 迎祁；委員公は，提出された11片泊につし¥-c,各111,til者の ECEを実施するため，

ックス大学院雌学述携教員 3名以l・.o>ECE審牡委員を選出する 0

実施責任者を教行ディレクターにあたらせる。

フレ

2
 

連汎委員公が必嬰と認めるときは， ECE審査委員

1名を>II,;亥研究科博 I:後期諜程担‘り教員をもって代えることができる。

選出された ECE 審ft 委員が，やむを得左い•J,: 由により ECE札臼杞を行うことが出来なく

（以 1,・ 「沓牡委員Jとしヽうい） のうち

3
 

なったときは， 述汎委員公の,I義を経て，新たに ECE'.番'.ft委員を選出することができる。
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（審脊艮）

第 6条 フログラムコーディネーターは，運‘貨委員会の議を経て，審査委員をフレックス

大学院肖戸；''.迎携教員の中から各 ECE審査長を指名する。

（実施方法）

第 7条 ECEは，本コースの教有 H標に褐げる能力を身につけていることを， 11煩試1―BJによ

り審1tする。

2 蕃森の結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

（結果の報店）

第 8条 ECE審ft長は， ECEが終(したときは， ECEの結果を，連，況委員公に報店しな

ければならない。

2 教介ディレクターは，本コース修［に係る校業科 H 修得状況及び博I~学イ立論文の面杏紺；

果につしヽて，連料；委H公に報~\:するものとする 0

（本コース修（の判定）

第 9条 迎料；委員会は， 1)if条の報内に）よづき，本コース修（の 11J否について審成し，決定

し，判定結果を ,j五亥研究科の研究科委員会に報~lj-するものとする。

!If、tWJ 

この内規は，平成 27年 9月 8I lから）鮒iする。

1外tl[IJ 

この内規は，平成 28年 5J l 211 I lから）鮒］する。

!If寸 l[IJ

この内規は，平成 28年 8月 30I lから施行する。

!If、tWJ 

この内規は，平成 28年 11月 22I lから施行する。
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、ド成 什:: ） J II 

フレックス大学院プログラムコーディネーター 殿

平成 1ド度人学 I専1-:後期諜程

Iヽ リ攻名

学生番砂

氏 名

フレックス大学院コース修了審査に係る

ECE (End-of-Course Examination : 

フレックス大学院修了試験）申請書

⑬ 

山形大学大学院規則第 1:3条の 2第 2瑣の規定により， EC旧を受験したしヽ0)で， I漏且，杯類を

硲えてiJI illりし主す。

ー-1
itし

フレックス大学院話動結果疫旨

じ指導教員 ⑲ 

フレックス大学院教百ディレクター 砂
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フレックス大学院活動結果要旨
(activity summary in Innovative Flex Course for Frontier Organic Material Systems) 

Type your summary here. 

Make sure to follow the format outlined below; 

Font: I 0-point, Times New Roman 

Line spacing: Single 

Length: maximum 800 words 

Language: English 

Printing: Use both sides o「paper

(Delete instructions when you use this form.) 

Admission year : 

Major: 

Student number : 

Name: 

S誼nature: 
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Name: 
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2 0 I 8年 4Jl I 11 

発 イ［ 山形大学大学院且!!T.学研究科

〒992-8510 米沢市城怜iPLJr H :3~1 6 

叶ふ活 （り‘、イヤルイン） 02:38-26-3015 





（リサイクIL適牲⑧〕
この印刷物は、ED刷用の紐ヘ

リサイクルできます。




